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１．FSAとは



• SAI Platform：Sustainable Agriculture Initiative 
Platform

• ダノン、ネスレ、ユニリーバによって2002年に設立

• 目的：持続可能な農業

• 農協・製造業・小売業者などフードシステムに関わる幅
広い業種から、１７０以上の組織が加盟

• FSA（農場の持続可能性評価）、ERBS（欧州牛肉持続
可能性円卓会議）、SDP（持続可能な酪農パートナー
シップ）の規格を持つ

• ２０１４年にFSAプログラム開発

⇒農業の持続可能性を主眼とするFSAへの世界的な支
持が広がっている中で、JGAPにおいても世界の潮流に
対応するため、ベンチマーキングに取り組むこととした。

SAIについて
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• 農場の持続可能性を評価・測定するシステム（ISOに基づ
く認証制度ではない）

• 現行バージョンのFSA3.0は2021年4月にリリース

• 初級、中級、上級の３段階に分かれた１０９項目からなる基
準

• 評価レベルもゴールド、シルバー、
ブロンズの３段階

• 他のスキームに対するベンチマー
キングの仕組みを持ち、GLOBAL
GAP（GRASP,GGFSA）やレイン
フォレストアライアンス等がある。
+SA、GRASP、RAはシルバーレベ
ル承認

FSAについて
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２．+SAの適合証明



+SAの運用
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• アドオン規格に関する運用基準を作成：+SA総合規則

• FSAとのベンチマーキングにおいては、運用ルールは
承認の対象外であるため、スキームオーナーの判断で
作成。これは団体認証においても同様。

• JAB認定を通じた認証ではなく、「適合証明」として扱
う。「認証書」ではなく「適合証明書」を発行。



+SAの審査
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• +SAの審査はJGAPの審査に付随して行われる、+SA
のみの審査は行わない。

• 必ずJGAPの初回、維持、更新審査のタイミングで行う。

• 標準の審査工数は１時間とする。審査工数を削減する
場合は50％まで（最低30分）。



認証の流れ
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• 審査申し込みはJGAPの申込書に+SAのチェック欄を追加、農
場・団体との合意事項はJGAPと同じ。

• JGAPの認証の決定の基準を満たしたうえで+SAの評価の判定
基準を満たす必要がある。

• JGAPの認証なしに+SAのみの適合証明書を発行することはで
きない。

• 評価の報告はJGAPの認証の報告に付随して行う、毎月提出し
ている認証データ一覧のエクセルフォームに+SAの項目を追加
して記載する。

• +SAの適合証明書はJGAPの認証書と同様に随時提出してくだ
さい。

• 登録番号はJGAPの登録番号と同じ。

• 農場の登録料は税別で1年当たり個別1,000円、団体400円/農
場



審査員の登録
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• JGAP/ASIAGAPの審査員登録をしている者が+SAの
研修修了することにより+SAの審査員となる。

• +SAの審査員カードは発行なし。
JGAP/ASIAGAPの審査員カード
と研修受講証明書で+SA審査員
の証明となる。

 

氏  名  日本太郎     様  

受講日    2024 年 7 月 10 日  

研修名    審査員向    け+SA オンライン研修   

発行日    2024 年 7 月 20 日  



ロゴマーク
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• 持続可能性を表す＋SA規格として独自のロゴマーク
を、適合証明書、宣伝資材、農産物の包装等に表示可
能とする。ASIAGAP認証農場も表示可能。

• ロゴマークデザインはグラデーションが出づらい資材
向けもあり

• 審査時に+SAロゴマーク使用許諾書の確認は不要
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３．+SAの要求事項



SA1：土地の利用権
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SA1
必
須

土地の利用権
土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。

• 確認する記録類：登記事項証明書（登記簿謄本）や登記済権利
証、賃貸借契約書、固定資産税納税通知書

• 登記を確認する手段の例：登記情報提供サービス；インターネッ
ト上で不動産登記情報を確認できるサービス（記載されている
内容も登記事項証明書と同じだが、証明文や公印等は付加さ
れない）

• 法的書類がない場合は、口頭による説明を受ける。

• 自己所有の場合は登記の有無、借地の場合は賃貸借契約書が
あるか確認、問題がある土地と無い土地の仕分けをしてもらう

• 圃場台帳にこの項目の情報も記録するとよい（cf1.1)
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はじめに 

		１．はじめに

		一般財団法人日本GAP協会は、+SAの開発および運営を行う機関です。日本GAP協会は、+SAを公平公正に開発および運営し、その過程について透明性の高い情報公開を行います。また、+SAの開発と運営を通して、日本の農業および食品関連産業の持続可能な発展に貢献することを目的としています。

本規則は、+SAの基本について規定しています。また、信頼性を担保するために+SAに関わる組織のコンプライアンスおよび組織体制の適切な管理、ならびに信頼性のおける審査員力量の維持および管理について実施すべきことを規定したものです。

+SAは、JGAPとASIAGAPのアドオン規格と位置づけられています。JGAP/ASIAGAP認証農場・団体は、+SAの適合基準を満たす場合、SAI Platformが開発した農場の持続可能性に関する評価プログラムFSAのシルバーレベルと同じパフォーマンスであることの承認を得ています。 +SAが持続可能に配慮した農業の実践を評価することにより日本農業の発展に大きく寄与することを目的としています。



		２．運用について ウンヨウ

		本書のみでの運用はできません。必ず『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』とセットで取り組む必要があります。また、『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』について、『+SA総合規則』に従い、レベル変更が必要な管理点があります。審査の受付開始日は本書の運用開始日からとなります。 ホンショ ウンヨウ カナラ ノウジョウヨウカンリテン テキゴウ キジュン ノウジョウヨウ カンリテン テキゴウキジュン ヒツヨウ ソウゴウキソク シタガ ヘンコウ ヒツヨウ カンリテン ホンショ ウンヨウカイシビ



		3．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		4．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン









































































+SA項目

		番号		レベル		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		SA1		必須		土地の利用権 トチ リヨウケン		土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。 セイトウ ショユウケン シャクチケン

		SA2		必須		土地の購入 トチ コウニュウ		土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
(1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権利
　　  を示す文書がある。
(2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土地
　　  の所有権を認めている。
(3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
　　　れている。

		SA3		必須		商取引の透明性 ショウトリヒキ トウメイセイ		商取引について、以下の取り組みを実施している。
(1) すべての商取引に関連する文書を保持している
(2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを
　　　明確化している。 ショウトリヒキ イカ カンレン ホジ オコナ メイカクカ

		SA4		必須		法令の遵守 ホウレイ ジュンシュ		農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。 ニュウシュ

		SA5		必須		販売に関する契約 ハンバイ カン ケイヤク		農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意している協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
(1) 仕様
(2) 価格
(3) 取引量
(4) 支払条件   ノウサンブツ カン イカ フク ケイヤク ブンショカ シメ シヨウ カカク トリヒキリョウ シハライ ジョウケン

		SA6		必須		農薬の使用 ノウヤク シヨウ		a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、ブロマシル、チウラム ノウヤク セイサン クニ トウロク テキセツ シヨウ ヤクザイ ゲンタイ イカ フク ノウヤク シヨウ シヨウ バアイ ショウライテキ ツカ ホウシン

		SA7		必須		農地の造成 ノウチ ゾウセイ		2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明できる。 ガツ ニチ アラ ゾウセイ バアイ ホジョウ ゲンセイリン シッチ タイ シゼン チイキ チイキ エイキョウ アタ ブンショ ショウメイ

		SA8		必須		労働者の雇用・採用 ロウドウシャ コヨウ サイヨウ		a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
　　ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
(1) 国から許可を得ていること
(2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
(3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること ロウドウシャ ジッシ カクニン ロウドウカンケイホウレイ

		SA9		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
(1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
(2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 センヨウコウモク

		JGAP用項目

		SA10		必須		水の使用権 ケン		水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って節水に協力している。

		ASIAGAP用項目

		SA11		必須		炭素の貯留に配慮した土づくり タンソ チョリュウ ハイリョ ツチ		土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
(２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

		SA12		必須		省エネルギーの推進 ショウ スイシン		
温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
(２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
(3） 再生可能エネルギーの採用の検討
 サクゲン ト ク ジッシ サイセイカノウ サイヨウ ケントウ

		SA13		必須		危険物の保管
（肥料） ホカン		火災等事故を防ぐために、発熱・発火・爆発の恐れがある肥料を保管している場合は、肥料の販売店・メーカーに保管方法を確認し、その指導に従って保管している。 カサイ フセ ハツネツ ハッカ バクハツ オソ ヒリョウ ホカン バアイ ヒリョウ ハンバイ テン ホカン ホウホウ カクニン シドウ シタガ ホカン

		SA14		必須		肥料等の保管条件		
肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保管について以下に取り組んでいる。
(1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
　　　を防いでいること
(2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
(3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
(4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
(5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
(6) 農産物・種苗への汚染防止
 ヒリョウトウ ヒンシツレッカ カンキョウオセン ボウシ ロウドウアンゼン ショクヒンアンゼン フクロヅ ヒリョウトウ ホカン イカ ト ク ジョキョ セイソウ ホウホウ

		SA15		必須		堆肥の保管 タイヒ ホカン		環境汚染防止および交差汚染防止のために、製造途中の堆肥および流出液について必要な対策を実施している。 カンキョウオセンボウシ コウサオセン ボウシ ヒツヨウ ジッシ
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SA2：土地の購入
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SA2
必
須

土地の購入

土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
(1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権利
　　  を示す文書がある。
(2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土地
　　  の所有権を認めている。
(3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
　　　れている。

• これから購入する土地、過去１年に購入した土地が対象。登記を確認する。

• 土地を購入したのに登記をしない場合、第三者が登記してしまうと所有権
を主張できない（売主がより有利な条件で別の買主に二重売買するなど）。

• 境界には、土地登記簿に記載された隣接する土地との境界線である「筆界」
と、隣地所有者と話し合って決める「所有権界」の2つがある。

• 所有権界は当事者間で合意すれば自由に変更でき、変更した際は現地に境
界標（境界を表すコンクリートや石、金属の杭）やブロック塀などを設置する
のが一般的⇒所有権界の合意を確認する。
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はじめに 

		１．はじめに

		一般財団法人日本GAP協会は、+SAの開発および運営を行う機関です。日本GAP協会は、+SAを公平公正に開発および運営し、その過程について透明性の高い情報公開を行います。また、+SAの開発と運営を通して、日本の農業および食品関連産業の持続可能な発展に貢献することを目的としています。

本規則は、+SAの基本について規定しています。また、信頼性を担保するために+SAに関わる組織のコンプライアンスおよび組織体制の適切な管理、ならびに信頼性のおける審査員力量の維持および管理について実施すべきことを規定したものです。

+SAは、JGAPとASIAGAPのアドオン規格と位置づけられています。JGAP/ASIAGAP認証農場・団体は、+SAの適合基準を満たす場合、SAI Platformが開発した農場の持続可能性に関する評価プログラムFSAのシルバーレベルと同じパフォーマンスであることの承認を得ています。 +SAが持続可能に配慮した農業の実践を評価することにより日本農業の発展に大きく寄与することを目的としています。



		２．運用について ウンヨウ

		本書のみでの運用はできません。必ず『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』とセットで取り組む必要があります。また、『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』について、『+SA総合規則』に従い、レベル変更が必要な管理点があります。審査の受付開始日は本書の運用開始日からとなります。 ホンショ ウンヨウ カナラ ノウジョウヨウカンリテン テキゴウ キジュン ノウジョウヨウ カンリテン テキゴウキジュン ヒツヨウ ソウゴウキソク シタガ ヘンコウ ヒツヨウ カンリテン ホンショ ウンヨウカイシビ



		3．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		4．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン









































































+SA項目

		番号		レベル		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		SA1		必須		土地の利用権 トチ リヨウケン		土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。 セイトウ ショユウケン シャクチケン

		SA2		必須		土地の購入 トチ コウニュウ		土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
(1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権利
　　  を示す文書がある。
(2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土地
　　  の所有権を認めている。
(3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
　　　れている。

		SA3		必須		商取引の透明性 ショウトリヒキ トウメイセイ		商取引について、以下の取り組みを実施している。
(1) すべての商取引に関連する文書を保持している
(2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを
　　　明確化している。 ショウトリヒキ イカ カンレン ホジ オコナ メイカクカ

		SA4		必須		法令の遵守 ホウレイ ジュンシュ		農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。 ニュウシュ

		SA5		必須		販売に関する契約 ハンバイ カン ケイヤク		農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意している協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
(1) 仕様
(2) 価格
(3) 取引量
(4) 支払条件   ノウサンブツ カン イカ フク ケイヤク ブンショカ シメ シヨウ カカク トリヒキリョウ シハライ ジョウケン

		SA6		必須		農薬の使用 ノウヤク シヨウ		a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、ブロマシル、チウラム ノウヤク セイサン クニ トウロク テキセツ シヨウ ヤクザイ ゲンタイ イカ フク ノウヤク シヨウ シヨウ バアイ ショウライテキ ツカ ホウシン

		SA7		必須		農地の造成 ノウチ ゾウセイ		2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明できる。 ガツ ニチ アラ ゾウセイ バアイ ホジョウ ゲンセイリン シッチ タイ シゼン チイキ チイキ エイキョウ アタ ブンショ ショウメイ

		SA8		必須		労働者の雇用・採用 ロウドウシャ コヨウ サイヨウ		a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
　　ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
(1) 国から許可を得ていること
(2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
(3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること ロウドウシャ ジッシ カクニン ロウドウカンケイホウレイ

		SA9		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
(1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
(2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 センヨウコウモク

		JGAP用項目

		SA10		必須		水の使用権 ケン		水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って節水に協力している。

		ASIAGAP用項目

		SA11		必須		炭素の貯留に配慮した土づくり タンソ チョリュウ ハイリョ ツチ		土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
(２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

		SA12		必須		省エネルギーの推進 ショウ スイシン		
温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
(２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
(3） 再生可能エネルギーの採用の検討
 サクゲン ト ク ジッシ サイセイカノウ サイヨウ ケントウ

		SA13		必須		危険物の保管
（肥料） ホカン		火災等事故を防ぐために、発熱・発火・爆発の恐れがある肥料を保管している場合は、肥料の販売店・メーカーに保管方法を確認し、その指導に従って保管している。 カサイ フセ ハツネツ ハッカ バクハツ オソ ヒリョウ ホカン バアイ ヒリョウ ハンバイ テン ホカン ホウホウ カクニン シドウ シタガ ホカン

		SA14		必須		肥料等の保管条件		
肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保管について以下に取り組んでいる。
(1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
　　　を防いでいること
(2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
(3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
(4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
(5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
(6) 農産物・種苗への汚染防止
 ヒリョウトウ ヒンシツレッカ カンキョウオセン ボウシ ロウドウアンゼン ショクヒンアンゼン フクロヅ ヒリョウトウ ホカン イカ ト ク ジョキョ セイソウ ホウホウ

		SA15		必須		堆肥の保管 タイヒ ホカン		環境汚染防止および交差汚染防止のために、製造途中の堆肥および流出液について必要な対策を実施している。 カンキョウオセンボウシ コウサオセン ボウシ ヒツヨウ ジッシ
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SA3
必
須

商取引の透明性

商取引について、以下の取り組みを実施している。
(1) すべての商取引に関連する文書を保持している
(2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを
　　　明確化している。

• トレーサビリティの確保と関係する、JGAP/ASIAGAPで求めら
れている収穫記録や出荷記録の保管、ASIAGAPでは7.2.4で仕
入先・サービス提供者との取引で納品書の保管を求めているが、
JGAPでも購入したもの・サービスについて納品書や領収書な
どを保管する、自分の農産物を出荷した際の書類も保管する。

• 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為につい
ては農場の方針の中にこれらの行為を行わないことを盛り込
んで作業者に周知を図る。審査ではこれらのことを行わないよ
うにするためにどのようなことに気を付けているかインタ
ビューしてみる。
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はじめに 

		１．はじめに

		一般財団法人日本GAP協会は、+SAの開発および運営を行う機関です。日本GAP協会は、+SAを公平公正に開発および運営し、その過程について透明性の高い情報公開を行います。また、+SAの開発と運営を通して、日本の農業および食品関連産業の持続可能な発展に貢献することを目的としています。

本規則は、+SAの基本について規定しています。また、信頼性を担保するために+SAに関わる組織のコンプライアンスおよび組織体制の適切な管理、ならびに信頼性のおける審査員力量の維持および管理について実施すべきことを規定したものです。

+SAは、JGAPとASIAGAPのアドオン規格と位置づけられています。JGAP/ASIAGAP認証農場・団体は、+SAの適合基準を満たす場合、SAI Platformが開発した農場の持続可能性に関する評価プログラムFSAのシルバーレベルと同じパフォーマンスであることの承認を得ています。 +SAが持続可能に配慮した農業の実践を評価することにより日本農業の発展に大きく寄与することを目的としています。



		２．運用について ウンヨウ

		本書のみでの運用はできません。必ず『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』とセットで取り組む必要があります。また、『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』について、『+SA総合規則』に従い、レベル変更が必要な管理点があります。審査の受付開始日は本書の運用開始日からとなります。 ホンショ ウンヨウ カナラ ノウジョウヨウカンリテン テキゴウ キジュン ノウジョウヨウ カンリテン テキゴウキジュン ヒツヨウ ソウゴウキソク シタガ ヘンコウ ヒツヨウ カンリテン ホンショ ウンヨウカイシビ



		3．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		4．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン









































































+SA項目

		番号		レベル		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		SA1		必須		土地の利用権 トチ リヨウケン		土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。 セイトウ ショユウケン シャクチケン

		SA2		必須		土地の購入 トチ コウニュウ		土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
(1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権利
　　  を示す文書がある。
(2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土地
　　  の所有権を認めている。
(3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
　　　れている。

		SA3		必須		商取引の透明性 ショウトリヒキ トウメイセイ		商取引について、以下の取り組みを実施している。
(1) すべての商取引に関連する文書を保持している
(2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを
　　　明確化している。 ショウトリヒキ イカ カンレン ホジ オコナ メイカクカ

		SA4		必須		法令の遵守 ホウレイ ジュンシュ		農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。 ニュウシュ

		SA5		必須		販売に関する契約 ハンバイ カン ケイヤク		農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意している協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
(1) 仕様
(2) 価格
(3) 取引量
(4) 支払条件   ノウサンブツ カン イカ フク ケイヤク ブンショカ シメ シヨウ カカク トリヒキリョウ シハライ ジョウケン

		SA6		必須		農薬の使用 ノウヤク シヨウ		a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、ブロマシル、チウラム ノウヤク セイサン クニ トウロク テキセツ シヨウ ヤクザイ ゲンタイ イカ フク ノウヤク シヨウ シヨウ バアイ ショウライテキ ツカ ホウシン

		SA7		必須		農地の造成 ノウチ ゾウセイ		2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明できる。 ガツ ニチ アラ ゾウセイ バアイ ホジョウ ゲンセイリン シッチ タイ シゼン チイキ チイキ エイキョウ アタ ブンショ ショウメイ

		SA8		必須		労働者の雇用・採用 ロウドウシャ コヨウ サイヨウ		a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
　　ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
(1) 国から許可を得ていること
(2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
(3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること ロウドウシャ ジッシ カクニン ロウドウカンケイホウレイ

		SA9		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
(1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
(2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 センヨウコウモク

		JGAP用項目

		SA10		必須		水の使用権 ケン		水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って節水に協力している。

		ASIAGAP用項目

		SA11		必須		炭素の貯留に配慮した土づくり タンソ チョリュウ ハイリョ ツチ		土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
(２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

		SA12		必須		省エネルギーの推進 ショウ スイシン		
温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
(２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
(3） 再生可能エネルギーの採用の検討
 サクゲン ト ク ジッシ サイセイカノウ サイヨウ ケントウ

		SA13		必須		危険物の保管
（肥料） ホカン		火災等事故を防ぐために、発熱・発火・爆発の恐れがある肥料を保管している場合は、肥料の販売店・メーカーに保管方法を確認し、その指導に従って保管している。 カサイ フセ ハツネツ ハッカ バクハツ オソ ヒリョウ ホカン バアイ ヒリョウ ハンバイ テン ホカン ホウホウ カクニン シドウ シタガ ホカン

		SA14		必須		肥料等の保管条件		
肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保管について以下に取り組んでいる。
(1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
　　　を防いでいること
(2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
(3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
(4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
(5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
(6) 農産物・種苗への汚染防止
 ヒリョウトウ ヒンシツレッカ カンキョウオセン ボウシ ロウドウアンゼン ショクヒンアンゼン フクロヅ ヒリョウトウ ホカン イカ ト ク ジョキョ セイソウ ホウホウ

		SA15		必須		堆肥の保管 タイヒ ホカン		環境汚染防止および交差汚染防止のために、製造途中の堆肥および流出液について必要な対策を実施している。 カンキョウオセンボウシ コウサオセン ボウシ ヒツヨウ ジッシ
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SA4
必
須

法令の遵守
農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。

• 最新の法令を持っている（印刷している）必要はない。例えば、
肥料取締法が改正された場合、新しい法律を入手する方法（イ
ンターネットからのダウンロード方法、普及センターの担当部署
名や担当者名）を知っていればよい。審査ではどのように入手
するのか手段を聞いてみて実際にたどれるかやって見せても
らう。

• 法律や規制を確実に遵守する手順の文書化、責任者の責務の
管理点と結びつけ、自分の担当する部門の基準文書に関する
最新情報の把握と法令の把握を行い、作業者に法令やJGAPの
最新情報を周知する、JAや普及所からの情報、JGAPメルマガ
などで情報を入手し、農水省のウェブサイトなどでさらに情報
を集め、ミーティングで周知する。
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はじめに 

		１．はじめに

		一般財団法人日本GAP協会は、+SAの開発および運営を行う機関です。日本GAP協会は、+SAを公平公正に開発および運営し、その過程について透明性の高い情報公開を行います。また、+SAの開発と運営を通して、日本の農業および食品関連産業の持続可能な発展に貢献することを目的としています。

本規則は、+SAの基本について規定しています。また、信頼性を担保するために+SAに関わる組織のコンプライアンスおよび組織体制の適切な管理、ならびに信頼性のおける審査員力量の維持および管理について実施すべきことを規定したものです。

+SAは、JGAPとASIAGAPのアドオン規格と位置づけられています。JGAP/ASIAGAP認証農場・団体は、+SAの適合基準を満たす場合、SAI Platformが開発した農場の持続可能性に関する評価プログラムFSAのシルバーレベルと同じパフォーマンスであることの承認を得ています。 +SAが持続可能に配慮した農業の実践を評価することにより日本農業の発展に大きく寄与することを目的としています。



		２．運用について ウンヨウ

		本書のみでの運用はできません。必ず『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』とセットで取り組む必要があります。また、『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』について、『+SA総合規則』に従い、レベル変更が必要な管理点があります。審査の受付開始日は本書の運用開始日からとなります。 ホンショ ウンヨウ カナラ ノウジョウヨウカンリテン テキゴウ キジュン ノウジョウヨウ カンリテン テキゴウキジュン ヒツヨウ ソウゴウキソク シタガ ヘンコウ ヒツヨウ カンリテン ホンショ ウンヨウカイシビ



		3．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		4．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン









































































+SA項目

		番号		レベル		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		SA1		必須		土地の利用権 トチ リヨウケン		土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。 セイトウ ショユウケン シャクチケン

		SA2		必須		土地の購入 トチ コウニュウ		土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
(1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権利
　　  を示す文書がある。
(2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土地
　　  の所有権を認めている。
(3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
　　　れている。

		SA3		必須		商取引の透明性 ショウトリヒキ トウメイセイ		商取引について、以下の取り組みを実施している。
(1) すべての商取引に関連する文書を保持している
(2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを
　　　明確化している。 ショウトリヒキ イカ カンレン ホジ オコナ メイカクカ

		SA4		必須		法令の遵守 ホウレイ ジュンシュ		農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。 ニュウシュ

		SA5		必須		販売に関する契約 ハンバイ カン ケイヤク		農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意している協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
(1) 仕様
(2) 価格
(3) 取引量
(4) 支払条件   ノウサンブツ カン イカ フク ケイヤク ブンショカ シメ シヨウ カカク トリヒキリョウ シハライ ジョウケン

		SA6		必須		農薬の使用 ノウヤク シヨウ		a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、ブロマシル、チウラム ノウヤク セイサン クニ トウロク テキセツ シヨウ ヤクザイ ゲンタイ イカ フク ノウヤク シヨウ シヨウ バアイ ショウライテキ ツカ ホウシン

		SA7		必須		農地の造成 ノウチ ゾウセイ		2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明できる。 ガツ ニチ アラ ゾウセイ バアイ ホジョウ ゲンセイリン シッチ タイ シゼン チイキ チイキ エイキョウ アタ ブンショ ショウメイ

		SA8		必須		労働者の雇用・採用 ロウドウシャ コヨウ サイヨウ		a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
　　ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
(1) 国から許可を得ていること
(2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
(3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること ロウドウシャ ジッシ カクニン ロウドウカンケイホウレイ

		SA9		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
(1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
(2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 センヨウコウモク

		JGAP用項目

		SA10		必須		水の使用権 ケン		水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って節水に協力している。

		ASIAGAP用項目

		SA11		必須		炭素の貯留に配慮した土づくり タンソ チョリュウ ハイリョ ツチ		土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
(２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

		SA12		必須		省エネルギーの推進 ショウ スイシン		
温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
(２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
(3） 再生可能エネルギーの採用の検討
 サクゲン ト ク ジッシ サイセイカノウ サイヨウ ケントウ

		SA13		必須		危険物の保管
（肥料） ホカン		火災等事故を防ぐために、発熱・発火・爆発の恐れがある肥料を保管している場合は、肥料の販売店・メーカーに保管方法を確認し、その指導に従って保管している。 カサイ フセ ハツネツ ハッカ バクハツ オソ ヒリョウ ホカン バアイ ヒリョウ ハンバイ テン ホカン ホウホウ カクニン シドウ シタガ ホカン

		SA14		必須		肥料等の保管条件		
肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保管について以下に取り組んでいる。
(1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
　　　を防いでいること
(2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
(3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
(4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
(5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
(6) 農産物・種苗への汚染防止
 ヒリョウトウ ヒンシツレッカ カンキョウオセン ボウシ ロウドウアンゼン ショクヒンアンゼン フクロヅ ヒリョウトウ ホカン イカ ト ク ジョキョ セイソウ ホウホウ

		SA15		必須		堆肥の保管 タイヒ ホカン		環境汚染防止および交差汚染防止のために、製造途中の堆肥および流出液について必要な対策を実施している。 カンキョウオセンボウシ コウサオセン ボウシ ヒツヨウ ジッシ
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SA5
必
須

販売に関する契約

農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意して
いる協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
(1) 仕様
(2) 価格
(3) 取引量
(4) 支払条件

• 出荷先と農産物の出荷に関する契約が求められている。搾取
を防ぐため適正な条件での取引に必要とされている。

• 基本的には出荷が始まる前に取引の条件を定めて契約書を交
わす必要があるが、事前の契約が困難な場合は適正な取引で
あったことを示す書類として伝票類を保管するのでもよい。

• JAなどの協同組合に委託販売を依頼している場合は組合の会
員であることを示せればよい、組合員証明書でなくても所属し
ていることが分かる資料ならよい（組合費の支払い領収書な
ど）。専門農協も同様の確認でよい。JA以外の取引先があれば
その分の契約書や伝票類が必要となる。
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はじめに 

		１．はじめに

		一般財団法人日本GAP協会は、+SAの開発および運営を行う機関です。日本GAP協会は、+SAを公平公正に開発および運営し、その過程について透明性の高い情報公開を行います。また、+SAの開発と運営を通して、日本の農業および食品関連産業の持続可能な発展に貢献することを目的としています。

本規則は、+SAの基本について規定しています。また、信頼性を担保するために+SAに関わる組織のコンプライアンスおよび組織体制の適切な管理、ならびに信頼性のおける審査員力量の維持および管理について実施すべきことを規定したものです。

+SAは、JGAPとASIAGAPのアドオン規格と位置づけられています。JGAP/ASIAGAP認証農場・団体は、+SAの適合基準を満たす場合、SAI Platformが開発した農場の持続可能性に関する評価プログラムFSAのシルバーレベルと同じパフォーマンスであることの承認を得ています。 +SAが持続可能に配慮した農業の実践を評価することにより日本農業の発展に大きく寄与することを目的としています。



		２．運用について ウンヨウ

		本書のみでの運用はできません。必ず『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』とセットで取り組む必要があります。また、『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』について、『+SA総合規則』に従い、レベル変更が必要な管理点があります。審査の受付開始日は本書の運用開始日からとなります。 ホンショ ウンヨウ カナラ ノウジョウヨウカンリテン テキゴウ キジュン ノウジョウヨウ カンリテン テキゴウキジュン ヒツヨウ ソウゴウキソク シタガ ヘンコウ ヒツヨウ カンリテン ホンショ ウンヨウカイシビ



		3．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		4．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン









































































+SA項目

		番号		レベル		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		SA1		必須		土地の利用権 トチ リヨウケン		土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。 セイトウ ショユウケン シャクチケン

		SA2		必須		土地の購入 トチ コウニュウ		土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
(1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権利
　　  を示す文書がある。
(2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土地
　　  の所有権を認めている。
(3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
　　　れている。

		SA3		必須		商取引の透明性 ショウトリヒキ トウメイセイ		商取引について、以下の取り組みを実施している。
(1) すべての商取引に関連する文書を保持している
(2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを
　　　明確化している。 ショウトリヒキ イカ カンレン ホジ オコナ メイカクカ

		SA4		必須		法令の遵守 ホウレイ ジュンシュ		農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。 ニュウシュ

		SA5		必須		販売に関する契約 ハンバイ カン ケイヤク		農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意している協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
(1) 仕様
(2) 価格
(3) 取引量
(4) 支払条件   ノウサンブツ カン イカ フク ケイヤク ブンショカ シメ シヨウ カカク トリヒキリョウ シハライ ジョウケン

		SA6		必須		農薬の使用 ノウヤク シヨウ		a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、ブロマシル、チウラム ノウヤク セイサン クニ トウロク テキセツ シヨウ ヤクザイ ゲンタイ イカ フク ノウヤク シヨウ シヨウ バアイ ショウライテキ ツカ ホウシン

		SA7		必須		農地の造成 ノウチ ゾウセイ		2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明できる。 ガツ ニチ アラ ゾウセイ バアイ ホジョウ ゲンセイリン シッチ タイ シゼン チイキ チイキ エイキョウ アタ ブンショ ショウメイ

		SA8		必須		労働者の雇用・採用 ロウドウシャ コヨウ サイヨウ		a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
　　ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
(1) 国から許可を得ていること
(2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
(3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること ロウドウシャ ジッシ カクニン ロウドウカンケイホウレイ

		SA9		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
(1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
(2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 センヨウコウモク

		JGAP用項目

		SA10		必須		水の使用権 ケン		水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って節水に協力している。

		ASIAGAP用項目

		SA11		必須		炭素の貯留に配慮した土づくり タンソ チョリュウ ハイリョ ツチ		土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
(２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

		SA12		必須		省エネルギーの推進 ショウ スイシン		
温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
(２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
(3） 再生可能エネルギーの採用の検討
 サクゲン ト ク ジッシ サイセイカノウ サイヨウ ケントウ

		SA13		必須		危険物の保管
（肥料） ホカン		火災等事故を防ぐために、発熱・発火・爆発の恐れがある肥料を保管している場合は、肥料の販売店・メーカーに保管方法を確認し、その指導に従って保管している。 カサイ フセ ハツネツ ハッカ バクハツ オソ ヒリョウ ホカン バアイ ヒリョウ ハンバイ テン ホカン ホウホウ カクニン シドウ シタガ ホカン

		SA14		必須		肥料等の保管条件		
肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保管について以下に取り組んでいる。
(1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
　　　を防いでいること
(2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
(3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
(4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
(5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
(6) 農産物・種苗への汚染防止
 ヒリョウトウ ヒンシツレッカ カンキョウオセン ボウシ ロウドウアンゼン ショクヒンアンゼン フクロヅ ヒリョウトウ ホカン イカ ト ク ジョキョ セイソウ ホウホウ

		SA15		必須		堆肥の保管 タイヒ ホカン		環境汚染防止および交差汚染防止のために、製造途中の堆肥および流出液について必要な対策を実施している。 カンキョウオセンボウシ コウサオセン ボウシ ヒツヨウ ジッシ
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SA6
必
須

農薬の使用

a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、ブロマシル、チウ
ラム

• 生産国の登録があるもののみを使用については
JGAP/ASIAGAPの管理点にすでにあるが、+SAの管理点にも
入れることをSAIから求められた。

• FSAにおいて、使用を禁止している農薬は、レッドリストとして
定められている。レッドリストとはストックホルム条約、ロッテル
ダム条約、モントリオール議定書、 WHOが推奨する農薬の危険
度分類など国際条約を元に作成された禁止農薬のリストのこ
と。
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はじめに 

		１．はじめに

		一般財団法人日本GAP協会は、+SAの開発および運営を行う機関です。日本GAP協会は、+SAを公平公正に開発および運営し、その過程について透明性の高い情報公開を行います。また、+SAの開発と運営を通して、日本の農業および食品関連産業の持続可能な発展に貢献することを目的としています。

本規則は、+SAの基本について規定しています。また、信頼性を担保するために+SAに関わる組織のコンプライアンスおよび組織体制の適切な管理、ならびに信頼性のおける審査員力量の維持および管理について実施すべきことを規定したものです。

+SAは、JGAPとASIAGAPのアドオン規格と位置づけられています。JGAP/ASIAGAP認証農場・団体は、+SAの適合基準を満たす場合、SAI Platformが開発した農場の持続可能性に関する評価プログラムFSAのシルバーレベルと同じパフォーマンスであることの承認を得ています。 +SAが持続可能に配慮した農業の実践を評価することにより日本農業の発展に大きく寄与することを目的としています。



		２．運用について ウンヨウ

		本書のみでの運用はできません。必ず『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』とセットで取り組む必要があります。また、『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』について、『+SA総合規則』に従い、レベル変更が必要な管理点があります。審査の受付開始日は本書の運用開始日からとなります。 ホンショ ウンヨウ カナラ ノウジョウヨウカンリテン テキゴウ キジュン ノウジョウヨウ カンリテン テキゴウキジュン ヒツヨウ ソウゴウキソク シタガ ヘンコウ ヒツヨウ カンリテン ホンショ ウンヨウカイシビ



		3．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		4．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン









































































+SA項目

		番号		レベル		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		SA1		必須		土地の利用権 トチ リヨウケン		土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。 セイトウ ショユウケン シャクチケン

		SA2		必須		土地の購入 トチ コウニュウ		土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
(1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権利
　　  を示す文書がある。
(2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土地
　　  の所有権を認めている。
(3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
　　　れている。

		SA3		必須		商取引の透明性 ショウトリヒキ トウメイセイ		商取引について、以下の取り組みを実施している。
(1) すべての商取引に関連する文書を保持している
(2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを
　　　明確化している。 ショウトリヒキ イカ カンレン ホジ オコナ メイカクカ

		SA4		必須		法令の遵守 ホウレイ ジュンシュ		農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。 ニュウシュ

		SA5		必須		販売に関する契約 ハンバイ カン ケイヤク		農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意している協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
(1) 仕様
(2) 価格
(3) 取引量
(4) 支払条件   ノウサンブツ カン イカ フク ケイヤク ブンショカ シメ シヨウ カカク トリヒキリョウ シハライ ジョウケン

		SA6		必須		農薬の使用 ノウヤク シヨウ		a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、ブロマシル、チウラム ノウヤク セイサン クニ トウロク テキセツ シヨウ ヤクザイ ゲンタイ イカ フク ノウヤク シヨウ シヨウ バアイ ショウライテキ ツカ ホウシン

		SA7		必須		農地の造成 ノウチ ゾウセイ		2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明できる。 ガツ ニチ アラ ゾウセイ バアイ ホジョウ ゲンセイリン シッチ タイ シゼン チイキ チイキ エイキョウ アタ ブンショ ショウメイ

		SA8		必須		労働者の雇用・採用 ロウドウシャ コヨウ サイヨウ		a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
　　ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
(1) 国から許可を得ていること
(2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
(3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること ロウドウシャ ジッシ カクニン ロウドウカンケイホウレイ

		SA9		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
(1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
(2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 センヨウコウモク

		JGAP用項目

		SA10		必須		水の使用権 ケン		水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って節水に協力している。

		ASIAGAP用項目

		SA11		必須		炭素の貯留に配慮した土づくり タンソ チョリュウ ハイリョ ツチ		土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
(２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

		SA12		必須		省エネルギーの推進 ショウ スイシン		
温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
(２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
(3） 再生可能エネルギーの採用の検討
 サクゲン ト ク ジッシ サイセイカノウ サイヨウ ケントウ

		SA13		必須		危険物の保管
（肥料） ホカン		火災等事故を防ぐために、発熱・発火・爆発の恐れがある肥料を保管している場合は、肥料の販売店・メーカーに保管方法を確認し、その指導に従って保管している。 カサイ フセ ハツネツ ハッカ バクハツ オソ ヒリョウ ホカン バアイ ヒリョウ ハンバイ テン ホカン ホウホウ カクニン シドウ シタガ ホカン

		SA14		必須		肥料等の保管条件		
肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保管について以下に取り組んでいる。
(1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
　　　を防いでいること
(2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
(3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
(4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
(5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
(6) 農産物・種苗への汚染防止
 ヒリョウトウ ヒンシツレッカ カンキョウオセン ボウシ ロウドウアンゼン ショクヒンアンゼン フクロヅ ヒリョウトウ ホカン イカ ト ク ジョキョ セイソウ ホウホウ

		SA15		必須		堆肥の保管 タイヒ ホカン		環境汚染防止および交差汚染防止のために、製造途中の堆肥および流出液について必要な対策を実施している。 カンキョウオセンボウシ コウサオセン ボウシ ヒツヨウ ジッシ
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レッドリストについて

ストックホルム条約：環境中での残留性が高いＰＣＢ、ＤＤＴ、ダイオキシン等の
ＰＯＰｓ（残留性有機汚染物質）について国際的に協調してＰＯＰｓの廃絶、削減
等を行う必要から、２００１年５月、「残留性有機汚染物質に関するストックホル
ム条約」が採択された。2018年12月現在151ヶ国及び欧州連合（EU）が署名、
我が国を含む181ヶ国及びEUが締結している。

ロッテルダム条約：先進国で使用が禁止または厳しく制限されている有害な化
学物質や駆除剤が、開発途上国にむやみに輸出されることを防ぐために、締約
国間の輸出に当たっての事前通報・同意手続（Prior Informed Consent、通称Ｐ
ＩＣ）等を設けた条約。2005年6月27日現在、90ヶ国及びＥＵが締結。我が国は
2004年6月15日に締結し、9月17日より国内において効力発生。現在、条約は
39物質を対象にしている。

オゾン層保護を目的とした国際的枠組みを定めた「オゾン層の保護のための
ウィーン条約」が1987年に、同条約に基づいてオゾン層破壊物質の生産・消費
を規制する「オゾン層を破壊する物質に関するモントリオール議定書」が1989
年に発効した。

WHOが推奨する農薬の危険度分類：1975年のWHO総会で承認、その後
数年ごとに改訂・再発行、農薬管理に関するFAO/WHO合同会議で策定された
基準を用いて「危険性の高い農薬」を定義する際に利用、そのうち表６「農薬と
しての使用が廃止または中止されたと思われる有効成分リスト」に記載の成分
がレッドリスト対象となっている。
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SA7
必
須

農地の造成
2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、
自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明
できる。

• ２０１５年１２月３１日以降が対象なのでそれ以前の農地については該当外。
これ以降に農地以外から農地を造成した場合、元の土地の地目が田、畑以
外の場合に注意する。

• 自然保護地域とは、原生自然環境保全地域、自然環境保全地域、都道府県
自然環境保全地域、国立公園、国定公園、都道府県立自然公園、鳥獣の特別
保護区、生息地等保護区、ラムサール条約登録湿地、世界自然遺産を指す。

• 地図、航空写真等からその圃場が造成前に自然保護地域ではなく、それら
の地域に影響がないことを示す。

• 環境省が「日本の重要湿地500」を選定している、この指定は必ずしも市町
村の自然環境保全地区等と一致していない。巻末にリストがあるので審査
対象農場が該当地域にあり、農地の造成をしている場合は詳しく確認する。
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はじめに 

		１．はじめに

		一般財団法人日本GAP協会は、+SAの開発および運営を行う機関です。日本GAP協会は、+SAを公平公正に開発および運営し、その過程について透明性の高い情報公開を行います。また、+SAの開発と運営を通して、日本の農業および食品関連産業の持続可能な発展に貢献することを目的としています。

本規則は、+SAの基本について規定しています。また、信頼性を担保するために+SAに関わる組織のコンプライアンスおよび組織体制の適切な管理、ならびに信頼性のおける審査員力量の維持および管理について実施すべきことを規定したものです。

+SAは、JGAPとASIAGAPのアドオン規格と位置づけられています。JGAP/ASIAGAP認証農場・団体は、+SAの適合基準を満たす場合、SAI Platformが開発した農場の持続可能性に関する評価プログラムFSAのシルバーレベルと同じパフォーマンスであることの承認を得ています。 +SAが持続可能に配慮した農業の実践を評価することにより日本農業の発展に大きく寄与することを目的としています。



		２．運用について ウンヨウ

		本書のみでの運用はできません。必ず『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』とセットで取り組む必要があります。また、『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』について、『+SA総合規則』に従い、レベル変更が必要な管理点があります。審査の受付開始日は本書の運用開始日からとなります。 ホンショ ウンヨウ カナラ ノウジョウヨウカンリテン テキゴウ キジュン ノウジョウヨウ カンリテン テキゴウキジュン ヒツヨウ ソウゴウキソク シタガ ヘンコウ ヒツヨウ カンリテン ホンショ ウンヨウカイシビ



		3．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		4．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン









































































+SA項目

		番号		レベル		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		SA1		必須		土地の利用権 トチ リヨウケン		土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。 セイトウ ショユウケン シャクチケン

		SA2		必須		土地の購入 トチ コウニュウ		土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
(1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権利
　　  を示す文書がある。
(2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土地
　　  の所有権を認めている。
(3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
　　　れている。

		SA3		必須		商取引の透明性 ショウトリヒキ トウメイセイ		商取引について、以下の取り組みを実施している。
(1) すべての商取引に関連する文書を保持している
(2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを
　　　明確化している。 ショウトリヒキ イカ カンレン ホジ オコナ メイカクカ

		SA4		必須		法令の遵守 ホウレイ ジュンシュ		農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。 ニュウシュ

		SA5		必須		販売に関する契約 ハンバイ カン ケイヤク		農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意している協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
(1) 仕様
(2) 価格
(3) 取引量
(4) 支払条件   ノウサンブツ カン イカ フク ケイヤク ブンショカ シメ シヨウ カカク トリヒキリョウ シハライ ジョウケン

		SA6		必須		農薬の使用 ノウヤク シヨウ		a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、ブロマシル、チウラム ノウヤク セイサン クニ トウロク テキセツ シヨウ ヤクザイ ゲンタイ イカ フク ノウヤク シヨウ シヨウ バアイ ショウライテキ ツカ ホウシン

		SA7		必須		農地の造成 ノウチ ゾウセイ		2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明できる。 ガツ ニチ アラ ゾウセイ バアイ ホジョウ ゲンセイリン シッチ タイ シゼン チイキ チイキ エイキョウ アタ ブンショ ショウメイ

		SA8		必須		労働者の雇用・採用 ロウドウシャ コヨウ サイヨウ		a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
　　ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
(1) 国から許可を得ていること
(2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
(3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること ロウドウシャ ジッシ カクニン ロウドウカンケイホウレイ

		SA9		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
(1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
(2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 センヨウコウモク

		JGAP用項目

		SA10		必須		水の使用権 ケン		水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って節水に協力している。

		ASIAGAP用項目

		SA11		必須		炭素の貯留に配慮した土づくり タンソ チョリュウ ハイリョ ツチ		土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
(２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

		SA12		必須		省エネルギーの推進 ショウ スイシン		
温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
(２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
(3） 再生可能エネルギーの採用の検討
 サクゲン ト ク ジッシ サイセイカノウ サイヨウ ケントウ

		SA13		必須		危険物の保管
（肥料） ホカン		火災等事故を防ぐために、発熱・発火・爆発の恐れがある肥料を保管している場合は、肥料の販売店・メーカーに保管方法を確認し、その指導に従って保管している。 カサイ フセ ハツネツ ハッカ バクハツ オソ ヒリョウ ホカン バアイ ヒリョウ ハンバイ テン ホカン ホウホウ カクニン シドウ シタガ ホカン

		SA14		必須		肥料等の保管条件		
肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保管について以下に取り組んでいる。
(1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
　　　を防いでいること
(2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
(3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
(4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
(5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
(6) 農産物・種苗への汚染防止
 ヒリョウトウ ヒンシツレッカ カンキョウオセン ボウシ ロウドウアンゼン ショクヒンアンゼン フクロヅ ヒリョウトウ ホカン イカ ト ク ジョキョ セイソウ ホウホウ

		SA15		必須		堆肥の保管 タイヒ ホカン		環境汚染防止および交差汚染防止のために、製造途中の堆肥および流出液について必要な対策を実施している。 カンキョウオセンボウシ コウサオセン ボウシ ヒツヨウ ジッシ
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SA8
必
須

労働者の雇用・採用

a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
　　ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
(1) 国から許可を得ていること
(2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
(3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること

• （参考）ILO民間職業仲介事業所条約 第181号 1997

7条手数料経費徴収の禁止

批准国における人材派遣会社では、労働者にあっせん手数料を負担させていない。

• 人材紹介会社（職業紹介事業）は求人企業から紹介手数料を徴収している。求職者から手数料は取っていな
い。aで禁止しているのは具体的には、人材紹介会社に支払った紹介手数料分の金額を入社してきた労働者
に負担させる、ポスター、チラシなどの経費を労働者に負担させるなど。審査では労働者の募集をどのよう
に行っているのか聞き取り、人材紹介会社などの経費をどのように処理しているのか、従業員の給料から控
除していないか聞き取りを行う。

• 人材派遣業（一般労働者派遣事業）：派遣元が自己の雇用する労働者を他社に派遣（派遣先の指揮命令を受
けて、この派遣先のために労働に従事させる）する形態であり、厚生労働大臣による許可制である。

• 許可番号、許可証の確認、検索サイトで出てくるか。審査では派遣会社が許可を得ているかどのように確認
したか聞き取りを行う。

• どのように業者を調べたか、業者のうわさなどを聞いたか、会社名で検索してグーグルの口コミなどはどう
だったか、聞き取りを行う。

• 日本国内の人材派遣会社が対象であり、外国人技能実習制度の監理団体を含む。
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はじめに 

		１．はじめに

		一般財団法人日本GAP協会は、+SAの開発および運営を行う機関です。日本GAP協会は、+SAを公平公正に開発および運営し、その過程について透明性の高い情報公開を行います。また、+SAの開発と運営を通して、日本の農業および食品関連産業の持続可能な発展に貢献することを目的としています。

本規則は、+SAの基本について規定しています。また、信頼性を担保するために+SAに関わる組織のコンプライアンスおよび組織体制の適切な管理、ならびに信頼性のおける審査員力量の維持および管理について実施すべきことを規定したものです。

+SAは、JGAPとASIAGAPのアドオン規格と位置づけられています。JGAP/ASIAGAP認証農場・団体は、+SAの適合基準を満たす場合、SAI Platformが開発した農場の持続可能性に関する評価プログラムFSAのシルバーレベルと同じパフォーマンスであることの承認を得ています。 +SAが持続可能に配慮した農業の実践を評価することにより日本農業の発展に大きく寄与することを目的としています。



		２．運用について ウンヨウ

		本書のみでの運用はできません。必ず『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』とセットで取り組む必要があります。また、『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』について、『+SA総合規則』に従い、レベル変更が必要な管理点があります。審査の受付開始日は本書の運用開始日からとなります。 ホンショ ウンヨウ カナラ ノウジョウヨウカンリテン テキゴウ キジュン ノウジョウヨウ カンリテン テキゴウキジュン ヒツヨウ ソウゴウキソク シタガ ヘンコウ ヒツヨウ カンリテン ホンショ ウンヨウカイシビ



		3．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		4．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン









































































+SA項目

		番号		レベル		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		SA1		必須		土地の利用権 トチ リヨウケン		土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。 セイトウ ショユウケン シャクチケン

		SA2		必須		土地の購入 トチ コウニュウ		土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
(1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権利
　　  を示す文書がある。
(2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土地
　　  の所有権を認めている。
(3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
　　　れている。

		SA3		必須		商取引の透明性 ショウトリヒキ トウメイセイ		商取引について、以下の取り組みを実施している。
(1) すべての商取引に関連する文書を保持している
(2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを
　　　明確化している。 ショウトリヒキ イカ カンレン ホジ オコナ メイカクカ

		SA4		必須		法令の遵守 ホウレイ ジュンシュ		農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。 ニュウシュ

		SA5		必須		販売に関する契約 ハンバイ カン ケイヤク		農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意している協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
(1) 仕様
(2) 価格
(3) 取引量
(4) 支払条件   ノウサンブツ カン イカ フク ケイヤク ブンショカ シメ シヨウ カカク トリヒキリョウ シハライ ジョウケン

		SA6		必須		農薬の使用 ノウヤク シヨウ		a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、ブロマシル、チウラム ノウヤク セイサン クニ トウロク テキセツ シヨウ ヤクザイ ゲンタイ イカ フク ノウヤク シヨウ シヨウ バアイ ショウライテキ ツカ ホウシン

		SA7		必須		農地の造成 ノウチ ゾウセイ		2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明できる。 ガツ ニチ アラ ゾウセイ バアイ ホジョウ ゲンセイリン シッチ タイ シゼン チイキ チイキ エイキョウ アタ ブンショ ショウメイ

		SA8		必須		労働者の雇用・採用 ロウドウシャ コヨウ サイヨウ		a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
　　ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
(1) 国から許可を得ていること
(2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
(3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること ロウドウシャ ジッシ カクニン ロウドウカンケイホウレイ

		SA9		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
(1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
(2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 センヨウコウモク

		JGAP用項目

		SA10		必須		水の使用権 ケン		水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って節水に協力している。

		ASIAGAP用項目

		SA11		必須		炭素の貯留に配慮した土づくり タンソ チョリュウ ハイリョ ツチ		土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
(２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

		SA12		必須		省エネルギーの推進 ショウ スイシン		
温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
(２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
(3） 再生可能エネルギーの採用の検討
 サクゲン ト ク ジッシ サイセイカノウ サイヨウ ケントウ

		SA13		必須		危険物の保管
（肥料） ホカン		火災等事故を防ぐために、発熱・発火・爆発の恐れがある肥料を保管している場合は、肥料の販売店・メーカーに保管方法を確認し、その指導に従って保管している。 カサイ フセ ハツネツ ハッカ バクハツ オソ ヒリョウ ホカン バアイ ヒリョウ ハンバイ テン ホカン ホウホウ カクニン シドウ シタガ ホカン

		SA14		必須		肥料等の保管条件		
肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保管について以下に取り組んでいる。
(1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
　　　を防いでいること
(2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
(3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
(4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
(5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
(6) 農産物・種苗への汚染防止
 ヒリョウトウ ヒンシツレッカ カンキョウオセン ボウシ ロウドウアンゼン ショクヒンアンゼン フクロヅ ヒリョウトウ ホカン イカ ト ク ジョキョ セイソウ ホウホウ

		SA15		必須		堆肥の保管 タイヒ ホカン		環境汚染防止および交差汚染防止のために、製造途中の堆肥および流出液について必要な対策を実施している。 カンキョウオセンボウシ コウサオセン ボウシ ヒツヨウ ジッシ
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SA９：自己点検の実施

22

SA9
必
須

自己点検の実施

農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
(1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
(2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。

• JGAP/ASIAGAPの管理点同様、+SAの管理点についても審査
前に自己点検を行う必要がある。

• 自己点検を行う者については特に制限を設けないが、+SAの
学習をした者が行うことを推奨する。農場向けのオンライン研
修を受講すればよい。受講証明が発行されるので審査時には
受講証明書を確認する。ただし、受講証明書が無くても不適合
にはならない。オンライン研修の受講は勧めてほしい。
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はじめに 

		１．はじめに

		一般財団法人日本GAP協会は、+SAの開発および運営を行う機関です。日本GAP協会は、+SAを公平公正に開発および運営し、その過程について透明性の高い情報公開を行います。また、+SAの開発と運営を通して、日本の農業および食品関連産業の持続可能な発展に貢献することを目的としています。

本規則は、+SAの基本について規定しています。また、信頼性を担保するために+SAに関わる組織のコンプライアンスおよび組織体制の適切な管理、ならびに信頼性のおける審査員力量の維持および管理について実施すべきことを規定したものです。

+SAは、JGAPとASIAGAPのアドオン規格と位置づけられています。JGAP/ASIAGAP認証農場・団体は、+SAの適合基準を満たす場合、SAI Platformが開発した農場の持続可能性に関する評価プログラムFSAのシルバーレベルと同じパフォーマンスであることの承認を得ています。 +SAが持続可能に配慮した農業の実践を評価することにより日本農業の発展に大きく寄与することを目的としています。



		２．運用について ウンヨウ

		本書のみでの運用はできません。必ず『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』とセットで取り組む必要があります。また、『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』について、『+SA総合規則』に従い、レベル変更が必要な管理点があります。審査の受付開始日は本書の運用開始日からとなります。 ホンショ ウンヨウ カナラ ノウジョウヨウカンリテン テキゴウ キジュン ノウジョウヨウ カンリテン テキゴウキジュン ヒツヨウ ソウゴウキソク シタガ ヘンコウ ヒツヨウ カンリテン ホンショ ウンヨウカイシビ



		3．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		4．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン









































































+SA項目

		番号		レベル		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		SA1		必須		土地の利用権 トチ リヨウケン		土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。 セイトウ ショユウケン シャクチケン

		SA2		必須		土地の購入 トチ コウニュウ		土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
(1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権利
　　  を示す文書がある。
(2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土地
　　  の所有権を認めている。
(3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
　　　れている。

		SA3		必須		商取引の透明性 ショウトリヒキ トウメイセイ		商取引について、以下の取り組みを実施している。
(1) すべての商取引に関連する文書を保持している
(2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを
　　　明確化している。 ショウトリヒキ イカ カンレン ホジ オコナ メイカクカ

		SA4		必須		法令の遵守 ホウレイ ジュンシュ		農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。 ニュウシュ

		SA5		必須		販売に関する契約 ハンバイ カン ケイヤク		農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意している協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
(1) 仕様
(2) 価格
(3) 取引量
(4) 支払条件   ノウサンブツ カン イカ フク ケイヤク ブンショカ シメ シヨウ カカク トリヒキリョウ シハライ ジョウケン

		SA6		必須		農薬の使用 ノウヤク シヨウ		a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、ブロマシル、チウラム ノウヤク セイサン クニ トウロク テキセツ シヨウ ヤクザイ ゲンタイ イカ フク ノウヤク シヨウ シヨウ バアイ ショウライテキ ツカ ホウシン

		SA7		必須		農地の造成 ノウチ ゾウセイ		2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明できる。 ガツ ニチ アラ ゾウセイ バアイ ホジョウ ゲンセイリン シッチ タイ シゼン チイキ チイキ エイキョウ アタ ブンショ ショウメイ

		SA8		必須		労働者の雇用・採用 ロウドウシャ コヨウ サイヨウ		a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
　　ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
(1) 国から許可を得ていること
(2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
(3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること ロウドウシャ ジッシ カクニン ロウドウカンケイホウレイ

		SA9		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
(1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
(2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 センヨウコウモク

		JGAP用項目

		SA10		必須		水の使用権 ケン		水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って節水に協力している。

		ASIAGAP用項目

		SA11		必須		炭素の貯留に配慮した土づくり タンソ チョリュウ ハイリョ ツチ		土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
(２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

		SA12		必須		省エネルギーの推進 ショウ スイシン		
温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
(２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
(3） 再生可能エネルギーの採用の検討
 サクゲン ト ク ジッシ サイセイカノウ サイヨウ ケントウ

		SA13		必須		危険物の保管
（肥料） ホカン		火災等事故を防ぐために、発熱・発火・爆発の恐れがある肥料を保管している場合は、肥料の販売店・メーカーに保管方法を確認し、その指導に従って保管している。 カサイ フセ ハツネツ ハッカ バクハツ オソ ヒリョウ ホカン バアイ ヒリョウ ハンバイ テン ホカン ホウホウ カクニン シドウ シタガ ホカン

		SA14		必須		肥料等の保管条件		
肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保管について以下に取り組んでいる。
(1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
　　　を防いでいること
(2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
(3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
(4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
(5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
(6) 農産物・種苗への汚染防止
 ヒリョウトウ ヒンシツレッカ カンキョウオセン ボウシ ロウドウアンゼン ショクヒンアンゼン フクロヅ ヒリョウトウ ホカン イカ ト ク ジョキョ セイソウ ホウホウ

		SA15		必須		堆肥の保管 タイヒ ホカン		環境汚染防止および交差汚染防止のために、製造途中の堆肥および流出液について必要な対策を実施している。 カンキョウオセンボウシ コウサオセン ボウシ ヒツヨウ ジッシ
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JGAP用項目

SA10
必
須

水の使用権
水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って
節水に協力している。

• ASIAGAPにあるがJGAPにはない管理点で、+SAのために実
施が必要な項目となる。

• ASIAGAP 16.4(1)と同じ内容

• 16.4(2)については要求されていない

• 取り組み方、審査についてはASIAGAPと同様に実施する
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はじめに 

		１．はじめに

		一般財団法人日本GAP協会は、+SAの開発および運営を行う機関です。日本GAP協会は、+SAを公平公正に開発および運営し、その過程について透明性の高い情報公開を行います。また、+SAの開発と運営を通して、日本の農業および食品関連産業の持続可能な発展に貢献することを目的としています。

本規則は、+SAの基本について規定しています。また、信頼性を担保するために+SAに関わる組織のコンプライアンスおよび組織体制の適切な管理、ならびに信頼性のおける審査員力量の維持および管理について実施すべきことを規定したものです。

+SAは、JGAPとASIAGAPのアドオン規格と位置づけられています。JGAP/ASIAGAP認証農場・団体は、+SAの適合基準を満たす場合、SAI Platformが開発した農場の持続可能性に関する評価プログラムFSAのシルバーレベルと同じパフォーマンスであることの承認を得ています。 +SAが持続可能に配慮した農業の実践を評価することにより日本農業の発展に大きく寄与することを目的としています。



		２．運用について ウンヨウ

		本書のみでの運用はできません。必ず『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』とセットで取り組む必要があります。また、『ASIAGAP農場用管理点と適合基準』あるいは『JGAP農場用管理点と適合基準』について、『+SA総合規則』に従い、レベル変更が必要な管理点があります。審査の受付開始日は本書の運用開始日からとなります。 ホンショ ウンヨウ カナラ ノウジョウヨウカンリテン テキゴウ キジュン ノウジョウヨウ カンリテン テキゴウキジュン ヒツヨウ ソウゴウキソク シタガ ヘンコウ ヒツヨウ カンリテン ホンショ ウンヨウカイシビ



		3．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		4．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン









































































+SA項目

		番号		レベル		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		SA1		必須		土地の利用権 トチ リヨウケン		土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。 セイトウ ショユウケン シャクチケン

		SA2		必須		土地の購入 トチ コウニュウ		土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
(1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権利
　　  を示す文書がある。
(2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土地
　　  の所有権を認めている。
(3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
　　　れている。

		SA3		必須		商取引の透明性 ショウトリヒキ トウメイセイ		商取引について、以下の取り組みを実施している。
(1) すべての商取引に関連する文書を保持している
(2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを
　　　明確化している。 ショウトリヒキ イカ カンレン ホジ オコナ メイカクカ

		SA4		必須		法令の遵守 ホウレイ ジュンシュ		農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。 ニュウシュ

		SA5		必須		販売に関する契約 ハンバイ カン ケイヤク		農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意している協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
(1) 仕様
(2) 価格
(3) 取引量
(4) 支払条件   ノウサンブツ カン イカ フク ケイヤク ブンショカ シメ シヨウ カカク トリヒキリョウ シハライ ジョウケン

		SA6		必須		農薬の使用 ノウヤク シヨウ		a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、ブロマシル、チウラム ノウヤク セイサン クニ トウロク テキセツ シヨウ ヤクザイ ゲンタイ イカ フク ノウヤク シヨウ シヨウ バアイ ショウライテキ ツカ ホウシン

		SA7		必須		農地の造成 ノウチ ゾウセイ		2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明できる。 ガツ ニチ アラ ゾウセイ バアイ ホジョウ ゲンセイリン シッチ タイ シゼン チイキ チイキ エイキョウ アタ ブンショ ショウメイ

		SA8		必須		労働者の雇用・採用 ロウドウシャ コヨウ サイヨウ		a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
　　ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
(1) 国から許可を得ていること
(2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
(3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること ロウドウシャ ジッシ カクニン ロウドウカンケイホウレイ

		SA9		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
(1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
(2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 センヨウコウモク

		JGAP用項目

		SA10		必須		水の使用権 ケン		水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って節水に協力している。

		ASIAGAP用項目

		SA11		必須		炭素の貯留に配慮した土づくり タンソ チョリュウ ハイリョ ツチ		土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
(２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

		SA12		必須		省エネルギーの推進 ショウ スイシン		
温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
(１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
(２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
(3） 再生可能エネルギーの採用の検討
 サクゲン ト ク ジッシ サイセイカノウ サイヨウ ケントウ

		SA13		必須		危険物の保管
（肥料） ホカン		火災等事故を防ぐために、発熱・発火・爆発の恐れがある肥料を保管している場合は、肥料の販売店・メーカーに保管方法を確認し、その指導に従って保管している。 カサイ フセ ハツネツ ハッカ バクハツ オソ ヒリョウ ホカン バアイ ヒリョウ ハンバイ テン ホカン ホウホウ カクニン シドウ シタガ ホカン

		SA14		必須		肥料等の保管条件		
肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保管について以下に取り組んでいる。
(1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
　　　を防いでいること
(2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
(3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
(4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
(5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
(6) 農産物・種苗への汚染防止
 ヒリョウトウ ヒンシツレッカ カンキョウオセン ボウシ ロウドウアンゼン ショクヒンアンゼン フクロヅ ヒリョウトウ ホカン イカ ト ク ジョキョ セイソウ ホウホウ

		SA15		必須		堆肥の保管 タイヒ ホカン		環境汚染防止および交差汚染防止のために、製造途中の堆肥および流出液について必要な対策を実施している。 カンキョウオセンボウシ コウサオセン ボウシ ヒツヨウ ジッシ
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JGAPでレベル変更が必要な管理点①

25

• FSAの要求事項に対応する管理点はすべて取り組む必要があ
るため、該当する管理点のレベルが重要・努力の場合は必須に
変更する必要がある。

2.5
重
要

必
須

経営者による改善

a. 農場管理の改善のために、経営者は、以下の情報から農場管理の仕組みを年1回
    以上見直し、 必要に応じて該当する責任者へ改善を指示している。
 (１) 自己点検（管理点2.4）結果（団体の場合には内部監査結果）
 (２) 商品の苦情記録（管理点6.4）
 (３） 外部審査の結果
 (４） 苦情・事故・ルール違反記録（管理点1.5）
 (５) JGAP適用範囲の変更点（管理点1.1）

b. 経営者は、上記a.の見直し結果および該当する責任者への改善指示を記録して
    いる。

c. 経営者は、食品安全・労働安全・環境保全・人権の尊重について農場全体での意識
    の醸成を図っている。

※ 団体の場合は、経営者を団体の代表者と置き換えても良い。

2.7
重
要

必
須

経営の維持・継続の
ための対策

農場経営を維持・継続するために、災害等に備えた対策や計画を立てている。

３.3
重
要

必
須

労働条件の提示

a. 使用者は、労働者に対して、就労前に以下に示す労働条件を文書で示している。
 (１） 従事する業務内容と就業する場所
 (２） 労働する期間、期間が限定される場合には雇用契約の更新に関する事項
 (３） 労働する時間、休憩時間、休日
 (４） 賃金とその支払方法および支払い時期
 (５） 退職に関する事項（雇用の解除に関する権利、解雇の条件等）

b. 外国人労働者の場合には、労働者が理解できる言語で労働条件を文書で示して
    いる。

３.4
重
要

必
須

労働条件の遵守

労働者の人権に配慮した労務条件を確保するために、以下に取り組んでいる。
 (1) 労働者の労働時間、休日、休憩は法令を遵守すること
 (2) 労働者の賃金は、法令で定められた最低賃金を下回らないこと
 (3) 深夜労働・時間外労働・休日労働の割増賃金は法令を遵守すること
 (4) 労働者の賃金は、管理点3.3で定めた労働条件に従った一定期日での支払い
 (5) 賃金から不当または過剰に控除していないこと
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利用方法

		1．本書の利用方法 ホンショ

		本書は『JGAP農場用管理点と適合基準』および『+SA農場用管理点と適合基準』を組み合わせたチェックリストです。農場での取り組みの利便性を考慮して参考として作成されたものです。各管理点のレベルについて、左側はJGAPの認証で使われるレベル、右側は+SAの評価で使われるレベルとなります。 ホンショ ノウジョウヨウカンリテン テキゴウ キジュン ノウジョウヨウ カンリテン テキゴウキジュン ク ア ノウジョウ サンコウ サクセイ カクカンリテン ヒダリガワ ニンショウ ツカ ミギガワ ツカ



		2．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		3．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、JGAP認証および+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ニンショウ ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン



































































共通項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウキジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		2.5		重要 ジュウヨウ		必須		経営者による改善 カイゼン		
a. 農場管理の改善のために、経営者は、以下の情報から農場管理の仕組みを年1回
    以上見直し、 必要に応じて該当する責任者へ改善を指示している。
 (１) 自己点検（管理点2.4）結果（団体の場合には内部監査結果）
 (２) 商品の苦情記録（管理点6.4）
 (３） 外部審査の結果
 (４） 苦情・事故・ルール違反記録（管理点1.5）
 (５) JGAP適用範囲の変更点（管理点1.1）

b. 経営者は、上記a.の見直し結果および該当する責任者への改善指示を記録して
    いる。

c. 経営者は、食品安全・労働安全・環境保全・人権の尊重について農場全体での意識
    の醸成を図っている。

※ 団体の場合は、経営者を団体の代表者と置き換えても良い。
 ケッカ

		2.7		重要 ジュウヨウ		必須		経営の維持・継続の
ための対策 ケイエイ イジ ケイゾク タイサク		農場経営を維持・継続するために、災害等に備えた対策や計画を立てている。 ノウジョウ ケイエイ サイガイ ナド ソナ タイサク サク ケイカク タ

		３.3		重要 ジュウヨウ		必須		労働条件の提示		a. 使用者は、労働者に対して、就労前に以下に示す労働条件を文書で示している。
 (１） 従事する業務内容と就業する場所
 (２） 労働する期間、期間が限定される場合には雇用契約の更新に関する事項
 (３） 労働する時間、休憩時間、休日
 (４） 賃金とその支払方法および支払い時期
 (５） 退職に関する事項（雇用の解除に関する権利、解雇の条件等）

b. 外国人労働者の場合には、労働者が理解できる言語で労働条件を文書で示して
    いる。

		３.4		重要 ジュウヨウ		必須		労働条件の遵守 ジュンシュ		労働者の人権に配慮した労務条件を確保するために、以下に取り組んでいる。
 (1) 労働者の労働時間、休日、休憩は法令を遵守すること
 (2) 労働者の賃金は、法令で定められた最低賃金を下回らないこと
 (3) 深夜労働・時間外労働・休日労働の割増賃金は法令を遵守すること
 (4) 労働者の賃金は、管理点3.3で定めた労働条件に従った一定期日での支払い
 (5) 賃金から不当または過剰に控除していないこと ジョウケン カクホ ジュンシュ シタマワ ホウレイ ジュンシュ チンギン

		３.6		重要 ジュウヨウ		必須		使用者と労働者の
コミュニケーション		
労働者の労働条件・労働環境の改善を図るために、以下に取り組んでいる。
 (1) 使用者と労働者との間で、年1回以上、労働条件、労働環境、労働安全等につい
       て労働者が意見を伝えやすい環境を整えて意見交換を実施し、実施内容を記録
       すること
 (2) 使用者と労働組合または労働者の代表者との間で自由な団体交渉権が認めら
       れており、締結した協約または協定がある場合にはそれに従っていること
 ロウドウシャ ロウドウジョウケン ハカ イカ ト ク ツタ カンキョウ トトノ

		３.9		重要 ジュウヨウ		必須		労働者用住居		労務管理上の必要から使用者が労働者に住居を提供する場合、その住居は安全で、健康的な生活環境の整備が行われている。 ケンコウ

		６.1		重要 ジュウヨウ		必須		商品管理の責任者の
責務 ショウヒン カンリ セキニンシャ セキム		
a.  商品管理の責任者（管理点2.1）は、以下の業務を統括している。
 (1） 商品の種類・規格の管理（品目・品種・栽培方法等）
 (2） 数量・重量を含む商品仕様
 (3） トレーサビリティの管理
 (４） 商品の安全や品質の確保
 (５） 商品に関する苦情・異常および商品の回収への対応

b. 商品管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 商品管理に関する知識の向上
 イカ ショウヒン シヨウ カンリ ショウヒン タイオウ イカ

		8.2		重要 ジュウヨウ		必須		衛生管理のルール設定と周知 エイセイカンリ セッテイ シュウチ		
作業者・農産物の衛生管理のために、以下の項目について衛生管理に関する必要なルールを文書化し、作業者および入場者に周知し、実施させている。
 (1) 作業着、帽子、マスク、靴、手袋等の装着
 (2) 手洗いの手順、消毒、爪の手入れ
 (3) 喫煙、飲食、痰や唾の処理および咳やくしゃみ等の個人の行動
 (4) トイレの利用
 (5) 農産物への接触
 (6) 身の回り品の取扱い
 サギョウシャ エイセイカンリ イカ コウモク エイセイカンリ カン ヒツヨウ サギョウシャ ニュウジョウシャ シュウチ ジッシ ソウチャク

		8.3		重要 ジュウヨウ		必須		手洗い設備の整備 テアラ セツビ セイビ		
作業者が必要時に手洗い設備を利用でき、手洗いによる衛生を確保するために、以下に取り組んでいる。
 (１） トイレおよび作業現場近くに、衛生的な水を使った手洗いが可能な手洗い設備
       の確保
 (2) 手洗い設備の衛生的な管理（清掃・メンテナンス）
 (3) 手洗いに必要な洗浄剤・手拭・消毒等の備品の設置
 ヒツヨウ テアラ セツビ テアラ サギョウ ゲンバ チカ テアラ セツビ カクホ セイソウ セッチ

		8.4		重要 ジュウヨウ		必須		トイレの整備 セイビ		
作業者が必要時にトイレを利用でき、トイレの汚れによる使用者および環境への汚染防止のために、以下に取り組んでいる。
 (１） 作業現場近くに、作業者に対し十分な数のトイレの確保
 (2) トイレの定期的な清掃
 (3) トイレの衛生面に影響する破損の補修
 (4) トイレの汚物・汚水の適切な処理
 ヒツヨウ ヨゴ シヨウシャ カンキョウ オセン ボウシ サギョウ ゲンバ チカ サギョウシャ タイ ジュウブン カズ カクホ

		9.1		重要 ジュウヨウ		必須		労働安全の責任者の
責務 ロウドウ アンゼン セキニンシャ セキム		
a. 労働安全の責任者（管理点2.1）は、作業中のけが、事故の発生を抑制する業務を
    統括している。

b. 労働安全の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 労働安全に関する知識の向上
 (3） 設備・機械の安全な使用方法の情報の入手および理解
 (4） 農場内に応急手当をできる者を配置し、その者が5年以内に応急手当の訓練
　　　 を受けていることが証明できること
 (5) 安全を確保するための適切な服装・保護具の用意および管理
 イカ キカイ ハイチ ネンイナイ

		9.3		重要 ジュウヨウ		必須		危険な作業に従事する要件 キケン サギョウ ジュウジ ヨウケン		
危険を伴う作業を安全に行うために、以下を満たした作業者が担当している。
 (1) 安全のための充分な教育・訓練を受けた者（管理点４.1）
 (2) 法令で要求されている場合には、労働安全に関しての公的な資格または講習
       等を修了している者（管理点４.２）
 (3) 酒気帯び者、作業に支障のある薬剤の服用者、病人、妊婦、年少者以外の者
 (4) 作業内容に応じた心身機能や能力を有した者
 (5) 安全を確保するための適切な服装・保護具を着用した者
 モノ

		9.4		重要 ジュウヨウ		必須		事故発生時の対応 ジコ		
事故・火災に素早く対応し影響を最小限にとどめるために、以下に取り組んでいる。
 (1) 事故・火災の対応手順および連絡網の文書化と作業者への周知
 (2) 清潔な水および救急箱の用意
      （救急箱の中身は管理点9.2でリスク評価した結果、必要と判断したもの）
 スバヤ タイオウ エイキョウ サイショウゲン ジコ カサイ ヨウイ ケッカ ハンダン

		9.5		重要 ジュウヨウ		必須		設備・機械・器具の
安全な使用 キグ		
事故防止のために、設備・機械・器具について以下に取り組んでいる。
 (1) 取扱説明書やメーカーの指導に従った使用
 (2) 安全性を損なう改造の禁止
 (3) 設備・機械の購入時には安全性の評価を行い、より安全に配慮した機種の選択
 (4) シートベルトや安全フレームなど安全装置がある機械は安全装置を有効にした
       使用（着装等）
 (5) 作業機械を装着・牽引したトラクターの灯火器類設置等、法令に従った公道
       走行
 (6) 使用前点検
 ジコボウシ キグ キンシ キシュ

		9.7		努力		必須		労働災害に対する備え（任意加入等） ロウドウサイガイ タイ ソナ ニンイカニュウ トウ		
労働災害に対する備えのために、以下に取り組んでいる。
 (1) 労働者が労働災害にあった場合の補償対策
 (2) 経営者や家族従事者が労働災害にあった場合の補償対策
 イカ ト ク ロウドウシャ ロウドウ サイガイ バアイ ホショウ タイサク ケイエイシャ カゾク ジュウジシャ

		11.2		重要 ジュウヨウ		必須		省エネルギーの推進 ショウ スイシン		
温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
 (１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
 (２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
 (3） 再生可能エネルギーの採用の検討
 サクゲン ト ク ジッシ サイセイカノウ サイヨウ ケントウ

		13.2.1		重要 ジュウヨウ		必須		生物多様性への配慮① ハイリョ		
生物多様性保全のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 農場周辺に生息する鳥獣の把握と、生物多様性に配慮した鳥獣被害防止対策の
       取り組み
 (2) 圃場が自然保護地域にある場合、行政の指導（開発規制等）に従っている


		13.2.2		努力 ドリョク		必須		生物多様性への配慮② ハイリョ		
生物多様性保全のために、固有種（在来種）の動植物の保全、生物多様性を活用した持続可能な農業への展開あるいは地域の生物多様性への取り組みへの参加に取り組んでいる。


		13.3		重要 ジュウヨウ		必須		外来生物の管理		生物多様性のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 農業生産で使用する外来生物が生態系を乱さない管理
 (2) 外来生物の活用について、行政の指導の遵守 セイブツタヨウセイ イカ ト ク ジュンシュ





青果物項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		C 農産専用項目 ノウサンセンヨウコウモク

		C1 土壌の管理

		C1.1		必須		必須		土壌の安全性		土壌（客土・培土・水耕栽培の培地を含む）の安全性を確認するために、以下の場合、行政に相談し、対策を実施し記録している。
 (1) 過去におけるPOPｓ物質の使用可能性がある場合
 (2) 行政による土壌汚染地域通知・指定（カドミウム等）がある場合 カクニン イカ バアイ ジッシ カコ シヨウ カノウセイ バアイ トウ バアイ

		C1.2		重要 ジュウヨウ		必須		土壌流出の防止		風や水による土壌流出を食い止めるために、必要な耕作技術を利用している。 ヒツヨウ

		C1.3		重要 ジュウヨウ		必須		炭素の貯留に配慮した土づくり タンソ チョリュウ ハイリョ ツチ		土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでいる。
 (１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
 (２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

		C1.4		重要 ジュウヨウ		必須		汚染水の流入対策		汚水の圃場への流入による土壌および作物に対する影響を防ぐために、周辺の状況（管理点1.2）を確認した上で以下に取り組んでいる。
 (1) 流入防止対策
 (2) 汚水が流入した場合、作物や土壌に対する食品安全のリスク評価とそれに基づ
       く対策の実施。リスク評価の結果および対策の記録 フセ カクニン ウエ リュウニュウボウシタイサク オスイ リュウニュウ バアイ サクモツ ドジョウ タイ ショクヒン アンゼン ヒョウカ モト タイサク ジッシ ケッカ タイサク キロク

		C2 水の管理 ミズ カンリ

		C2.1		必須		必須		栽培に使用する水の
管理 サイバイ シヨウ カンリ		
栽培に使用する水（かん水や農薬希釈等）による、農産物の汚染を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1） 使用用途ごとの水源および貯水場所の把握
 (2) 付属書C2.1に基づき、栽培に使用する水について大腸菌検査が必要か確認
       し、必要に応じて農産物が汚染されないための対策の文書化
 (3） 栽培に水を使用する際の以下の実施
    (a) 使用時の水の異常（濁りや臭い）の確認
    (b) 使用している水に異常が発生した場合の異常の内容およびその対応の記録
 (4) 重金属について、環境基準を超えている場合、自治体の指示に従う
 シヨウ ミズ スイ ノウヤク キシャク トウ オセン フセ イカ ト ク シヨウ ヨウト スイゲン チョスイバショ ハアク フゾクショ モト ダイチョウキン ケンサ ヒツヨウ カクニン ヒツヨウ オウ オセン タイサク ブンショカ ミズ シヨウ サイ イカ ジッシ カクニン

		C2.1.1		重要 ジュウヨウ		-		
養液栽培で使用する
水の管理
 カンリ		養液栽培の培養液の汚染を防ぐために、必要な対策を実施している。 フセ ヒツヨウ タイサク ジッシ

		C2.2		必須		必須		収穫および収穫後に
使用する水の管理 シュウカク シュウカク ゴ カンリ		
農産物の汚染を防ぐために、収穫時と収穫以後において、農産物に接触する水または氷、容器を洗浄する水、農産物取扱い工程で使用する農産物と接触する機械および作業者の手洗いに使用する水を衛生的に取り扱い、以下に取り組んでいる。
 (1） 水道水等の行政が認めた飲用に適する水の使用
 (2) 上記(1)以外を使用する場合には、水質検査を年１回以上行い、大腸菌不検出
       であることの確認
 シュウカク トキ シュウカク イゴ セッショク ミズ コオリ シヨウ シヨウ ミズ ト アツカ イカ ギョウセイ ミト タイオウ ジョウキ スイドウスイ トウ インヨウ テキ ミズ シヨウ イガイ シヨウ バアイ

		C2.2.1		重要 ジュウヨウ		-		容器に貯める洗浄水の
衛生管理 エイセイ		洗浄水による農産物汚染を防ぐために、容器に水を貯めて洗浄する場合、水を掛け流している。 センジョウスイ オセン フセ ミズ

		C2.3		努力 ドリョク		-		水源等の保護		自分の管理する水源、貯水場所および水路がある場合、故意または偶発的に汚染されることを防ぐために、必要な対策を実施している。 バアイ

		C2.4		重要 ジュウヨウ		必須		排水・汚水の処理 ハイスイ オスイ ショリ		水質劣化および環境汚染を防ぐために、農場で発生した排水やそれに含まれる植物残渣、掃除ゴミ等を処理している。 カンキョウオセン フセ ノウジョウ ハイスイ

		C3 圃場・施設の管理 ホジョウ

		C３.1		重要 ジュウヨウ		-		有害生物等への対応 トウ		農産物取扱い施設内への有害生物（昆虫、小動物、鳥類、かび等）の侵入・発生および異物・有毒植物等の混入を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1) 侵入・発生・混入を防ぐ対策の実施
 (2) 食品安全に影響がない方法による駆除

		C３.2		必須		必須		青果物の保管		青果物の保管時における汚染・変質を防ぐために、保管施設は以下に取り組んでいる。
 (1) 農産物に適した温度と湿度の維持
 (2) 結露の付着防止
 (3) 光に敏感な農産物（馬鈴薯等）への露光防止
 (4) 農産物貯蔵以外の目的で使われていた場所の場合、使用前の十分な清掃と
       その記録 ホカンジ オセン ヘンシツ フセ イカ ト ク ノウサンブツ テキ イジ ケツロ フチャク ボウシ バレイショ ロコウ ボウシ ジュウブン

		C３.3		必須		必須		新規圃場の適性の検討		新規圃場の使用について、以下の項目について検討し、検討内容と使用判断の結果を記録している。
 (1) 農産物の安全（管理点C1.1、C２.1、C5.5.1）
 (2) 労働安全（管理点9.2）
 (3) 周辺環境への影響（管理点13.1）
 (4) 自然保護地域の開発規制（管理点13.2.1） シヨウ ケントウ ケントウ ナイヨウ シヨウハンダン ケッカ

		C３.4		重要 ジュウヨウ		-		新規圃場の問題への
対策		管理点C３.3の検討の結果、改善を行った場合は、対策の内容とその結果を記録している。 オコナ

		C4 種苗の管理 シュビョウ

		C4.1		必須		必須		種苗の調達		
食品安全、トレーサビリティ確保のために、種苗について以下に取り組んでいる。
 (1) 指定種苗を購入した場合、品種名、生産地、販売者、使用農薬の成分（種子の
       場合は種子消毒、苗の場合は種子消毒および育苗期間中に使用した農薬すべ
       て）と使用回数が記載された証明書等の保管または記録、それ以外の場合、
       品種名、生産地、販売者が記載された証明書等の保管または記録
 (2) 自家増殖の場合、採取した種苗の圃場の記録
 (3) 行政による検疫対象の種苗の場合、検査に合格していることの確認
 (4) ゲノム編集品種の場合、国の情報公開が行われていることの確認および行政
       の指導に従っていること
 (5) 種苗の購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること
 ショクヒンアンゼン カクホ シュビョウ イカ ト ク シテイ イガイ バアイ ヘンシュウ ヒンシュ バアイ クニ ジョウホウコウカイ オコナ カクニン ギョウセイ シドウ シタガ シュビョウ

		C4.2		重要 ジュウヨウ		-		播種・定植の記録		トレーサビリティ確保のために、播種・定植について以下の項目について記録している。
 (1) 種苗ロット
 (2) 播種・定植の方法（機械の特定を含む）
 (3) 播種・定植日
 (4) 圃場の名称または圃場番号 コウモク

		C4.3		必須		必須		遺伝子組換え作物の
栽培・保管・販売
		遺伝子組換え作物を栽培する場合、環境保全（交雑防止等）、トレーサビリティ確保のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 栽培する国・地域の行政の指導の遵守
 (2) 栽培する国で許可された品種のみの栽培
 (3) 栽培記録において、遺伝子組換えであることの明記
 (4) 遺伝子組換え作物と非遺伝子組換え作物の圃場の明確な区分
 (5) 種苗と農産物は、遺伝子組換え作物と非遺伝子組換え作物を明確に区分した
       保管
 (6) 取引する国の行政の指導に従った販売
 (7) 取引する国の行政が販売を許可した品種のみの販売
 (8) 取引する国の行政による遺伝子組換え農産物に関する表示義務の遵守。法令
       が存在していない場合は、少なくとも作物の名称、原産地、「遺伝子組換え」ま
       たは「遺伝子組換え、不分別」のいずれかの表示 サイバイ バアイ カンキョウホゼン コウザツボウシトウ ト ク ジュンシュ サイバイ ハンバイ ジュンシュ

		C5 農薬の管理

		C5.1農薬使用計画

		C5.1.1		必須		必須		農薬管理の責任者の
責務		a. 農薬管理の責任者（管理点2.1）は、農薬の選択・計画・使用・保管の業務を統括
    している。

b. 農薬管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 農薬に関する知識の向上
 (3） 農薬使用基準に関する最新情報の入手・保管 ホカン

		C5.1.2		必須		必須		IPMの実践		a. 環境保全および持続的な農業経営のために、農薬管理の責任者は、以下の取り組
    みを行っている。
 (1) 病害虫・雑草が発生しにくい環境の整備
 (２） 病害虫・雑草の発生状況を把握した上での防除要否およびタイミングの判断
 (３） 化学農薬と化学農薬以外の防除手段を組み合わせた多様な手法による防除

b. 化学農薬低減のための取り組みを文書化し、結果を把握することにより次年度
    計画に活かしている。 イカ ト ク オコナ カガク カガクノウヤク イガイ ノウヤク ケッカ

		C5.1.3		必須		必須		農薬の選択・計画
		農薬の適正使用、環境汚染の防止およびIPMの実践のために、農薬管理の責任者は以下を満たした農薬使用計画を文書化している。
 (1) 使用する予定の農薬の商品名、有効成分、適用作物、適用病害虫・雑草、希釈
       倍数、使用量、使用回数、総使用回数、使用時期、使用方法（散布以外）の記載
 (2) 生産国の農薬使用基準の遵守
 (3) 取引先および地域の規制要求がある場合は、その農薬使用基準の遵守
 (4) 水田または水系に近い圃場での使用について、魚毒性の考慮
 (5) RACコード確認による耐性・抵抗性の防止
 (6) 後作での残留農薬基準違反の防止
 (7) 輸出先国で使用禁止されている農薬の不使用。輸出先国の残留農薬基準の
       確認 ノウヤク テキセイ シヨウ ボウシ カクニン ユシュツサキコク

		C5.2 農薬の準備

		C5.2.1		必須		必須		農薬使用の決定		農薬の適正使用および環境汚染を防ぐために、農薬管理の責任者は農薬使用の前に以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬使用計画に従った農薬使用の決定
 (2) 計画を変更する場合、変更した農薬使用計画が管理点C5.1.3を満たしている
       か再度確認してから決定
 (3) 収穫予定日から逆算して使用日を決定
 (4) その他、ラベルの指示事項の遵守
 (5) 農薬の購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること ノウヤク テキセイシヨウ ノウヤクシヨウ ト ク ジュンシュ

		C5.2.2		必須		必須		農薬使用の準備① ノウヤクシヨウ ジュンビ		農薬の適正使用のために、農薬使用の準備について以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬管理の責任者の許可・指示による準備
 (2) 最終有効年月を過ぎた農薬の不使用
 (3) 農産物や周辺環境を汚染しない場所・方法での準備
 (4) ラベルに従い、農薬の正確な計量・希釈
 (5) 混用が必要な場合はラベルの指示に従い、剤型による投入の順番を考慮し
       適正な混合の実施
 (6) 散布機器の使用前点検 ジュンビ フシヨウ

		C5.2.3		必須		必須		農薬使用の準備②		作業者の健康被害、環境汚染を防ぐために、農薬使用の準備について以下に取り組んでいる。
 (1) こぼれた農薬を処理するための専用の道具の用意
 (2) 農薬保管庫から準備場所への汚染を防ぎ安全な農薬持ち出し
 (3) 防除衣・保護具の着用後の農薬の計量と散布液の調製開始
 (4) 散布後に散布液や散布薬剤（粒・粉）が余らないよう必要な量を計算
 (5) 使用した計量器具等の洗浄を適切に実施（計量カップや農薬の空容器は使用
       後、3回以上すすぎ、すすいだ水は希釈用の水の一部として薬液のタンクへ投
       入） ジュンビ オセン フセ ホゴ

		C5.3 農薬の使用と記録

		C5.3.1		必須		必須		防除衣・保護具の着用		作業者の健康被害を防ぐために、防除衣、保護具について以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬のラベルの指示に従った農薬専用の防除衣・保護具の着用
 (2) マスクについて、使用回数・期間の指定の遵守 サギョウシャ ケンコウヒガイ フセ ボウジョ ギヌ ホゴ グ ボウグ イカ ト ク ノウヤクセンヨウ ホゴ ジュンシュ

		C5.3.2		必須		必須		防除衣・保護具の管理 カンリ		農産物への交差汚染、作業者の健康被害を防ぐために、農薬散布に使用した防除衣・保護具について以下に取り組んでいる。
 (1) 防除衣・保護具を着用したまま農産物への接触防止、農産物のある場所への
       立入禁止
 (2) 再利用する防除衣および保護具の洗浄
 (3) 防除衣は着用後に他の服とは分けた洗浄の実施、手袋は外す前に洗浄
 (4) 長靴は靴底を含め洗浄による泥の除去と除去状況の目視確認
 (5) 破れたり痛んだりした防除衣の交換やマスクの汚れたフィルターの交換
 (6) 洗浄後の乾燥
 (7) 農薬および農産物と接触しないように保管 サギョウシャ ノウヤクサンプ シヨウ チャクヨウ セッショクボウシ バショ タチイリキンシ ジッシ センジョウ フク センジョウ ドロ ジョキョ ジョキョ ジョウキョウ モクシカクニン コウカン センジョウゴ カンソウ

		C5.3.3		必須		必須		残液の処理と散布機器の洗浄 サンプキキ センジョウ		農産物への交差汚染、環境汚染防止のために、農薬散布後の片付けについて以下に取り組んでいる。
 (1) 調製した散布液の対象圃場で使い切り
 (2) 散布機器に農薬が残らないような洗浄手順を決め、手順に基づく散布後の
       速やかな洗浄
 (3) 散布機器の洗浄は、自分が管理する特定の場所で、農産物や水源に危害が
       ない方法で実施
 (4) 農薬散布後の残液・洗浄水の処理は、行政の指導に基づき実施。行政の指導
       がない場合には、自分が管理する特定の場所で、農産物や水源に危害がない
       方法で処理 カンキョウオセン カタヅ ツカ キ キキ テジュン モト キキ ジッシ センジョウスイ

		C5.3.4		必須		必須		農薬使用の記録		トレーサビリティ確保のために、農薬使用について、以下の項目を記録している。農薬使用計画に（4）（5）（7）（8）を記載してある場合、農薬使用の記録には（5）（7）（8）を省略してもよい。
 (1) 対象作物（農薬登録における適用作物名）
 (2) 使用場所 （圃場名等）
 (3) 使用日
 (4) 農薬の商品名
 (5) 有効成分
 (6) 希釈倍数が指定されている場合には希釈倍数と散布液量、使用量が指定され
       ている場合には10a当たりの使用量
 (7) 使用時期（収穫前日数等）
 (8) 使用方法（散布機等の機械の特定を含む）
 (9) 作業者名 カクホ イカ ノウヤクシヨウケイカク キサイ バアイ ノウヤクシヨウ キロク ショウリャク メイトウ ア シュウカクマエ ニッスウ トウ サンプ キ トウ キカイ トクテイ フク

		C5.3.5		必須		必須		農薬の適正使用に関する検証		農薬の使用基準違反を防ぐために、農薬管理の責任者は以下を行っている。
 (1) 収穫前に農薬使用の記録（管理点C5.3.4）が農薬の使用基準を満たしている
       ことの確認
 (2) 収穫期が始まる前に農薬在庫の棚卸を実施し、使用量が適切であったかの
       確認。周年作物は定期的な棚卸の実施。棚卸の頻度・タイミングを説明できる。
 (3) 農薬使用に誤りがあった場合、管理点6.3、6.4に従った対応の実施 ノウヤク シヨウキジュン イハン フセ ノウヤクカンリ セキニンシャ イカ カンリテン ノウヤク シヨウキジュン ミ テイキテキ タナオロシ ジッシ タナオロシ ヒンド セツメイ

		C5.4 農薬の保管

		C5.4.1		必須		必須		農薬保管庫の管理①		農薬の盗難・交差汚染を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬を農薬保管庫外への放置防止
 (2) 農薬管理の責任者による農薬保管庫の鍵の管理
 (3) 農薬管理の責任者の許可・指示なく農薬に触れることができないよう強固で
       施錠された農薬保管庫の使用 ノウヤク トウナン コウサオセン フセ ノウヤク ホカン イカ ト ク ボウシ シヨウ

		C5.4.2		重要 ジュウヨウ		必須		農薬保管庫の管理②		農薬の誤使用、作業者の健康被害を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 毒物・劇物を警告する表示の実施、他の農薬との区分管理
 (2) 立ち入り可能な農薬保管庫の場合、通気性の確保
 (3) ラベルが読める程度の明るさの確保
 (4) 保管温度に関する指示の遵守
 (5) 購入時の容器のままで保管
 (6) 農薬の取り違え防止対策
 (7) 使用禁止農薬、最終有効年月を過ぎた農薬の区分管理 ノウヤク ゴシヨウ ケンコウヒガイ フセ ノウヤク ホカン イカ ト ク ジッシ クブンカンリ カクホ カクホ ジュンシュ ボウシタイサク カンリ

		C5.4.3		重要 ジュウヨウ		必須		農薬保管庫の管理③		交差汚染、環境汚染を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 使いかけの農薬は封をしていること
 (2) 農薬の転倒、落下防止対策の実施
 (3) 農薬の流出対策の実施
 (4) 保管庫の棚への農薬の吸収・吸着を防ぐ対策の実施
 (5) こぼれた農薬を処理するための農薬専用の道具の用意
 (6) 農薬が農産物や他の資材に付着しない対策の実施 コウサオセン カンキョウオセン ジッシ ジッシ フセ ジッシ ヨウイ ジッシ

		C5.4.4		必須		必須		危険物の保管（農薬）		火災を防ぐために、発火性または引火性の農薬の保管について、農薬の販売店・メーカー等に保管方法を確認し、その指示に従って保管している。また、警告表示をしている。 カサイ フセ ハッカ セイ インカ セイ ノウヤク ホカン ノウヤク ハンバイ テン トウ ホカン ホウホウ カクニン シジ シタガ ホカン ケイコク ヒョウジ

		C5.4.5		重要 ジュウヨウ		必須		農薬の在庫管理		農薬の入庫ごと、出庫ごとの記録がつけられている。記録と実在庫の整合性が取れている。 セイゴウセイ ト

		C5.5 農薬のドリフト

		C5.5.1		必須		必須		ドリフト被害の防止		農薬のドリフトによる被害を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1) 自分の圃場を含む周辺圃場で栽培されている作物の把握（管理点1.2）、そこ
       からの農薬のドリフトの危険性についての判断（灌漑用水を通じた農薬流入の
       危険性認識を含む）
 (2) 上記（１）に基づくドリフト対策の実施 ノウヤク ヒガイ フセ イカ ト ク カンリテン ハンダン フク ジョウキ モト ジッシ

		C5.5.2		必須		必須		ドリフト加害の防止		農薬のドリフトによる加害を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1) 自分の隣接圃場を含む周辺作物・周辺住民への農薬のドリフト防止対策
 (2) 地下水・河川等の水系への農薬流出防止対策
 (3) 土壌くん蒸剤を使用する場合、ラベルに従い被覆等の実施 ノウヤク カガイ ボウシ ジッシ

		C5.6 残留農薬に関する検証

		C5.6		必須		必須		残留農薬検査		農薬使用の適切性を確認するために、以下に取り組んでいる。
 （1) 以下の項目を満たす残留農薬検査の計画を文書化している。
    (a) 残留農薬検査の計画は農場内で使用した農薬およびドリフトの可能性がある
          農薬のうち、残留の可能性が高いと思われる品目・農薬成分・収穫時期・場所
          からのサンプル選定
    (b) 上記(a)で特に残留の可能性が高い農薬成分を特定できない場合、多成分
          一斉分析の実施
 （２)  残留農薬検査の計画に基づき、以下に取り組んでいる。
    (a) 年1回以上の残留農薬検査の実施と結果の保管
    (b) 検査の結果、残留農薬基準を超過した場合、管理点6.3，6.4に従った対応の
          実施 ノウヤクシヨウ テキセツセイ カクニン イカ ト ク イカ コウモク ミ センテイ ノウヤク ジッシ モト イカ ト ク ジッシ ケッカ ホカン ケンサ ケッカ ザンリュウノウヤク シタガ タイオウ ジッシ

		C6 肥料等の管理 カンリ

		C6.1 肥料等の選択・計画

		C6.1.1		必須		必須		肥料管理の責任者の
責務		a. 肥料管理の責任者（管理点2.1）は、肥料等の選択・計画・使用・保管の業務を統括
    している。

b. 肥料管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 施肥や土壌の管理に関する知識の向上

		C6.1.2		重要 ジュウヨウ		-		肥料成分の把握		適切な肥料投入量の計算に必要な肥料等の成分を把握するために、以下に取り組んでいる。
 (1) 購入した肥料等の成分がわかる文書の保管
 (2) 自家製堆肥等、成分表がないものについては、検査機関による分析または書籍
       等による標準的な成分量の把握 テキセツ ヒリョウ ケイサン ヒツヨウ イカ ト ク トウ

		C6.1.3		必須		必須		適切な施肥設計		適切な施肥管理および温室効果ガス低減対策のために、肥料管理の責任者は以下の取り組みを行っている。
 （1) 施肥設計には、使用する肥料名と含有成分比率、投入量と10a当たりの成分
       量、施肥方法、施肥時期・タイミングが記載されている。施肥時期・タイミング
       は食品安全について配慮している。
 （2) 施肥設計は、以下の情報を元に、品質向上や収量向上と環境保全のバランスを
       考慮していることを説明できる。
    (a) 過去の生産実績（作物の収量、品質）と施肥結果との関係
    (b) 土壌診断の結果
    (c) 行政または農協の標準施肥量・栽培暦の標準施肥量
    (d) 土作り(管理点C1.3）
    (e) その地域および下流域における肥料による水質汚染に関する情報
    (f) 使用する肥料が地球温暖化に及ぼす影響（亜酸化窒素の排出） テキセツ セヒ カンリ ア セヒ ショクヒン ジョウホウ モト シュウリョウコウジョウ カンリテン カリュウイキ

		C6.1.4		必須		必須		肥料等の安全性		使用する肥料等の安全性の確保、土壌・農産物の汚染防止のために、肥料等について以下に取り組んでいる。
 (1) 肥料等に含まれる放射性物質が国の基準値内であることの確認
 (2) 行政による公定規格に合格した肥料以外の肥料等は、原材料（採取地等の由来
       含む）、製造工程または検査結果の把握による農産物に危害を及ぼす要因がな
       いことの確認
 (3) 堆肥の適切な発酵期間・温度の確保などによる病原微生物対策や雑草種子等
       の殺滅対策の実施
 (4) その他水源や土壌を汚染する可能性のあるものの不使用
 (5) 肥料等の購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること
 (6) その他使用上の注意の遵守 シヨウ ヒリョウトウ アンゼンセイ カクホ ドジョウ オセンボウシ ヒリョウトウ イカ ト ク ナイ カクニン ノウ フシヨウ シヨウジョウ チュウイ ジュンシュ

		C6.1.5		必須		必須		家畜ふん堆肥の安全性 カチク タイヒ アンゼンセイ		家畜ふん堆肥による農産物の病原微生物汚染を防ぐために、付属書C6.1.5に基づいた家畜ふん堆肥の管理を行っている。 カチク タイヒ ビョウゲン ビセイブツ オセン フセ モト カチク タイヒ カンリ オコナ

		C6.2 肥料等の使用と記録

		C6.2.1		必須		必須		肥料等の使用記録 ヒリョウトウ シヨウ		トレーサビリティ確保のために、肥料等の使用について、以下の項目を記録している。
 (1) 施肥した場所（圃場名等）
 (2) 施肥日
 (3) 肥料等の名称
 (4) 施肥量
 (5) 施肥方法（散布機械の特定を含む）
 (6) 作業者名 ヒリョウトウ

		C6.2.2		努力		-		施肥の検証 セヒ ケンショウ		作物の適切な生育および環境汚染防止に資する施肥のために、施肥設計・散布実績・生産実績を確認し、結果を次作の計画に役立てている。 セヒ セッケイ サンプ ジッセキ セイサン ジッセキ カクニン ケッカ ジサク ケイカク ヤクダ

		C6.3 肥料等の保管

		C6.3.1		必須		必須		危険物の保管
（肥料） ホカン		火災等事故を防ぐために、発熱・発火・爆発の恐れがある肥料を保管している場合は、肥料の販売店・メーカーに保管方法を確認し、その指導に従って保管している。 カサイ フセ ハツネツ ハッカ バクハツ オソ ヒリョウ ホカン バアイ ヒリョウ ハンバイ テン ホカン ホウホウ カクニン シドウ シタガ ホカン

		C6.3.2		重要 ジュウヨウ		必須		肥料等の保管条件		
肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
       を防いでいること
 (2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
 (3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
 (4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
 (5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
 (6) 農産物・種苗への汚染防止
 ヒリョウトウ ヒンシツレッカ カンキョウオセン ボウシ ロウドウアンゼン ショクヒンアンゼン フクロヅ ヒリョウトウ ホカン イカ ト ク ジョキョ セイソウ ホウホウ

		C6.3.3		必須		必須		堆肥の保管		環境汚染防止および交差汚染防止のために、製造途中の堆肥および流出液について必要な対策を実施している。 カンキョウオセンボウシ コウサオセン ボウシ ヒツヨウ ジッシ

		C6.3.4		重要 ジュウヨウ		必須		肥料等の在庫管理 トウ		肥料等の入庫ごと、出庫ごとの記録がある。記録と実在庫の整合性が取れている。計量が困難な肥料等については、何らかの方法でその在庫を把握する工夫をしている。 ヒリョウトウ セイゴウセイ ト

		S スプラウト類専用項目 ルイ センヨウ コウモク

		S1.1		必須		必須		スプラウト類の
衛生管理 カンリ		スプラウト類の農産物取扱い工程では、以下に取り組んでいる。
 (1) 年1回以上作業者の検便（サルモネラ属菌および腸管出血性大腸菌を含む）を
       行っている。
 (2) 施設の出入り口に足用の消毒槽を用意し、有効な濃度に消毒液を調製してい
       る。
 (3) 月1回以上大腸菌について農産物の微生物検査を行っている。大腸菌が検出
       された場合は、大腸菌の検査頻度を週1回以上に増やし、サルモネラ属菌およ
       び腸管出血性大腸菌についても検査を行う。衛生管理の作業手順の改善を行
       い、連続して陰性結果が得られ、衛生管理が適切に実施されていることが確認
       できるまで検査を継続し、サルモネラ属菌および腸管出血性大腸菌の陰性が
       確認できてから出荷を再開する。
 (4) トイレの出入り口で靴の履き替えや手洗いができるようになっている。し尿く
       み取り口からの汚染を防いでいる。 コウテイ イカ ゾク ゾク インセイ シュッカ サイカイ

		S1.2		重要 ジュウヨウ		-		スプラウト類の培地の
安全性		 (1) スプラウト類の培地は年1回以上安全性についてリスク評価をしている。
 (2) 確認の結果、問題がある場合は、対策を講じている。 ヒョウカ

		S1.3		重要 ジュウヨウ		-		スプラウト類の培地の
衛生管理		スプラウト類の培地や栽培容器の管理は以下の項目を満たしている。
 (1) 病原微生物汚染および異物混入を防ぐ保管をしている。
 (2) 再利用する場合は適切な洗浄・消毒を行っている。
 (3) 洗浄前の容器と洗浄後の容器が明確に識別できるように分別している。

		S1.4		必須		必須		スプラウト類に
使用する
水の安全性		スプラウト類に使用する水は以下に取り組んでいる。
 (1) 農場内で使用する水道水以外の水は水質検査を年1回以上行い、大腸菌不検出
       の検査記録があり、有効塩素濃度を0.1mg/ℓ以上に保つ対策を講じている。
 (2) 給水設備は定期的に保守管理を行い、正常に稼働することを確認している。
 (3) 養液タンク等に病原微生物や異物が混入しないよう対策を講じている。
 (4) 栽培プール内の水の微生物汚染を防いでいる。 ユウコウ ホシュ カンリ

		S1.5		必須		必須		衛生管理区域の設定 クイキ セッテイ		スプラウト類（種子、作物を含む)を扱う場所は衛生管理区域として設定し、以下に取り組んでいる。
 (1) 農産物取扱い工程と同様の衛生管理を行っている。
 (2) 定期的に点検し、壊れた部分や不備があれば修繕している。
 (3) 床に水がたまらないようにしている。
 (4) 排水溝や排水口に汚物や汚水がたまらないようにしている。 ルイ サクモツ フク ノウサンブツ トリアツカ

		S1.6		必須		必須		スプラウト類の設備		スプラウト類の生産設備は工程ごとに専用化し、他の工程で使用していない。 コウテイ コウテイ

		S1.7		必須		必須		スプラウト類の種子の安全性		病原性微生物の付着や増殖を避けるために、スプラウト類の種子は以下に取り組んでいる。
 (1) 種子の処理方法について安全性を確認し手順化している。
 (2) 上記(1)で定めた手順に即して種子消毒を実施し、実施した事項を記録して
       いる。
 (3) 殺菌後は衛生的な管理を行っている。
 (４) 種子の荷受け時に包装の破れ、水濡れ等の異常がないことを確認している。
 (5) 種子に動物の糞や死骸、ハエのような異物が混入していないことを確認して
       いる。 ジョウキ

		S1.8		重要 ジュウヨウ		-		スプラウト類の種子の
保管		スプラウト類の種子は以下の項目に取り組んでいる。
 (1) 種子に病原微生物や異物が付着しないよう対策を講じている。
 (2) 種子保管室の温度はその品種に適した温度を保っている。
 (3) 播種作業時には使用器具および手指を清潔に保っている。

		M きのこ類専用項目 ルイ センヨウ コウモク

		M1.1		必須		必須		きのこ類の資材の
安全性		きのこ類の使用資材は以下の内容を確認し、安全性について年1回以上リスク評価し、その記録を残している。リスク評価の結果、問題がある場合は対策を講じている。
 (1) 使用原木（おがこ、チップ等の培地基材を含む）の産地・樹種を確認している。
 (2) 栄養材(米ぬか、ふすま等）の購入先・原料を確認している。
 (3) 添加材（炭酸カルシウム等）の購入先・原料を確認している。 
 (4) 増収材は購入先と成分を確認している。 
 (5) 容器の購入先・原料（材質）を確認している。 
 (6) その他の資材（封ろう、スチロール栓、覆土）の購入先、原料を確認している。  イカ ナイヨウ カクニン ヒョウカ フク

		M1.2		必須		必須		きのこ類の培地・栽培
容器の衛生管理		きのこ類の培地や栽培容器の管理は以下に取り組んでいる。
 (1) 病原微生物汚染および異物混入を防ぐ保管をしている。
 (2) 再利用する場合は適切な殺菌消毒・洗浄を行っている。殺菌した場合は、殺菌
       場所、実施日、薬品名、使用方法、作業者名、植え付け前期間を記録している。
       農場外で行う場合は、 培地を殺菌した会社の名称と所在地を記録している。
 (3) 培地や栽培容器を衛生的に取り扱っている。
 (4) 定期的に施設の清掃を行っている。
 (5) 浸水容器は、農薬を希釈するなど他の目的に使用していない。
 (6) 消毒剤はきのこ栽培に影響のないものを使っている。 

		M1.3		必須		必須		きのこ類の資材の
使用記録		きのこ類の資材について以下の内容を記録している。
 (1) 使用した場所（圃場名等）
 (2) 使用日
 (3) 資材等の名称と成分（組成内容：炭酸カルシウム、硫酸アンモニウム等）
 (4) 使用量
 (5) 使用方法
 (6) 作業者名
 (7) 購入先 メイ トウ

		M1.4		重要 ジュウヨウ		-		きのこ類に使用する
水の安全性		きのこ類に使用する水は重金属類（鉛、カドミウム、水銀、ヒ素）が飲用基準値以下であることを確認している。

		M1.5		必須		必須		きのこ施設の衛生管理		きのこ類の施設は以下に取り組んでいる。
 (1) 栽培施設の定期的な清掃、消毒処理
 (２) 培地にかからない施設・接種機器等の消毒
 (３) 培養菌床にかからない栽培場所の消毒
 (４) 栽培に影響のない消毒剤の使用
 (５) きのこの生育に適した温度・湿度の維持 ショウドク シヨウ セイイク イジ

		M1.6		必須		必須		きのこ類の培地・種菌の
取扱い		きのこ類の培地・種菌は下記の項目を満たしている。
 (1) 培地・種菌に病原微生物や異物が付着しないよう培地調製および調整後の
       取り扱い方法（種菌を含む）を定め対策を講じている。
 (2) 種菌保管室の温度はその菌種に適した温度を保っている。
 (3) 植菌作業時には使用器具および手指を清潔に保っている。 チョウセイゴ ト アツカ ホウホウ フク サダ

		M1.7		必須		必須		きのこ類の表示		管理点6.2c.に代えて出荷する農産物、送り状、納品書等に以下の表示を行っている。
 (1) 農場名
 (2) 農産物の名称
 (3) 原産地（植菌地）
 (4) 栽培方法（※ シイタケの場合) カンリテン カ シュッカ ノウサンブツ ノウ サイバイホウホウ バアイ





+SA項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		SA1		-		必須		土地の利用権 トチ リヨウケン		土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。 セイトウ ショユウケン シャクチケン

		SA2		-		必須		土地の購入 トチ コウニュウ		土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
 (1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権
       利を示す文書がある。
 (2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土
       地の所有権を認めている。
 (3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
       れている。

		SA3		-		必須		商取引の透明性 ショウトリヒキ トウメイセイ		商取引について、以下の取り組みを実施している。
 (1) すべての商取引に関連する文書を保持している
 (2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを明確
       化している。 ショウトリヒキ イカ カンレン ホジ オコナ

		SA4		-		必須		法令の遵守 ホウレイ ジュンシュ		農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。 ニュウシュ

		SA5		-		必須		販売に関する契約 ハンバイ カン ケイヤク		農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意している協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
 (1) 仕様
 (2) 価格
 (3) 取引量
 (4) 支払条件   ノウサンブツ カン イカ フク ケイヤク ブンショカ シメ シヨウ カカク トリヒキリョウ シハライ ジョウケン

		SA6		-		必須		農薬の使用 ノウヤク シヨウ		a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、
  ブロマシル、チウラム ノウヤク セイサン クニ トウロク テキセツ シヨウ ヤクザイ ゲンタイ イカ フク ノウヤク シヨウ シヨウ バアイ ショウライテキ ツカ ホウシン

		SA7		-		必須		農地の造成 ノウチ ゾウセイ		2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明できる。 ガツ ニチ アラ ゾウセイ バアイ ホジョウ ゲンセイリン シッチ タイ シゼン チイキ チイキ エイキョウ アタ ブンショ ショウメイ

		SA8		-		必須		労働者の雇用・採用 ロウドウシャ コヨウ サイヨウ		a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
    ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
 (1) 国から許可を得ていること
 (2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
 (3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること ロウドウシャ ジッシ カクニン ロウドウカンケイホウレイ

		SA9		-		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
 (1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
 (2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 センヨウコウモク

		SA10		-		必須		水の使用権 ケン		水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って節水に協力している。

		SA11		-		必須		+SAロゴマークの
適切な使用 テキセツ シヨウ		+SAに関する適切な表示をするために、+SAロゴマークを使用している場合、以下に取り組んでいる。
 (1) 関係する基準文書の遵守
 (2) 過去1年以内に発行された使用許諾書の保管

※ 団体の場合は、団体事務局が実施する。 イカ ト ク ジュンシュ カコ ネンイナイ ハッコウ シヨウキョダクショ ホカン





付属書C2.1

		(付属書 C2.1)栽培に使用する水の水質検査についての検討図（ディシジョンツリー） ミズ スイシツ ケンサ ケントウズ



		収穫前(1週間以内）に可食部に水（かん水、農薬希釈水、液肥希釈水等）がかかる。 シュウカクマエ シュウカン イナイ カショク ミズ スイ ノウヤクキシャク スイ エキヒキシャクスイ トウ												→Yes→				水道水等の行政が認めた飲用に適する水を使用している。 スイドウスイ トウ ギョウセイ ミト インヨウ テキ ミズ シヨウ







		↓																↓

		No												Yes				No		（井戸水、農業用水、河川やため池の水等）

		↓																↓

		栽培から収穫前までに使用する水の検査を必ずしも行わなくて良い。 サイバイ シュウカク マエ																
大腸菌検査を少なくとも1年に1回実施している。
 ダイチョウキン ケンサ ジッシ







																		↓

														Yes				No

																		↓

		検査結果が、大腸菌不検出、または、100個/100ml以下である ケンサ ケッカ ダイチョウキン フ ケンシュツ コ イカ												→No→				農産物が汚染されないための対策を文書化する。 ノウサンブツ オセン タイサク ブンショカ







		↓

		Yes

		↓

		潅水や農薬希釈水等に使用することができる。 カンスイ ノウヤクキシャクスイ トウ シヨウ







		※栽培から収穫前までに使用する水に関して、農産物固有の要求事項がある場合（きのこ類、スプラウト類）はそれに従う。 サイバイ シュウカク マエ シヨウ ミズ カン ノウサンブツ コユウ ヨウキュウ ジコウ バアイ ルイ ルイ シタガ





付属書C6.1.5

		(付属書 C6.1.5)家畜ふん堆肥の管理についての検討図（ディシジョンツリー） カチク タイヒ カンリ ケントウズ



		1

		自家製堆肥である。 ジカセイ タイヒ										水分調整や定期的な切り返しを行い、55℃以上が3日以上続いた工程で製造している。
※ ただし、雑草種子死滅には60℃以上が必要 ザッソウ シュシ シメツ イジョウ ヒツヨウ										
3に進む。 スス

										→YES→										→No→



		↓

		No		（購入、譲渡等）

		↓

		※ 都道府県知事の登録をうけたものも含む トドウフケンチジ トウロク フク

																				YES

		2

		製造工程が確認できる。その結果、水分調整や定期的な切り返しを行い、55℃以上が3日以上続いた工程で製造されていることが確認できる。 セイゾウコウテイ カクニン スイブン チョウセイ テイキテキ キ カエ オコナ イジョウ ニチ イジョウ ツヅ コウテイ セイゾウ カクニン										堆肥について、以下のことを確認する。
色は、褐色から黒褐色である。
原料家畜ふんのにおいがほぼない。
手触りがさらさらである。 タイヒ イカ カクニン イロ カッショク クロカッショク ゲンリョウ カチク テザワ										使用可。 シヨウ カ



										→YES→										→YES→





		↓

		No								NO

		↓

		3

		葉物野菜等、収穫部位が土壌に近く、かん水や大雨時に土が収穫部位につく可能性がある農産物である。 ハモノヤサイ トウ シュウカクブイ ドジョウ チカ スイ オオアメジ ツチ シュウカクブイ カノウセイ ノウサンブツ										堆肥の施用は、収穫4か月前までに実施する施肥設計とする。 タイヒ セヨウ シュウカク ゲツ マエ ジッシ セヒセッケイ

										→YES→







		↓

		No

		↓

		4

		堆肥の施用は、収穫2か月前までに実施する施肥設計とする。 タイヒ セヨウ シュウカク ゲツ マエ ジッシ セヒセッケイ







		※ いずれの場合も、使用時は管理点C6.1.2、C6.1.3、C6.1.4に準拠する。 バアイ シヨウジ カンリテン ジュンキョ
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３.6
重
要

必
須

使用者と労働者の
コミュニケーション

労働者の労働条件・労働環境の改善を図るために、以下に取り組んでいる。
 (1) 使用者と労働者との間で、年1回以上、労働条件、労働環境、労働安全等につい
       て労働者が意見を伝えやすい環境を整えて意見交換を実施し、実施内容を記録
       すること
 (2) 使用者と労働組合または労働者の代表者との間で自由な団体交渉権が認めら
       れており、締結した協約または協定がある場合にはそれに従っていること

３.9
重
要

必
須

労働者用住居
労務管理上の必要から使用者が労働者に住居を提供する場合、その住居は安全で、健康的
な生活環境の整備が行われている。

６.1
重
要

必
須

商品管理の責任者の
責務

a.  商品管理の責任者（管理点2.1）は、以下の業務を統括している。
 (1） 商品の種類・規格の管理（品目・品種・栽培方法等）
 (2） 数量・重量を含む商品仕様
 (3） トレーサビリティの管理
 (４） 商品の安全や品質の確保
 (５） 商品に関する苦情・異常および商品の回収への対応

b. 商品管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 商品管理に関する知識の向上

8.2
重
要

必
須

衛生管理のルール設定と
周知

作業者・農産物の衛生管理のために、以下の項目について衛生管理に関する必要なルール
を文書化し、作業者および入場者に周知し、実施させている。
 (1) 作業着、帽子、マスク、靴、手袋等の装着
 (2) 手洗いの手順、消毒、爪の手入れ
 (3) 喫煙、飲食、痰や唾の処理および咳やくしゃみ等の個人の行動
 (4) トイレの利用
 (5) 農産物への接触
 (6) 身の回り品の取扱い

8.3
重
要

必
須

手洗い設備の整備

作業者が必要時に手洗い設備を利用でき、手洗いによる衛生を確保するために、以下に取り
組んでいる。
 (１） トイレおよび作業現場近くに、衛生的な水を使った手洗いが可能な手洗い設備
       の確保
 (2) 手洗い設備の衛生的な管理（清掃・メンテナンス）
 (3) 手洗いに必要な洗浄剤・手拭・消毒等の備品の設置

8.4
重
要

必
須

トイレの整備

作業者が必要時にトイレを利用でき、トイレの汚れによる使用者および環境への汚染防止の
ために、以下に取り組んでいる。
 (１） 作業現場近くに、作業者に対し十分な数のトイレの確保
 (2) トイレの定期的な清掃
 (3) トイレの衛生面に影響する破損の補修
 (4) トイレの汚物・汚水の適切な処理
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利用方法

		1．本書の利用方法 ホンショ

		本書は『JGAP農場用管理点と適合基準』および『+SA農場用管理点と適合基準』を組み合わせたチェックリストです。農場での取り組みの利便性を考慮して参考として作成されたものです。各管理点のレベルについて、左側はJGAPの認証で使われるレベル、右側は+SAの評価で使われるレベルとなります。 ホンショ ノウジョウヨウカンリテン テキゴウ キジュン ノウジョウヨウ カンリテン テキゴウキジュン ク ア ノウジョウ サンコウ サクセイ カクカンリテン ヒダリガワ ニンショウ ツカ ミギガワ ツカ



		2．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		3．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、JGAP認証および+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ニンショウ ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン



































































共通項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウキジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		2.5		重要 ジュウヨウ		必須		経営者による改善 カイゼン		
a. 農場管理の改善のために、経営者は、以下の情報から農場管理の仕組みを年1回
    以上見直し、 必要に応じて該当する責任者へ改善を指示している。
 (１) 自己点検（管理点2.4）結果（団体の場合には内部監査結果）
 (２) 商品の苦情記録（管理点6.4）
 (３） 外部審査の結果
 (４） 苦情・事故・ルール違反記録（管理点1.5）
 (５) JGAP適用範囲の変更点（管理点1.1）

b. 経営者は、上記a.の見直し結果および該当する責任者への改善指示を記録して
    いる。

c. 経営者は、食品安全・労働安全・環境保全・人権の尊重について農場全体での意識
    の醸成を図っている。

※ 団体の場合は、経営者を団体の代表者と置き換えても良い。
 ケッカ

		2.7		重要 ジュウヨウ		必須		経営の維持・継続の
ための対策 ケイエイ イジ ケイゾク タイサク		農場経営を維持・継続するために、災害等に備えた対策や計画を立てている。 ノウジョウ ケイエイ サイガイ ナド ソナ タイサク サク ケイカク タ

		３.3		重要 ジュウヨウ		必須		労働条件の提示		a. 使用者は、労働者に対して、就労前に以下に示す労働条件を文書で示している。
 (１） 従事する業務内容と就業する場所
 (２） 労働する期間、期間が限定される場合には雇用契約の更新に関する事項
 (３） 労働する時間、休憩時間、休日
 (４） 賃金とその支払方法および支払い時期
 (５） 退職に関する事項（雇用の解除に関する権利、解雇の条件等）

b. 外国人労働者の場合には、労働者が理解できる言語で労働条件を文書で示して
    いる。

		３.4		重要 ジュウヨウ		必須		労働条件の遵守 ジュンシュ		労働者の人権に配慮した労務条件を確保するために、以下に取り組んでいる。
 (1) 労働者の労働時間、休日、休憩は法令を遵守すること
 (2) 労働者の賃金は、法令で定められた最低賃金を下回らないこと
 (3) 深夜労働・時間外労働・休日労働の割増賃金は法令を遵守すること
 (4) 労働者の賃金は、管理点3.3で定めた労働条件に従った一定期日での支払い
 (5) 賃金から不当または過剰に控除していないこと ジョウケン カクホ ジュンシュ シタマワ ホウレイ ジュンシュ チンギン

		３.6		重要 ジュウヨウ		必須		使用者と労働者の
コミュニケーション		
労働者の労働条件・労働環境の改善を図るために、以下に取り組んでいる。
 (1) 使用者と労働者との間で、年1回以上、労働条件、労働環境、労働安全等につい
       て労働者が意見を伝えやすい環境を整えて意見交換を実施し、実施内容を記録
       すること
 (2) 使用者と労働組合または労働者の代表者との間で自由な団体交渉権が認めら
       れており、締結した協約または協定がある場合にはそれに従っていること
 ロウドウシャ ロウドウジョウケン ハカ イカ ト ク ツタ カンキョウ トトノ

		３.9		重要 ジュウヨウ		必須		労働者用住居		労務管理上の必要から使用者が労働者に住居を提供する場合、その住居は安全で、健康的な生活環境の整備が行われている。 ケンコウ

		６.1		重要 ジュウヨウ		必須		商品管理の責任者の
責務 ショウヒン カンリ セキニンシャ セキム		
a.  商品管理の責任者（管理点2.1）は、以下の業務を統括している。
 (1） 商品の種類・規格の管理（品目・品種・栽培方法等）
 (2） 数量・重量を含む商品仕様
 (3） トレーサビリティの管理
 (４） 商品の安全や品質の確保
 (５） 商品に関する苦情・異常および商品の回収への対応

b. 商品管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 商品管理に関する知識の向上
 イカ ショウヒン シヨウ カンリ ショウヒン タイオウ イカ

		8.2		重要 ジュウヨウ		必須		衛生管理のルール設定と周知 エイセイカンリ セッテイ シュウチ		
作業者・農産物の衛生管理のために、以下の項目について衛生管理に関する必要なルールを文書化し、作業者および入場者に周知し、実施させている。
 (1) 作業着、帽子、マスク、靴、手袋等の装着
 (2) 手洗いの手順、消毒、爪の手入れ
 (3) 喫煙、飲食、痰や唾の処理および咳やくしゃみ等の個人の行動
 (4) トイレの利用
 (5) 農産物への接触
 (6) 身の回り品の取扱い
 サギョウシャ エイセイカンリ イカ コウモク エイセイカンリ カン ヒツヨウ サギョウシャ ニュウジョウシャ シュウチ ジッシ ソウチャク

		8.3		重要 ジュウヨウ		必須		手洗い設備の整備 テアラ セツビ セイビ		
作業者が必要時に手洗い設備を利用でき、手洗いによる衛生を確保するために、以下に取り組んでいる。
 (１） トイレおよび作業現場近くに、衛生的な水を使った手洗いが可能な手洗い設備
       の確保
 (2) 手洗い設備の衛生的な管理（清掃・メンテナンス）
 (3) 手洗いに必要な洗浄剤・手拭・消毒等の備品の設置
 ヒツヨウ テアラ セツビ テアラ サギョウ ゲンバ チカ テアラ セツビ カクホ セイソウ セッチ

		8.4		重要 ジュウヨウ		必須		トイレの整備 セイビ		
作業者が必要時にトイレを利用でき、トイレの汚れによる使用者および環境への汚染防止のために、以下に取り組んでいる。
 (１） 作業現場近くに、作業者に対し十分な数のトイレの確保
 (2) トイレの定期的な清掃
 (3) トイレの衛生面に影響する破損の補修
 (4) トイレの汚物・汚水の適切な処理
 ヒツヨウ ヨゴ シヨウシャ カンキョウ オセン ボウシ サギョウ ゲンバ チカ サギョウシャ タイ ジュウブン カズ カクホ

		9.1		重要 ジュウヨウ		必須		労働安全の責任者の
責務 ロウドウ アンゼン セキニンシャ セキム		
a. 労働安全の責任者（管理点2.1）は、作業中のけが、事故の発生を抑制する業務を
    統括している。

b. 労働安全の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 労働安全に関する知識の向上
 (3） 設備・機械の安全な使用方法の情報の入手および理解
 (4） 農場内に応急手当をできる者を配置し、その者が5年以内に応急手当の訓練
　　　 を受けていることが証明できること
 (5) 安全を確保するための適切な服装・保護具の用意および管理
 イカ キカイ ハイチ ネンイナイ

		9.3		重要 ジュウヨウ		必須		危険な作業に従事する要件 キケン サギョウ ジュウジ ヨウケン		
危険を伴う作業を安全に行うために、以下を満たした作業者が担当している。
 (1) 安全のための充分な教育・訓練を受けた者（管理点４.1）
 (2) 法令で要求されている場合には、労働安全に関しての公的な資格または講習
       等を修了している者（管理点４.２）
 (3) 酒気帯び者、作業に支障のある薬剤の服用者、病人、妊婦、年少者以外の者
 (4) 作業内容に応じた心身機能や能力を有した者
 (5) 安全を確保するための適切な服装・保護具を着用した者
 モノ

		9.4		重要 ジュウヨウ		必須		事故発生時の対応 ジコ		
事故・火災に素早く対応し影響を最小限にとどめるために、以下に取り組んでいる。
 (1) 事故・火災の対応手順および連絡網の文書化と作業者への周知
 (2) 清潔な水および救急箱の用意
      （救急箱の中身は管理点9.2でリスク評価した結果、必要と判断したもの）
 スバヤ タイオウ エイキョウ サイショウゲン ジコ カサイ ヨウイ ケッカ ハンダン

		9.5		重要 ジュウヨウ		必須		設備・機械・器具の
安全な使用 キグ		
事故防止のために、設備・機械・器具について以下に取り組んでいる。
 (1) 取扱説明書やメーカーの指導に従った使用
 (2) 安全性を損なう改造の禁止
 (3) 設備・機械の購入時には安全性の評価を行い、より安全に配慮した機種の選択
 (4) シートベルトや安全フレームなど安全装置がある機械は安全装置を有効にした
       使用（着装等）
 (5) 作業機械を装着・牽引したトラクターの灯火器類設置等、法令に従った公道
       走行
 (6) 使用前点検
 ジコボウシ キグ キンシ キシュ

		9.7		努力		必須		労働災害に対する備え（任意加入等） ロウドウサイガイ タイ ソナ ニンイカニュウ トウ		
労働災害に対する備えのために、以下に取り組んでいる。
 (1) 労働者が労働災害にあった場合の補償対策
 (2) 経営者や家族従事者が労働災害にあった場合の補償対策
 イカ ト ク ロウドウシャ ロウドウ サイガイ バアイ ホショウ タイサク ケイエイシャ カゾク ジュウジシャ

		11.2		重要 ジュウヨウ		必須		省エネルギーの推進 ショウ スイシン		
温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
 (１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
 (２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
 (3） 再生可能エネルギーの採用の検討
 サクゲン ト ク ジッシ サイセイカノウ サイヨウ ケントウ

		13.2.1		重要 ジュウヨウ		必須		生物多様性への配慮① ハイリョ		
生物多様性保全のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 農場周辺に生息する鳥獣の把握と、生物多様性に配慮した鳥獣被害防止対策の
       取り組み
 (2) 圃場が自然保護地域にある場合、行政の指導（開発規制等）に従っている


		13.2.2		努力 ドリョク		必須		生物多様性への配慮② ハイリョ		
生物多様性保全のために、固有種（在来種）の動植物の保全、生物多様性を活用した持続可能な農業への展開あるいは地域の生物多様性への取り組みへの参加に取り組んでいる。


		13.3		重要 ジュウヨウ		必須		外来生物の管理		生物多様性のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 農業生産で使用する外来生物が生態系を乱さない管理
 (2) 外来生物の活用について、行政の指導の遵守 セイブツタヨウセイ イカ ト ク ジュンシュ





青果物項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		C 農産専用項目 ノウサンセンヨウコウモク

		C1 土壌の管理

		C1.1		必須		必須		土壌の安全性		土壌（客土・培土・水耕栽培の培地を含む）の安全性を確認するために、以下の場合、行政に相談し、対策を実施し記録している。
 (1) 過去におけるPOPｓ物質の使用可能性がある場合
 (2) 行政による土壌汚染地域通知・指定（カドミウム等）がある場合 カクニン イカ バアイ ジッシ カコ シヨウ カノウセイ バアイ トウ バアイ

		C1.2		重要 ジュウヨウ		必須		土壌流出の防止		風や水による土壌流出を食い止めるために、必要な耕作技術を利用している。 ヒツヨウ

		C1.3		重要 ジュウヨウ		必須		炭素の貯留に配慮した土づくり タンソ チョリュウ ハイリョ ツチ		土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでいる。
 (１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
 (２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

		C1.4		重要 ジュウヨウ		必須		汚染水の流入対策		汚水の圃場への流入による土壌および作物に対する影響を防ぐために、周辺の状況（管理点1.2）を確認した上で以下に取り組んでいる。
 (1) 流入防止対策
 (2) 汚水が流入した場合、作物や土壌に対する食品安全のリスク評価とそれに基づ
       く対策の実施。リスク評価の結果および対策の記録 フセ カクニン ウエ リュウニュウボウシタイサク オスイ リュウニュウ バアイ サクモツ ドジョウ タイ ショクヒン アンゼン ヒョウカ モト タイサク ジッシ ケッカ タイサク キロク

		C2 水の管理 ミズ カンリ

		C2.1		必須		必須		栽培に使用する水の
管理 サイバイ シヨウ カンリ		
栽培に使用する水（かん水や農薬希釈等）による、農産物の汚染を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1） 使用用途ごとの水源および貯水場所の把握
 (2) 付属書C2.1に基づき、栽培に使用する水について大腸菌検査が必要か確認
       し、必要に応じて農産物が汚染されないための対策の文書化
 (3） 栽培に水を使用する際の以下の実施
    (a) 使用時の水の異常（濁りや臭い）の確認
    (b) 使用している水に異常が発生した場合の異常の内容およびその対応の記録
 (4) 重金属について、環境基準を超えている場合、自治体の指示に従う
 シヨウ ミズ スイ ノウヤク キシャク トウ オセン フセ イカ ト ク シヨウ ヨウト スイゲン チョスイバショ ハアク フゾクショ モト ダイチョウキン ケンサ ヒツヨウ カクニン ヒツヨウ オウ オセン タイサク ブンショカ ミズ シヨウ サイ イカ ジッシ カクニン

		C2.1.1		重要 ジュウヨウ		-		
養液栽培で使用する
水の管理
 カンリ		養液栽培の培養液の汚染を防ぐために、必要な対策を実施している。 フセ ヒツヨウ タイサク ジッシ

		C2.2		必須		必須		収穫および収穫後に
使用する水の管理 シュウカク シュウカク ゴ カンリ		
農産物の汚染を防ぐために、収穫時と収穫以後において、農産物に接触する水または氷、容器を洗浄する水、農産物取扱い工程で使用する農産物と接触する機械および作業者の手洗いに使用する水を衛生的に取り扱い、以下に取り組んでいる。
 (1） 水道水等の行政が認めた飲用に適する水の使用
 (2) 上記(1)以外を使用する場合には、水質検査を年１回以上行い、大腸菌不検出
       であることの確認
 シュウカク トキ シュウカク イゴ セッショク ミズ コオリ シヨウ シヨウ ミズ ト アツカ イカ ギョウセイ ミト タイオウ ジョウキ スイドウスイ トウ インヨウ テキ ミズ シヨウ イガイ シヨウ バアイ

		C2.2.1		重要 ジュウヨウ		-		容器に貯める洗浄水の
衛生管理 エイセイ		洗浄水による農産物汚染を防ぐために、容器に水を貯めて洗浄する場合、水を掛け流している。 センジョウスイ オセン フセ ミズ

		C2.3		努力 ドリョク		-		水源等の保護		自分の管理する水源、貯水場所および水路がある場合、故意または偶発的に汚染されることを防ぐために、必要な対策を実施している。 バアイ

		C2.4		重要 ジュウヨウ		必須		排水・汚水の処理 ハイスイ オスイ ショリ		水質劣化および環境汚染を防ぐために、農場で発生した排水やそれに含まれる植物残渣、掃除ゴミ等を処理している。 カンキョウオセン フセ ノウジョウ ハイスイ

		C3 圃場・施設の管理 ホジョウ

		C３.1		重要 ジュウヨウ		-		有害生物等への対応 トウ		農産物取扱い施設内への有害生物（昆虫、小動物、鳥類、かび等）の侵入・発生および異物・有毒植物等の混入を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1) 侵入・発生・混入を防ぐ対策の実施
 (2) 食品安全に影響がない方法による駆除

		C３.2		必須		必須		青果物の保管		青果物の保管時における汚染・変質を防ぐために、保管施設は以下に取り組んでいる。
 (1) 農産物に適した温度と湿度の維持
 (2) 結露の付着防止
 (3) 光に敏感な農産物（馬鈴薯等）への露光防止
 (4) 農産物貯蔵以外の目的で使われていた場所の場合、使用前の十分な清掃と
       その記録 ホカンジ オセン ヘンシツ フセ イカ ト ク ノウサンブツ テキ イジ ケツロ フチャク ボウシ バレイショ ロコウ ボウシ ジュウブン

		C３.3		必須		必須		新規圃場の適性の検討		新規圃場の使用について、以下の項目について検討し、検討内容と使用判断の結果を記録している。
 (1) 農産物の安全（管理点C1.1、C２.1、C5.5.1）
 (2) 労働安全（管理点9.2）
 (3) 周辺環境への影響（管理点13.1）
 (4) 自然保護地域の開発規制（管理点13.2.1） シヨウ ケントウ ケントウ ナイヨウ シヨウハンダン ケッカ

		C３.4		重要 ジュウヨウ		-		新規圃場の問題への
対策		管理点C３.3の検討の結果、改善を行った場合は、対策の内容とその結果を記録している。 オコナ

		C4 種苗の管理 シュビョウ

		C4.1		必須		必須		種苗の調達		
食品安全、トレーサビリティ確保のために、種苗について以下に取り組んでいる。
 (1) 指定種苗を購入した場合、品種名、生産地、販売者、使用農薬の成分（種子の
       場合は種子消毒、苗の場合は種子消毒および育苗期間中に使用した農薬すべ
       て）と使用回数が記載された証明書等の保管または記録、それ以外の場合、
       品種名、生産地、販売者が記載された証明書等の保管または記録
 (2) 自家増殖の場合、採取した種苗の圃場の記録
 (3) 行政による検疫対象の種苗の場合、検査に合格していることの確認
 (4) ゲノム編集品種の場合、国の情報公開が行われていることの確認および行政
       の指導に従っていること
 (5) 種苗の購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること
 ショクヒンアンゼン カクホ シュビョウ イカ ト ク シテイ イガイ バアイ ヘンシュウ ヒンシュ バアイ クニ ジョウホウコウカイ オコナ カクニン ギョウセイ シドウ シタガ シュビョウ

		C4.2		重要 ジュウヨウ		-		播種・定植の記録		トレーサビリティ確保のために、播種・定植について以下の項目について記録している。
 (1) 種苗ロット
 (2) 播種・定植の方法（機械の特定を含む）
 (3) 播種・定植日
 (4) 圃場の名称または圃場番号 コウモク

		C4.3		必須		必須		遺伝子組換え作物の
栽培・保管・販売
		遺伝子組換え作物を栽培する場合、環境保全（交雑防止等）、トレーサビリティ確保のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 栽培する国・地域の行政の指導の遵守
 (2) 栽培する国で許可された品種のみの栽培
 (3) 栽培記録において、遺伝子組換えであることの明記
 (4) 遺伝子組換え作物と非遺伝子組換え作物の圃場の明確な区分
 (5) 種苗と農産物は、遺伝子組換え作物と非遺伝子組換え作物を明確に区分した
       保管
 (6) 取引する国の行政の指導に従った販売
 (7) 取引する国の行政が販売を許可した品種のみの販売
 (8) 取引する国の行政による遺伝子組換え農産物に関する表示義務の遵守。法令
       が存在していない場合は、少なくとも作物の名称、原産地、「遺伝子組換え」ま
       たは「遺伝子組換え、不分別」のいずれかの表示 サイバイ バアイ カンキョウホゼン コウザツボウシトウ ト ク ジュンシュ サイバイ ハンバイ ジュンシュ

		C5 農薬の管理

		C5.1農薬使用計画

		C5.1.1		必須		必須		農薬管理の責任者の
責務		a. 農薬管理の責任者（管理点2.1）は、農薬の選択・計画・使用・保管の業務を統括
    している。

b. 農薬管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 農薬に関する知識の向上
 (3） 農薬使用基準に関する最新情報の入手・保管 ホカン

		C5.1.2		必須		必須		IPMの実践		a. 環境保全および持続的な農業経営のために、農薬管理の責任者は、以下の取り組
    みを行っている。
 (1) 病害虫・雑草が発生しにくい環境の整備
 (２） 病害虫・雑草の発生状況を把握した上での防除要否およびタイミングの判断
 (３） 化学農薬と化学農薬以外の防除手段を組み合わせた多様な手法による防除

b. 化学農薬低減のための取り組みを文書化し、結果を把握することにより次年度
    計画に活かしている。 イカ ト ク オコナ カガク カガクノウヤク イガイ ノウヤク ケッカ

		C5.1.3		必須		必須		農薬の選択・計画
		農薬の適正使用、環境汚染の防止およびIPMの実践のために、農薬管理の責任者は以下を満たした農薬使用計画を文書化している。
 (1) 使用する予定の農薬の商品名、有効成分、適用作物、適用病害虫・雑草、希釈
       倍数、使用量、使用回数、総使用回数、使用時期、使用方法（散布以外）の記載
 (2) 生産国の農薬使用基準の遵守
 (3) 取引先および地域の規制要求がある場合は、その農薬使用基準の遵守
 (4) 水田または水系に近い圃場での使用について、魚毒性の考慮
 (5) RACコード確認による耐性・抵抗性の防止
 (6) 後作での残留農薬基準違反の防止
 (7) 輸出先国で使用禁止されている農薬の不使用。輸出先国の残留農薬基準の
       確認 ノウヤク テキセイ シヨウ ボウシ カクニン ユシュツサキコク

		C5.2 農薬の準備

		C5.2.1		必須		必須		農薬使用の決定		農薬の適正使用および環境汚染を防ぐために、農薬管理の責任者は農薬使用の前に以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬使用計画に従った農薬使用の決定
 (2) 計画を変更する場合、変更した農薬使用計画が管理点C5.1.3を満たしている
       か再度確認してから決定
 (3) 収穫予定日から逆算して使用日を決定
 (4) その他、ラベルの指示事項の遵守
 (5) 農薬の購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること ノウヤク テキセイシヨウ ノウヤクシヨウ ト ク ジュンシュ

		C5.2.2		必須		必須		農薬使用の準備① ノウヤクシヨウ ジュンビ		農薬の適正使用のために、農薬使用の準備について以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬管理の責任者の許可・指示による準備
 (2) 最終有効年月を過ぎた農薬の不使用
 (3) 農産物や周辺環境を汚染しない場所・方法での準備
 (4) ラベルに従い、農薬の正確な計量・希釈
 (5) 混用が必要な場合はラベルの指示に従い、剤型による投入の順番を考慮し
       適正な混合の実施
 (6) 散布機器の使用前点検 ジュンビ フシヨウ

		C5.2.3		必須		必須		農薬使用の準備②		作業者の健康被害、環境汚染を防ぐために、農薬使用の準備について以下に取り組んでいる。
 (1) こぼれた農薬を処理するための専用の道具の用意
 (2) 農薬保管庫から準備場所への汚染を防ぎ安全な農薬持ち出し
 (3) 防除衣・保護具の着用後の農薬の計量と散布液の調製開始
 (4) 散布後に散布液や散布薬剤（粒・粉）が余らないよう必要な量を計算
 (5) 使用した計量器具等の洗浄を適切に実施（計量カップや農薬の空容器は使用
       後、3回以上すすぎ、すすいだ水は希釈用の水の一部として薬液のタンクへ投
       入） ジュンビ オセン フセ ホゴ

		C5.3 農薬の使用と記録

		C5.3.1		必須		必須		防除衣・保護具の着用		作業者の健康被害を防ぐために、防除衣、保護具について以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬のラベルの指示に従った農薬専用の防除衣・保護具の着用
 (2) マスクについて、使用回数・期間の指定の遵守 サギョウシャ ケンコウヒガイ フセ ボウジョ ギヌ ホゴ グ ボウグ イカ ト ク ノウヤクセンヨウ ホゴ ジュンシュ

		C5.3.2		必須		必須		防除衣・保護具の管理 カンリ		農産物への交差汚染、作業者の健康被害を防ぐために、農薬散布に使用した防除衣・保護具について以下に取り組んでいる。
 (1) 防除衣・保護具を着用したまま農産物への接触防止、農産物のある場所への
       立入禁止
 (2) 再利用する防除衣および保護具の洗浄
 (3) 防除衣は着用後に他の服とは分けた洗浄の実施、手袋は外す前に洗浄
 (4) 長靴は靴底を含め洗浄による泥の除去と除去状況の目視確認
 (5) 破れたり痛んだりした防除衣の交換やマスクの汚れたフィルターの交換
 (6) 洗浄後の乾燥
 (7) 農薬および農産物と接触しないように保管 サギョウシャ ノウヤクサンプ シヨウ チャクヨウ セッショクボウシ バショ タチイリキンシ ジッシ センジョウ フク センジョウ ドロ ジョキョ ジョキョ ジョウキョウ モクシカクニン コウカン センジョウゴ カンソウ

		C5.3.3		必須		必須		残液の処理と散布機器の洗浄 サンプキキ センジョウ		農産物への交差汚染、環境汚染防止のために、農薬散布後の片付けについて以下に取り組んでいる。
 (1) 調製した散布液の対象圃場で使い切り
 (2) 散布機器に農薬が残らないような洗浄手順を決め、手順に基づく散布後の
       速やかな洗浄
 (3) 散布機器の洗浄は、自分が管理する特定の場所で、農産物や水源に危害が
       ない方法で実施
 (4) 農薬散布後の残液・洗浄水の処理は、行政の指導に基づき実施。行政の指導
       がない場合には、自分が管理する特定の場所で、農産物や水源に危害がない
       方法で処理 カンキョウオセン カタヅ ツカ キ キキ テジュン モト キキ ジッシ センジョウスイ

		C5.3.4		必須		必須		農薬使用の記録		トレーサビリティ確保のために、農薬使用について、以下の項目を記録している。農薬使用計画に（4）（5）（7）（8）を記載してある場合、農薬使用の記録には（5）（7）（8）を省略してもよい。
 (1) 対象作物（農薬登録における適用作物名）
 (2) 使用場所 （圃場名等）
 (3) 使用日
 (4) 農薬の商品名
 (5) 有効成分
 (6) 希釈倍数が指定されている場合には希釈倍数と散布液量、使用量が指定され
       ている場合には10a当たりの使用量
 (7) 使用時期（収穫前日数等）
 (8) 使用方法（散布機等の機械の特定を含む）
 (9) 作業者名 カクホ イカ ノウヤクシヨウケイカク キサイ バアイ ノウヤクシヨウ キロク ショウリャク メイトウ ア シュウカクマエ ニッスウ トウ サンプ キ トウ キカイ トクテイ フク

		C5.3.5		必須		必須		農薬の適正使用に関する検証		農薬の使用基準違反を防ぐために、農薬管理の責任者は以下を行っている。
 (1) 収穫前に農薬使用の記録（管理点C5.3.4）が農薬の使用基準を満たしている
       ことの確認
 (2) 収穫期が始まる前に農薬在庫の棚卸を実施し、使用量が適切であったかの
       確認。周年作物は定期的な棚卸の実施。棚卸の頻度・タイミングを説明できる。
 (3) 農薬使用に誤りがあった場合、管理点6.3、6.4に従った対応の実施 ノウヤク シヨウキジュン イハン フセ ノウヤクカンリ セキニンシャ イカ カンリテン ノウヤク シヨウキジュン ミ テイキテキ タナオロシ ジッシ タナオロシ ヒンド セツメイ

		C5.4 農薬の保管

		C5.4.1		必須		必須		農薬保管庫の管理①		農薬の盗難・交差汚染を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬を農薬保管庫外への放置防止
 (2) 農薬管理の責任者による農薬保管庫の鍵の管理
 (3) 農薬管理の責任者の許可・指示なく農薬に触れることができないよう強固で
       施錠された農薬保管庫の使用 ノウヤク トウナン コウサオセン フセ ノウヤク ホカン イカ ト ク ボウシ シヨウ

		C5.4.2		重要 ジュウヨウ		必須		農薬保管庫の管理②		農薬の誤使用、作業者の健康被害を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 毒物・劇物を警告する表示の実施、他の農薬との区分管理
 (2) 立ち入り可能な農薬保管庫の場合、通気性の確保
 (3) ラベルが読める程度の明るさの確保
 (4) 保管温度に関する指示の遵守
 (5) 購入時の容器のままで保管
 (6) 農薬の取り違え防止対策
 (7) 使用禁止農薬、最終有効年月を過ぎた農薬の区分管理 ノウヤク ゴシヨウ ケンコウヒガイ フセ ノウヤク ホカン イカ ト ク ジッシ クブンカンリ カクホ カクホ ジュンシュ ボウシタイサク カンリ

		C5.4.3		重要 ジュウヨウ		必須		農薬保管庫の管理③		交差汚染、環境汚染を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 使いかけの農薬は封をしていること
 (2) 農薬の転倒、落下防止対策の実施
 (3) 農薬の流出対策の実施
 (4) 保管庫の棚への農薬の吸収・吸着を防ぐ対策の実施
 (5) こぼれた農薬を処理するための農薬専用の道具の用意
 (6) 農薬が農産物や他の資材に付着しない対策の実施 コウサオセン カンキョウオセン ジッシ ジッシ フセ ジッシ ヨウイ ジッシ

		C5.4.4		必須		必須		危険物の保管（農薬）		火災を防ぐために、発火性または引火性の農薬の保管について、農薬の販売店・メーカー等に保管方法を確認し、その指示に従って保管している。また、警告表示をしている。 カサイ フセ ハッカ セイ インカ セイ ノウヤク ホカン ノウヤク ハンバイ テン トウ ホカン ホウホウ カクニン シジ シタガ ホカン ケイコク ヒョウジ

		C5.4.5		重要 ジュウヨウ		必須		農薬の在庫管理		農薬の入庫ごと、出庫ごとの記録がつけられている。記録と実在庫の整合性が取れている。 セイゴウセイ ト

		C5.5 農薬のドリフト

		C5.5.1		必須		必須		ドリフト被害の防止		農薬のドリフトによる被害を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1) 自分の圃場を含む周辺圃場で栽培されている作物の把握（管理点1.2）、そこ
       からの農薬のドリフトの危険性についての判断（灌漑用水を通じた農薬流入の
       危険性認識を含む）
 (2) 上記（１）に基づくドリフト対策の実施 ノウヤク ヒガイ フセ イカ ト ク カンリテン ハンダン フク ジョウキ モト ジッシ

		C5.5.2		必須		必須		ドリフト加害の防止		農薬のドリフトによる加害を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1) 自分の隣接圃場を含む周辺作物・周辺住民への農薬のドリフト防止対策
 (2) 地下水・河川等の水系への農薬流出防止対策
 (3) 土壌くん蒸剤を使用する場合、ラベルに従い被覆等の実施 ノウヤク カガイ ボウシ ジッシ

		C5.6 残留農薬に関する検証

		C5.6		必須		必須		残留農薬検査		農薬使用の適切性を確認するために、以下に取り組んでいる。
 （1) 以下の項目を満たす残留農薬検査の計画を文書化している。
    (a) 残留農薬検査の計画は農場内で使用した農薬およびドリフトの可能性がある
          農薬のうち、残留の可能性が高いと思われる品目・農薬成分・収穫時期・場所
          からのサンプル選定
    (b) 上記(a)で特に残留の可能性が高い農薬成分を特定できない場合、多成分
          一斉分析の実施
 （２)  残留農薬検査の計画に基づき、以下に取り組んでいる。
    (a) 年1回以上の残留農薬検査の実施と結果の保管
    (b) 検査の結果、残留農薬基準を超過した場合、管理点6.3，6.4に従った対応の
          実施 ノウヤクシヨウ テキセツセイ カクニン イカ ト ク イカ コウモク ミ センテイ ノウヤク ジッシ モト イカ ト ク ジッシ ケッカ ホカン ケンサ ケッカ ザンリュウノウヤク シタガ タイオウ ジッシ

		C6 肥料等の管理 カンリ

		C6.1 肥料等の選択・計画

		C6.1.1		必須		必須		肥料管理の責任者の
責務		a. 肥料管理の責任者（管理点2.1）は、肥料等の選択・計画・使用・保管の業務を統括
    している。

b. 肥料管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 施肥や土壌の管理に関する知識の向上

		C6.1.2		重要 ジュウヨウ		-		肥料成分の把握		適切な肥料投入量の計算に必要な肥料等の成分を把握するために、以下に取り組んでいる。
 (1) 購入した肥料等の成分がわかる文書の保管
 (2) 自家製堆肥等、成分表がないものについては、検査機関による分析または書籍
       等による標準的な成分量の把握 テキセツ ヒリョウ ケイサン ヒツヨウ イカ ト ク トウ

		C6.1.3		必須		必須		適切な施肥設計		適切な施肥管理および温室効果ガス低減対策のために、肥料管理の責任者は以下の取り組みを行っている。
 （1) 施肥設計には、使用する肥料名と含有成分比率、投入量と10a当たりの成分
       量、施肥方法、施肥時期・タイミングが記載されている。施肥時期・タイミング
       は食品安全について配慮している。
 （2) 施肥設計は、以下の情報を元に、品質向上や収量向上と環境保全のバランスを
       考慮していることを説明できる。
    (a) 過去の生産実績（作物の収量、品質）と施肥結果との関係
    (b) 土壌診断の結果
    (c) 行政または農協の標準施肥量・栽培暦の標準施肥量
    (d) 土作り(管理点C1.3）
    (e) その地域および下流域における肥料による水質汚染に関する情報
    (f) 使用する肥料が地球温暖化に及ぼす影響（亜酸化窒素の排出） テキセツ セヒ カンリ ア セヒ ショクヒン ジョウホウ モト シュウリョウコウジョウ カンリテン カリュウイキ

		C6.1.4		必須		必須		肥料等の安全性		使用する肥料等の安全性の確保、土壌・農産物の汚染防止のために、肥料等について以下に取り組んでいる。
 (1) 肥料等に含まれる放射性物質が国の基準値内であることの確認
 (2) 行政による公定規格に合格した肥料以外の肥料等は、原材料（採取地等の由来
       含む）、製造工程または検査結果の把握による農産物に危害を及ぼす要因がな
       いことの確認
 (3) 堆肥の適切な発酵期間・温度の確保などによる病原微生物対策や雑草種子等
       の殺滅対策の実施
 (4) その他水源や土壌を汚染する可能性のあるものの不使用
 (5) 肥料等の購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること
 (6) その他使用上の注意の遵守 シヨウ ヒリョウトウ アンゼンセイ カクホ ドジョウ オセンボウシ ヒリョウトウ イカ ト ク ナイ カクニン ノウ フシヨウ シヨウジョウ チュウイ ジュンシュ

		C6.1.5		必須		必須		家畜ふん堆肥の安全性 カチク タイヒ アンゼンセイ		家畜ふん堆肥による農産物の病原微生物汚染を防ぐために、付属書C6.1.5に基づいた家畜ふん堆肥の管理を行っている。 カチク タイヒ ビョウゲン ビセイブツ オセン フセ モト カチク タイヒ カンリ オコナ

		C6.2 肥料等の使用と記録

		C6.2.1		必須		必須		肥料等の使用記録 ヒリョウトウ シヨウ		トレーサビリティ確保のために、肥料等の使用について、以下の項目を記録している。
 (1) 施肥した場所（圃場名等）
 (2) 施肥日
 (3) 肥料等の名称
 (4) 施肥量
 (5) 施肥方法（散布機械の特定を含む）
 (6) 作業者名 ヒリョウトウ

		C6.2.2		努力		-		施肥の検証 セヒ ケンショウ		作物の適切な生育および環境汚染防止に資する施肥のために、施肥設計・散布実績・生産実績を確認し、結果を次作の計画に役立てている。 セヒ セッケイ サンプ ジッセキ セイサン ジッセキ カクニン ケッカ ジサク ケイカク ヤクダ

		C6.3 肥料等の保管

		C6.3.1		必須		必須		危険物の保管
（肥料） ホカン		火災等事故を防ぐために、発熱・発火・爆発の恐れがある肥料を保管している場合は、肥料の販売店・メーカーに保管方法を確認し、その指導に従って保管している。 カサイ フセ ハツネツ ハッカ バクハツ オソ ヒリョウ ホカン バアイ ヒリョウ ハンバイ テン ホカン ホウホウ カクニン シドウ シタガ ホカン

		C6.3.2		重要 ジュウヨウ		必須		肥料等の保管条件		
肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
       を防いでいること
 (2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
 (3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
 (4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
 (5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
 (6) 農産物・種苗への汚染防止
 ヒリョウトウ ヒンシツレッカ カンキョウオセン ボウシ ロウドウアンゼン ショクヒンアンゼン フクロヅ ヒリョウトウ ホカン イカ ト ク ジョキョ セイソウ ホウホウ

		C6.3.3		必須		必須		堆肥の保管		環境汚染防止および交差汚染防止のために、製造途中の堆肥および流出液について必要な対策を実施している。 カンキョウオセンボウシ コウサオセン ボウシ ヒツヨウ ジッシ

		C6.3.4		重要 ジュウヨウ		必須		肥料等の在庫管理 トウ		肥料等の入庫ごと、出庫ごとの記録がある。記録と実在庫の整合性が取れている。計量が困難な肥料等については、何らかの方法でその在庫を把握する工夫をしている。 ヒリョウトウ セイゴウセイ ト

		S スプラウト類専用項目 ルイ センヨウ コウモク

		S1.1		必須		必須		スプラウト類の
衛生管理 カンリ		スプラウト類の農産物取扱い工程では、以下に取り組んでいる。
 (1) 年1回以上作業者の検便（サルモネラ属菌および腸管出血性大腸菌を含む）を
       行っている。
 (2) 施設の出入り口に足用の消毒槽を用意し、有効な濃度に消毒液を調製してい
       る。
 (3) 月1回以上大腸菌について農産物の微生物検査を行っている。大腸菌が検出
       された場合は、大腸菌の検査頻度を週1回以上に増やし、サルモネラ属菌およ
       び腸管出血性大腸菌についても検査を行う。衛生管理の作業手順の改善を行
       い、連続して陰性結果が得られ、衛生管理が適切に実施されていることが確認
       できるまで検査を継続し、サルモネラ属菌および腸管出血性大腸菌の陰性が
       確認できてから出荷を再開する。
 (4) トイレの出入り口で靴の履き替えや手洗いができるようになっている。し尿く
       み取り口からの汚染を防いでいる。 コウテイ イカ ゾク ゾク インセイ シュッカ サイカイ

		S1.2		重要 ジュウヨウ		-		スプラウト類の培地の
安全性		 (1) スプラウト類の培地は年1回以上安全性についてリスク評価をしている。
 (2) 確認の結果、問題がある場合は、対策を講じている。 ヒョウカ

		S1.3		重要 ジュウヨウ		-		スプラウト類の培地の
衛生管理		スプラウト類の培地や栽培容器の管理は以下の項目を満たしている。
 (1) 病原微生物汚染および異物混入を防ぐ保管をしている。
 (2) 再利用する場合は適切な洗浄・消毒を行っている。
 (3) 洗浄前の容器と洗浄後の容器が明確に識別できるように分別している。

		S1.4		必須		必須		スプラウト類に
使用する
水の安全性		スプラウト類に使用する水は以下に取り組んでいる。
 (1) 農場内で使用する水道水以外の水は水質検査を年1回以上行い、大腸菌不検出
       の検査記録があり、有効塩素濃度を0.1mg/ℓ以上に保つ対策を講じている。
 (2) 給水設備は定期的に保守管理を行い、正常に稼働することを確認している。
 (3) 養液タンク等に病原微生物や異物が混入しないよう対策を講じている。
 (4) 栽培プール内の水の微生物汚染を防いでいる。 ユウコウ ホシュ カンリ

		S1.5		必須		必須		衛生管理区域の設定 クイキ セッテイ		スプラウト類（種子、作物を含む)を扱う場所は衛生管理区域として設定し、以下に取り組んでいる。
 (1) 農産物取扱い工程と同様の衛生管理を行っている。
 (2) 定期的に点検し、壊れた部分や不備があれば修繕している。
 (3) 床に水がたまらないようにしている。
 (4) 排水溝や排水口に汚物や汚水がたまらないようにしている。 ルイ サクモツ フク ノウサンブツ トリアツカ

		S1.6		必須		必須		スプラウト類の設備		スプラウト類の生産設備は工程ごとに専用化し、他の工程で使用していない。 コウテイ コウテイ

		S1.7		必須		必須		スプラウト類の種子の安全性		病原性微生物の付着や増殖を避けるために、スプラウト類の種子は以下に取り組んでいる。
 (1) 種子の処理方法について安全性を確認し手順化している。
 (2) 上記(1)で定めた手順に即して種子消毒を実施し、実施した事項を記録して
       いる。
 (3) 殺菌後は衛生的な管理を行っている。
 (４) 種子の荷受け時に包装の破れ、水濡れ等の異常がないことを確認している。
 (5) 種子に動物の糞や死骸、ハエのような異物が混入していないことを確認して
       いる。 ジョウキ

		S1.8		重要 ジュウヨウ		-		スプラウト類の種子の
保管		スプラウト類の種子は以下の項目に取り組んでいる。
 (1) 種子に病原微生物や異物が付着しないよう対策を講じている。
 (2) 種子保管室の温度はその品種に適した温度を保っている。
 (3) 播種作業時には使用器具および手指を清潔に保っている。

		M きのこ類専用項目 ルイ センヨウ コウモク

		M1.1		必須		必須		きのこ類の資材の
安全性		きのこ類の使用資材は以下の内容を確認し、安全性について年1回以上リスク評価し、その記録を残している。リスク評価の結果、問題がある場合は対策を講じている。
 (1) 使用原木（おがこ、チップ等の培地基材を含む）の産地・樹種を確認している。
 (2) 栄養材(米ぬか、ふすま等）の購入先・原料を確認している。
 (3) 添加材（炭酸カルシウム等）の購入先・原料を確認している。 
 (4) 増収材は購入先と成分を確認している。 
 (5) 容器の購入先・原料（材質）を確認している。 
 (6) その他の資材（封ろう、スチロール栓、覆土）の購入先、原料を確認している。  イカ ナイヨウ カクニン ヒョウカ フク

		M1.2		必須		必須		きのこ類の培地・栽培
容器の衛生管理		きのこ類の培地や栽培容器の管理は以下に取り組んでいる。
 (1) 病原微生物汚染および異物混入を防ぐ保管をしている。
 (2) 再利用する場合は適切な殺菌消毒・洗浄を行っている。殺菌した場合は、殺菌
       場所、実施日、薬品名、使用方法、作業者名、植え付け前期間を記録している。
       農場外で行う場合は、 培地を殺菌した会社の名称と所在地を記録している。
 (3) 培地や栽培容器を衛生的に取り扱っている。
 (4) 定期的に施設の清掃を行っている。
 (5) 浸水容器は、農薬を希釈するなど他の目的に使用していない。
 (6) 消毒剤はきのこ栽培に影響のないものを使っている。 

		M1.3		必須		必須		きのこ類の資材の
使用記録		きのこ類の資材について以下の内容を記録している。
 (1) 使用した場所（圃場名等）
 (2) 使用日
 (3) 資材等の名称と成分（組成内容：炭酸カルシウム、硫酸アンモニウム等）
 (4) 使用量
 (5) 使用方法
 (6) 作業者名
 (7) 購入先 メイ トウ

		M1.4		重要 ジュウヨウ		-		きのこ類に使用する
水の安全性		きのこ類に使用する水は重金属類（鉛、カドミウム、水銀、ヒ素）が飲用基準値以下であることを確認している。

		M1.5		必須		必須		きのこ施設の衛生管理		きのこ類の施設は以下に取り組んでいる。
 (1) 栽培施設の定期的な清掃、消毒処理
 (２) 培地にかからない施設・接種機器等の消毒
 (３) 培養菌床にかからない栽培場所の消毒
 (４) 栽培に影響のない消毒剤の使用
 (５) きのこの生育に適した温度・湿度の維持 ショウドク シヨウ セイイク イジ

		M1.6		必須		必須		きのこ類の培地・種菌の
取扱い		きのこ類の培地・種菌は下記の項目を満たしている。
 (1) 培地・種菌に病原微生物や異物が付着しないよう培地調製および調整後の
       取り扱い方法（種菌を含む）を定め対策を講じている。
 (2) 種菌保管室の温度はその菌種に適した温度を保っている。
 (3) 植菌作業時には使用器具および手指を清潔に保っている。 チョウセイゴ ト アツカ ホウホウ フク サダ

		M1.7		必須		必須		きのこ類の表示		管理点6.2c.に代えて出荷する農産物、送り状、納品書等に以下の表示を行っている。
 (1) 農場名
 (2) 農産物の名称
 (3) 原産地（植菌地）
 (4) 栽培方法（※ シイタケの場合) カンリテン カ シュッカ ノウサンブツ ノウ サイバイホウホウ バアイ





+SA項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		SA1		-		必須		土地の利用権 トチ リヨウケン		土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。 セイトウ ショユウケン シャクチケン

		SA2		-		必須		土地の購入 トチ コウニュウ		土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
 (1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権
       利を示す文書がある。
 (2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土
       地の所有権を認めている。
 (3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
       れている。

		SA3		-		必須		商取引の透明性 ショウトリヒキ トウメイセイ		商取引について、以下の取り組みを実施している。
 (1) すべての商取引に関連する文書を保持している
 (2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを明確
       化している。 ショウトリヒキ イカ カンレン ホジ オコナ

		SA4		-		必須		法令の遵守 ホウレイ ジュンシュ		農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。 ニュウシュ

		SA5		-		必須		販売に関する契約 ハンバイ カン ケイヤク		農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意している協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
 (1) 仕様
 (2) 価格
 (3) 取引量
 (4) 支払条件   ノウサンブツ カン イカ フク ケイヤク ブンショカ シメ シヨウ カカク トリヒキリョウ シハライ ジョウケン

		SA6		-		必須		農薬の使用 ノウヤク シヨウ		a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、
  ブロマシル、チウラム ノウヤク セイサン クニ トウロク テキセツ シヨウ ヤクザイ ゲンタイ イカ フク ノウヤク シヨウ シヨウ バアイ ショウライテキ ツカ ホウシン

		SA7		-		必須		農地の造成 ノウチ ゾウセイ		2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明できる。 ガツ ニチ アラ ゾウセイ バアイ ホジョウ ゲンセイリン シッチ タイ シゼン チイキ チイキ エイキョウ アタ ブンショ ショウメイ

		SA8		-		必須		労働者の雇用・採用 ロウドウシャ コヨウ サイヨウ		a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
    ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
 (1) 国から許可を得ていること
 (2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
 (3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること ロウドウシャ ジッシ カクニン ロウドウカンケイホウレイ

		SA9		-		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
 (1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
 (2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 センヨウコウモク

		SA10		-		必須		水の使用権 ケン		水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って節水に協力している。

		SA11		-		必須		+SAロゴマークの
適切な使用 テキセツ シヨウ		+SAに関する適切な表示をするために、+SAロゴマークを使用している場合、以下に取り組んでいる。
 (1) 関係する基準文書の遵守
 (2) 過去1年以内に発行された使用許諾書の保管

※ 団体の場合は、団体事務局が実施する。 イカ ト ク ジュンシュ カコ ネンイナイ ハッコウ シヨウキョダクショ ホカン





付属書C2.1

		(付属書 C2.1)栽培に使用する水の水質検査についての検討図（ディシジョンツリー） ミズ スイシツ ケンサ ケントウズ



		収穫前(1週間以内）に可食部に水（かん水、農薬希釈水、液肥希釈水等）がかかる。 シュウカクマエ シュウカン イナイ カショク ミズ スイ ノウヤクキシャク スイ エキヒキシャクスイ トウ												→Yes→				水道水等の行政が認めた飲用に適する水を使用している。 スイドウスイ トウ ギョウセイ ミト インヨウ テキ ミズ シヨウ







		↓																↓

		No												Yes				No		（井戸水、農業用水、河川やため池の水等）

		↓																↓

		栽培から収穫前までに使用する水の検査を必ずしも行わなくて良い。 サイバイ シュウカク マエ																
大腸菌検査を少なくとも1年に1回実施している。
 ダイチョウキン ケンサ ジッシ







																		↓

														Yes				No

																		↓

		検査結果が、大腸菌不検出、または、100個/100ml以下である ケンサ ケッカ ダイチョウキン フ ケンシュツ コ イカ												→No→				農産物が汚染されないための対策を文書化する。 ノウサンブツ オセン タイサク ブンショカ







		↓

		Yes

		↓

		潅水や農薬希釈水等に使用することができる。 カンスイ ノウヤクキシャクスイ トウ シヨウ







		※栽培から収穫前までに使用する水に関して、農産物固有の要求事項がある場合（きのこ類、スプラウト類）はそれに従う。 サイバイ シュウカク マエ シヨウ ミズ カン ノウサンブツ コユウ ヨウキュウ ジコウ バアイ ルイ ルイ シタガ





付属書C6.1.5

		(付属書 C6.1.5)家畜ふん堆肥の管理についての検討図（ディシジョンツリー） カチク タイヒ カンリ ケントウズ



		1

		自家製堆肥である。 ジカセイ タイヒ										水分調整や定期的な切り返しを行い、55℃以上が3日以上続いた工程で製造している。
※ ただし、雑草種子死滅には60℃以上が必要 ザッソウ シュシ シメツ イジョウ ヒツヨウ										
3に進む。 スス

										→YES→										→No→



		↓

		No		（購入、譲渡等）

		↓

		※ 都道府県知事の登録をうけたものも含む トドウフケンチジ トウロク フク

																				YES

		2

		製造工程が確認できる。その結果、水分調整や定期的な切り返しを行い、55℃以上が3日以上続いた工程で製造されていることが確認できる。 セイゾウコウテイ カクニン スイブン チョウセイ テイキテキ キ カエ オコナ イジョウ ニチ イジョウ ツヅ コウテイ セイゾウ カクニン										堆肥について、以下のことを確認する。
色は、褐色から黒褐色である。
原料家畜ふんのにおいがほぼない。
手触りがさらさらである。 タイヒ イカ カクニン イロ カッショク クロカッショク ゲンリョウ カチク テザワ										使用可。 シヨウ カ



										→YES→										→YES→





		↓

		No								NO

		↓

		3

		葉物野菜等、収穫部位が土壌に近く、かん水や大雨時に土が収穫部位につく可能性がある農産物である。 ハモノヤサイ トウ シュウカクブイ ドジョウ チカ スイ オオアメジ ツチ シュウカクブイ カノウセイ ノウサンブツ										堆肥の施用は、収穫4か月前までに実施する施肥設計とする。 タイヒ セヨウ シュウカク ゲツ マエ ジッシ セヒセッケイ

										→YES→







		↓

		No

		↓

		4

		堆肥の施用は、収穫2か月前までに実施する施肥設計とする。 タイヒ セヨウ シュウカク ゲツ マエ ジッシ セヒセッケイ







		※ いずれの場合も、使用時は管理点C6.1.2、C6.1.3、C6.1.4に準拠する。 バアイ シヨウジ カンリテン ジュンキョ





裏表紙 



























		一般財団法人日本ＧＡＰ協会 イッパン ザイダン ホウジン

		〒102-0094  東京都千代田区紀尾井町3番29号

		日本農業研究所ビル　4階

		https://jgap.jp





https://jgap.jp/

image1.png

Japan GAP Foundation






image2.png

Japan GAP Foundation








JGAPでレベル変更が必要な管理点③

27

9.1
重
要

必
須

労働安全の責任者の
責務

a. 労働安全の責任者（管理点2.1）は、作業中のけが、事故の発生を抑制する業務を
    統括している。

b. 労働安全の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 労働安全に関する知識の向上
 (3） 設備・機械の安全な使用方法の情報の入手および理解
 (4） 農場内に応急手当をできる者を配置し、その者が5年以内に応急手当の訓練
　　　 を受けていることが証明できること
 (5) 安全を確保するための適切な服装・保護具の用意および管理

9.3
重
要

必
須

危険な作業に従事する要
件

危険を伴う作業を安全に行うために、以下を満たした作業者が担当している。
 (1) 安全のための充分な教育・訓練を受けた者（管理点４.1）
 (2) 法令で要求されている場合には、労働安全に関しての公的な資格または講習
       等を修了している者（管理点４.２）
 (3) 酒気帯び者、作業に支障のある薬剤の服用者、病人、妊婦、年少者以外の者
 (4) 作業内容に応じた心身機能や能力を有した者
 (5) 安全を確保するための適切な服装・保護具を着用した者

9.4
重
要

必
須

事故発生時の対応

事故・火災に素早く対応し影響を最小限にとどめるために、以下に取り組んでいる。
 (1) 事故・火災の対応手順および連絡網の文書化と作業者への周知
 (2) 清潔な水および救急箱の用意
      （救急箱の中身は管理点9.2でリスク評価した結果、必要と判断したもの）

9.5
重
要

必
須

設備・機械・器具の
安全な使用

事故防止のために、設備・機械・器具について以下に取り組んでいる。
 (1) 取扱説明書やメーカーの指導に従った使用
 (2) 安全性を損なう改造の禁止
 (3) 設備・機械の購入時には安全性の評価を行い、より安全に配慮した機種の選択
 (4) シートベルトや安全フレームなど安全装置がある機械は安全装置を有効にした
       使用（着装等）
 (5) 作業機械を装着・牽引したトラクターの灯火器類設置等、法令に従った公道
       走行
 (6) 使用前点検

9.7
努
力

必
須

労働災害に対する備え（任
意加入等）

労働災害に対する備えのために、以下に取り組んでいる。
 (1) 労働者が労働災害にあった場合の補償対策
 (2) 経営者や家族従事者が労働災害にあった場合の補償対策
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利用方法

		1．本書の利用方法 ホンショ

		本書は『JGAP農場用管理点と適合基準』および『+SA農場用管理点と適合基準』を組み合わせたチェックリストです。農場での取り組みの利便性を考慮して参考として作成されたものです。各管理点のレベルについて、左側はJGAPの認証で使われるレベル、右側は+SAの評価で使われるレベルとなります。 ホンショ ノウジョウヨウカンリテン テキゴウ キジュン ノウジョウヨウ カンリテン テキゴウキジュン ク ア ノウジョウ サンコウ サクセイ カクカンリテン ヒダリガワ ニンショウ ツカ ミギガワ ツカ



		2．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		3．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、JGAP認証および+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ニンショウ ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン



































































共通項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウキジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		2.5		重要 ジュウヨウ		必須		経営者による改善 カイゼン		
a. 農場管理の改善のために、経営者は、以下の情報から農場管理の仕組みを年1回
    以上見直し、 必要に応じて該当する責任者へ改善を指示している。
 (１) 自己点検（管理点2.4）結果（団体の場合には内部監査結果）
 (２) 商品の苦情記録（管理点6.4）
 (３） 外部審査の結果
 (４） 苦情・事故・ルール違反記録（管理点1.5）
 (５) JGAP適用範囲の変更点（管理点1.1）

b. 経営者は、上記a.の見直し結果および該当する責任者への改善指示を記録して
    いる。

c. 経営者は、食品安全・労働安全・環境保全・人権の尊重について農場全体での意識
    の醸成を図っている。

※ 団体の場合は、経営者を団体の代表者と置き換えても良い。
 ケッカ

		2.7		重要 ジュウヨウ		必須		経営の維持・継続の
ための対策 ケイエイ イジ ケイゾク タイサク		農場経営を維持・継続するために、災害等に備えた対策や計画を立てている。 ノウジョウ ケイエイ サイガイ ナド ソナ タイサク サク ケイカク タ

		３.3		重要 ジュウヨウ		必須		労働条件の提示		a. 使用者は、労働者に対して、就労前に以下に示す労働条件を文書で示している。
 (１） 従事する業務内容と就業する場所
 (２） 労働する期間、期間が限定される場合には雇用契約の更新に関する事項
 (３） 労働する時間、休憩時間、休日
 (４） 賃金とその支払方法および支払い時期
 (５） 退職に関する事項（雇用の解除に関する権利、解雇の条件等）

b. 外国人労働者の場合には、労働者が理解できる言語で労働条件を文書で示して
    いる。

		３.4		重要 ジュウヨウ		必須		労働条件の遵守 ジュンシュ		労働者の人権に配慮した労務条件を確保するために、以下に取り組んでいる。
 (1) 労働者の労働時間、休日、休憩は法令を遵守すること
 (2) 労働者の賃金は、法令で定められた最低賃金を下回らないこと
 (3) 深夜労働・時間外労働・休日労働の割増賃金は法令を遵守すること
 (4) 労働者の賃金は、管理点3.3で定めた労働条件に従った一定期日での支払い
 (5) 賃金から不当または過剰に控除していないこと ジョウケン カクホ ジュンシュ シタマワ ホウレイ ジュンシュ チンギン

		３.6		重要 ジュウヨウ		必須		使用者と労働者の
コミュニケーション		
労働者の労働条件・労働環境の改善を図るために、以下に取り組んでいる。
 (1) 使用者と労働者との間で、年1回以上、労働条件、労働環境、労働安全等につい
       て労働者が意見を伝えやすい環境を整えて意見交換を実施し、実施内容を記録
       すること
 (2) 使用者と労働組合または労働者の代表者との間で自由な団体交渉権が認めら
       れており、締結した協約または協定がある場合にはそれに従っていること
 ロウドウシャ ロウドウジョウケン ハカ イカ ト ク ツタ カンキョウ トトノ

		３.9		重要 ジュウヨウ		必須		労働者用住居		労務管理上の必要から使用者が労働者に住居を提供する場合、その住居は安全で、健康的な生活環境の整備が行われている。 ケンコウ

		６.1		重要 ジュウヨウ		必須		商品管理の責任者の
責務 ショウヒン カンリ セキニンシャ セキム		
a.  商品管理の責任者（管理点2.1）は、以下の業務を統括している。
 (1） 商品の種類・規格の管理（品目・品種・栽培方法等）
 (2） 数量・重量を含む商品仕様
 (3） トレーサビリティの管理
 (４） 商品の安全や品質の確保
 (５） 商品に関する苦情・異常および商品の回収への対応

b. 商品管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 商品管理に関する知識の向上
 イカ ショウヒン シヨウ カンリ ショウヒン タイオウ イカ

		8.2		重要 ジュウヨウ		必須		衛生管理のルール設定と周知 エイセイカンリ セッテイ シュウチ		
作業者・農産物の衛生管理のために、以下の項目について衛生管理に関する必要なルールを文書化し、作業者および入場者に周知し、実施させている。
 (1) 作業着、帽子、マスク、靴、手袋等の装着
 (2) 手洗いの手順、消毒、爪の手入れ
 (3) 喫煙、飲食、痰や唾の処理および咳やくしゃみ等の個人の行動
 (4) トイレの利用
 (5) 農産物への接触
 (6) 身の回り品の取扱い
 サギョウシャ エイセイカンリ イカ コウモク エイセイカンリ カン ヒツヨウ サギョウシャ ニュウジョウシャ シュウチ ジッシ ソウチャク

		8.3		重要 ジュウヨウ		必須		手洗い設備の整備 テアラ セツビ セイビ		
作業者が必要時に手洗い設備を利用でき、手洗いによる衛生を確保するために、以下に取り組んでいる。
 (１） トイレおよび作業現場近くに、衛生的な水を使った手洗いが可能な手洗い設備
       の確保
 (2) 手洗い設備の衛生的な管理（清掃・メンテナンス）
 (3) 手洗いに必要な洗浄剤・手拭・消毒等の備品の設置
 ヒツヨウ テアラ セツビ テアラ サギョウ ゲンバ チカ テアラ セツビ カクホ セイソウ セッチ

		8.4		重要 ジュウヨウ		必須		トイレの整備 セイビ		
作業者が必要時にトイレを利用でき、トイレの汚れによる使用者および環境への汚染防止のために、以下に取り組んでいる。
 (１） 作業現場近くに、作業者に対し十分な数のトイレの確保
 (2) トイレの定期的な清掃
 (3) トイレの衛生面に影響する破損の補修
 (4) トイレの汚物・汚水の適切な処理
 ヒツヨウ ヨゴ シヨウシャ カンキョウ オセン ボウシ サギョウ ゲンバ チカ サギョウシャ タイ ジュウブン カズ カクホ

		9.1		重要 ジュウヨウ		必須		労働安全の責任者の
責務 ロウドウ アンゼン セキニンシャ セキム		
a. 労働安全の責任者（管理点2.1）は、作業中のけが、事故の発生を抑制する業務を
    統括している。

b. 労働安全の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 労働安全に関する知識の向上
 (3） 設備・機械の安全な使用方法の情報の入手および理解
 (4） 農場内に応急手当をできる者を配置し、その者が5年以内に応急手当の訓練
　　　 を受けていることが証明できること
 (5) 安全を確保するための適切な服装・保護具の用意および管理
 イカ キカイ ハイチ ネンイナイ

		9.3		重要 ジュウヨウ		必須		危険な作業に従事する要件 キケン サギョウ ジュウジ ヨウケン		
危険を伴う作業を安全に行うために、以下を満たした作業者が担当している。
 (1) 安全のための充分な教育・訓練を受けた者（管理点４.1）
 (2) 法令で要求されている場合には、労働安全に関しての公的な資格または講習
       等を修了している者（管理点４.２）
 (3) 酒気帯び者、作業に支障のある薬剤の服用者、病人、妊婦、年少者以外の者
 (4) 作業内容に応じた心身機能や能力を有した者
 (5) 安全を確保するための適切な服装・保護具を着用した者
 モノ

		9.4		重要 ジュウヨウ		必須		事故発生時の対応 ジコ		
事故・火災に素早く対応し影響を最小限にとどめるために、以下に取り組んでいる。
 (1) 事故・火災の対応手順および連絡網の文書化と作業者への周知
 (2) 清潔な水および救急箱の用意
      （救急箱の中身は管理点9.2でリスク評価した結果、必要と判断したもの）
 スバヤ タイオウ エイキョウ サイショウゲン ジコ カサイ ヨウイ ケッカ ハンダン

		9.5		重要 ジュウヨウ		必須		設備・機械・器具の
安全な使用 キグ		
事故防止のために、設備・機械・器具について以下に取り組んでいる。
 (1) 取扱説明書やメーカーの指導に従った使用
 (2) 安全性を損なう改造の禁止
 (3) 設備・機械の購入時には安全性の評価を行い、より安全に配慮した機種の選択
 (4) シートベルトや安全フレームなど安全装置がある機械は安全装置を有効にした
       使用（着装等）
 (5) 作業機械を装着・牽引したトラクターの灯火器類設置等、法令に従った公道
       走行
 (6) 使用前点検
 ジコボウシ キグ キンシ キシュ

		9.7		努力		必須		労働災害に対する備え（任意加入等） ロウドウサイガイ タイ ソナ ニンイカニュウ トウ		
労働災害に対する備えのために、以下に取り組んでいる。
 (1) 労働者が労働災害にあった場合の補償対策
 (2) 経営者や家族従事者が労働災害にあった場合の補償対策
 イカ ト ク ロウドウシャ ロウドウ サイガイ バアイ ホショウ タイサク ケイエイシャ カゾク ジュウジシャ

		11.2		重要 ジュウヨウ		必須		省エネルギーの推進 ショウ スイシン		
温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
 (１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
 (２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
 (3） 再生可能エネルギーの採用の検討
 サクゲン ト ク ジッシ サイセイカノウ サイヨウ ケントウ

		13.2.1		重要 ジュウヨウ		必須		生物多様性への配慮① ハイリョ		
生物多様性保全のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 農場周辺に生息する鳥獣の把握と、生物多様性に配慮した鳥獣被害防止対策の
       取り組み
 (2) 圃場が自然保護地域にある場合、行政の指導（開発規制等）に従っている


		13.2.2		努力 ドリョク		必須		生物多様性への配慮② ハイリョ		
生物多様性保全のために、固有種（在来種）の動植物の保全、生物多様性を活用した持続可能な農業への展開あるいは地域の生物多様性への取り組みへの参加に取り組んでいる。


		13.3		重要 ジュウヨウ		必須		外来生物の管理		生物多様性のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 農業生産で使用する外来生物が生態系を乱さない管理
 (2) 外来生物の活用について、行政の指導の遵守 セイブツタヨウセイ イカ ト ク ジュンシュ





青果物項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		C 農産専用項目 ノウサンセンヨウコウモク

		C1 土壌の管理

		C1.1		必須		必須		土壌の安全性		土壌（客土・培土・水耕栽培の培地を含む）の安全性を確認するために、以下の場合、行政に相談し、対策を実施し記録している。
 (1) 過去におけるPOPｓ物質の使用可能性がある場合
 (2) 行政による土壌汚染地域通知・指定（カドミウム等）がある場合 カクニン イカ バアイ ジッシ カコ シヨウ カノウセイ バアイ トウ バアイ

		C1.2		重要 ジュウヨウ		必須		土壌流出の防止		風や水による土壌流出を食い止めるために、必要な耕作技術を利用している。 ヒツヨウ

		C1.3		重要 ジュウヨウ		必須		炭素の貯留に配慮した土づくり タンソ チョリュウ ハイリョ ツチ		土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでいる。
 (１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
 (２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

		C1.4		重要 ジュウヨウ		必須		汚染水の流入対策		汚水の圃場への流入による土壌および作物に対する影響を防ぐために、周辺の状況（管理点1.2）を確認した上で以下に取り組んでいる。
 (1) 流入防止対策
 (2) 汚水が流入した場合、作物や土壌に対する食品安全のリスク評価とそれに基づ
       く対策の実施。リスク評価の結果および対策の記録 フセ カクニン ウエ リュウニュウボウシタイサク オスイ リュウニュウ バアイ サクモツ ドジョウ タイ ショクヒン アンゼン ヒョウカ モト タイサク ジッシ ケッカ タイサク キロク

		C2 水の管理 ミズ カンリ

		C2.1		必須		必須		栽培に使用する水の
管理 サイバイ シヨウ カンリ		
栽培に使用する水（かん水や農薬希釈等）による、農産物の汚染を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1） 使用用途ごとの水源および貯水場所の把握
 (2) 付属書C2.1に基づき、栽培に使用する水について大腸菌検査が必要か確認
       し、必要に応じて農産物が汚染されないための対策の文書化
 (3） 栽培に水を使用する際の以下の実施
    (a) 使用時の水の異常（濁りや臭い）の確認
    (b) 使用している水に異常が発生した場合の異常の内容およびその対応の記録
 (4) 重金属について、環境基準を超えている場合、自治体の指示に従う
 シヨウ ミズ スイ ノウヤク キシャク トウ オセン フセ イカ ト ク シヨウ ヨウト スイゲン チョスイバショ ハアク フゾクショ モト ダイチョウキン ケンサ ヒツヨウ カクニン ヒツヨウ オウ オセン タイサク ブンショカ ミズ シヨウ サイ イカ ジッシ カクニン

		C2.1.1		重要 ジュウヨウ		-		
養液栽培で使用する
水の管理
 カンリ		養液栽培の培養液の汚染を防ぐために、必要な対策を実施している。 フセ ヒツヨウ タイサク ジッシ

		C2.2		必須		必須		収穫および収穫後に
使用する水の管理 シュウカク シュウカク ゴ カンリ		
農産物の汚染を防ぐために、収穫時と収穫以後において、農産物に接触する水または氷、容器を洗浄する水、農産物取扱い工程で使用する農産物と接触する機械および作業者の手洗いに使用する水を衛生的に取り扱い、以下に取り組んでいる。
 (1） 水道水等の行政が認めた飲用に適する水の使用
 (2) 上記(1)以外を使用する場合には、水質検査を年１回以上行い、大腸菌不検出
       であることの確認
 シュウカク トキ シュウカク イゴ セッショク ミズ コオリ シヨウ シヨウ ミズ ト アツカ イカ ギョウセイ ミト タイオウ ジョウキ スイドウスイ トウ インヨウ テキ ミズ シヨウ イガイ シヨウ バアイ

		C2.2.1		重要 ジュウヨウ		-		容器に貯める洗浄水の
衛生管理 エイセイ		洗浄水による農産物汚染を防ぐために、容器に水を貯めて洗浄する場合、水を掛け流している。 センジョウスイ オセン フセ ミズ

		C2.3		努力 ドリョク		-		水源等の保護		自分の管理する水源、貯水場所および水路がある場合、故意または偶発的に汚染されることを防ぐために、必要な対策を実施している。 バアイ

		C2.4		重要 ジュウヨウ		必須		排水・汚水の処理 ハイスイ オスイ ショリ		水質劣化および環境汚染を防ぐために、農場で発生した排水やそれに含まれる植物残渣、掃除ゴミ等を処理している。 カンキョウオセン フセ ノウジョウ ハイスイ

		C3 圃場・施設の管理 ホジョウ

		C３.1		重要 ジュウヨウ		-		有害生物等への対応 トウ		農産物取扱い施設内への有害生物（昆虫、小動物、鳥類、かび等）の侵入・発生および異物・有毒植物等の混入を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1) 侵入・発生・混入を防ぐ対策の実施
 (2) 食品安全に影響がない方法による駆除

		C３.2		必須		必須		青果物の保管		青果物の保管時における汚染・変質を防ぐために、保管施設は以下に取り組んでいる。
 (1) 農産物に適した温度と湿度の維持
 (2) 結露の付着防止
 (3) 光に敏感な農産物（馬鈴薯等）への露光防止
 (4) 農産物貯蔵以外の目的で使われていた場所の場合、使用前の十分な清掃と
       その記録 ホカンジ オセン ヘンシツ フセ イカ ト ク ノウサンブツ テキ イジ ケツロ フチャク ボウシ バレイショ ロコウ ボウシ ジュウブン

		C３.3		必須		必須		新規圃場の適性の検討		新規圃場の使用について、以下の項目について検討し、検討内容と使用判断の結果を記録している。
 (1) 農産物の安全（管理点C1.1、C２.1、C5.5.1）
 (2) 労働安全（管理点9.2）
 (3) 周辺環境への影響（管理点13.1）
 (4) 自然保護地域の開発規制（管理点13.2.1） シヨウ ケントウ ケントウ ナイヨウ シヨウハンダン ケッカ

		C３.4		重要 ジュウヨウ		-		新規圃場の問題への
対策		管理点C３.3の検討の結果、改善を行った場合は、対策の内容とその結果を記録している。 オコナ

		C4 種苗の管理 シュビョウ

		C4.1		必須		必須		種苗の調達		
食品安全、トレーサビリティ確保のために、種苗について以下に取り組んでいる。
 (1) 指定種苗を購入した場合、品種名、生産地、販売者、使用農薬の成分（種子の
       場合は種子消毒、苗の場合は種子消毒および育苗期間中に使用した農薬すべ
       て）と使用回数が記載された証明書等の保管または記録、それ以外の場合、
       品種名、生産地、販売者が記載された証明書等の保管または記録
 (2) 自家増殖の場合、採取した種苗の圃場の記録
 (3) 行政による検疫対象の種苗の場合、検査に合格していることの確認
 (4) ゲノム編集品種の場合、国の情報公開が行われていることの確認および行政
       の指導に従っていること
 (5) 種苗の購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること
 ショクヒンアンゼン カクホ シュビョウ イカ ト ク シテイ イガイ バアイ ヘンシュウ ヒンシュ バアイ クニ ジョウホウコウカイ オコナ カクニン ギョウセイ シドウ シタガ シュビョウ

		C4.2		重要 ジュウヨウ		-		播種・定植の記録		トレーサビリティ確保のために、播種・定植について以下の項目について記録している。
 (1) 種苗ロット
 (2) 播種・定植の方法（機械の特定を含む）
 (3) 播種・定植日
 (4) 圃場の名称または圃場番号 コウモク

		C4.3		必須		必須		遺伝子組換え作物の
栽培・保管・販売
		遺伝子組換え作物を栽培する場合、環境保全（交雑防止等）、トレーサビリティ確保のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 栽培する国・地域の行政の指導の遵守
 (2) 栽培する国で許可された品種のみの栽培
 (3) 栽培記録において、遺伝子組換えであることの明記
 (4) 遺伝子組換え作物と非遺伝子組換え作物の圃場の明確な区分
 (5) 種苗と農産物は、遺伝子組換え作物と非遺伝子組換え作物を明確に区分した
       保管
 (6) 取引する国の行政の指導に従った販売
 (7) 取引する国の行政が販売を許可した品種のみの販売
 (8) 取引する国の行政による遺伝子組換え農産物に関する表示義務の遵守。法令
       が存在していない場合は、少なくとも作物の名称、原産地、「遺伝子組換え」ま
       たは「遺伝子組換え、不分別」のいずれかの表示 サイバイ バアイ カンキョウホゼン コウザツボウシトウ ト ク ジュンシュ サイバイ ハンバイ ジュンシュ

		C5 農薬の管理

		C5.1農薬使用計画

		C5.1.1		必須		必須		農薬管理の責任者の
責務		a. 農薬管理の責任者（管理点2.1）は、農薬の選択・計画・使用・保管の業務を統括
    している。

b. 農薬管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 農薬に関する知識の向上
 (3） 農薬使用基準に関する最新情報の入手・保管 ホカン

		C5.1.2		必須		必須		IPMの実践		a. 環境保全および持続的な農業経営のために、農薬管理の責任者は、以下の取り組
    みを行っている。
 (1) 病害虫・雑草が発生しにくい環境の整備
 (２） 病害虫・雑草の発生状況を把握した上での防除要否およびタイミングの判断
 (３） 化学農薬と化学農薬以外の防除手段を組み合わせた多様な手法による防除

b. 化学農薬低減のための取り組みを文書化し、結果を把握することにより次年度
    計画に活かしている。 イカ ト ク オコナ カガク カガクノウヤク イガイ ノウヤク ケッカ

		C5.1.3		必須		必須		農薬の選択・計画
		農薬の適正使用、環境汚染の防止およびIPMの実践のために、農薬管理の責任者は以下を満たした農薬使用計画を文書化している。
 (1) 使用する予定の農薬の商品名、有効成分、適用作物、適用病害虫・雑草、希釈
       倍数、使用量、使用回数、総使用回数、使用時期、使用方法（散布以外）の記載
 (2) 生産国の農薬使用基準の遵守
 (3) 取引先および地域の規制要求がある場合は、その農薬使用基準の遵守
 (4) 水田または水系に近い圃場での使用について、魚毒性の考慮
 (5) RACコード確認による耐性・抵抗性の防止
 (6) 後作での残留農薬基準違反の防止
 (7) 輸出先国で使用禁止されている農薬の不使用。輸出先国の残留農薬基準の
       確認 ノウヤク テキセイ シヨウ ボウシ カクニン ユシュツサキコク

		C5.2 農薬の準備

		C5.2.1		必須		必須		農薬使用の決定		農薬の適正使用および環境汚染を防ぐために、農薬管理の責任者は農薬使用の前に以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬使用計画に従った農薬使用の決定
 (2) 計画を変更する場合、変更した農薬使用計画が管理点C5.1.3を満たしている
       か再度確認してから決定
 (3) 収穫予定日から逆算して使用日を決定
 (4) その他、ラベルの指示事項の遵守
 (5) 農薬の購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること ノウヤク テキセイシヨウ ノウヤクシヨウ ト ク ジュンシュ

		C5.2.2		必須		必須		農薬使用の準備① ノウヤクシヨウ ジュンビ		農薬の適正使用のために、農薬使用の準備について以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬管理の責任者の許可・指示による準備
 (2) 最終有効年月を過ぎた農薬の不使用
 (3) 農産物や周辺環境を汚染しない場所・方法での準備
 (4) ラベルに従い、農薬の正確な計量・希釈
 (5) 混用が必要な場合はラベルの指示に従い、剤型による投入の順番を考慮し
       適正な混合の実施
 (6) 散布機器の使用前点検 ジュンビ フシヨウ

		C5.2.3		必須		必須		農薬使用の準備②		作業者の健康被害、環境汚染を防ぐために、農薬使用の準備について以下に取り組んでいる。
 (1) こぼれた農薬を処理するための専用の道具の用意
 (2) 農薬保管庫から準備場所への汚染を防ぎ安全な農薬持ち出し
 (3) 防除衣・保護具の着用後の農薬の計量と散布液の調製開始
 (4) 散布後に散布液や散布薬剤（粒・粉）が余らないよう必要な量を計算
 (5) 使用した計量器具等の洗浄を適切に実施（計量カップや農薬の空容器は使用
       後、3回以上すすぎ、すすいだ水は希釈用の水の一部として薬液のタンクへ投
       入） ジュンビ オセン フセ ホゴ

		C5.3 農薬の使用と記録

		C5.3.1		必須		必須		防除衣・保護具の着用		作業者の健康被害を防ぐために、防除衣、保護具について以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬のラベルの指示に従った農薬専用の防除衣・保護具の着用
 (2) マスクについて、使用回数・期間の指定の遵守 サギョウシャ ケンコウヒガイ フセ ボウジョ ギヌ ホゴ グ ボウグ イカ ト ク ノウヤクセンヨウ ホゴ ジュンシュ

		C5.3.2		必須		必須		防除衣・保護具の管理 カンリ		農産物への交差汚染、作業者の健康被害を防ぐために、農薬散布に使用した防除衣・保護具について以下に取り組んでいる。
 (1) 防除衣・保護具を着用したまま農産物への接触防止、農産物のある場所への
       立入禁止
 (2) 再利用する防除衣および保護具の洗浄
 (3) 防除衣は着用後に他の服とは分けた洗浄の実施、手袋は外す前に洗浄
 (4) 長靴は靴底を含め洗浄による泥の除去と除去状況の目視確認
 (5) 破れたり痛んだりした防除衣の交換やマスクの汚れたフィルターの交換
 (6) 洗浄後の乾燥
 (7) 農薬および農産物と接触しないように保管 サギョウシャ ノウヤクサンプ シヨウ チャクヨウ セッショクボウシ バショ タチイリキンシ ジッシ センジョウ フク センジョウ ドロ ジョキョ ジョキョ ジョウキョウ モクシカクニン コウカン センジョウゴ カンソウ

		C5.3.3		必須		必須		残液の処理と散布機器の洗浄 サンプキキ センジョウ		農産物への交差汚染、環境汚染防止のために、農薬散布後の片付けについて以下に取り組んでいる。
 (1) 調製した散布液の対象圃場で使い切り
 (2) 散布機器に農薬が残らないような洗浄手順を決め、手順に基づく散布後の
       速やかな洗浄
 (3) 散布機器の洗浄は、自分が管理する特定の場所で、農産物や水源に危害が
       ない方法で実施
 (4) 農薬散布後の残液・洗浄水の処理は、行政の指導に基づき実施。行政の指導
       がない場合には、自分が管理する特定の場所で、農産物や水源に危害がない
       方法で処理 カンキョウオセン カタヅ ツカ キ キキ テジュン モト キキ ジッシ センジョウスイ

		C5.3.4		必須		必須		農薬使用の記録		トレーサビリティ確保のために、農薬使用について、以下の項目を記録している。農薬使用計画に（4）（5）（7）（8）を記載してある場合、農薬使用の記録には（5）（7）（8）を省略してもよい。
 (1) 対象作物（農薬登録における適用作物名）
 (2) 使用場所 （圃場名等）
 (3) 使用日
 (4) 農薬の商品名
 (5) 有効成分
 (6) 希釈倍数が指定されている場合には希釈倍数と散布液量、使用量が指定され
       ている場合には10a当たりの使用量
 (7) 使用時期（収穫前日数等）
 (8) 使用方法（散布機等の機械の特定を含む）
 (9) 作業者名 カクホ イカ ノウヤクシヨウケイカク キサイ バアイ ノウヤクシヨウ キロク ショウリャク メイトウ ア シュウカクマエ ニッスウ トウ サンプ キ トウ キカイ トクテイ フク

		C5.3.5		必須		必須		農薬の適正使用に関する検証		農薬の使用基準違反を防ぐために、農薬管理の責任者は以下を行っている。
 (1) 収穫前に農薬使用の記録（管理点C5.3.4）が農薬の使用基準を満たしている
       ことの確認
 (2) 収穫期が始まる前に農薬在庫の棚卸を実施し、使用量が適切であったかの
       確認。周年作物は定期的な棚卸の実施。棚卸の頻度・タイミングを説明できる。
 (3) 農薬使用に誤りがあった場合、管理点6.3、6.4に従った対応の実施 ノウヤク シヨウキジュン イハン フセ ノウヤクカンリ セキニンシャ イカ カンリテン ノウヤク シヨウキジュン ミ テイキテキ タナオロシ ジッシ タナオロシ ヒンド セツメイ

		C5.4 農薬の保管

		C5.4.1		必須		必須		農薬保管庫の管理①		農薬の盗難・交差汚染を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬を農薬保管庫外への放置防止
 (2) 農薬管理の責任者による農薬保管庫の鍵の管理
 (3) 農薬管理の責任者の許可・指示なく農薬に触れることができないよう強固で
       施錠された農薬保管庫の使用 ノウヤク トウナン コウサオセン フセ ノウヤク ホカン イカ ト ク ボウシ シヨウ

		C5.4.2		重要 ジュウヨウ		必須		農薬保管庫の管理②		農薬の誤使用、作業者の健康被害を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 毒物・劇物を警告する表示の実施、他の農薬との区分管理
 (2) 立ち入り可能な農薬保管庫の場合、通気性の確保
 (3) ラベルが読める程度の明るさの確保
 (4) 保管温度に関する指示の遵守
 (5) 購入時の容器のままで保管
 (6) 農薬の取り違え防止対策
 (7) 使用禁止農薬、最終有効年月を過ぎた農薬の区分管理 ノウヤク ゴシヨウ ケンコウヒガイ フセ ノウヤク ホカン イカ ト ク ジッシ クブンカンリ カクホ カクホ ジュンシュ ボウシタイサク カンリ

		C5.4.3		重要 ジュウヨウ		必須		農薬保管庫の管理③		交差汚染、環境汚染を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 使いかけの農薬は封をしていること
 (2) 農薬の転倒、落下防止対策の実施
 (3) 農薬の流出対策の実施
 (4) 保管庫の棚への農薬の吸収・吸着を防ぐ対策の実施
 (5) こぼれた農薬を処理するための農薬専用の道具の用意
 (6) 農薬が農産物や他の資材に付着しない対策の実施 コウサオセン カンキョウオセン ジッシ ジッシ フセ ジッシ ヨウイ ジッシ

		C5.4.4		必須		必須		危険物の保管（農薬）		火災を防ぐために、発火性または引火性の農薬の保管について、農薬の販売店・メーカー等に保管方法を確認し、その指示に従って保管している。また、警告表示をしている。 カサイ フセ ハッカ セイ インカ セイ ノウヤク ホカン ノウヤク ハンバイ テン トウ ホカン ホウホウ カクニン シジ シタガ ホカン ケイコク ヒョウジ

		C5.4.5		重要 ジュウヨウ		必須		農薬の在庫管理		農薬の入庫ごと、出庫ごとの記録がつけられている。記録と実在庫の整合性が取れている。 セイゴウセイ ト

		C5.5 農薬のドリフト

		C5.5.1		必須		必須		ドリフト被害の防止		農薬のドリフトによる被害を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1) 自分の圃場を含む周辺圃場で栽培されている作物の把握（管理点1.2）、そこ
       からの農薬のドリフトの危険性についての判断（灌漑用水を通じた農薬流入の
       危険性認識を含む）
 (2) 上記（１）に基づくドリフト対策の実施 ノウヤク ヒガイ フセ イカ ト ク カンリテン ハンダン フク ジョウキ モト ジッシ

		C5.5.2		必須		必須		ドリフト加害の防止		農薬のドリフトによる加害を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1) 自分の隣接圃場を含む周辺作物・周辺住民への農薬のドリフト防止対策
 (2) 地下水・河川等の水系への農薬流出防止対策
 (3) 土壌くん蒸剤を使用する場合、ラベルに従い被覆等の実施 ノウヤク カガイ ボウシ ジッシ

		C5.6 残留農薬に関する検証

		C5.6		必須		必須		残留農薬検査		農薬使用の適切性を確認するために、以下に取り組んでいる。
 （1) 以下の項目を満たす残留農薬検査の計画を文書化している。
    (a) 残留農薬検査の計画は農場内で使用した農薬およびドリフトの可能性がある
          農薬のうち、残留の可能性が高いと思われる品目・農薬成分・収穫時期・場所
          からのサンプル選定
    (b) 上記(a)で特に残留の可能性が高い農薬成分を特定できない場合、多成分
          一斉分析の実施
 （２)  残留農薬検査の計画に基づき、以下に取り組んでいる。
    (a) 年1回以上の残留農薬検査の実施と結果の保管
    (b) 検査の結果、残留農薬基準を超過した場合、管理点6.3，6.4に従った対応の
          実施 ノウヤクシヨウ テキセツセイ カクニン イカ ト ク イカ コウモク ミ センテイ ノウヤク ジッシ モト イカ ト ク ジッシ ケッカ ホカン ケンサ ケッカ ザンリュウノウヤク シタガ タイオウ ジッシ

		C6 肥料等の管理 カンリ

		C6.1 肥料等の選択・計画

		C6.1.1		必須		必須		肥料管理の責任者の
責務		a. 肥料管理の責任者（管理点2.1）は、肥料等の選択・計画・使用・保管の業務を統括
    している。

b. 肥料管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 施肥や土壌の管理に関する知識の向上

		C6.1.2		重要 ジュウヨウ		-		肥料成分の把握		適切な肥料投入量の計算に必要な肥料等の成分を把握するために、以下に取り組んでいる。
 (1) 購入した肥料等の成分がわかる文書の保管
 (2) 自家製堆肥等、成分表がないものについては、検査機関による分析または書籍
       等による標準的な成分量の把握 テキセツ ヒリョウ ケイサン ヒツヨウ イカ ト ク トウ

		C6.1.3		必須		必須		適切な施肥設計		適切な施肥管理および温室効果ガス低減対策のために、肥料管理の責任者は以下の取り組みを行っている。
 （1) 施肥設計には、使用する肥料名と含有成分比率、投入量と10a当たりの成分
       量、施肥方法、施肥時期・タイミングが記載されている。施肥時期・タイミング
       は食品安全について配慮している。
 （2) 施肥設計は、以下の情報を元に、品質向上や収量向上と環境保全のバランスを
       考慮していることを説明できる。
    (a) 過去の生産実績（作物の収量、品質）と施肥結果との関係
    (b) 土壌診断の結果
    (c) 行政または農協の標準施肥量・栽培暦の標準施肥量
    (d) 土作り(管理点C1.3）
    (e) その地域および下流域における肥料による水質汚染に関する情報
    (f) 使用する肥料が地球温暖化に及ぼす影響（亜酸化窒素の排出） テキセツ セヒ カンリ ア セヒ ショクヒン ジョウホウ モト シュウリョウコウジョウ カンリテン カリュウイキ

		C6.1.4		必須		必須		肥料等の安全性		使用する肥料等の安全性の確保、土壌・農産物の汚染防止のために、肥料等について以下に取り組んでいる。
 (1) 肥料等に含まれる放射性物質が国の基準値内であることの確認
 (2) 行政による公定規格に合格した肥料以外の肥料等は、原材料（採取地等の由来
       含む）、製造工程または検査結果の把握による農産物に危害を及ぼす要因がな
       いことの確認
 (3) 堆肥の適切な発酵期間・温度の確保などによる病原微生物対策や雑草種子等
       の殺滅対策の実施
 (4) その他水源や土壌を汚染する可能性のあるものの不使用
 (5) 肥料等の購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること
 (6) その他使用上の注意の遵守 シヨウ ヒリョウトウ アンゼンセイ カクホ ドジョウ オセンボウシ ヒリョウトウ イカ ト ク ナイ カクニン ノウ フシヨウ シヨウジョウ チュウイ ジュンシュ

		C6.1.5		必須		必須		家畜ふん堆肥の安全性 カチク タイヒ アンゼンセイ		家畜ふん堆肥による農産物の病原微生物汚染を防ぐために、付属書C6.1.5に基づいた家畜ふん堆肥の管理を行っている。 カチク タイヒ ビョウゲン ビセイブツ オセン フセ モト カチク タイヒ カンリ オコナ

		C6.2 肥料等の使用と記録

		C6.2.1		必須		必須		肥料等の使用記録 ヒリョウトウ シヨウ		トレーサビリティ確保のために、肥料等の使用について、以下の項目を記録している。
 (1) 施肥した場所（圃場名等）
 (2) 施肥日
 (3) 肥料等の名称
 (4) 施肥量
 (5) 施肥方法（散布機械の特定を含む）
 (6) 作業者名 ヒリョウトウ

		C6.2.2		努力		-		施肥の検証 セヒ ケンショウ		作物の適切な生育および環境汚染防止に資する施肥のために、施肥設計・散布実績・生産実績を確認し、結果を次作の計画に役立てている。 セヒ セッケイ サンプ ジッセキ セイサン ジッセキ カクニン ケッカ ジサク ケイカク ヤクダ

		C6.3 肥料等の保管

		C6.3.1		必須		必須		危険物の保管
（肥料） ホカン		火災等事故を防ぐために、発熱・発火・爆発の恐れがある肥料を保管している場合は、肥料の販売店・メーカーに保管方法を確認し、その指導に従って保管している。 カサイ フセ ハツネツ ハッカ バクハツ オソ ヒリョウ ホカン バアイ ヒリョウ ハンバイ テン ホカン ホウホウ カクニン シドウ シタガ ホカン

		C6.3.2		重要 ジュウヨウ		必須		肥料等の保管条件		
肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
       を防いでいること
 (2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
 (3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
 (4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
 (5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
 (6) 農産物・種苗への汚染防止
 ヒリョウトウ ヒンシツレッカ カンキョウオセン ボウシ ロウドウアンゼン ショクヒンアンゼン フクロヅ ヒリョウトウ ホカン イカ ト ク ジョキョ セイソウ ホウホウ

		C6.3.3		必須		必須		堆肥の保管		環境汚染防止および交差汚染防止のために、製造途中の堆肥および流出液について必要な対策を実施している。 カンキョウオセンボウシ コウサオセン ボウシ ヒツヨウ ジッシ

		C6.3.4		重要 ジュウヨウ		必須		肥料等の在庫管理 トウ		肥料等の入庫ごと、出庫ごとの記録がある。記録と実在庫の整合性が取れている。計量が困難な肥料等については、何らかの方法でその在庫を把握する工夫をしている。 ヒリョウトウ セイゴウセイ ト

		S スプラウト類専用項目 ルイ センヨウ コウモク

		S1.1		必須		必須		スプラウト類の
衛生管理 カンリ		スプラウト類の農産物取扱い工程では、以下に取り組んでいる。
 (1) 年1回以上作業者の検便（サルモネラ属菌および腸管出血性大腸菌を含む）を
       行っている。
 (2) 施設の出入り口に足用の消毒槽を用意し、有効な濃度に消毒液を調製してい
       る。
 (3) 月1回以上大腸菌について農産物の微生物検査を行っている。大腸菌が検出
       された場合は、大腸菌の検査頻度を週1回以上に増やし、サルモネラ属菌およ
       び腸管出血性大腸菌についても検査を行う。衛生管理の作業手順の改善を行
       い、連続して陰性結果が得られ、衛生管理が適切に実施されていることが確認
       できるまで検査を継続し、サルモネラ属菌および腸管出血性大腸菌の陰性が
       確認できてから出荷を再開する。
 (4) トイレの出入り口で靴の履き替えや手洗いができるようになっている。し尿く
       み取り口からの汚染を防いでいる。 コウテイ イカ ゾク ゾク インセイ シュッカ サイカイ

		S1.2		重要 ジュウヨウ		-		スプラウト類の培地の
安全性		 (1) スプラウト類の培地は年1回以上安全性についてリスク評価をしている。
 (2) 確認の結果、問題がある場合は、対策を講じている。 ヒョウカ

		S1.3		重要 ジュウヨウ		-		スプラウト類の培地の
衛生管理		スプラウト類の培地や栽培容器の管理は以下の項目を満たしている。
 (1) 病原微生物汚染および異物混入を防ぐ保管をしている。
 (2) 再利用する場合は適切な洗浄・消毒を行っている。
 (3) 洗浄前の容器と洗浄後の容器が明確に識別できるように分別している。

		S1.4		必須		必須		スプラウト類に
使用する
水の安全性		スプラウト類に使用する水は以下に取り組んでいる。
 (1) 農場内で使用する水道水以外の水は水質検査を年1回以上行い、大腸菌不検出
       の検査記録があり、有効塩素濃度を0.1mg/ℓ以上に保つ対策を講じている。
 (2) 給水設備は定期的に保守管理を行い、正常に稼働することを確認している。
 (3) 養液タンク等に病原微生物や異物が混入しないよう対策を講じている。
 (4) 栽培プール内の水の微生物汚染を防いでいる。 ユウコウ ホシュ カンリ

		S1.5		必須		必須		衛生管理区域の設定 クイキ セッテイ		スプラウト類（種子、作物を含む)を扱う場所は衛生管理区域として設定し、以下に取り組んでいる。
 (1) 農産物取扱い工程と同様の衛生管理を行っている。
 (2) 定期的に点検し、壊れた部分や不備があれば修繕している。
 (3) 床に水がたまらないようにしている。
 (4) 排水溝や排水口に汚物や汚水がたまらないようにしている。 ルイ サクモツ フク ノウサンブツ トリアツカ

		S1.6		必須		必須		スプラウト類の設備		スプラウト類の生産設備は工程ごとに専用化し、他の工程で使用していない。 コウテイ コウテイ

		S1.7		必須		必須		スプラウト類の種子の安全性		病原性微生物の付着や増殖を避けるために、スプラウト類の種子は以下に取り組んでいる。
 (1) 種子の処理方法について安全性を確認し手順化している。
 (2) 上記(1)で定めた手順に即して種子消毒を実施し、実施した事項を記録して
       いる。
 (3) 殺菌後は衛生的な管理を行っている。
 (４) 種子の荷受け時に包装の破れ、水濡れ等の異常がないことを確認している。
 (5) 種子に動物の糞や死骸、ハエのような異物が混入していないことを確認して
       いる。 ジョウキ

		S1.8		重要 ジュウヨウ		-		スプラウト類の種子の
保管		スプラウト類の種子は以下の項目に取り組んでいる。
 (1) 種子に病原微生物や異物が付着しないよう対策を講じている。
 (2) 種子保管室の温度はその品種に適した温度を保っている。
 (3) 播種作業時には使用器具および手指を清潔に保っている。

		M きのこ類専用項目 ルイ センヨウ コウモク

		M1.1		必須		必須		きのこ類の資材の
安全性		きのこ類の使用資材は以下の内容を確認し、安全性について年1回以上リスク評価し、その記録を残している。リスク評価の結果、問題がある場合は対策を講じている。
 (1) 使用原木（おがこ、チップ等の培地基材を含む）の産地・樹種を確認している。
 (2) 栄養材(米ぬか、ふすま等）の購入先・原料を確認している。
 (3) 添加材（炭酸カルシウム等）の購入先・原料を確認している。 
 (4) 増収材は購入先と成分を確認している。 
 (5) 容器の購入先・原料（材質）を確認している。 
 (6) その他の資材（封ろう、スチロール栓、覆土）の購入先、原料を確認している。  イカ ナイヨウ カクニン ヒョウカ フク

		M1.2		必須		必須		きのこ類の培地・栽培
容器の衛生管理		きのこ類の培地や栽培容器の管理は以下に取り組んでいる。
 (1) 病原微生物汚染および異物混入を防ぐ保管をしている。
 (2) 再利用する場合は適切な殺菌消毒・洗浄を行っている。殺菌した場合は、殺菌
       場所、実施日、薬品名、使用方法、作業者名、植え付け前期間を記録している。
       農場外で行う場合は、 培地を殺菌した会社の名称と所在地を記録している。
 (3) 培地や栽培容器を衛生的に取り扱っている。
 (4) 定期的に施設の清掃を行っている。
 (5) 浸水容器は、農薬を希釈するなど他の目的に使用していない。
 (6) 消毒剤はきのこ栽培に影響のないものを使っている。 

		M1.3		必須		必須		きのこ類の資材の
使用記録		きのこ類の資材について以下の内容を記録している。
 (1) 使用した場所（圃場名等）
 (2) 使用日
 (3) 資材等の名称と成分（組成内容：炭酸カルシウム、硫酸アンモニウム等）
 (4) 使用量
 (5) 使用方法
 (6) 作業者名
 (7) 購入先 メイ トウ

		M1.4		重要 ジュウヨウ		-		きのこ類に使用する
水の安全性		きのこ類に使用する水は重金属類（鉛、カドミウム、水銀、ヒ素）が飲用基準値以下であることを確認している。

		M1.5		必須		必須		きのこ施設の衛生管理		きのこ類の施設は以下に取り組んでいる。
 (1) 栽培施設の定期的な清掃、消毒処理
 (２) 培地にかからない施設・接種機器等の消毒
 (３) 培養菌床にかからない栽培場所の消毒
 (４) 栽培に影響のない消毒剤の使用
 (５) きのこの生育に適した温度・湿度の維持 ショウドク シヨウ セイイク イジ

		M1.6		必須		必須		きのこ類の培地・種菌の
取扱い		きのこ類の培地・種菌は下記の項目を満たしている。
 (1) 培地・種菌に病原微生物や異物が付着しないよう培地調製および調整後の
       取り扱い方法（種菌を含む）を定め対策を講じている。
 (2) 種菌保管室の温度はその菌種に適した温度を保っている。
 (3) 植菌作業時には使用器具および手指を清潔に保っている。 チョウセイゴ ト アツカ ホウホウ フク サダ

		M1.7		必須		必須		きのこ類の表示		管理点6.2c.に代えて出荷する農産物、送り状、納品書等に以下の表示を行っている。
 (1) 農場名
 (2) 農産物の名称
 (3) 原産地（植菌地）
 (4) 栽培方法（※ シイタケの場合) カンリテン カ シュッカ ノウサンブツ ノウ サイバイホウホウ バアイ





+SA項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		SA1		-		必須		土地の利用権 トチ リヨウケン		土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。 セイトウ ショユウケン シャクチケン

		SA2		-		必須		土地の購入 トチ コウニュウ		土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
 (1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権
       利を示す文書がある。
 (2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土
       地の所有権を認めている。
 (3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
       れている。

		SA3		-		必須		商取引の透明性 ショウトリヒキ トウメイセイ		商取引について、以下の取り組みを実施している。
 (1) すべての商取引に関連する文書を保持している
 (2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを明確
       化している。 ショウトリヒキ イカ カンレン ホジ オコナ

		SA4		-		必須		法令の遵守 ホウレイ ジュンシュ		農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。 ニュウシュ

		SA5		-		必須		販売に関する契約 ハンバイ カン ケイヤク		農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意している協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
 (1) 仕様
 (2) 価格
 (3) 取引量
 (4) 支払条件   ノウサンブツ カン イカ フク ケイヤク ブンショカ シメ シヨウ カカク トリヒキリョウ シハライ ジョウケン

		SA6		-		必須		農薬の使用 ノウヤク シヨウ		a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、
  ブロマシル、チウラム ノウヤク セイサン クニ トウロク テキセツ シヨウ ヤクザイ ゲンタイ イカ フク ノウヤク シヨウ シヨウ バアイ ショウライテキ ツカ ホウシン

		SA7		-		必須		農地の造成 ノウチ ゾウセイ		2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明できる。 ガツ ニチ アラ ゾウセイ バアイ ホジョウ ゲンセイリン シッチ タイ シゼン チイキ チイキ エイキョウ アタ ブンショ ショウメイ

		SA8		-		必須		労働者の雇用・採用 ロウドウシャ コヨウ サイヨウ		a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
    ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
 (1) 国から許可を得ていること
 (2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
 (3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること ロウドウシャ ジッシ カクニン ロウドウカンケイホウレイ

		SA9		-		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
 (1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
 (2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 センヨウコウモク

		SA10		-		必須		水の使用権 ケン		水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って節水に協力している。

		SA11		-		必須		+SAロゴマークの
適切な使用 テキセツ シヨウ		+SAに関する適切な表示をするために、+SAロゴマークを使用している場合、以下に取り組んでいる。
 (1) 関係する基準文書の遵守
 (2) 過去1年以内に発行された使用許諾書の保管

※ 団体の場合は、団体事務局が実施する。 イカ ト ク ジュンシュ カコ ネンイナイ ハッコウ シヨウキョダクショ ホカン





付属書C2.1

		(付属書 C2.1)栽培に使用する水の水質検査についての検討図（ディシジョンツリー） ミズ スイシツ ケンサ ケントウズ



		収穫前(1週間以内）に可食部に水（かん水、農薬希釈水、液肥希釈水等）がかかる。 シュウカクマエ シュウカン イナイ カショク ミズ スイ ノウヤクキシャク スイ エキヒキシャクスイ トウ												→Yes→				水道水等の行政が認めた飲用に適する水を使用している。 スイドウスイ トウ ギョウセイ ミト インヨウ テキ ミズ シヨウ







		↓																↓

		No												Yes				No		（井戸水、農業用水、河川やため池の水等）

		↓																↓

		栽培から収穫前までに使用する水の検査を必ずしも行わなくて良い。 サイバイ シュウカク マエ																
大腸菌検査を少なくとも1年に1回実施している。
 ダイチョウキン ケンサ ジッシ







																		↓

														Yes				No

																		↓

		検査結果が、大腸菌不検出、または、100個/100ml以下である ケンサ ケッカ ダイチョウキン フ ケンシュツ コ イカ												→No→				農産物が汚染されないための対策を文書化する。 ノウサンブツ オセン タイサク ブンショカ







		↓

		Yes

		↓

		潅水や農薬希釈水等に使用することができる。 カンスイ ノウヤクキシャクスイ トウ シヨウ







		※栽培から収穫前までに使用する水に関して、農産物固有の要求事項がある場合（きのこ類、スプラウト類）はそれに従う。 サイバイ シュウカク マエ シヨウ ミズ カン ノウサンブツ コユウ ヨウキュウ ジコウ バアイ ルイ ルイ シタガ





付属書C6.1.5

		(付属書 C6.1.5)家畜ふん堆肥の管理についての検討図（ディシジョンツリー） カチク タイヒ カンリ ケントウズ



		1

		自家製堆肥である。 ジカセイ タイヒ										水分調整や定期的な切り返しを行い、55℃以上が3日以上続いた工程で製造している。
※ ただし、雑草種子死滅には60℃以上が必要 ザッソウ シュシ シメツ イジョウ ヒツヨウ										
3に進む。 スス

										→YES→										→No→



		↓

		No		（購入、譲渡等）

		↓

		※ 都道府県知事の登録をうけたものも含む トドウフケンチジ トウロク フク

																				YES

		2

		製造工程が確認できる。その結果、水分調整や定期的な切り返しを行い、55℃以上が3日以上続いた工程で製造されていることが確認できる。 セイゾウコウテイ カクニン スイブン チョウセイ テイキテキ キ カエ オコナ イジョウ ニチ イジョウ ツヅ コウテイ セイゾウ カクニン										堆肥について、以下のことを確認する。
色は、褐色から黒褐色である。
原料家畜ふんのにおいがほぼない。
手触りがさらさらである。 タイヒ イカ カクニン イロ カッショク クロカッショク ゲンリョウ カチク テザワ										使用可。 シヨウ カ



										→YES→										→YES→





		↓

		No								NO

		↓

		3

		葉物野菜等、収穫部位が土壌に近く、かん水や大雨時に土が収穫部位につく可能性がある農産物である。 ハモノヤサイ トウ シュウカクブイ ドジョウ チカ スイ オオアメジ ツチ シュウカクブイ カノウセイ ノウサンブツ										堆肥の施用は、収穫4か月前までに実施する施肥設計とする。 タイヒ セヨウ シュウカク ゲツ マエ ジッシ セヒセッケイ

										→YES→







		↓

		No

		↓

		4

		堆肥の施用は、収穫2か月前までに実施する施肥設計とする。 タイヒ セヨウ シュウカク ゲツ マエ ジッシ セヒセッケイ







		※ いずれの場合も、使用時は管理点C6.1.2、C6.1.3、C6.1.4に準拠する。 バアイ シヨウジ カンリテン ジュンキョ
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11.2
重
要

必
須

省エネルギーの推進

温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
 (１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
 (２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
 (3） 再生可能エネルギーの採用の検討

13.2.1
重
要

必
須

生物多様性への配慮①

生物多様性保全のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 農場周辺に生息する鳥獣の把握と、生物多様性に配慮した鳥獣被害防止対策の
       取り組み
 (2) 圃場が自然保護地域にある場合、行政の指導（開発規制等）に従っている

13.2.2
努
力

必
須

生物多様性への配慮②
生物多様性保全のために、固有種（在来種）の動植物の保全、生物多様性を活用した持続可
能な農業への展開あるいは地域の生物多様性への取り組みへの参加に取り組んでいる。

13.3
重
要

必
須

外来生物の管理
生物多様性のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 農業生産で使用する外来生物が生態系を乱さない管理
 (2) 外来生物の活用について、行政の指導の遵守
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利用方法

		1．本書の利用方法 ホンショ

		本書は『JGAP農場用管理点と適合基準』および『+SA農場用管理点と適合基準』を組み合わせたチェックリストです。農場での取り組みの利便性を考慮して参考として作成されたものです。各管理点のレベルについて、左側はJGAPの認証で使われるレベル、右側は+SAの評価で使われるレベルとなります。 ホンショ ノウジョウヨウカンリテン テキゴウ キジュン ノウジョウヨウ カンリテン テキゴウキジュン ク ア ノウジョウ サンコウ サクセイ カクカンリテン ヒダリガワ ニンショウ ツカ ミギガワ ツカ



		2．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		3．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、JGAP認証および+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ニンショウ ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン



































































共通項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウキジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		2.5		重要 ジュウヨウ		必須		経営者による改善 カイゼン		
a. 農場管理の改善のために、経営者は、以下の情報から農場管理の仕組みを年1回
    以上見直し、 必要に応じて該当する責任者へ改善を指示している。
 (１) 自己点検（管理点2.4）結果（団体の場合には内部監査結果）
 (２) 商品の苦情記録（管理点6.4）
 (３） 外部審査の結果
 (４） 苦情・事故・ルール違反記録（管理点1.5）
 (５) JGAP適用範囲の変更点（管理点1.1）

b. 経営者は、上記a.の見直し結果および該当する責任者への改善指示を記録して
    いる。

c. 経営者は、食品安全・労働安全・環境保全・人権の尊重について農場全体での意識
    の醸成を図っている。

※ 団体の場合は、経営者を団体の代表者と置き換えても良い。
 ケッカ

		2.7		重要 ジュウヨウ		必須		経営の維持・継続の
ための対策 ケイエイ イジ ケイゾク タイサク		農場経営を維持・継続するために、災害等に備えた対策や計画を立てている。 ノウジョウ ケイエイ サイガイ ナド ソナ タイサク サク ケイカク タ

		３.3		重要 ジュウヨウ		必須		労働条件の提示		a. 使用者は、労働者に対して、就労前に以下に示す労働条件を文書で示している。
 (１） 従事する業務内容と就業する場所
 (２） 労働する期間、期間が限定される場合には雇用契約の更新に関する事項
 (３） 労働する時間、休憩時間、休日
 (４） 賃金とその支払方法および支払い時期
 (５） 退職に関する事項（雇用の解除に関する権利、解雇の条件等）

b. 外国人労働者の場合には、労働者が理解できる言語で労働条件を文書で示して
    いる。

		３.4		重要 ジュウヨウ		必須		労働条件の遵守 ジュンシュ		労働者の人権に配慮した労務条件を確保するために、以下に取り組んでいる。
 (1) 労働者の労働時間、休日、休憩は法令を遵守すること
 (2) 労働者の賃金は、法令で定められた最低賃金を下回らないこと
 (3) 深夜労働・時間外労働・休日労働の割増賃金は法令を遵守すること
 (4) 労働者の賃金は、管理点3.3で定めた労働条件に従った一定期日での支払い
 (5) 賃金から不当または過剰に控除していないこと ジョウケン カクホ ジュンシュ シタマワ ホウレイ ジュンシュ チンギン

		３.6		重要 ジュウヨウ		必須		使用者と労働者の
コミュニケーション		
労働者の労働条件・労働環境の改善を図るために、以下に取り組んでいる。
 (1) 使用者と労働者との間で、年1回以上、労働条件、労働環境、労働安全等につい
       て労働者が意見を伝えやすい環境を整えて意見交換を実施し、実施内容を記録
       すること
 (2) 使用者と労働組合または労働者の代表者との間で自由な団体交渉権が認めら
       れており、締結した協約または協定がある場合にはそれに従っていること
 ロウドウシャ ロウドウジョウケン ハカ イカ ト ク ツタ カンキョウ トトノ

		３.9		重要 ジュウヨウ		必須		労働者用住居		労務管理上の必要から使用者が労働者に住居を提供する場合、その住居は安全で、健康的な生活環境の整備が行われている。 ケンコウ

		６.1		重要 ジュウヨウ		必須		商品管理の責任者の
責務 ショウヒン カンリ セキニンシャ セキム		
a.  商品管理の責任者（管理点2.1）は、以下の業務を統括している。
 (1） 商品の種類・規格の管理（品目・品種・栽培方法等）
 (2） 数量・重量を含む商品仕様
 (3） トレーサビリティの管理
 (４） 商品の安全や品質の確保
 (５） 商品に関する苦情・異常および商品の回収への対応

b. 商品管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 商品管理に関する知識の向上
 イカ ショウヒン シヨウ カンリ ショウヒン タイオウ イカ

		8.2		重要 ジュウヨウ		必須		衛生管理のルール設定と周知 エイセイカンリ セッテイ シュウチ		
作業者・農産物の衛生管理のために、以下の項目について衛生管理に関する必要なルールを文書化し、作業者および入場者に周知し、実施させている。
 (1) 作業着、帽子、マスク、靴、手袋等の装着
 (2) 手洗いの手順、消毒、爪の手入れ
 (3) 喫煙、飲食、痰や唾の処理および咳やくしゃみ等の個人の行動
 (4) トイレの利用
 (5) 農産物への接触
 (6) 身の回り品の取扱い
 サギョウシャ エイセイカンリ イカ コウモク エイセイカンリ カン ヒツヨウ サギョウシャ ニュウジョウシャ シュウチ ジッシ ソウチャク

		8.3		重要 ジュウヨウ		必須		手洗い設備の整備 テアラ セツビ セイビ		
作業者が必要時に手洗い設備を利用でき、手洗いによる衛生を確保するために、以下に取り組んでいる。
 (１） トイレおよび作業現場近くに、衛生的な水を使った手洗いが可能な手洗い設備
       の確保
 (2) 手洗い設備の衛生的な管理（清掃・メンテナンス）
 (3) 手洗いに必要な洗浄剤・手拭・消毒等の備品の設置
 ヒツヨウ テアラ セツビ テアラ サギョウ ゲンバ チカ テアラ セツビ カクホ セイソウ セッチ

		8.4		重要 ジュウヨウ		必須		トイレの整備 セイビ		
作業者が必要時にトイレを利用でき、トイレの汚れによる使用者および環境への汚染防止のために、以下に取り組んでいる。
 (１） 作業現場近くに、作業者に対し十分な数のトイレの確保
 (2) トイレの定期的な清掃
 (3) トイレの衛生面に影響する破損の補修
 (4) トイレの汚物・汚水の適切な処理
 ヒツヨウ ヨゴ シヨウシャ カンキョウ オセン ボウシ サギョウ ゲンバ チカ サギョウシャ タイ ジュウブン カズ カクホ

		9.1		重要 ジュウヨウ		必須		労働安全の責任者の
責務 ロウドウ アンゼン セキニンシャ セキム		
a. 労働安全の責任者（管理点2.1）は、作業中のけが、事故の発生を抑制する業務を
    統括している。

b. 労働安全の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 労働安全に関する知識の向上
 (3） 設備・機械の安全な使用方法の情報の入手および理解
 (4） 農場内に応急手当をできる者を配置し、その者が5年以内に応急手当の訓練
　　　 を受けていることが証明できること
 (5) 安全を確保するための適切な服装・保護具の用意および管理
 イカ キカイ ハイチ ネンイナイ

		9.3		重要 ジュウヨウ		必須		危険な作業に従事する要件 キケン サギョウ ジュウジ ヨウケン		
危険を伴う作業を安全に行うために、以下を満たした作業者が担当している。
 (1) 安全のための充分な教育・訓練を受けた者（管理点４.1）
 (2) 法令で要求されている場合には、労働安全に関しての公的な資格または講習
       等を修了している者（管理点４.２）
 (3) 酒気帯び者、作業に支障のある薬剤の服用者、病人、妊婦、年少者以外の者
 (4) 作業内容に応じた心身機能や能力を有した者
 (5) 安全を確保するための適切な服装・保護具を着用した者
 モノ

		9.4		重要 ジュウヨウ		必須		事故発生時の対応 ジコ		
事故・火災に素早く対応し影響を最小限にとどめるために、以下に取り組んでいる。
 (1) 事故・火災の対応手順および連絡網の文書化と作業者への周知
 (2) 清潔な水および救急箱の用意
      （救急箱の中身は管理点9.2でリスク評価した結果、必要と判断したもの）
 スバヤ タイオウ エイキョウ サイショウゲン ジコ カサイ ヨウイ ケッカ ハンダン

		9.5		重要 ジュウヨウ		必須		設備・機械・器具の
安全な使用 キグ		
事故防止のために、設備・機械・器具について以下に取り組んでいる。
 (1) 取扱説明書やメーカーの指導に従った使用
 (2) 安全性を損なう改造の禁止
 (3) 設備・機械の購入時には安全性の評価を行い、より安全に配慮した機種の選択
 (4) シートベルトや安全フレームなど安全装置がある機械は安全装置を有効にした
       使用（着装等）
 (5) 作業機械を装着・牽引したトラクターの灯火器類設置等、法令に従った公道
       走行
 (6) 使用前点検
 ジコボウシ キグ キンシ キシュ

		9.7		努力		必須		労働災害に対する備え（任意加入等） ロウドウサイガイ タイ ソナ ニンイカニュウ トウ		
労働災害に対する備えのために、以下に取り組んでいる。
 (1) 労働者が労働災害にあった場合の補償対策
 (2) 経営者や家族従事者が労働災害にあった場合の補償対策
 イカ ト ク ロウドウシャ ロウドウ サイガイ バアイ ホショウ タイサク ケイエイシャ カゾク ジュウジシャ

		11.2		重要 ジュウヨウ		必須		省エネルギーの推進 ショウ スイシン		
温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
 (１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
 (２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
 (3） 再生可能エネルギーの採用の検討
 サクゲン ト ク ジッシ サイセイカノウ サイヨウ ケントウ

		13.2.1		重要 ジュウヨウ		必須		生物多様性への配慮① ハイリョ		
生物多様性保全のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 農場周辺に生息する鳥獣の把握と、生物多様性に配慮した鳥獣被害防止対策の
       取り組み
 (2) 圃場が自然保護地域にある場合、行政の指導（開発規制等）に従っている


		13.2.2		努力 ドリョク		必須		生物多様性への配慮② ハイリョ		
生物多様性保全のために、固有種（在来種）の動植物の保全、生物多様性を活用した持続可能な農業への展開あるいは地域の生物多様性への取り組みへの参加に取り組んでいる。


		13.3		重要 ジュウヨウ		必須		外来生物の管理		生物多様性のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 農業生産で使用する外来生物が生態系を乱さない管理
 (2) 外来生物の活用について、行政の指導の遵守 セイブツタヨウセイ イカ ト ク ジュンシュ





青果物項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		C 農産専用項目 ノウサンセンヨウコウモク

		C1 土壌の管理

		C1.1		必須		必須		土壌の安全性		土壌（客土・培土・水耕栽培の培地を含む）の安全性を確認するために、以下の場合、行政に相談し、対策を実施し記録している。
 (1) 過去におけるPOPｓ物質の使用可能性がある場合
 (2) 行政による土壌汚染地域通知・指定（カドミウム等）がある場合 カクニン イカ バアイ ジッシ カコ シヨウ カノウセイ バアイ トウ バアイ

		C1.2		重要 ジュウヨウ		必須		土壌流出の防止		風や水による土壌流出を食い止めるために、必要な耕作技術を利用している。 ヒツヨウ

		C1.3		重要 ジュウヨウ		必須		炭素の貯留に配慮した土づくり タンソ チョリュウ ハイリョ ツチ		土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでいる。
 (１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
 (２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

		C1.4		重要 ジュウヨウ		必須		汚染水の流入対策		汚水の圃場への流入による土壌および作物に対する影響を防ぐために、周辺の状況（管理点1.2）を確認した上で以下に取り組んでいる。
 (1) 流入防止対策
 (2) 汚水が流入した場合、作物や土壌に対する食品安全のリスク評価とそれに基づ
       く対策の実施。リスク評価の結果および対策の記録 フセ カクニン ウエ リュウニュウボウシタイサク オスイ リュウニュウ バアイ サクモツ ドジョウ タイ ショクヒン アンゼン ヒョウカ モト タイサク ジッシ ケッカ タイサク キロク

		C2 水の管理 ミズ カンリ

		C2.1		必須		必須		栽培に使用する水の
管理 サイバイ シヨウ カンリ		
栽培に使用する水（かん水や農薬希釈等）による、農産物の汚染を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1） 使用用途ごとの水源および貯水場所の把握
 (2) 付属書C2.1に基づき、栽培に使用する水について大腸菌検査が必要か確認
       し、必要に応じて農産物が汚染されないための対策の文書化
 (3） 栽培に水を使用する際の以下の実施
    (a) 使用時の水の異常（濁りや臭い）の確認
    (b) 使用している水に異常が発生した場合の異常の内容およびその対応の記録
 (4) 重金属について、環境基準を超えている場合、自治体の指示に従う
 シヨウ ミズ スイ ノウヤク キシャク トウ オセン フセ イカ ト ク シヨウ ヨウト スイゲン チョスイバショ ハアク フゾクショ モト ダイチョウキン ケンサ ヒツヨウ カクニン ヒツヨウ オウ オセン タイサク ブンショカ ミズ シヨウ サイ イカ ジッシ カクニン

		C2.1.1		重要 ジュウヨウ		-		
養液栽培で使用する
水の管理
 カンリ		養液栽培の培養液の汚染を防ぐために、必要な対策を実施している。 フセ ヒツヨウ タイサク ジッシ

		C2.2		必須		必須		収穫および収穫後に
使用する水の管理 シュウカク シュウカク ゴ カンリ		
農産物の汚染を防ぐために、収穫時と収穫以後において、農産物に接触する水または氷、容器を洗浄する水、農産物取扱い工程で使用する農産物と接触する機械および作業者の手洗いに使用する水を衛生的に取り扱い、以下に取り組んでいる。
 (1） 水道水等の行政が認めた飲用に適する水の使用
 (2) 上記(1)以外を使用する場合には、水質検査を年１回以上行い、大腸菌不検出
       であることの確認
 シュウカク トキ シュウカク イゴ セッショク ミズ コオリ シヨウ シヨウ ミズ ト アツカ イカ ギョウセイ ミト タイオウ ジョウキ スイドウスイ トウ インヨウ テキ ミズ シヨウ イガイ シヨウ バアイ

		C2.2.1		重要 ジュウヨウ		-		容器に貯める洗浄水の
衛生管理 エイセイ		洗浄水による農産物汚染を防ぐために、容器に水を貯めて洗浄する場合、水を掛け流している。 センジョウスイ オセン フセ ミズ

		C2.3		努力 ドリョク		-		水源等の保護		自分の管理する水源、貯水場所および水路がある場合、故意または偶発的に汚染されることを防ぐために、必要な対策を実施している。 バアイ

		C2.4		重要 ジュウヨウ		必須		排水・汚水の処理 ハイスイ オスイ ショリ		水質劣化および環境汚染を防ぐために、農場で発生した排水やそれに含まれる植物残渣、掃除ゴミ等を処理している。 カンキョウオセン フセ ノウジョウ ハイスイ

		C3 圃場・施設の管理 ホジョウ

		C３.1		重要 ジュウヨウ		-		有害生物等への対応 トウ		農産物取扱い施設内への有害生物（昆虫、小動物、鳥類、かび等）の侵入・発生および異物・有毒植物等の混入を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1) 侵入・発生・混入を防ぐ対策の実施
 (2) 食品安全に影響がない方法による駆除

		C３.2		必須		必須		青果物の保管		青果物の保管時における汚染・変質を防ぐために、保管施設は以下に取り組んでいる。
 (1) 農産物に適した温度と湿度の維持
 (2) 結露の付着防止
 (3) 光に敏感な農産物（馬鈴薯等）への露光防止
 (4) 農産物貯蔵以外の目的で使われていた場所の場合、使用前の十分な清掃と
       その記録 ホカンジ オセン ヘンシツ フセ イカ ト ク ノウサンブツ テキ イジ ケツロ フチャク ボウシ バレイショ ロコウ ボウシ ジュウブン

		C３.3		必須		必須		新規圃場の適性の検討		新規圃場の使用について、以下の項目について検討し、検討内容と使用判断の結果を記録している。
 (1) 農産物の安全（管理点C1.1、C２.1、C5.5.1）
 (2) 労働安全（管理点9.2）
 (3) 周辺環境への影響（管理点13.1）
 (4) 自然保護地域の開発規制（管理点13.2.1） シヨウ ケントウ ケントウ ナイヨウ シヨウハンダン ケッカ

		C３.4		重要 ジュウヨウ		-		新規圃場の問題への
対策		管理点C３.3の検討の結果、改善を行った場合は、対策の内容とその結果を記録している。 オコナ

		C4 種苗の管理 シュビョウ

		C4.1		必須		必須		種苗の調達		
食品安全、トレーサビリティ確保のために、種苗について以下に取り組んでいる。
 (1) 指定種苗を購入した場合、品種名、生産地、販売者、使用農薬の成分（種子の
       場合は種子消毒、苗の場合は種子消毒および育苗期間中に使用した農薬すべ
       て）と使用回数が記載された証明書等の保管または記録、それ以外の場合、
       品種名、生産地、販売者が記載された証明書等の保管または記録
 (2) 自家増殖の場合、採取した種苗の圃場の記録
 (3) 行政による検疫対象の種苗の場合、検査に合格していることの確認
 (4) ゲノム編集品種の場合、国の情報公開が行われていることの確認および行政
       の指導に従っていること
 (5) 種苗の購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること
 ショクヒンアンゼン カクホ シュビョウ イカ ト ク シテイ イガイ バアイ ヘンシュウ ヒンシュ バアイ クニ ジョウホウコウカイ オコナ カクニン ギョウセイ シドウ シタガ シュビョウ

		C4.2		重要 ジュウヨウ		-		播種・定植の記録		トレーサビリティ確保のために、播種・定植について以下の項目について記録している。
 (1) 種苗ロット
 (2) 播種・定植の方法（機械の特定を含む）
 (3) 播種・定植日
 (4) 圃場の名称または圃場番号 コウモク

		C4.3		必須		必須		遺伝子組換え作物の
栽培・保管・販売
		遺伝子組換え作物を栽培する場合、環境保全（交雑防止等）、トレーサビリティ確保のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 栽培する国・地域の行政の指導の遵守
 (2) 栽培する国で許可された品種のみの栽培
 (3) 栽培記録において、遺伝子組換えであることの明記
 (4) 遺伝子組換え作物と非遺伝子組換え作物の圃場の明確な区分
 (5) 種苗と農産物は、遺伝子組換え作物と非遺伝子組換え作物を明確に区分した
       保管
 (6) 取引する国の行政の指導に従った販売
 (7) 取引する国の行政が販売を許可した品種のみの販売
 (8) 取引する国の行政による遺伝子組換え農産物に関する表示義務の遵守。法令
       が存在していない場合は、少なくとも作物の名称、原産地、「遺伝子組換え」ま
       たは「遺伝子組換え、不分別」のいずれかの表示 サイバイ バアイ カンキョウホゼン コウザツボウシトウ ト ク ジュンシュ サイバイ ハンバイ ジュンシュ

		C5 農薬の管理

		C5.1農薬使用計画

		C5.1.1		必須		必須		農薬管理の責任者の
責務		a. 農薬管理の責任者（管理点2.1）は、農薬の選択・計画・使用・保管の業務を統括
    している。

b. 農薬管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 農薬に関する知識の向上
 (3） 農薬使用基準に関する最新情報の入手・保管 ホカン

		C5.1.2		必須		必須		IPMの実践		a. 環境保全および持続的な農業経営のために、農薬管理の責任者は、以下の取り組
    みを行っている。
 (1) 病害虫・雑草が発生しにくい環境の整備
 (２） 病害虫・雑草の発生状況を把握した上での防除要否およびタイミングの判断
 (３） 化学農薬と化学農薬以外の防除手段を組み合わせた多様な手法による防除

b. 化学農薬低減のための取り組みを文書化し、結果を把握することにより次年度
    計画に活かしている。 イカ ト ク オコナ カガク カガクノウヤク イガイ ノウヤク ケッカ

		C5.1.3		必須		必須		農薬の選択・計画
		農薬の適正使用、環境汚染の防止およびIPMの実践のために、農薬管理の責任者は以下を満たした農薬使用計画を文書化している。
 (1) 使用する予定の農薬の商品名、有効成分、適用作物、適用病害虫・雑草、希釈
       倍数、使用量、使用回数、総使用回数、使用時期、使用方法（散布以外）の記載
 (2) 生産国の農薬使用基準の遵守
 (3) 取引先および地域の規制要求がある場合は、その農薬使用基準の遵守
 (4) 水田または水系に近い圃場での使用について、魚毒性の考慮
 (5) RACコード確認による耐性・抵抗性の防止
 (6) 後作での残留農薬基準違反の防止
 (7) 輸出先国で使用禁止されている農薬の不使用。輸出先国の残留農薬基準の
       確認 ノウヤク テキセイ シヨウ ボウシ カクニン ユシュツサキコク

		C5.2 農薬の準備

		C5.2.1		必須		必須		農薬使用の決定		農薬の適正使用および環境汚染を防ぐために、農薬管理の責任者は農薬使用の前に以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬使用計画に従った農薬使用の決定
 (2) 計画を変更する場合、変更した農薬使用計画が管理点C5.1.3を満たしている
       か再度確認してから決定
 (3) 収穫予定日から逆算して使用日を決定
 (4) その他、ラベルの指示事項の遵守
 (5) 農薬の購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること ノウヤク テキセイシヨウ ノウヤクシヨウ ト ク ジュンシュ

		C5.2.2		必須		必須		農薬使用の準備① ノウヤクシヨウ ジュンビ		農薬の適正使用のために、農薬使用の準備について以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬管理の責任者の許可・指示による準備
 (2) 最終有効年月を過ぎた農薬の不使用
 (3) 農産物や周辺環境を汚染しない場所・方法での準備
 (4) ラベルに従い、農薬の正確な計量・希釈
 (5) 混用が必要な場合はラベルの指示に従い、剤型による投入の順番を考慮し
       適正な混合の実施
 (6) 散布機器の使用前点検 ジュンビ フシヨウ

		C5.2.3		必須		必須		農薬使用の準備②		作業者の健康被害、環境汚染を防ぐために、農薬使用の準備について以下に取り組んでいる。
 (1) こぼれた農薬を処理するための専用の道具の用意
 (2) 農薬保管庫から準備場所への汚染を防ぎ安全な農薬持ち出し
 (3) 防除衣・保護具の着用後の農薬の計量と散布液の調製開始
 (4) 散布後に散布液や散布薬剤（粒・粉）が余らないよう必要な量を計算
 (5) 使用した計量器具等の洗浄を適切に実施（計量カップや農薬の空容器は使用
       後、3回以上すすぎ、すすいだ水は希釈用の水の一部として薬液のタンクへ投
       入） ジュンビ オセン フセ ホゴ

		C5.3 農薬の使用と記録

		C5.3.1		必須		必須		防除衣・保護具の着用		作業者の健康被害を防ぐために、防除衣、保護具について以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬のラベルの指示に従った農薬専用の防除衣・保護具の着用
 (2) マスクについて、使用回数・期間の指定の遵守 サギョウシャ ケンコウヒガイ フセ ボウジョ ギヌ ホゴ グ ボウグ イカ ト ク ノウヤクセンヨウ ホゴ ジュンシュ

		C5.3.2		必須		必須		防除衣・保護具の管理 カンリ		農産物への交差汚染、作業者の健康被害を防ぐために、農薬散布に使用した防除衣・保護具について以下に取り組んでいる。
 (1) 防除衣・保護具を着用したまま農産物への接触防止、農産物のある場所への
       立入禁止
 (2) 再利用する防除衣および保護具の洗浄
 (3) 防除衣は着用後に他の服とは分けた洗浄の実施、手袋は外す前に洗浄
 (4) 長靴は靴底を含め洗浄による泥の除去と除去状況の目視確認
 (5) 破れたり痛んだりした防除衣の交換やマスクの汚れたフィルターの交換
 (6) 洗浄後の乾燥
 (7) 農薬および農産物と接触しないように保管 サギョウシャ ノウヤクサンプ シヨウ チャクヨウ セッショクボウシ バショ タチイリキンシ ジッシ センジョウ フク センジョウ ドロ ジョキョ ジョキョ ジョウキョウ モクシカクニン コウカン センジョウゴ カンソウ

		C5.3.3		必須		必須		残液の処理と散布機器の洗浄 サンプキキ センジョウ		農産物への交差汚染、環境汚染防止のために、農薬散布後の片付けについて以下に取り組んでいる。
 (1) 調製した散布液の対象圃場で使い切り
 (2) 散布機器に農薬が残らないような洗浄手順を決め、手順に基づく散布後の
       速やかな洗浄
 (3) 散布機器の洗浄は、自分が管理する特定の場所で、農産物や水源に危害が
       ない方法で実施
 (4) 農薬散布後の残液・洗浄水の処理は、行政の指導に基づき実施。行政の指導
       がない場合には、自分が管理する特定の場所で、農産物や水源に危害がない
       方法で処理 カンキョウオセン カタヅ ツカ キ キキ テジュン モト キキ ジッシ センジョウスイ

		C5.3.4		必須		必須		農薬使用の記録		トレーサビリティ確保のために、農薬使用について、以下の項目を記録している。農薬使用計画に（4）（5）（7）（8）を記載してある場合、農薬使用の記録には（5）（7）（8）を省略してもよい。
 (1) 対象作物（農薬登録における適用作物名）
 (2) 使用場所 （圃場名等）
 (3) 使用日
 (4) 農薬の商品名
 (5) 有効成分
 (6) 希釈倍数が指定されている場合には希釈倍数と散布液量、使用量が指定され
       ている場合には10a当たりの使用量
 (7) 使用時期（収穫前日数等）
 (8) 使用方法（散布機等の機械の特定を含む）
 (9) 作業者名 カクホ イカ ノウヤクシヨウケイカク キサイ バアイ ノウヤクシヨウ キロク ショウリャク メイトウ ア シュウカクマエ ニッスウ トウ サンプ キ トウ キカイ トクテイ フク

		C5.3.5		必須		必須		農薬の適正使用に関する検証		農薬の使用基準違反を防ぐために、農薬管理の責任者は以下を行っている。
 (1) 収穫前に農薬使用の記録（管理点C5.3.4）が農薬の使用基準を満たしている
       ことの確認
 (2) 収穫期が始まる前に農薬在庫の棚卸を実施し、使用量が適切であったかの
       確認。周年作物は定期的な棚卸の実施。棚卸の頻度・タイミングを説明できる。
 (3) 農薬使用に誤りがあった場合、管理点6.3、6.4に従った対応の実施 ノウヤク シヨウキジュン イハン フセ ノウヤクカンリ セキニンシャ イカ カンリテン ノウヤク シヨウキジュン ミ テイキテキ タナオロシ ジッシ タナオロシ ヒンド セツメイ

		C5.4 農薬の保管

		C5.4.1		必須		必須		農薬保管庫の管理①		農薬の盗難・交差汚染を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬を農薬保管庫外への放置防止
 (2) 農薬管理の責任者による農薬保管庫の鍵の管理
 (3) 農薬管理の責任者の許可・指示なく農薬に触れることができないよう強固で
       施錠された農薬保管庫の使用 ノウヤク トウナン コウサオセン フセ ノウヤク ホカン イカ ト ク ボウシ シヨウ

		C5.4.2		重要 ジュウヨウ		必須		農薬保管庫の管理②		農薬の誤使用、作業者の健康被害を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 毒物・劇物を警告する表示の実施、他の農薬との区分管理
 (2) 立ち入り可能な農薬保管庫の場合、通気性の確保
 (3) ラベルが読める程度の明るさの確保
 (4) 保管温度に関する指示の遵守
 (5) 購入時の容器のままで保管
 (6) 農薬の取り違え防止対策
 (7) 使用禁止農薬、最終有効年月を過ぎた農薬の区分管理 ノウヤク ゴシヨウ ケンコウヒガイ フセ ノウヤク ホカン イカ ト ク ジッシ クブンカンリ カクホ カクホ ジュンシュ ボウシタイサク カンリ

		C5.4.3		重要 ジュウヨウ		必須		農薬保管庫の管理③		交差汚染、環境汚染を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 使いかけの農薬は封をしていること
 (2) 農薬の転倒、落下防止対策の実施
 (3) 農薬の流出対策の実施
 (4) 保管庫の棚への農薬の吸収・吸着を防ぐ対策の実施
 (5) こぼれた農薬を処理するための農薬専用の道具の用意
 (6) 農薬が農産物や他の資材に付着しない対策の実施 コウサオセン カンキョウオセン ジッシ ジッシ フセ ジッシ ヨウイ ジッシ

		C5.4.4		必須		必須		危険物の保管（農薬）		火災を防ぐために、発火性または引火性の農薬の保管について、農薬の販売店・メーカー等に保管方法を確認し、その指示に従って保管している。また、警告表示をしている。 カサイ フセ ハッカ セイ インカ セイ ノウヤク ホカン ノウヤク ハンバイ テン トウ ホカン ホウホウ カクニン シジ シタガ ホカン ケイコク ヒョウジ

		C5.4.5		重要 ジュウヨウ		必須		農薬の在庫管理		農薬の入庫ごと、出庫ごとの記録がつけられている。記録と実在庫の整合性が取れている。 セイゴウセイ ト

		C5.5 農薬のドリフト

		C5.5.1		必須		必須		ドリフト被害の防止		農薬のドリフトによる被害を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1) 自分の圃場を含む周辺圃場で栽培されている作物の把握（管理点1.2）、そこ
       からの農薬のドリフトの危険性についての判断（灌漑用水を通じた農薬流入の
       危険性認識を含む）
 (2) 上記（１）に基づくドリフト対策の実施 ノウヤク ヒガイ フセ イカ ト ク カンリテン ハンダン フク ジョウキ モト ジッシ

		C5.5.2		必須		必須		ドリフト加害の防止		農薬のドリフトによる加害を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1) 自分の隣接圃場を含む周辺作物・周辺住民への農薬のドリフト防止対策
 (2) 地下水・河川等の水系への農薬流出防止対策
 (3) 土壌くん蒸剤を使用する場合、ラベルに従い被覆等の実施 ノウヤク カガイ ボウシ ジッシ

		C5.6 残留農薬に関する検証

		C5.6		必須		必須		残留農薬検査		農薬使用の適切性を確認するために、以下に取り組んでいる。
 （1) 以下の項目を満たす残留農薬検査の計画を文書化している。
    (a) 残留農薬検査の計画は農場内で使用した農薬およびドリフトの可能性がある
          農薬のうち、残留の可能性が高いと思われる品目・農薬成分・収穫時期・場所
          からのサンプル選定
    (b) 上記(a)で特に残留の可能性が高い農薬成分を特定できない場合、多成分
          一斉分析の実施
 （２)  残留農薬検査の計画に基づき、以下に取り組んでいる。
    (a) 年1回以上の残留農薬検査の実施と結果の保管
    (b) 検査の結果、残留農薬基準を超過した場合、管理点6.3，6.4に従った対応の
          実施 ノウヤクシヨウ テキセツセイ カクニン イカ ト ク イカ コウモク ミ センテイ ノウヤク ジッシ モト イカ ト ク ジッシ ケッカ ホカン ケンサ ケッカ ザンリュウノウヤク シタガ タイオウ ジッシ

		C6 肥料等の管理 カンリ

		C6.1 肥料等の選択・計画

		C6.1.1		必須		必須		肥料管理の責任者の
責務		a. 肥料管理の責任者（管理点2.1）は、肥料等の選択・計画・使用・保管の業務を統括
    している。

b. 肥料管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 施肥や土壌の管理に関する知識の向上

		C6.1.2		重要 ジュウヨウ		-		肥料成分の把握		適切な肥料投入量の計算に必要な肥料等の成分を把握するために、以下に取り組んでいる。
 (1) 購入した肥料等の成分がわかる文書の保管
 (2) 自家製堆肥等、成分表がないものについては、検査機関による分析または書籍
       等による標準的な成分量の把握 テキセツ ヒリョウ ケイサン ヒツヨウ イカ ト ク トウ

		C6.1.3		必須		必須		適切な施肥設計		適切な施肥管理および温室効果ガス低減対策のために、肥料管理の責任者は以下の取り組みを行っている。
 （1) 施肥設計には、使用する肥料名と含有成分比率、投入量と10a当たりの成分
       量、施肥方法、施肥時期・タイミングが記載されている。施肥時期・タイミング
       は食品安全について配慮している。
 （2) 施肥設計は、以下の情報を元に、品質向上や収量向上と環境保全のバランスを
       考慮していることを説明できる。
    (a) 過去の生産実績（作物の収量、品質）と施肥結果との関係
    (b) 土壌診断の結果
    (c) 行政または農協の標準施肥量・栽培暦の標準施肥量
    (d) 土作り(管理点C1.3）
    (e) その地域および下流域における肥料による水質汚染に関する情報
    (f) 使用する肥料が地球温暖化に及ぼす影響（亜酸化窒素の排出） テキセツ セヒ カンリ ア セヒ ショクヒン ジョウホウ モト シュウリョウコウジョウ カンリテン カリュウイキ

		C6.1.4		必須		必須		肥料等の安全性		使用する肥料等の安全性の確保、土壌・農産物の汚染防止のために、肥料等について以下に取り組んでいる。
 (1) 肥料等に含まれる放射性物質が国の基準値内であることの確認
 (2) 行政による公定規格に合格した肥料以外の肥料等は、原材料（採取地等の由来
       含む）、製造工程または検査結果の把握による農産物に危害を及ぼす要因がな
       いことの確認
 (3) 堆肥の適切な発酵期間・温度の確保などによる病原微生物対策や雑草種子等
       の殺滅対策の実施
 (4) その他水源や土壌を汚染する可能性のあるものの不使用
 (5) 肥料等の購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること
 (6) その他使用上の注意の遵守 シヨウ ヒリョウトウ アンゼンセイ カクホ ドジョウ オセンボウシ ヒリョウトウ イカ ト ク ナイ カクニン ノウ フシヨウ シヨウジョウ チュウイ ジュンシュ

		C6.1.5		必須		必須		家畜ふん堆肥の安全性 カチク タイヒ アンゼンセイ		家畜ふん堆肥による農産物の病原微生物汚染を防ぐために、付属書C6.1.5に基づいた家畜ふん堆肥の管理を行っている。 カチク タイヒ ビョウゲン ビセイブツ オセン フセ モト カチク タイヒ カンリ オコナ

		C6.2 肥料等の使用と記録

		C6.2.1		必須		必須		肥料等の使用記録 ヒリョウトウ シヨウ		トレーサビリティ確保のために、肥料等の使用について、以下の項目を記録している。
 (1) 施肥した場所（圃場名等）
 (2) 施肥日
 (3) 肥料等の名称
 (4) 施肥量
 (5) 施肥方法（散布機械の特定を含む）
 (6) 作業者名 ヒリョウトウ

		C6.2.2		努力		-		施肥の検証 セヒ ケンショウ		作物の適切な生育および環境汚染防止に資する施肥のために、施肥設計・散布実績・生産実績を確認し、結果を次作の計画に役立てている。 セヒ セッケイ サンプ ジッセキ セイサン ジッセキ カクニン ケッカ ジサク ケイカク ヤクダ

		C6.3 肥料等の保管

		C6.3.1		必須		必須		危険物の保管
（肥料） ホカン		火災等事故を防ぐために、発熱・発火・爆発の恐れがある肥料を保管している場合は、肥料の販売店・メーカーに保管方法を確認し、その指導に従って保管している。 カサイ フセ ハツネツ ハッカ バクハツ オソ ヒリョウ ホカン バアイ ヒリョウ ハンバイ テン ホカン ホウホウ カクニン シドウ シタガ ホカン

		C6.3.2		重要 ジュウヨウ		必須		肥料等の保管条件		
肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
       を防いでいること
 (2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
 (3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
 (4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
 (5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
 (6) 農産物・種苗への汚染防止
 ヒリョウトウ ヒンシツレッカ カンキョウオセン ボウシ ロウドウアンゼン ショクヒンアンゼン フクロヅ ヒリョウトウ ホカン イカ ト ク ジョキョ セイソウ ホウホウ

		C6.3.3		必須		必須		堆肥の保管		環境汚染防止および交差汚染防止のために、製造途中の堆肥および流出液について必要な対策を実施している。 カンキョウオセンボウシ コウサオセン ボウシ ヒツヨウ ジッシ

		C6.3.4		重要 ジュウヨウ		必須		肥料等の在庫管理 トウ		肥料等の入庫ごと、出庫ごとの記録がある。記録と実在庫の整合性が取れている。計量が困難な肥料等については、何らかの方法でその在庫を把握する工夫をしている。 ヒリョウトウ セイゴウセイ ト

		S スプラウト類専用項目 ルイ センヨウ コウモク

		S1.1		必須		必須		スプラウト類の
衛生管理 カンリ		スプラウト類の農産物取扱い工程では、以下に取り組んでいる。
 (1) 年1回以上作業者の検便（サルモネラ属菌および腸管出血性大腸菌を含む）を
       行っている。
 (2) 施設の出入り口に足用の消毒槽を用意し、有効な濃度に消毒液を調製してい
       る。
 (3) 月1回以上大腸菌について農産物の微生物検査を行っている。大腸菌が検出
       された場合は、大腸菌の検査頻度を週1回以上に増やし、サルモネラ属菌およ
       び腸管出血性大腸菌についても検査を行う。衛生管理の作業手順の改善を行
       い、連続して陰性結果が得られ、衛生管理が適切に実施されていることが確認
       できるまで検査を継続し、サルモネラ属菌および腸管出血性大腸菌の陰性が
       確認できてから出荷を再開する。
 (4) トイレの出入り口で靴の履き替えや手洗いができるようになっている。し尿く
       み取り口からの汚染を防いでいる。 コウテイ イカ ゾク ゾク インセイ シュッカ サイカイ

		S1.2		重要 ジュウヨウ		-		スプラウト類の培地の
安全性		 (1) スプラウト類の培地は年1回以上安全性についてリスク評価をしている。
 (2) 確認の結果、問題がある場合は、対策を講じている。 ヒョウカ

		S1.3		重要 ジュウヨウ		-		スプラウト類の培地の
衛生管理		スプラウト類の培地や栽培容器の管理は以下の項目を満たしている。
 (1) 病原微生物汚染および異物混入を防ぐ保管をしている。
 (2) 再利用する場合は適切な洗浄・消毒を行っている。
 (3) 洗浄前の容器と洗浄後の容器が明確に識別できるように分別している。

		S1.4		必須		必須		スプラウト類に
使用する
水の安全性		スプラウト類に使用する水は以下に取り組んでいる。
 (1) 農場内で使用する水道水以外の水は水質検査を年1回以上行い、大腸菌不検出
       の検査記録があり、有効塩素濃度を0.1mg/ℓ以上に保つ対策を講じている。
 (2) 給水設備は定期的に保守管理を行い、正常に稼働することを確認している。
 (3) 養液タンク等に病原微生物や異物が混入しないよう対策を講じている。
 (4) 栽培プール内の水の微生物汚染を防いでいる。 ユウコウ ホシュ カンリ

		S1.5		必須		必須		衛生管理区域の設定 クイキ セッテイ		スプラウト類（種子、作物を含む)を扱う場所は衛生管理区域として設定し、以下に取り組んでいる。
 (1) 農産物取扱い工程と同様の衛生管理を行っている。
 (2) 定期的に点検し、壊れた部分や不備があれば修繕している。
 (3) 床に水がたまらないようにしている。
 (4) 排水溝や排水口に汚物や汚水がたまらないようにしている。 ルイ サクモツ フク ノウサンブツ トリアツカ

		S1.6		必須		必須		スプラウト類の設備		スプラウト類の生産設備は工程ごとに専用化し、他の工程で使用していない。 コウテイ コウテイ

		S1.7		必須		必須		スプラウト類の種子の安全性		病原性微生物の付着や増殖を避けるために、スプラウト類の種子は以下に取り組んでいる。
 (1) 種子の処理方法について安全性を確認し手順化している。
 (2) 上記(1)で定めた手順に即して種子消毒を実施し、実施した事項を記録して
       いる。
 (3) 殺菌後は衛生的な管理を行っている。
 (４) 種子の荷受け時に包装の破れ、水濡れ等の異常がないことを確認している。
 (5) 種子に動物の糞や死骸、ハエのような異物が混入していないことを確認して
       いる。 ジョウキ

		S1.8		重要 ジュウヨウ		-		スプラウト類の種子の
保管		スプラウト類の種子は以下の項目に取り組んでいる。
 (1) 種子に病原微生物や異物が付着しないよう対策を講じている。
 (2) 種子保管室の温度はその品種に適した温度を保っている。
 (3) 播種作業時には使用器具および手指を清潔に保っている。

		M きのこ類専用項目 ルイ センヨウ コウモク

		M1.1		必須		必須		きのこ類の資材の
安全性		きのこ類の使用資材は以下の内容を確認し、安全性について年1回以上リスク評価し、その記録を残している。リスク評価の結果、問題がある場合は対策を講じている。
 (1) 使用原木（おがこ、チップ等の培地基材を含む）の産地・樹種を確認している。
 (2) 栄養材(米ぬか、ふすま等）の購入先・原料を確認している。
 (3) 添加材（炭酸カルシウム等）の購入先・原料を確認している。 
 (4) 増収材は購入先と成分を確認している。 
 (5) 容器の購入先・原料（材質）を確認している。 
 (6) その他の資材（封ろう、スチロール栓、覆土）の購入先、原料を確認している。  イカ ナイヨウ カクニン ヒョウカ フク

		M1.2		必須		必須		きのこ類の培地・栽培
容器の衛生管理		きのこ類の培地や栽培容器の管理は以下に取り組んでいる。
 (1) 病原微生物汚染および異物混入を防ぐ保管をしている。
 (2) 再利用する場合は適切な殺菌消毒・洗浄を行っている。殺菌した場合は、殺菌
       場所、実施日、薬品名、使用方法、作業者名、植え付け前期間を記録している。
       農場外で行う場合は、 培地を殺菌した会社の名称と所在地を記録している。
 (3) 培地や栽培容器を衛生的に取り扱っている。
 (4) 定期的に施設の清掃を行っている。
 (5) 浸水容器は、農薬を希釈するなど他の目的に使用していない。
 (6) 消毒剤はきのこ栽培に影響のないものを使っている。 

		M1.3		必須		必須		きのこ類の資材の
使用記録		きのこ類の資材について以下の内容を記録している。
 (1) 使用した場所（圃場名等）
 (2) 使用日
 (3) 資材等の名称と成分（組成内容：炭酸カルシウム、硫酸アンモニウム等）
 (4) 使用量
 (5) 使用方法
 (6) 作業者名
 (7) 購入先 メイ トウ

		M1.4		重要 ジュウヨウ		-		きのこ類に使用する
水の安全性		きのこ類に使用する水は重金属類（鉛、カドミウム、水銀、ヒ素）が飲用基準値以下であることを確認している。

		M1.5		必須		必須		きのこ施設の衛生管理		きのこ類の施設は以下に取り組んでいる。
 (1) 栽培施設の定期的な清掃、消毒処理
 (２) 培地にかからない施設・接種機器等の消毒
 (３) 培養菌床にかからない栽培場所の消毒
 (４) 栽培に影響のない消毒剤の使用
 (５) きのこの生育に適した温度・湿度の維持 ショウドク シヨウ セイイク イジ

		M1.6		必須		必須		きのこ類の培地・種菌の
取扱い		きのこ類の培地・種菌は下記の項目を満たしている。
 (1) 培地・種菌に病原微生物や異物が付着しないよう培地調製および調整後の
       取り扱い方法（種菌を含む）を定め対策を講じている。
 (2) 種菌保管室の温度はその菌種に適した温度を保っている。
 (3) 植菌作業時には使用器具および手指を清潔に保っている。 チョウセイゴ ト アツカ ホウホウ フク サダ

		M1.7		必須		必須		きのこ類の表示		管理点6.2c.に代えて出荷する農産物、送り状、納品書等に以下の表示を行っている。
 (1) 農場名
 (2) 農産物の名称
 (3) 原産地（植菌地）
 (4) 栽培方法（※ シイタケの場合) カンリテン カ シュッカ ノウサンブツ ノウ サイバイホウホウ バアイ





+SA項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		SA1		-		必須		土地の利用権 トチ リヨウケン		土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。 セイトウ ショユウケン シャクチケン

		SA2		-		必須		土地の購入 トチ コウニュウ		土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
 (1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権
       利を示す文書がある。
 (2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土
       地の所有権を認めている。
 (3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
       れている。

		SA3		-		必須		商取引の透明性 ショウトリヒキ トウメイセイ		商取引について、以下の取り組みを実施している。
 (1) すべての商取引に関連する文書を保持している
 (2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを明確
       化している。 ショウトリヒキ イカ カンレン ホジ オコナ

		SA4		-		必須		法令の遵守 ホウレイ ジュンシュ		農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。 ニュウシュ

		SA5		-		必須		販売に関する契約 ハンバイ カン ケイヤク		農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意している協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
 (1) 仕様
 (2) 価格
 (3) 取引量
 (4) 支払条件   ノウサンブツ カン イカ フク ケイヤク ブンショカ シメ シヨウ カカク トリヒキリョウ シハライ ジョウケン

		SA6		-		必須		農薬の使用 ノウヤク シヨウ		a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、
  ブロマシル、チウラム ノウヤク セイサン クニ トウロク テキセツ シヨウ ヤクザイ ゲンタイ イカ フク ノウヤク シヨウ シヨウ バアイ ショウライテキ ツカ ホウシン

		SA7		-		必須		農地の造成 ノウチ ゾウセイ		2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明できる。 ガツ ニチ アラ ゾウセイ バアイ ホジョウ ゲンセイリン シッチ タイ シゼン チイキ チイキ エイキョウ アタ ブンショ ショウメイ

		SA8		-		必須		労働者の雇用・採用 ロウドウシャ コヨウ サイヨウ		a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
    ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
 (1) 国から許可を得ていること
 (2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
 (3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること ロウドウシャ ジッシ カクニン ロウドウカンケイホウレイ

		SA9		-		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
 (1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
 (2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 センヨウコウモク

		SA10		-		必須		水の使用権 ケン		水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って節水に協力している。

		SA11		-		必須		+SAロゴマークの
適切な使用 テキセツ シヨウ		+SAに関する適切な表示をするために、+SAロゴマークを使用している場合、以下に取り組んでいる。
 (1) 関係する基準文書の遵守
 (2) 過去1年以内に発行された使用許諾書の保管

※ 団体の場合は、団体事務局が実施する。 イカ ト ク ジュンシュ カコ ネンイナイ ハッコウ シヨウキョダクショ ホカン





付属書C2.1

		(付属書 C2.1)栽培に使用する水の水質検査についての検討図（ディシジョンツリー） ミズ スイシツ ケンサ ケントウズ



		収穫前(1週間以内）に可食部に水（かん水、農薬希釈水、液肥希釈水等）がかかる。 シュウカクマエ シュウカン イナイ カショク ミズ スイ ノウヤクキシャク スイ エキヒキシャクスイ トウ												→Yes→				水道水等の行政が認めた飲用に適する水を使用している。 スイドウスイ トウ ギョウセイ ミト インヨウ テキ ミズ シヨウ







		↓																↓

		No												Yes				No		（井戸水、農業用水、河川やため池の水等）

		↓																↓

		栽培から収穫前までに使用する水の検査を必ずしも行わなくて良い。 サイバイ シュウカク マエ																
大腸菌検査を少なくとも1年に1回実施している。
 ダイチョウキン ケンサ ジッシ







																		↓

														Yes				No

																		↓

		検査結果が、大腸菌不検出、または、100個/100ml以下である ケンサ ケッカ ダイチョウキン フ ケンシュツ コ イカ												→No→				農産物が汚染されないための対策を文書化する。 ノウサンブツ オセン タイサク ブンショカ







		↓

		Yes

		↓

		潅水や農薬希釈水等に使用することができる。 カンスイ ノウヤクキシャクスイ トウ シヨウ







		※栽培から収穫前までに使用する水に関して、農産物固有の要求事項がある場合（きのこ類、スプラウト類）はそれに従う。 サイバイ シュウカク マエ シヨウ ミズ カン ノウサンブツ コユウ ヨウキュウ ジコウ バアイ ルイ ルイ シタガ





付属書C6.1.5

		(付属書 C6.1.5)家畜ふん堆肥の管理についての検討図（ディシジョンツリー） カチク タイヒ カンリ ケントウズ



		1

		自家製堆肥である。 ジカセイ タイヒ										水分調整や定期的な切り返しを行い、55℃以上が3日以上続いた工程で製造している。
※ ただし、雑草種子死滅には60℃以上が必要 ザッソウ シュシ シメツ イジョウ ヒツヨウ										
3に進む。 スス

										→YES→										→No→



		↓

		No		（購入、譲渡等）

		↓

		※ 都道府県知事の登録をうけたものも含む トドウフケンチジ トウロク フク

																				YES

		2

		製造工程が確認できる。その結果、水分調整や定期的な切り返しを行い、55℃以上が3日以上続いた工程で製造されていることが確認できる。 セイゾウコウテイ カクニン スイブン チョウセイ テイキテキ キ カエ オコナ イジョウ ニチ イジョウ ツヅ コウテイ セイゾウ カクニン										堆肥について、以下のことを確認する。
色は、褐色から黒褐色である。
原料家畜ふんのにおいがほぼない。
手触りがさらさらである。 タイヒ イカ カクニン イロ カッショク クロカッショク ゲンリョウ カチク テザワ										使用可。 シヨウ カ



										→YES→										→YES→





		↓

		No								NO

		↓

		3

		葉物野菜等、収穫部位が土壌に近く、かん水や大雨時に土が収穫部位につく可能性がある農産物である。 ハモノヤサイ トウ シュウカクブイ ドジョウ チカ スイ オオアメジ ツチ シュウカクブイ カノウセイ ノウサンブツ										堆肥の施用は、収穫4か月前までに実施する施肥設計とする。 タイヒ セヨウ シュウカク ゲツ マエ ジッシ セヒセッケイ

										→YES→







		↓

		No

		↓

		4

		堆肥の施用は、収穫2か月前までに実施する施肥設計とする。 タイヒ セヨウ シュウカク ゲツ マエ ジッシ セヒセッケイ







		※ いずれの場合も、使用時は管理点C6.1.2、C6.1.3、C6.1.4に準拠する。 バアイ シヨウジ カンリテン ジュンキョ
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C1.2
重
要

必
須

土壌流出の防止 風や水による土壌流出を食い止めるために、必要な耕作技術を利用している。

C1.3
重
要

必
須

炭素の貯留に配慮した土
づくり

土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでい
る。
 (１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
 (２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

C1.4
重
要

必
須

汚染水の流入対策

汚水の圃場への流入による土壌および作物に対する影響を防ぐために、周辺の状況（管理点
1.2）を確認した上で以下に取り組んでいる。
 (1) 流入防止対策
 (2) 汚水が流入した場合、作物や土壌に対する食品安全のリスク評価とそれに基づ
       く対策の実施。リスク評価の結果および対策の記録

C2.4
重
要

必
須

排水・汚水の処理
水質劣化および環境汚染を防ぐために、農場で発生した排水やそれに含まれる植物残渣、掃
除ゴミ等を処理している。

C5.4.2
重
要

必
須

農薬保管庫の管理②

農薬の誤使用、作業者の健康被害を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでい
る。
 (1) 毒物・劇物を警告する表示の実施、他の農薬との区分管理
 (2) 立ち入り可能な農薬保管庫の場合、通気性の確保
 (3) ラベルが読める程度の明るさの確保
 (4) 保管温度に関する指示の遵守
 (5) 購入時の容器のままで保管
 (6) 農薬の取り違え防止対策
 (7) 使用禁止農薬、最終有効年月を過ぎた農薬の区分管理
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利用方法

		1．本書の利用方法 ホンショ

		本書は『JGAP農場用管理点と適合基準』および『+SA農場用管理点と適合基準』を組み合わせたチェックリストです。農場での取り組みの利便性を考慮して参考として作成されたものです。各管理点のレベルについて、左側はJGAPの認証で使われるレベル、右側は+SAの評価で使われるレベルとなります。 ホンショ ノウジョウヨウカンリテン テキゴウ キジュン ノウジョウヨウ カンリテン テキゴウキジュン ク ア ノウジョウ サンコウ サクセイ カクカンリテン ヒダリガワ ニンショウ ツカ ミギガワ ツカ



		2．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		3．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、JGAP認証および+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ニンショウ ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン



































































共通項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウキジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		2.5		重要 ジュウヨウ		必須		経営者による改善 カイゼン		
a. 農場管理の改善のために、経営者は、以下の情報から農場管理の仕組みを年1回
    以上見直し、 必要に応じて該当する責任者へ改善を指示している。
 (１) 自己点検（管理点2.4）結果（団体の場合には内部監査結果）
 (２) 商品の苦情記録（管理点6.4）
 (３） 外部審査の結果
 (４） 苦情・事故・ルール違反記録（管理点1.5）
 (５) JGAP適用範囲の変更点（管理点1.1）

b. 経営者は、上記a.の見直し結果および該当する責任者への改善指示を記録して
    いる。

c. 経営者は、食品安全・労働安全・環境保全・人権の尊重について農場全体での意識
    の醸成を図っている。

※ 団体の場合は、経営者を団体の代表者と置き換えても良い。
 ケッカ

		2.7		重要 ジュウヨウ		必須		経営の維持・継続の
ための対策 ケイエイ イジ ケイゾク タイサク		農場経営を維持・継続するために、災害等に備えた対策や計画を立てている。 ノウジョウ ケイエイ サイガイ ナド ソナ タイサク サク ケイカク タ

		３.3		重要 ジュウヨウ		必須		労働条件の提示		a. 使用者は、労働者に対して、就労前に以下に示す労働条件を文書で示している。
 (１） 従事する業務内容と就業する場所
 (２） 労働する期間、期間が限定される場合には雇用契約の更新に関する事項
 (３） 労働する時間、休憩時間、休日
 (４） 賃金とその支払方法および支払い時期
 (５） 退職に関する事項（雇用の解除に関する権利、解雇の条件等）

b. 外国人労働者の場合には、労働者が理解できる言語で労働条件を文書で示して
    いる。

		３.4		重要 ジュウヨウ		必須		労働条件の遵守 ジュンシュ		労働者の人権に配慮した労務条件を確保するために、以下に取り組んでいる。
 (1) 労働者の労働時間、休日、休憩は法令を遵守すること
 (2) 労働者の賃金は、法令で定められた最低賃金を下回らないこと
 (3) 深夜労働・時間外労働・休日労働の割増賃金は法令を遵守すること
 (4) 労働者の賃金は、管理点3.3で定めた労働条件に従った一定期日での支払い
 (5) 賃金から不当または過剰に控除していないこと ジョウケン カクホ ジュンシュ シタマワ ホウレイ ジュンシュ チンギン

		３.6		重要 ジュウヨウ		必須		使用者と労働者の
コミュニケーション		
労働者の労働条件・労働環境の改善を図るために、以下に取り組んでいる。
 (1) 使用者と労働者との間で、年1回以上、労働条件、労働環境、労働安全等につい
       て労働者が意見を伝えやすい環境を整えて意見交換を実施し、実施内容を記録
       すること
 (2) 使用者と労働組合または労働者の代表者との間で自由な団体交渉権が認めら
       れており、締結した協約または協定がある場合にはそれに従っていること
 ロウドウシャ ロウドウジョウケン ハカ イカ ト ク ツタ カンキョウ トトノ

		３.9		重要 ジュウヨウ		必須		労働者用住居		労務管理上の必要から使用者が労働者に住居を提供する場合、その住居は安全で、健康的な生活環境の整備が行われている。 ケンコウ

		６.1		重要 ジュウヨウ		必須		商品管理の責任者の
責務 ショウヒン カンリ セキニンシャ セキム		
a.  商品管理の責任者（管理点2.1）は、以下の業務を統括している。
 (1） 商品の種類・規格の管理（品目・品種・栽培方法等）
 (2） 数量・重量を含む商品仕様
 (3） トレーサビリティの管理
 (４） 商品の安全や品質の確保
 (５） 商品に関する苦情・異常および商品の回収への対応

b. 商品管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 商品管理に関する知識の向上
 イカ ショウヒン シヨウ カンリ ショウヒン タイオウ イカ

		8.2		重要 ジュウヨウ		必須		衛生管理のルール設定と周知 エイセイカンリ セッテイ シュウチ		
作業者・農産物の衛生管理のために、以下の項目について衛生管理に関する必要なルールを文書化し、作業者および入場者に周知し、実施させている。
 (1) 作業着、帽子、マスク、靴、手袋等の装着
 (2) 手洗いの手順、消毒、爪の手入れ
 (3) 喫煙、飲食、痰や唾の処理および咳やくしゃみ等の個人の行動
 (4) トイレの利用
 (5) 農産物への接触
 (6) 身の回り品の取扱い
 サギョウシャ エイセイカンリ イカ コウモク エイセイカンリ カン ヒツヨウ サギョウシャ ニュウジョウシャ シュウチ ジッシ ソウチャク

		8.3		重要 ジュウヨウ		必須		手洗い設備の整備 テアラ セツビ セイビ		
作業者が必要時に手洗い設備を利用でき、手洗いによる衛生を確保するために、以下に取り組んでいる。
 (１） トイレおよび作業現場近くに、衛生的な水を使った手洗いが可能な手洗い設備
       の確保
 (2) 手洗い設備の衛生的な管理（清掃・メンテナンス）
 (3) 手洗いに必要な洗浄剤・手拭・消毒等の備品の設置
 ヒツヨウ テアラ セツビ テアラ サギョウ ゲンバ チカ テアラ セツビ カクホ セイソウ セッチ

		8.4		重要 ジュウヨウ		必須		トイレの整備 セイビ		
作業者が必要時にトイレを利用でき、トイレの汚れによる使用者および環境への汚染防止のために、以下に取り組んでいる。
 (１） 作業現場近くに、作業者に対し十分な数のトイレの確保
 (2) トイレの定期的な清掃
 (3) トイレの衛生面に影響する破損の補修
 (4) トイレの汚物・汚水の適切な処理
 ヒツヨウ ヨゴ シヨウシャ カンキョウ オセン ボウシ サギョウ ゲンバ チカ サギョウシャ タイ ジュウブン カズ カクホ

		9.1		重要 ジュウヨウ		必須		労働安全の責任者の
責務 ロウドウ アンゼン セキニンシャ セキム		
a. 労働安全の責任者（管理点2.1）は、作業中のけが、事故の発生を抑制する業務を
    統括している。

b. 労働安全の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 労働安全に関する知識の向上
 (3） 設備・機械の安全な使用方法の情報の入手および理解
 (4） 農場内に応急手当をできる者を配置し、その者が5年以内に応急手当の訓練
　　　 を受けていることが証明できること
 (5) 安全を確保するための適切な服装・保護具の用意および管理
 イカ キカイ ハイチ ネンイナイ

		9.3		重要 ジュウヨウ		必須		危険な作業に従事する要件 キケン サギョウ ジュウジ ヨウケン		
危険を伴う作業を安全に行うために、以下を満たした作業者が担当している。
 (1) 安全のための充分な教育・訓練を受けた者（管理点４.1）
 (2) 法令で要求されている場合には、労働安全に関しての公的な資格または講習
       等を修了している者（管理点４.２）
 (3) 酒気帯び者、作業に支障のある薬剤の服用者、病人、妊婦、年少者以外の者
 (4) 作業内容に応じた心身機能や能力を有した者
 (5) 安全を確保するための適切な服装・保護具を着用した者
 モノ

		9.4		重要 ジュウヨウ		必須		事故発生時の対応 ジコ		
事故・火災に素早く対応し影響を最小限にとどめるために、以下に取り組んでいる。
 (1) 事故・火災の対応手順および連絡網の文書化と作業者への周知
 (2) 清潔な水および救急箱の用意
      （救急箱の中身は管理点9.2でリスク評価した結果、必要と判断したもの）
 スバヤ タイオウ エイキョウ サイショウゲン ジコ カサイ ヨウイ ケッカ ハンダン

		9.5		重要 ジュウヨウ		必須		設備・機械・器具の
安全な使用 キグ		
事故防止のために、設備・機械・器具について以下に取り組んでいる。
 (1) 取扱説明書やメーカーの指導に従った使用
 (2) 安全性を損なう改造の禁止
 (3) 設備・機械の購入時には安全性の評価を行い、より安全に配慮した機種の選択
 (4) シートベルトや安全フレームなど安全装置がある機械は安全装置を有効にした
       使用（着装等）
 (5) 作業機械を装着・牽引したトラクターの灯火器類設置等、法令に従った公道
       走行
 (6) 使用前点検
 ジコボウシ キグ キンシ キシュ

		9.7		努力		必須		労働災害に対する備え（任意加入等） ロウドウサイガイ タイ ソナ ニンイカニュウ トウ		
労働災害に対する備えのために、以下に取り組んでいる。
 (1) 労働者が労働災害にあった場合の補償対策
 (2) 経営者や家族従事者が労働災害にあった場合の補償対策
 イカ ト ク ロウドウシャ ロウドウ サイガイ バアイ ホショウ タイサク ケイエイシャ カゾク ジュウジシャ

		11.2		重要 ジュウヨウ		必須		省エネルギーの推進 ショウ スイシン		
温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
 (１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
 (２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
 (3） 再生可能エネルギーの採用の検討
 サクゲン ト ク ジッシ サイセイカノウ サイヨウ ケントウ

		13.2.1		重要 ジュウヨウ		必須		生物多様性への配慮① ハイリョ		
生物多様性保全のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 農場周辺に生息する鳥獣の把握と、生物多様性に配慮した鳥獣被害防止対策の
       取り組み
 (2) 圃場が自然保護地域にある場合、行政の指導（開発規制等）に従っている


		13.2.2		努力 ドリョク		必須		生物多様性への配慮② ハイリョ		
生物多様性保全のために、固有種（在来種）の動植物の保全、生物多様性を活用した持続可能な農業への展開あるいは地域の生物多様性への取り組みへの参加に取り組んでいる。


		13.3		重要 ジュウヨウ		必須		外来生物の管理		生物多様性のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 農業生産で使用する外来生物が生態系を乱さない管理
 (2) 外来生物の活用について、行政の指導の遵守 セイブツタヨウセイ イカ ト ク ジュンシュ





青果物項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		C1.2		重要 ジュウヨウ		必須		土壌流出の防止		風や水による土壌流出を食い止めるために、必要な耕作技術を利用している。 ヒツヨウ

		C1.3		重要 ジュウヨウ		必須		炭素の貯留に配慮した土づくり タンソ チョリュウ ハイリョ ツチ		土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでいる。
 (１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
 (２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

		C1.4		重要 ジュウヨウ		必須		汚染水の流入対策		汚水の圃場への流入による土壌および作物に対する影響を防ぐために、周辺の状況（管理点1.2）を確認した上で以下に取り組んでいる。
 (1) 流入防止対策
 (2) 汚水が流入した場合、作物や土壌に対する食品安全のリスク評価とそれに基づ
       く対策の実施。リスク評価の結果および対策の記録 フセ カクニン ウエ リュウニュウボウシタイサク オスイ リュウニュウ バアイ サクモツ ドジョウ タイ ショクヒン アンゼン ヒョウカ モト タイサク ジッシ ケッカ タイサク キロク

		C2.4		重要 ジュウヨウ		必須		排水・汚水の処理 ハイスイ オスイ ショリ		水質劣化および環境汚染を防ぐために、農場で発生した排水やそれに含まれる植物残渣、掃除ゴミ等を処理している。 カンキョウオセン フセ ノウジョウ ハイスイ

		C5.4.2		重要 ジュウヨウ		必須		農薬保管庫の管理②		農薬の誤使用、作業者の健康被害を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 毒物・劇物を警告する表示の実施、他の農薬との区分管理
 (2) 立ち入り可能な農薬保管庫の場合、通気性の確保
 (3) ラベルが読める程度の明るさの確保
 (4) 保管温度に関する指示の遵守
 (5) 購入時の容器のままで保管
 (6) 農薬の取り違え防止対策
 (7) 使用禁止農薬、最終有効年月を過ぎた農薬の区分管理 ノウヤク ゴシヨウ ケンコウヒガイ フセ ノウヤク ホカン イカ ト ク ジッシ クブンカンリ カクホ カクホ ジュンシュ ボウシタイサク カンリ

		C5.4.3		重要 ジュウヨウ		必須		農薬保管庫の管理③		交差汚染、環境汚染を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 使いかけの農薬は封をしていること
 (2) 農薬の転倒、落下防止対策の実施
 (3) 農薬の流出対策の実施
 (4) 保管庫の棚への農薬の吸収・吸着を防ぐ対策の実施
 (5) こぼれた農薬を処理するための農薬専用の道具の用意
 (6) 農薬が農産物や他の資材に付着しない対策の実施 コウサオセン カンキョウオセン ジッシ ジッシ フセ ジッシ ヨウイ ジッシ

		C5.4.5		重要 ジュウヨウ		必須		農薬の在庫管理		農薬の入庫ごと、出庫ごとの記録がつけられている。記録と実在庫の整合性が取れている。 セイゴウセイ ト

		C6.3.2		重要 ジュウヨウ		必須		肥料等の保管条件		
肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
       を防いでいること
 (2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
 (3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
 (4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
 (5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
 (6) 農産物・種苗への汚染防止
 ヒリョウトウ ヒンシツレッカ カンキョウオセン ボウシ ロウドウアンゼン ショクヒンアンゼン フクロヅ ヒリョウトウ ホカン イカ ト ク ジョキョ セイソウ ホウホウ

		C6.3.4		重要 ジュウヨウ		必須		肥料等の在庫管理 トウ		肥料等の入庫ごと、出庫ごとの記録がある。記録と実在庫の整合性が取れている。計量が困難な肥料等については、何らかの方法でその在庫を把握する工夫をしている。 ヒリョウトウ セイゴウセイ ト





+SA項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		SA1		-		必須		土地の利用権 トチ リヨウケン		土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。 セイトウ ショユウケン シャクチケン

		SA2		-		必須		土地の購入 トチ コウニュウ		土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
 (1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権
       利を示す文書がある。
 (2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土
       地の所有権を認めている。
 (3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
       れている。

		SA3		-		必須		商取引の透明性 ショウトリヒキ トウメイセイ		商取引について、以下の取り組みを実施している。
 (1) すべての商取引に関連する文書を保持している
 (2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを明確
       化している。 ショウトリヒキ イカ カンレン ホジ オコナ

		SA4		-		必須		法令の遵守 ホウレイ ジュンシュ		農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。 ニュウシュ

		SA5		-		必須		販売に関する契約 ハンバイ カン ケイヤク		農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意している協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
 (1) 仕様
 (2) 価格
 (3) 取引量
 (4) 支払条件   ノウサンブツ カン イカ フク ケイヤク ブンショカ シメ シヨウ カカク トリヒキリョウ シハライ ジョウケン

		SA6		-		必須		農薬の使用 ノウヤク シヨウ		a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、
  ブロマシル、チウラム ノウヤク セイサン クニ トウロク テキセツ シヨウ ヤクザイ ゲンタイ イカ フク ノウヤク シヨウ シヨウ バアイ ショウライテキ ツカ ホウシン

		SA7		-		必須		農地の造成 ノウチ ゾウセイ		2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明できる。 ガツ ニチ アラ ゾウセイ バアイ ホジョウ ゲンセイリン シッチ タイ シゼン チイキ チイキ エイキョウ アタ ブンショ ショウメイ

		SA8		-		必須		労働者の雇用・採用 ロウドウシャ コヨウ サイヨウ		a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
    ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
 (1) 国から許可を得ていること
 (2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
 (3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること ロウドウシャ ジッシ カクニン ロウドウカンケイホウレイ

		SA9		-		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
 (1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
 (2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 センヨウコウモク

		SA10		-		必須		水の使用権 ケン		水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って節水に協力している。

		SA11		-		必須		+SAロゴマークの
適切な使用 テキセツ シヨウ		+SAに関する適切な表示をするために、+SAロゴマークを使用している場合、以下に取り組んでいる。
 (1) 関係する基準文書の遵守
 (2) 過去1年以内に発行された使用許諾書の保管

※ 団体の場合は、団体事務局が実施する。 イカ ト ク ジュンシュ カコ ネンイナイ ハッコウ シヨウキョダクショ ホカン





付属書C2.1

		(付属書 C2.1)栽培に使用する水の水質検査についての検討図（ディシジョンツリー） ミズ スイシツ ケンサ ケントウズ



		収穫前(1週間以内）に可食部に水（かん水、農薬希釈水、液肥希釈水等）がかかる。 シュウカクマエ シュウカン イナイ カショク ミズ スイ ノウヤクキシャク スイ エキヒキシャクスイ トウ												→Yes→				水道水等の行政が認めた飲用に適する水を使用している。 スイドウスイ トウ ギョウセイ ミト インヨウ テキ ミズ シヨウ







		↓																↓

		No												Yes				No		（井戸水、農業用水、河川やため池の水等）

		↓																↓

		栽培から収穫前までに使用する水の検査を必ずしも行わなくて良い。 サイバイ シュウカク マエ																
大腸菌検査を少なくとも1年に1回実施している。
 ダイチョウキン ケンサ ジッシ







																		↓

														Yes				No

																		↓

		検査結果が、大腸菌不検出、または、100個/100ml以下である ケンサ ケッカ ダイチョウキン フ ケンシュツ コ イカ												→No→				農産物が汚染されないための対策を文書化する。 ノウサンブツ オセン タイサク ブンショカ







		↓

		Yes

		↓

		潅水や農薬希釈水等に使用することができる。 カンスイ ノウヤクキシャクスイ トウ シヨウ







		※栽培から収穫前までに使用する水に関して、農産物固有の要求事項がある場合（きのこ類、スプラウト類）はそれに従う。 サイバイ シュウカク マエ シヨウ ミズ カン ノウサンブツ コユウ ヨウキュウ ジコウ バアイ ルイ ルイ シタガ





付属書C6.1.5

		(付属書 C6.1.5)家畜ふん堆肥の管理についての検討図（ディシジョンツリー） カチク タイヒ カンリ ケントウズ



		1

		自家製堆肥である。 ジカセイ タイヒ										水分調整や定期的な切り返しを行い、55℃以上が3日以上続いた工程で製造している。
※ ただし、雑草種子死滅には60℃以上が必要 ザッソウ シュシ シメツ イジョウ ヒツヨウ										
3に進む。 スス

										→YES→										→No→



		↓

		No		（購入、譲渡等）

		↓

		※ 都道府県知事の登録をうけたものも含む トドウフケンチジ トウロク フク

																				YES

		2

		製造工程が確認できる。その結果、水分調整や定期的な切り返しを行い、55℃以上が3日以上続いた工程で製造されていることが確認できる。 セイゾウコウテイ カクニン スイブン チョウセイ テイキテキ キ カエ オコナ イジョウ ニチ イジョウ ツヅ コウテイ セイゾウ カクニン										堆肥について、以下のことを確認する。
色は、褐色から黒褐色である。
原料家畜ふんのにおいがほぼない。
手触りがさらさらである。 タイヒ イカ カクニン イロ カッショク クロカッショク ゲンリョウ カチク テザワ										使用可。 シヨウ カ



										→YES→										→YES→





		↓

		No								NO

		↓

		3

		葉物野菜等、収穫部位が土壌に近く、かん水や大雨時に土が収穫部位につく可能性がある農産物である。 ハモノヤサイ トウ シュウカクブイ ドジョウ チカ スイ オオアメジ ツチ シュウカクブイ カノウセイ ノウサンブツ										堆肥の施用は、収穫4か月前までに実施する施肥設計とする。 タイヒ セヨウ シュウカク ゲツ マエ ジッシ セヒセッケイ

										→YES→







		↓

		No

		↓

		4

		堆肥の施用は、収穫2か月前までに実施する施肥設計とする。 タイヒ セヨウ シュウカク ゲツ マエ ジッシ セヒセッケイ







		※ いずれの場合も、使用時は管理点C6.1.2、C6.1.3、C6.1.4に準拠する。 バアイ シヨウジ カンリテン ジュンキョ
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C5.4.3
重
要

必
須

農薬保管庫の管理③

交差汚染、環境汚染を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 使いかけの農薬は封をしていること
 (2) 農薬の転倒、落下防止対策の実施
 (3) 農薬の流出対策の実施
 (4) 保管庫の棚への農薬の吸収・吸着を防ぐ対策の実施
 (5) こぼれた農薬を処理するための農薬専用の道具の用意
 (6) 農薬が農産物や他の資材に付着しない対策の実施

C5.4.5
重
要

必
須

農薬の在庫管理 農薬の入庫ごと、出庫ごとの記録がつけられている。記録と実在庫の整合性が取れている。

C6.3.2
重
要

必
須

肥料等の保管条件

肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保
管について以下に取り組んでいる。
 (1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
       を防いでいること
 (2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
 (3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
 (4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
 (5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
 (6) 農産物・種苗への汚染防止

C6.3.4
重
要

必
須

肥料等の在庫管理
肥料等の入庫ごと、出庫ごとの記録がある。記録と実在庫の整合性が取れている。計量が困
難な肥料等については、何らかの方法でその在庫を把握する工夫をしている。
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利用方法

		1．本書の利用方法 ホンショ

		本書は『JGAP農場用管理点と適合基準』および『+SA農場用管理点と適合基準』を組み合わせたチェックリストです。農場での取り組みの利便性を考慮して参考として作成されたものです。各管理点のレベルについて、左側はJGAPの認証で使われるレベル、右側は+SAの評価で使われるレベルとなります。 ホンショ ノウジョウヨウカンリテン テキゴウ キジュン ノウジョウヨウ カンリテン テキゴウキジュン ク ア ノウジョウ サンコウ サクセイ カクカンリテン ヒダリガワ ニンショウ ツカ ミギガワ ツカ



		2．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		3．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、JGAP認証および+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ニンショウ ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン



































































共通項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウキジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		2.5		重要 ジュウヨウ		必須		経営者による改善 カイゼン		
a. 農場管理の改善のために、経営者は、以下の情報から農場管理の仕組みを年1回
    以上見直し、 必要に応じて該当する責任者へ改善を指示している。
 (１) 自己点検（管理点2.4）結果（団体の場合には内部監査結果）
 (２) 商品の苦情記録（管理点6.4）
 (３） 外部審査の結果
 (４） 苦情・事故・ルール違反記録（管理点1.5）
 (５) JGAP適用範囲の変更点（管理点1.1）

b. 経営者は、上記a.の見直し結果および該当する責任者への改善指示を記録して
    いる。

c. 経営者は、食品安全・労働安全・環境保全・人権の尊重について農場全体での意識
    の醸成を図っている。

※ 団体の場合は、経営者を団体の代表者と置き換えても良い。
 ケッカ

		2.7		重要 ジュウヨウ		必須		経営の維持・継続の
ための対策 ケイエイ イジ ケイゾク タイサク		農場経営を維持・継続するために、災害等に備えた対策や計画を立てている。 ノウジョウ ケイエイ サイガイ ナド ソナ タイサク サク ケイカク タ

		３.3		重要 ジュウヨウ		必須		労働条件の提示		a. 使用者は、労働者に対して、就労前に以下に示す労働条件を文書で示している。
 (１） 従事する業務内容と就業する場所
 (２） 労働する期間、期間が限定される場合には雇用契約の更新に関する事項
 (３） 労働する時間、休憩時間、休日
 (４） 賃金とその支払方法および支払い時期
 (５） 退職に関する事項（雇用の解除に関する権利、解雇の条件等）

b. 外国人労働者の場合には、労働者が理解できる言語で労働条件を文書で示して
    いる。

		３.4		重要 ジュウヨウ		必須		労働条件の遵守 ジュンシュ		労働者の人権に配慮した労務条件を確保するために、以下に取り組んでいる。
 (1) 労働者の労働時間、休日、休憩は法令を遵守すること
 (2) 労働者の賃金は、法令で定められた最低賃金を下回らないこと
 (3) 深夜労働・時間外労働・休日労働の割増賃金は法令を遵守すること
 (4) 労働者の賃金は、管理点3.3で定めた労働条件に従った一定期日での支払い
 (5) 賃金から不当または過剰に控除していないこと ジョウケン カクホ ジュンシュ シタマワ ホウレイ ジュンシュ チンギン

		３.6		重要 ジュウヨウ		必須		使用者と労働者の
コミュニケーション		
労働者の労働条件・労働環境の改善を図るために、以下に取り組んでいる。
 (1) 使用者と労働者との間で、年1回以上、労働条件、労働環境、労働安全等につい
       て労働者が意見を伝えやすい環境を整えて意見交換を実施し、実施内容を記録
       すること
 (2) 使用者と労働組合または労働者の代表者との間で自由な団体交渉権が認めら
       れており、締結した協約または協定がある場合にはそれに従っていること
 ロウドウシャ ロウドウジョウケン ハカ イカ ト ク ツタ カンキョウ トトノ

		３.9		重要 ジュウヨウ		必須		労働者用住居		労務管理上の必要から使用者が労働者に住居を提供する場合、その住居は安全で、健康的な生活環境の整備が行われている。 ケンコウ

		６.1		重要 ジュウヨウ		必須		商品管理の責任者の
責務 ショウヒン カンリ セキニンシャ セキム		
a.  商品管理の責任者（管理点2.1）は、以下の業務を統括している。
 (1） 商品の種類・規格の管理（品目・品種・栽培方法等）
 (2） 数量・重量を含む商品仕様
 (3） トレーサビリティの管理
 (４） 商品の安全や品質の確保
 (５） 商品に関する苦情・異常および商品の回収への対応

b. 商品管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 商品管理に関する知識の向上
 イカ ショウヒン シヨウ カンリ ショウヒン タイオウ イカ

		8.2		重要 ジュウヨウ		必須		衛生管理のルール設定と周知 エイセイカンリ セッテイ シュウチ		
作業者・農産物の衛生管理のために、以下の項目について衛生管理に関する必要なルールを文書化し、作業者および入場者に周知し、実施させている。
 (1) 作業着、帽子、マスク、靴、手袋等の装着
 (2) 手洗いの手順、消毒、爪の手入れ
 (3) 喫煙、飲食、痰や唾の処理および咳やくしゃみ等の個人の行動
 (4) トイレの利用
 (5) 農産物への接触
 (6) 身の回り品の取扱い
 サギョウシャ エイセイカンリ イカ コウモク エイセイカンリ カン ヒツヨウ サギョウシャ ニュウジョウシャ シュウチ ジッシ ソウチャク

		8.3		重要 ジュウヨウ		必須		手洗い設備の整備 テアラ セツビ セイビ		
作業者が必要時に手洗い設備を利用でき、手洗いによる衛生を確保するために、以下に取り組んでいる。
 (１） トイレおよび作業現場近くに、衛生的な水を使った手洗いが可能な手洗い設備
       の確保
 (2) 手洗い設備の衛生的な管理（清掃・メンテナンス）
 (3) 手洗いに必要な洗浄剤・手拭・消毒等の備品の設置
 ヒツヨウ テアラ セツビ テアラ サギョウ ゲンバ チカ テアラ セツビ カクホ セイソウ セッチ

		8.4		重要 ジュウヨウ		必須		トイレの整備 セイビ		
作業者が必要時にトイレを利用でき、トイレの汚れによる使用者および環境への汚染防止のために、以下に取り組んでいる。
 (１） 作業現場近くに、作業者に対し十分な数のトイレの確保
 (2) トイレの定期的な清掃
 (3) トイレの衛生面に影響する破損の補修
 (4) トイレの汚物・汚水の適切な処理
 ヒツヨウ ヨゴ シヨウシャ カンキョウ オセン ボウシ サギョウ ゲンバ チカ サギョウシャ タイ ジュウブン カズ カクホ

		9.1		重要 ジュウヨウ		必須		労働安全の責任者の
責務 ロウドウ アンゼン セキニンシャ セキム		
a. 労働安全の責任者（管理点2.1）は、作業中のけが、事故の発生を抑制する業務を
    統括している。

b. 労働安全の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 労働安全に関する知識の向上
 (3） 設備・機械の安全な使用方法の情報の入手および理解
 (4） 農場内に応急手当をできる者を配置し、その者が5年以内に応急手当の訓練
　　　 を受けていることが証明できること
 (5) 安全を確保するための適切な服装・保護具の用意および管理
 イカ キカイ ハイチ ネンイナイ

		9.3		重要 ジュウヨウ		必須		危険な作業に従事する要件 キケン サギョウ ジュウジ ヨウケン		
危険を伴う作業を安全に行うために、以下を満たした作業者が担当している。
 (1) 安全のための充分な教育・訓練を受けた者（管理点４.1）
 (2) 法令で要求されている場合には、労働安全に関しての公的な資格または講習
       等を修了している者（管理点４.２）
 (3) 酒気帯び者、作業に支障のある薬剤の服用者、病人、妊婦、年少者以外の者
 (4) 作業内容に応じた心身機能や能力を有した者
 (5) 安全を確保するための適切な服装・保護具を着用した者
 モノ

		9.4		重要 ジュウヨウ		必須		事故発生時の対応 ジコ		
事故・火災に素早く対応し影響を最小限にとどめるために、以下に取り組んでいる。
 (1) 事故・火災の対応手順および連絡網の文書化と作業者への周知
 (2) 清潔な水および救急箱の用意
      （救急箱の中身は管理点9.2でリスク評価した結果、必要と判断したもの）
 スバヤ タイオウ エイキョウ サイショウゲン ジコ カサイ ヨウイ ケッカ ハンダン

		9.5		重要 ジュウヨウ		必須		設備・機械・器具の
安全な使用 キグ		
事故防止のために、設備・機械・器具について以下に取り組んでいる。
 (1) 取扱説明書やメーカーの指導に従った使用
 (2) 安全性を損なう改造の禁止
 (3) 設備・機械の購入時には安全性の評価を行い、より安全に配慮した機種の選択
 (4) シートベルトや安全フレームなど安全装置がある機械は安全装置を有効にした
       使用（着装等）
 (5) 作業機械を装着・牽引したトラクターの灯火器類設置等、法令に従った公道
       走行
 (6) 使用前点検
 ジコボウシ キグ キンシ キシュ

		9.7		努力		必須		労働災害に対する備え（任意加入等） ロウドウサイガイ タイ ソナ ニンイカニュウ トウ		
労働災害に対する備えのために、以下に取り組んでいる。
 (1) 労働者が労働災害にあった場合の補償対策
 (2) 経営者や家族従事者が労働災害にあった場合の補償対策
 イカ ト ク ロウドウシャ ロウドウ サイガイ バアイ ホショウ タイサク ケイエイシャ カゾク ジュウジシャ

		11.2		重要 ジュウヨウ		必須		省エネルギーの推進 ショウ スイシン		
温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
 (１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
 (２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
 (3） 再生可能エネルギーの採用の検討
 サクゲン ト ク ジッシ サイセイカノウ サイヨウ ケントウ

		13.2.1		重要 ジュウヨウ		必須		生物多様性への配慮① ハイリョ		
生物多様性保全のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 農場周辺に生息する鳥獣の把握と、生物多様性に配慮した鳥獣被害防止対策の
       取り組み
 (2) 圃場が自然保護地域にある場合、行政の指導（開発規制等）に従っている


		13.2.2		努力 ドリョク		必須		生物多様性への配慮② ハイリョ		
生物多様性保全のために、固有種（在来種）の動植物の保全、生物多様性を活用した持続可能な農業への展開あるいは地域の生物多様性への取り組みへの参加に取り組んでいる。


		13.3		重要 ジュウヨウ		必須		外来生物の管理		生物多様性のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 農業生産で使用する外来生物が生態系を乱さない管理
 (2) 外来生物の活用について、行政の指導の遵守 セイブツタヨウセイ イカ ト ク ジュンシュ





青果物項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		C1.2		重要 ジュウヨウ		必須		土壌流出の防止		風や水による土壌流出を食い止めるために、必要な耕作技術を利用している。 ヒツヨウ

		C1.3		重要 ジュウヨウ		必須		炭素の貯留に配慮した土づくり タンソ チョリュウ ハイリョ ツチ		土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでいる。
 (１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
 (２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

		C1.4		重要 ジュウヨウ		必須		汚染水の流入対策		汚水の圃場への流入による土壌および作物に対する影響を防ぐために、周辺の状況（管理点1.2）を確認した上で以下に取り組んでいる。
 (1) 流入防止対策
 (2) 汚水が流入した場合、作物や土壌に対する食品安全のリスク評価とそれに基づ
       く対策の実施。リスク評価の結果および対策の記録 フセ カクニン ウエ リュウニュウボウシタイサク オスイ リュウニュウ バアイ サクモツ ドジョウ タイ ショクヒン アンゼン ヒョウカ モト タイサク ジッシ ケッカ タイサク キロク

		C2.4		重要 ジュウヨウ		必須		排水・汚水の処理 ハイスイ オスイ ショリ		水質劣化および環境汚染を防ぐために、農場で発生した排水やそれに含まれる植物残渣、掃除ゴミ等を処理している。 カンキョウオセン フセ ノウジョウ ハイスイ

		C5.4.2		重要 ジュウヨウ		必須		農薬保管庫の管理②		農薬の誤使用、作業者の健康被害を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 毒物・劇物を警告する表示の実施、他の農薬との区分管理
 (2) 立ち入り可能な農薬保管庫の場合、通気性の確保
 (3) ラベルが読める程度の明るさの確保
 (4) 保管温度に関する指示の遵守
 (5) 購入時の容器のままで保管
 (6) 農薬の取り違え防止対策
 (7) 使用禁止農薬、最終有効年月を過ぎた農薬の区分管理 ノウヤク ゴシヨウ ケンコウヒガイ フセ ノウヤク ホカン イカ ト ク ジッシ クブンカンリ カクホ カクホ ジュンシュ ボウシタイサク カンリ

		C5.4.3		重要 ジュウヨウ		必須		農薬保管庫の管理③		交差汚染、環境汚染を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 使いかけの農薬は封をしていること
 (2) 農薬の転倒、落下防止対策の実施
 (3) 農薬の流出対策の実施
 (4) 保管庫の棚への農薬の吸収・吸着を防ぐ対策の実施
 (5) こぼれた農薬を処理するための農薬専用の道具の用意
 (6) 農薬が農産物や他の資材に付着しない対策の実施 コウサオセン カンキョウオセン ジッシ ジッシ フセ ジッシ ヨウイ ジッシ

		C5.4.5		重要 ジュウヨウ		必須		農薬の在庫管理		農薬の入庫ごと、出庫ごとの記録がつけられている。記録と実在庫の整合性が取れている。 セイゴウセイ ト

		C6.3.2		重要 ジュウヨウ		必須		肥料等の保管条件		
肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
       を防いでいること
 (2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
 (3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
 (4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
 (5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
 (6) 農産物・種苗への汚染防止
 ヒリョウトウ ヒンシツレッカ カンキョウオセン ボウシ ロウドウアンゼン ショクヒンアンゼン フクロヅ ヒリョウトウ ホカン イカ ト ク ジョキョ セイソウ ホウホウ

		C6.3.4		重要 ジュウヨウ		必須		肥料等の在庫管理 トウ		肥料等の入庫ごと、出庫ごとの記録がある。記録と実在庫の整合性が取れている。計量が困難な肥料等については、何らかの方法でその在庫を把握する工夫をしている。 ヒリョウトウ セイゴウセイ ト





+SA項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		SA1		-		必須		土地の利用権 トチ リヨウケン		土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。 セイトウ ショユウケン シャクチケン

		SA2		-		必須		土地の購入 トチ コウニュウ		土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
 (1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権
       利を示す文書がある。
 (2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土
       地の所有権を認めている。
 (3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
       れている。

		SA3		-		必須		商取引の透明性 ショウトリヒキ トウメイセイ		商取引について、以下の取り組みを実施している。
 (1) すべての商取引に関連する文書を保持している
 (2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを明確
       化している。 ショウトリヒキ イカ カンレン ホジ オコナ

		SA4		-		必須		法令の遵守 ホウレイ ジュンシュ		農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。 ニュウシュ

		SA5		-		必須		販売に関する契約 ハンバイ カン ケイヤク		農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意している協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
 (1) 仕様
 (2) 価格
 (3) 取引量
 (4) 支払条件   ノウサンブツ カン イカ フク ケイヤク ブンショカ シメ シヨウ カカク トリヒキリョウ シハライ ジョウケン

		SA6		-		必須		農薬の使用 ノウヤク シヨウ		a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、
  ブロマシル、チウラム ノウヤク セイサン クニ トウロク テキセツ シヨウ ヤクザイ ゲンタイ イカ フク ノウヤク シヨウ シヨウ バアイ ショウライテキ ツカ ホウシン

		SA7		-		必須		農地の造成 ノウチ ゾウセイ		2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明できる。 ガツ ニチ アラ ゾウセイ バアイ ホジョウ ゲンセイリン シッチ タイ シゼン チイキ チイキ エイキョウ アタ ブンショ ショウメイ

		SA8		-		必須		労働者の雇用・採用 ロウドウシャ コヨウ サイヨウ		a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
    ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
 (1) 国から許可を得ていること
 (2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
 (3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること ロウドウシャ ジッシ カクニン ロウドウカンケイホウレイ

		SA9		-		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
 (1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
 (2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 センヨウコウモク

		SA10		-		必須		水の使用権 ケン		水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って節水に協力している。

		SA11		-		必須		+SAロゴマークの
適切な使用 テキセツ シヨウ		+SAに関する適切な表示をするために、+SAロゴマークを使用している場合、以下に取り組んでいる。
 (1) 関係する基準文書の遵守
 (2) 過去1年以内に発行された使用許諾書の保管

※ 団体の場合は、団体事務局が実施する。 イカ ト ク ジュンシュ カコ ネンイナイ ハッコウ シヨウキョダクショ ホカン





付属書C2.1

		(付属書 C2.1)栽培に使用する水の水質検査についての検討図（ディシジョンツリー） ミズ スイシツ ケンサ ケントウズ



		収穫前(1週間以内）に可食部に水（かん水、農薬希釈水、液肥希釈水等）がかかる。 シュウカクマエ シュウカン イナイ カショク ミズ スイ ノウヤクキシャク スイ エキヒキシャクスイ トウ												→Yes→				水道水等の行政が認めた飲用に適する水を使用している。 スイドウスイ トウ ギョウセイ ミト インヨウ テキ ミズ シヨウ







		↓																↓

		No												Yes				No		（井戸水、農業用水、河川やため池の水等）

		↓																↓

		栽培から収穫前までに使用する水の検査を必ずしも行わなくて良い。 サイバイ シュウカク マエ																
大腸菌検査を少なくとも1年に1回実施している。
 ダイチョウキン ケンサ ジッシ







																		↓

														Yes				No

																		↓

		検査結果が、大腸菌不検出、または、100個/100ml以下である ケンサ ケッカ ダイチョウキン フ ケンシュツ コ イカ												→No→				農産物が汚染されないための対策を文書化する。 ノウサンブツ オセン タイサク ブンショカ







		↓

		Yes

		↓

		潅水や農薬希釈水等に使用することができる。 カンスイ ノウヤクキシャクスイ トウ シヨウ







		※栽培から収穫前までに使用する水に関して、農産物固有の要求事項がある場合（きのこ類、スプラウト類）はそれに従う。 サイバイ シュウカク マエ シヨウ ミズ カン ノウサンブツ コユウ ヨウキュウ ジコウ バアイ ルイ ルイ シタガ





付属書C6.1.5

		(付属書 C6.1.5)家畜ふん堆肥の管理についての検討図（ディシジョンツリー） カチク タイヒ カンリ ケントウズ



		1

		自家製堆肥である。 ジカセイ タイヒ										水分調整や定期的な切り返しを行い、55℃以上が3日以上続いた工程で製造している。
※ ただし、雑草種子死滅には60℃以上が必要 ザッソウ シュシ シメツ イジョウ ヒツヨウ										
3に進む。 スス

										→YES→										→No→



		↓

		No		（購入、譲渡等）

		↓

		※ 都道府県知事の登録をうけたものも含む トドウフケンチジ トウロク フク

																				YES

		2

		製造工程が確認できる。その結果、水分調整や定期的な切り返しを行い、55℃以上が3日以上続いた工程で製造されていることが確認できる。 セイゾウコウテイ カクニン スイブン チョウセイ テイキテキ キ カエ オコナ イジョウ ニチ イジョウ ツヅ コウテイ セイゾウ カクニン										堆肥について、以下のことを確認する。
色は、褐色から黒褐色である。
原料家畜ふんのにおいがほぼない。
手触りがさらさらである。 タイヒ イカ カクニン イロ カッショク クロカッショク ゲンリョウ カチク テザワ										使用可。 シヨウ カ



										→YES→										→YES→





		↓

		No								NO

		↓

		3

		葉物野菜等、収穫部位が土壌に近く、かん水や大雨時に土が収穫部位につく可能性がある農産物である。 ハモノヤサイ トウ シュウカクブイ ドジョウ チカ スイ オオアメジ ツチ シュウカクブイ カノウセイ ノウサンブツ										堆肥の施用は、収穫4か月前までに実施する施肥設計とする。 タイヒ セヨウ シュウカク ゲツ マエ ジッシ セヒセッケイ

										→YES→







		↓

		No

		↓

		4

		堆肥の施用は、収穫2か月前までに実施する施肥設計とする。 タイヒ セヨウ シュウカク ゲツ マエ ジッシ セヒセッケイ







		※ いずれの場合も、使用時は管理点C6.1.2、C6.1.3、C6.1.4に準拠する。 バアイ シヨウジ カンリテン ジュンキョ
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11.3
重
要

必
須

温室効果ガス（CH4）の

発生抑制

水田におけるメタンガス発生を抑制するために、必要な対策を実施している。
例えば下記の対策をとっている。
 (1) 稲わらは堆肥化後に水田還元している。
 (2) 無代かき栽培をしている。
 (3) 幼穂形成期前の中干処理をしている。
 (4) 幼穂形成期前及び出穂後の間断潅漑をしている。
 (5) 暗渠排水・心土破砕等の処理による透水性の改善をしている。
 (6) 含鉄資材の使用等により土壌の酸化容量を高めている。
 (7) 稲わらの秋すき込みをしている。

C6.1.6
重
要

必
須

濁水流出による
水質汚染の防止

水田代かき後の濁水流出防止の対策を実施している。

・上記２点は穀物のみのレベル変更となる。
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はじめに 

		1．本書の利用方法 ホンショ

		本書は『JGAP農場用管理点と適合基準』および『+SA農場用管理点と適合基準』を組み合わせたチェックリストです。農場での取り組みの利便性を考慮して参考として作成されたものです。各管理点のレベルについて、左側はJGAPの認証で使われるレベル、右側は+SAの評価で使われるレベルとなります。 ホンショ ノウジョウヨウカンリテン テキゴウ キジュン ノウジョウヨウ カンリテン テキゴウキジュン ク ア ノウジョウ サンコウ サクセイ カクカンリテン ヒダリガワ ニンショウ ツカ ミギガワ ツカ



		2．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		3．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、JGAP認証および+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ニンショウ ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン



































































共通項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウキジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		共通項目 キョウツウ コウモク

		1 農場管理の見える化

		1.1		必須		必須		JGAP適用範囲の
明確化 テキヨウハンイ メイカクカ		
JGAP認証の適用範囲を明確にするために、以下の最新情報を文書化している。
 (1) 農場（農場名、所在地、連絡先）
 (2) 認証の対象となる品目（出荷の形態がある場合には出荷の形態を含む）
 (3) 総合規則9.2で定める認証の対象となる生産工程の範囲
 (4) 圃場（圃場名等、面積、栽培品目）
 (5) 農産物取扱い施設（名称、所在地、取扱い品目）
 (6) 倉庫・保管庫（名称、所在地）
 (７) 外部委託先（名称、委託範囲、所在地、連絡先）
 ショザイチ ニンショウ タイショウ ヒンモク ソウゴウキソク サダ ニンショウ タイショウ ハンイ メイショウ ショザイチ

		1.2		必須		必須		地図の整備 セイビ		
リスク評価に活用するために、少なくとも以下の情報を記載した地図を作成している。
 (1) 圃場
 (2) 農産物取扱い施設
 (3) 倉庫・保管庫
 (4) 廃棄物保管場所
 (5) 生産工程で利用する給水場所、貯水場所
 (6) 圃場に隣接する土地の利用状況
 (7) 農薬の残液・洗浄水の処理場所
 スク イカ ジョウホウ キサイ サクセイ トリアツカ シセツ ソウコ ホカンコ ハイキブツ ホカンバショ セイサン コウテイ リヨウ チョスイ バショ ホジョウ リンセツ ノウヤク ザンエキ センジョウスイ ショリバショ

		1.3		必須		必須		生産計画 セイサンケイカク		
a. 以下の項目を含む生産計画を立て文書化している。
 (1) 品目ごとの生産見込量（面積×標準収量）
 (2) 作業内容および実施時期（作業頻度）

b. 生産計画に対して実績を評価し、次年度の計画立案に活用している。
 セイサン ミコミ リョウ メンセキ ヒョウジュンシュウリョウ

		1.４		必須		必須		記録の保管		
農場管理の改善のために、各管理点で求めている記録について、以下に取り組んでいる。
 (1) 過去2年分以上の保管
　　　 初回審査または版の変更により新しく要求された記録の場合は、審査日から
       さかのぼって3か月分以上の記録の保管（当該期間に発生しない作業の記録
　　　 は除く）。初回審査後の継続した記録の保管
 (2) 2年を超える保管期限を法令または顧客に要求されている場合には、その
　　　 要求に従った記録の保管
 (3） 必要な時にすぐに閲覧できる状態の維持
 ジョウ カンリ カクカンリテン モト キロク ホカン カイ

		1.５		必須		必須		苦情・事故・ルール違反
への対応 クジョウ ジコ イハン タイオウ		
適切な農場管理を実践するために、農場への苦情や農場内での事故、ルール違反があった場合、以下の内容を記録している。
 (１) 発生日
 (２) 記録日
 (３) 記録者
 (４） 苦情・事故・ルール違反の内容
 (５) 応急対応
 (６) 発生原因
 (７) 再発防止に向けた是正処置
 (８) 農場責任者による是正処置の確認日
 ノウジョウ クジョウ ノウジョウ ナイ ジコ イハン ナイヨウ クジョウ ジコ イハン ハッセイ

		2 経営者の責任

		2.1		必須		必須		責任者の明確化 セキニンシャ メイカクカ		
JGAPに基づく適切な農場管理を行う組織体制として、経営者は、少なくとも以下の責任者を文書化し、農場内に周知している。
 (1) 経営者
 (2） 農場の責任者　
 (3） 商品管理の責任者
 (4） 肥料管理の責任者
 (5） 農薬管理の責任者
 (6） 労働安全の責任者
 (7） 労務管理の責任者
 オコナ スク イカ ブンショカ

		2.2		必須		必須		農場の責任者の責務 ノウジョウ セキニンシャ セキム		
a. 経営者は、農場の責任者（管理点2.1）に農場管理に関する必要な権限を与えて
    いる。

b. 農場の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1) 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報(改定等)の把握
 (2) JGAPに関する文書の改定についての把握と関係する責任者への周知
 カンリテン ノウジョウ カンリ カン ヒツヨウ ケンゲン アタ イカ

		2.3		重要 ジュウヨウ		-		方針の策定・共有 ホウシン サクテイ キョウユウ		
JGAPに基づく適切な農場管理を組織全体に定着させるために、経営者は、JGAPの取り組みに必要な農場管理の方針を文書化し、農場内に周知している。

※ 団体の場合には、経営者を団体代表者と読み替え団体としての方針とする。
 カンリ

		2.4		必須		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
 (1) JGAPを理解した者による、『JGAP農場用　管理点と適合基準』のすべての
       管理点についての自己点検
 (2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 カイゼン イカ ネン カイイジョウ ジッシ ノウジョウヨウ CPCC

		2.5		重要 ジュウヨウ		必須		経営者による改善 カイゼン		
a. 農場管理の改善のために、経営者は、以下の情報から農場管理の仕組みを年1回
    以上見直し、 必要に応じて該当する責任者へ改善を指示している。
 (１) 自己点検（管理点2.4）結果（団体の場合には内部監査結果）
 (２) 商品の苦情記録（管理点6.4）
 (３） 外部審査の結果
 (４） 苦情・事故・ルール違反記録（管理点1.5）
 (５) JGAP適用範囲の変更点（管理点1.1）

b. 経営者は、上記a.の見直し結果および該当する責任者への改善指示を記録して
    いる。

c. 経営者は、食品安全・労働安全・環境保全・人権の尊重について農場全体での意識
    の醸成を図っている。

※ 団体の場合は、経営者を団体の代表者と置き換えても良い。
 ケッカ

		2.6		必須		必須		JGAPロゴマークの
適切な使用 テキセツ シヨウ		JGAPに関する適切な表示をするために、JGAPロゴマークを使用している場合、以下に取り組んでいる。
 (1) 関係する基準文書の遵守
 (2) 過去1年以内に発行された使用許諾書の保管

※ 団体の場合は、団体事務局が実施する。 イカ ト ク ジュンシュ カコ ネンイナイ ハッコウ シヨウキョダクショ ホカン

		2.7		重要 ジュウヨウ		必須		
経営の維持・継続の
ための対策
 ケイエイ イジ ケイゾク タイサク		農場経営を維持・継続するために、災害等に備えた対策や計画を立てている。 ノウジョウ ケイエイ サイガイ ナド ソナ タイサク サク ケイカク タ

		2.8		必須		必須		知的財産の管理 チテキザイサン カンリ		
知的財産を保護・活用するために、以下に取り組んでいる。
 (1) 登録品種など他人の知的財産を侵害しないこと
 (2) 自分の知的財産である開発した技術・品種、商標等がある場合、それらの活用
       （権利化、秘匿、公開）
 チテキザイサン ホゴ カツヨウ イカ ト ク トウロクヒンシュ ショウヒョウ ケンリカ ヒトク コウカイ

		３ 人権の尊重と労務管理 ソンチョウ

		３.1		重要 ジュウヨウ		-		労務管理の責任者の
責務 ロウムカンリ セキニンシャ セキム		
a. 労務管理の責任者（管理点2.1）は、農場内部の職場環境・福祉・労働条件管理の
    業務を統括している。

b. 労務管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1)　担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2) 人権の尊重および労務管理に関する知識の向上
 イカ ソンチョウ

		３.2		必須		必須		労働力の適切な確保		
労働者の人権に配慮した適切な労務管理のために、以下に取り組んでいる。
 (1) （a)から（i)が記載された労働者名簿の整備
    (a) 氏名
    (b) 生年月日
    (c) 履歴
    (d) 性別
    (e) 住所
    (f) 従事する業務の種類（労働者数常時30人未満の事業所は不要）
    (g) 雇入年月日
    (h) 退職の年月日およびその事由(解雇の場合はその理由)
    (i) 死亡の年月日およびその原因
 (２） 守秘義務を遵守した個人情報の管理
 (３) 外国人労働者を採用する場合、在留許可があり就労可能であることの確認
 (４) 法令に準拠した年少者の雇用
 ロウドウシャ ジンケン ハイリョ テキセツ ロウム カンリ イカ ト ク ジョウジ

		３.3		重要 ジュウヨウ		必須		労働条件の提示		

a. 使用者は、労働者に対して、就労前に以下に示す労働条件を文書で示している。
 (１） 従事する業務内容と就業する場所
 (２） 労働する期間、期間が限定される場合には雇用契約の更新に関する事項
 (３） 労働する時間、休憩時間、休日
 (４） 賃金とその支払方法および支払い時期
 (５） 退職に関する事項（雇用の解除に関する権利、解雇の条件等）

b. 外国人労働者の場合には、労働者が理解できる言語で労働条件を文書で示して
    いる。



		３.4		重要 ジュウヨウ		必須		労働条件の遵守 ジュンシュ		
労働者の人権に配慮した労務条件を確保するために、以下に取り組んでいる。
 (1) 労働者の労働時間、休日、休憩は法令を遵守すること
 (2) 労働者の賃金は、法令で定められた最低賃金を下回らないこと
 (3) 深夜労働・時間外労働・休日労働の割増賃金は法令を遵守すること
 (4) 労働者の賃金は、管理点3.3で定めた労働条件に従った一定期日での支払い
 (5) 賃金から不当または過剰に控除していないこと
 ジョウケン カクホ ジュンシュ シタマワ ホウレイ ジュンシュ チンギン

		３.5		必須		必須		強制労働の禁止		
労働者の人権を確保するために、以下のことが起きないような対策を実施している。
 (1) 人身売買、奴隷労働および囚人労働を利用した労働力の確保
 (2) 労働者に対して、暴行、脅迫、監禁その他精神または身体の自由を不当に拘束
       する手段による労働者の意思に反した労働の強制
 (3) 労働者の移動の自由の制限
 (4) 労働者の身分証明書、入国管理書類、労働許可証、渡航文書などの個人的な
       書類や貴重な所持品の没収あるいは保管
 ロウドウシャ ジンケン カクホ イカ タイサク ジッシ ホカン

		３.6		重要 ジュウヨウ		必須		使用者と労働者の
コミュニケーション		
労働者の労働条件・労働環境の改善を図るために、以下に取り組んでいる。
 (1) 使用者と労働者との間で、年1回以上、労働条件、労働環境、労働安全等につい
       て労働者が意見を伝えやすい環境を整えて意見交換を実施し、実施内容を記録
       すること
 (2) 使用者と労働組合または労働者の代表者との間で自由な団体交渉権が認めら
       れており、締結した協約または協定がある場合にはそれに従っていること
 ロウドウシャ ロウドウジョウケン ハカ イカ ト ク ツタ カンキョウ トトノ

		３.7		必須		必須		差別の禁止		
労働者の公正な扱いのために、雇用や昇進・昇給の決定は、対象となる業務を遂行する能力の有無やレベルだけを判断材料とし、人種、民族、国籍、宗教、性別によって判断していない。


		３.8		重要 ジュウヨウ		-		十分な話し合いに
基づく家族経営 ジュウブン ハナ		
家族の作業者がいる場合、家族全員が働きやすい就業環境を整えるために、家族間の十分な話し合いに基づく家族経営を実施している。
 カゾク サギョウシャ バアイ

		３.9		重要 ジュウヨウ		必須		労働者用住居		
労務管理上の必要から使用者が労働者に住居を提供する場合、その住居は安全で、健康的な生活環境の整備が行われている。
 ケンコウ

		４ 教育訓練・入場者への注意喚起 ニュウジョウシャ チュウイ カンキ

		４.1		必須		必須		作業者への教育訓練		
作業者が農場のルールを把握し、作業に必要な力量を身に着けるために、管理点2.1で定めた各責任者は、それぞれの担当分野の教育訓練について以下に取り組んでいる。
 (1) 年1回以上、農場のルールに則した内容の教育訓練
 (2） 作業者に外国人がいる場合には、その作業者が理解できる言葉や表現（絵等）
       を用いた教育訓練
 (3） 作業者の役割と責任の周知
 (4） 作業者が農場のルールを遵守し力量をもっていることの責任者による日常的
       な確認
 (５) 上記（１）（２）について（a)から(d)の情報を含む教育訓練の記録
    (a) 実施日
    (b) 参加者
    (c) 教育訓練の内容
    (d) 教育訓練に使用した資料
 カク タントウ ブンヤ ノウジョウ ソク サギョウシャ リキリョウ ジョウキ ジッシビ サンカ シャ キョウイク クンレン ナイヨウ キョウイク クンレン シヨウ シリョウ

		４.2		必須		必須		公的な資格の保有
または講習の修了		
法令により、資格の保有または講習等の受講が義務付けられている作業を担当する作業者は、必要な講習等の受講や試験に合格していることを証明できる。
 ホウレイ ギムヅ トウ

		４.3		重要 ジュウヨウ		-		入場者に対する
注意喚起		
a. 以下について入場者が守るべき農場のルールを文書化し、入場者に注意を喚起
    している。
 (1) けが・事故防止
 (2) 食品安全
 (3) 環境への配慮

b. 入場者に外国人がいる場合には、その入場者が理解できる言葉や表現（絵等）で
    ルールを伝えている。
 ブンショカ ジコ

		５ 外部組織の管理 ガイブソシキ

		５.1		重要 ジュウヨウ		-		外部委託先との合意		
外部委託先と以下の内容について合意を得ており、文書化している。
 (１） 合意した日付
 (２） 合意した者の名称（農場および外部委託先双方の名称、代表者氏名、所在地）
 (３） 外部委託する作業の範囲
 (４） 外部委託する作業について、JGAPが求める食品安全・労働安全に関する農場
       が定めたルール
 (5） 上記（4）のルールに従うこと
 (6) 合意内容に違反した場合の対応
 (7) 外部から審査を受ける可能性があること、および不適合がある場合には是正
       処置を求める可能性があること

※ 農場と外部委託先が合意を交わせない場合には、外部委託先が公開・提示している文書（約款等）を農場が確認することで代替することができる。
 ゴウイ ヒヅケ ゴウイ モノ メイショウ ガイブ イタク サギョウ ハンイ サギョウ ジョウキ シタガ ゴウイ

		５.2		必須 ヒッス		必須 ヒッス		外部委託先の点検		
外部委託先に対し、外部委託する作業について、JGAPが求める食品安全・労働安全に関する農場が定めたルールの適合状況を、新規採用時および年1回以上点検し、以下を記録している。
 (1) 外部委託先の名称
 (2) 確認の実施日
 (3) 確認者の名前
 (4) 不適合事項
 (5) 是正処置などの対応

※ 外部委託先がJGAP/ASIAGAP認証または日本GAP協会が認める第三者認証を受けている場合、農場はその認証書の適用範囲や有効期限等を確認することによって外部委託先の点検を省略しても良い。
 ガイブ イタク サギョウ テキゴウ シンキサイヨウジ イカ キロク ウ バアイ ヨ

		５.3		重要 ジュウヨウ		-		検査機関の評価・選定 ケンサキカン ヒョウカ センテイ		
検査結果の信頼性確保のために、管理点で要求している検査を依頼する場合は、依頼する検査の分野で検査機関が以下のいずれかを満たしていることを確認している。
 (1) 生産国が認定した登録検査機関
 (2) ISO17025認定機関
 (3) 日本GAP協会が推奨する機関
 (4) 残留農薬の場合、残留農薬検査を行う検査機関に関するガイドラインを満た
       す機関
 カンリテン ヨウキュウ イライ ケンサ

		６ 商品管理

		６.1		重要 ジュウヨウ		必須		商品管理の責任者の
責務 ショウヒン カンリ セキニンシャ セキム		
a. 商品管理の責任者（管理点2.1）は、以下の業務を統括している。
 (1） 商品の種類・規格の管理（品目・品種・栽培方法等）
 (2） 数量・重量を含む商品仕様
 (3） トレーサビリティの管理
 (４） 商品の安全や品質の確保
 (５） 商品に関する苦情・異常および商品の回収への対応

b. 商品管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 商品管理に関する知識の向上
 イカ ショウヒン シヨウ カンリ ショウヒン タイオウ イカ

		６.1.1		重要 ジュウヨウ		-		乾燥調製貯蔵施設の
管理責任者		
a. 大規模乾燥調製貯蔵施設では、施設の管理者とオペレータの責任分担が明確に
    なっている。

b. 大規模乾燥調製貯蔵施設の管理者は研修の実施等によるオペレータの資質向上
    に努めている。

c. 乾燥調製貯蔵施設では、法令に基づき乾燥設備作業主任者を設置している。


		６.2		必須		必須		トレーサビリティの確保 カクホ		

a. 出荷した農産物から以下の記録を確認できるトレーサビリティの仕組みがある。
 (1) 農場名
 (2) 品目名
 (3） 出荷先
 (4) 出荷日
 (5) 出荷数量
 (6) 収穫日
 (7) 収穫数量または収穫面積
 (8) 収穫圃場の名称または番号
 (９) 収穫から出荷までたどるのに必要なロット番号（収穫ロット、調製ロット等）

b. 上記a.のトレーサビリティの仕組みを年1回以上確認し（トレーステスト）、必要に
    応じて仕組みを見直している。

c. 出荷する農産物、送り状、納品書等に以下の表示を行っている。
 (1) 農場名
 (2) 農産物の名称
 (3） 原産地
 (4） 内容量（密封された容器包装の場合）
 (5） a.の記録と紐付く（特定できる）表示

 イカ シュウカク シュウカク チョウセイ トウ ジョウキ シク シュッカ オク ジョウ ノウヒンショトウ イカ ヒョウジ オコナ ノウサンブツ

		６.3		必須		必須		商品の苦情・異常・回収への対応手順 ショウヒン クジョウ イジョウ カイシュウ		
a. 商品に関する苦情・異常への適切な対応および再発防止のために、以下の項目を
    含む対応手順を文書化している。
 (1) 商品の苦情・異常発生状況の把握
 (2) 商品管理の責任者への連絡・報告（影響を及ぼす範囲の把握、責任者による
       商品回収の必要性の判断を含む）
 (3) 応急対応（影響がある出荷先および関係機関への連絡・相談・公表、商品回収、
       対象品の処置等を含む）　
 (4) 原因追及
 (5) 再発防止に向けた是正処置
 (6) 法令違反があった場合の認証機関への報告

b. 文書化した手順は、年1回以上、見直している。
 テキセツ タイオウ タイショウ ブンショカ

		６.４		必須		必須		商品の苦情・異常・回収への対応記録 ショウヒン クジョウ イジョウ カイシュウ キロク		
a. 商品に関する苦情・異常が発生した場合に、管理点６.3の手順に従って対応した
    ことを記録している。

b. 記録には、苦情・異常の発生日（連絡日）、記録日、記録者、商品管理の責任者に
    よる確認日を記載している。
 クジョウ イジョウ ハッセイビ レンラクビ ショウヒン カンリ セキニン シャ

		６.５		必須		必須		他農場の農産物の
取り扱い タノウジョウ ト アツカ		
a. 他農場の農産物を取り扱っている場合、生産した農場ごとの識別管理と他農場の
    農産物の意図しない混入を防止する対策ができており、記録から確認できる。

b. 他農場の農産物を販売する場合は、生産した農場の情報について、販売先に誤解
    を与えるような表示をしていない。
 タ ノウジョウ イト コンニュウ ボウシ タ ノウジョウ ハンバイ バアイ セイサン ノウジョウ ジョウホウ ハンバイ サキ ゴカイ アタ ヒョウジ

		６.６		必須		必須		異品種および別用途品の混合防止		
a. 品種を分けて販売する場合は、視覚的に見分けのつきにくい別品種の農産物が
    誤って混入しないように対策を講じている。

b. 特定用途（用途限定米穀、食用不適米穀等）の農産物に誤って他の用途の農産物
    が混入しないように対策を講じている。

c. 特定用途（用途限定米穀、食用不適米穀等）の農産物の販売等について、法令に
    よる取り決めがある場合はそれに従っている。
 ノウサンブツ トクテイ トウ ノウサンブツ タ ノウサンブツ ノウサンブツ

		６.７		重要 ジュウヨウ		-		水分含量の管理		
a. 農産物の水分含量が適切になるよう管理している。

b. 水分計を用いて穀粒水分を確認し、適切な水分含量になるよう取扱っている。

c. 水分計は定期的に点検している。
 ノウサンブツ スイブン ガンリョウ テキセツ カンリ スイブン ケイ モチ コクリュウ スイブン カクニン テキセツ スイブン ガンリョウ トリアツカ スイブンケイ テイキ テキ テンケン

		７ 生産工程におけるリスク管理 セイサン

		７.1		必須		必須		農産物の理解 リカイ		
管理点7.3のリスク評価の参考とするために、認証の対象となる農産物について、農産物の使用目的と利用者を想定して食品安全に留意すべき点を説明できる。

※ 複数の農産物を扱っている場合、農産物の特徴や工程が類似するグループごとに説明することも可能である。
 カンリテン ヒョウカ

		７.2		必須		必須		工程の明確化 コウテイ メイカク カ		
a. 農産物ごとまたは類似するグループごとに以下を文書化している。
 (1) 作業工程
 (2) 工程で使用する主要な資源（土、水、種苗、農薬、肥料、包装資材、設備、機械、
       器具等）
 (3) 農産物への交差汚染・異物混入の可能性がある設備・機械・資材等

b. 各工程が、現状と合っているか現場で確認している。
 ブンショカ サギョウ コウテイ シゲン ツチ ミズ シュビョウ ノウヤク ヒリョウ ホウソウ シザイ セツビ キカイ キグ トウ ノウサンブツ コウサオセン カノウセイ セツビ キカイ トウ

		７.3		必須		必須		リスク評価の実施 ヒョウカ		
a. 管理点7.2で明確にした各工程について、以下に取り組んでいる。
 (1) 食品安全に関するリスクを抽出して重要性を評価し、リスクを予防・低減する
       ための対策の文書化
 (2) 現場の状況が反映されていることを確実にするために、責任者と作業者による
       共同での実施

b. リスク評価には、農産物取扱い工程においてアレルゲンの混入を含めている。
 メイカク チュウシュツ ジュウヨウセイ キョウドウ コンニュウ

		７.3.1		必須		必須		穀物特有のリスク コクモツ トクユウ		
該当する場合、管理点7.3のリスク評価には以下を必ず評価の対象としている。
 (1） 落花生のアフラトキシン、小麦のデオキシニバレノール（DON）、ニバレノール
　　　（NIV）を含むカビ毒汚染
 (2） 米のカドミウムを含む重金属による汚染
 (3) 水分調整をする場合、乾燥不足によるカビ毒汚染
 コムギ フク

		７.3.2		必須		必須		放射性物質への対応 ホウシャセイ ブッシツ		
認証の対象となる品目に対して、農場がある地域に関する法令・行政機関からの指示がある場合、放射性物質により汚染された農産物を出荷しないために、指示に基づき対応している。
 バアイ シジ モト タイオウ

		７.4		必須		必須		対策・ルールの周知・
実施・確認 タイサク カクニン		
a. 管理点７.３で明確にしたリスクを予防・低減するための対策について、責任者に
    よる作業者への対策の教育訓練を行い、対策を実施している（新人の配置および
    対策の変更時には必ず実施すること）。

b. 管理点7.3で重要性が高いと評価したリスクについて、対策を強化するために
    以下に取り組んでいる。
 (1) 作業者が理解できる具体的なルールの文書化（図、映像を含む）
 （2） 責任者による作業者へのルールの教育訓練および実施（新人の配置および
       対策の変更時には必ず教育訓練を行うこと）
 (3) 責任者による遵守状況 の定期的な確認とその記録
 オコナ タイサク ジッシ タイサク キョウカ

		７.5		必須		必須		リスク評価等の見直し ヒョウカ トウ		
管理点７.2、7.3、7.４で文書化したリスク評価、対策、ルールについて、以下を実施したことを記録している。
 (1) 年1回以上、および工程の変更や新たなリスクの知見が確認された場合、リスク
       評価の見直し
 (2) リスク評価の見直しに合わせ、必要に応じて対策とルールの見直し
 (3) 有効性を高めるために、責任者と作業者が共同での見直し
 カンリ テン ブンショカ ヒョウカ タイサク イカ ジッシ キロク イジョウ ヒョウカ ヒツヨウ オウ タイサク タカ セキニン シャ キョウドウ

		8 作業者および入場者の衛生管理

		8.1		必須		必須		健康状態の把握と対策 ケンコウジョウタイ ハアク タイサク		
作業者・農産物の衛生管理のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 健康状態に異常（下痢、おう吐、発熱、黄疸等の症状）のある作業者および入場
       者を把握するための手順を定め実施
 (2) 上記（1)の症状のある者には、農産物に触れるエリアへ立入・従事を禁止、また
       は対策をした上で立入・従事の許可
 (3) 上記（1)の症状のある者への健康管理に関する十分な対応
 (４） 健康状態に異常がない他の作業者および入場者への感染予防措置の実施
 サギョウシャ エイセイ カンリ イカ ト ク ケンコウ ジョウタイ イジョウ ゲリ ト ハツネツ オウダン トウ ショウジョウ ハアク テジュン サダ ジッシ ジョウキ ショウジョウ フ ショウジョウ カンリ カン ジュウブン タイオウ タ ケンコウ ジョウタイ イジョウ カンセン ヨボウ ソチ ジッシ

		8.2		重要 ジュウヨウ		必須		衛生管理のルール設定
と周知 エイセイカンリ セッテイ シュウチ		
作業者・農産物の衛生管理のために、以下の項目について衛生管理に関する必要なルールを文書化し、作業者および入場者に周知し、実施させている。
 (1) 作業着、帽子、マスク、靴、手袋等の装着
 (2) 手洗いの手順、消毒、爪の手入れ
 (3) 喫煙、飲食、痰や唾の処理および咳やくしゃみ等の個人の行動
 (4) トイレの利用
 (5) 農産物への接触
 (6) 身の回り品の取扱い
 サギョウシャ エイセイカンリ イカ コウモク エイセイカンリ カン ヒツヨウ サギョウシャ ニュウジョウシャ シュウチ ジッシ ソウチャク

		8.3		重要 ジュウヨウ		必須		手洗い設備の整備 テアラ セツビ セイビ		
作業者が必要時に手洗い設備を利用でき、手洗いによる衛生を確保するために、以下に取り組んでいる。
 (１） トイレおよび作業現場近くに、衛生的な水を使った手洗いが可能な手洗い設備
       の確保
 (2) 手洗い設備の衛生的な管理（清掃・メンテナンス）
 (3) 手洗いに必要な洗浄剤・手拭・消毒等の備品の設置
 ヒツヨウ テアラ セツビ テアラ サギョウ ゲンバ チカ テアラ セツビ カクホ セイソウ セッチ

		8.4		重要 ジュウヨウ		必須		トイレの整備 セイビ		
作業者が必要時にトイレを利用でき、トイレの汚れによる使用者および環境への汚染防止のために、以下に取り組んでいる。
 (１） 作業現場近くに、作業者に対し十分な数のトイレの確保
 (2) トイレの定期的な清掃
 (3) トイレの衛生面に影響する破損の補修
 (4) トイレの汚物・汚水の適切な処理
 ヒツヨウ ヨゴ シヨウシャ カンキョウ オセン ボウシ サギョウ ゲンバ チカ サギョウシャ タイ ジュウブン カズ カクホ

		8.5		重要 ジュウヨウ		-		喫煙・飲食の場所の
制限 キツエン インショク バショ セイゲン		
喫煙・飲食をする場所を特定し、農産物への影響や火災がないように対策を実施している。
 キツエン インショク バショ トクテイ エイキョウ カサイ タイサク ジッシ

		9 労働安全管理および事故発生時の対応

		9.1		重要 ジュウヨウ		必須		労働安全の責任者の
責務 ロウドウ アンゼン セキニンシャ セキム		
a. 労働安全の責任者（管理点2.1）は、作業中のけが、事故の発生を抑制する業務を
    統括している。

b. 労働安全の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 労働安全に関する知識の向上
 (3） 設備・機械の安全な使用方法の情報の入手および理解
 (4） 農場内に応急手当をできる者を配置し、その者が5年以内に応急手当の訓練
　　　 を受けていることが証明できること
 (5) 安全を確保するための適切な服装・保護具の用意および管理
 イカ キカイ ハイチ ネンイナイ

		9.2		必須		必須		事故の防止 ジコ ボウシ		
事故を防ぐために、労働安全の責任者は以下に取り組んでいる。
 (1) 少なくとも以下の（a)から（g)を含む年1回以上の労働安全に関するリスク評価
       および事故やけがを防止する対策の文書化
    (a) 乗用型機械（特に、公道での走行、積み降ろしおよび傾斜地や段差での使用、
          巻き込まれ）
    (b) コンバイン、耕耘機、農用運搬車の使用
    (c) 草刈機（刈払機）（斜面・法面での使用含む）
    (d) 高所作業（脚立等の使用含む）
    (e) 暑熱環境下の作業（熱中症対策）
    (f） 自分の農場および同業者で発生した事故・けが・ヒヤリハットの情報
    (g) 自動運転技術やドローンを用いた機械
 (２) 上記（1)で立てた対策の周知および実施（新人の配置および対策の変更時には
        必ず行うこと）
 (３) 施設および作業内容に変更があった場合、リスク評価とその対策の見直し
 (４） 上記（１）のリスク評価と対策および上記（３）の見直しは、有効性を高めるため
       に作業者と共同での実施
 シュウチ シンジン ハイチ タイサク ヘンコウジ カナラ オコナ キョウドウ

		9.3		重要 ジュウヨウ		必須		危険な作業に従事する要件 キケン サギョウ ジュウジ ヨウケン		
危険を伴う作業を安全に行うために、以下を満たした作業者が担当している。
 (1) 安全のための充分な教育・訓練を受けた者（管理点４.1）
 (2) 法令で要求されている場合には、労働安全に関しての公的な資格または講習
       等を修了している者（管理点４.２）
 (3) 酒気帯び者、作業に支障のある薬剤の服用者、病人、妊婦、年少者以外の者
 (4) 作業内容に応じた心身機能や能力を有した者
 (5) 安全を確保するための適切な服装・保護具を着用した者
 モノ

		9.4		重要 ジュウヨウ		必須		事故発生時の対応 ジコ		
事故・火災に素早く対応し影響を最小限にとどめるために、以下に取り組んでいる。
 (1) 事故・火災の対応手順および連絡網の文書化と作業者への周知
 (2) 清潔な水および救急箱の用意
      （救急箱の中身は管理点9.2でリスク評価した結果、必要と判断したもの）
 スバヤ タイオウ エイキョウ サイショウゲン ジコ カサイ ヨウイ ケッカ ハンダン

		9.5		重要 ジュウヨウ		必須		設備・機械・器具の
安全な使用 キグ		
事故防止のために、設備・機械・器具について以下に取り組んでいる。
 (1) 取扱説明書やメーカーの指導に従った使用
 (2) 安全性を損なう改造の禁止
 (3) 設備・機械の購入時には安全性の評価を行い、より安全に配慮した機種の選択
 (4) シートベルトや安全フレームなど安全装置がある機械は安全装置を有効にした
       使用（着装等）
 (5) 作業機械を装着・牽引したトラクターの灯火器類設置等、法令に従った公道
       走行
 (6) 使用前点検
 ジコボウシ キグ キンシ キシュ

		9.6		必須		必須		労働災害に対する備え
（強制加入） ロウドウサイガイ タイ ソナ キョウセイカニュウ		
労働災害に対する備えのために、法令において労働災害の補償に関する保険が存在し、農場が強制加入の条件に相当する場合には、その保険に加入している。 
 ロウドウサイガイ タイ ソナ ホウレイ

		9.7		努力		必須		労働災害に対する備え
（任意加入等） ロウドウサイガイ タイ ソナ ニンイカニュウ トウ		
労働災害に対する備えのために、以下に取り組んでいる。
 (1) 労働者が労働災害にあった場合の補償対策
 (2) 経営者や家族従事者が労働災害にあった場合の補償対策
 イカ ト ク ロウドウシャ ロウドウ サイガイ バアイ ホショウ タイサク ケイエイシャ カゾク ジュウジシャ

		10 設備・機械・器具等の管理

		10.1.1		必須		必須		施設・設備・機械等の
管理 シセツ セツビ キカイ トウ カンリ		
a. 農産物の汚染や事故を防ぐために、使用している設備・機械および運搬車両に
    ついて以下に取り組んでいる。
 (1) 使用している設備・機械（動力の付いた機械、肥料散布機および農薬散布機）
       および運搬車両のリストの文書化
 (２） リストへの設備・機械および運搬車両に使用する電気、燃料等の記載
 (３) 必要な点検・整備・清掃・洗浄・消毒の適期の実施と記録（保守・点検作業が食品
       安全を損なってはならない）
 (４） 外部の整備サービスを利用している場合は、整備伝票等の保管
 (５) 食品安全、労働安全および盗難防止に配慮した保管

ｂ. 農産物の汚染や事故を防ぐために、農産物取扱い施設の保守管理、点検、清掃を
    実施している。

ｃ. 購入や整備サービスは信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できる。


		10.1.2		必須		必須		収穫や農産物取扱いに
使用する器具・備品や
包装資材の管理 シュウカク ノウサンブツ トリアツカ シヨウ キグ ビヒン ホウソウシザイ カンリ		
農産物の汚染を防ぐために、収穫や農産物取扱いに使用する器具・備品や収穫関連容器・包装資材について、以下に取り組んでいる。
 (1) 劣化・損傷・汚染されていないか定期的な点検
 (2) 点検の結果、不具合を発見した場合、修理・洗浄・交換等の対策の実施
 (3) 衛生的な保管
 (4) 複数の包装資材を使用している場合、包装資材の誤使用・誤表記を防ぐ工夫
 (5) 購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること


		10.2		必須		必須		掃除道具および洗浄
剤・消毒剤・機械油の
管理 キカイアブラ		
農産物への汚染を低減させるために、生産工程で使用する設備・機械、農産物保管容器の掃除道具および洗浄剤や消毒剤、機械油について、以下に取り組んでいる。
 (1) 食品安全に問題がなく、意図した用途に適していること
 (２) 使用後、所定の場所に衛生的に保管すること
 (３） 掃除道具は、その他の掃除道具と分けて使用し、保管すること
 (４) 掃除道具の劣化・損傷等を定期的に点検し、必要に応じて交換すること
 (５） 洗浄剤や消毒剤は、使用期限内または有効期限内であること
 (６） 使用・保管の注意事項の遵守
 キカイ ドウグ センジョウ ザイ ショウドクザイ キカイアブラ ソウジ ドウグ ソウジ ドウグ センジョウザイ ショウドク ザイ シヨウ キゲン ナイ ユウコウ キゲン ナイ ホカン ジコウ

		10.3		重要 ジュウヨウ		-		毒物・劇物の管理 ドクブツ ゲキブツ カンリ		
事故防止や農産物への汚染を防ぐために、農薬以外の毒物・劇物がある場合、以下に取り組んでいる。
 (１） 他のものと区分し、施錠された場所への保管
 (２） 毒物・劇物の表示
 ノウサンブツ オセン フセ ノウヤク イガイ ドクブツ ゲキブツ イカ ト ク ホカ クブン セジョウ バショ ホカン ヒョウジ

		10.4		必須		必須		商品の選別・計量機器の管理 ショウヒン センベツ ケイリョウ キキ カンリ		
正確な選別・計量を行うために、商品の選別・計量に使用する機器の定期的な点検と校正を実施している。 


		11 エネルギー等の管理、地球温暖化防止

		11.1		必須		必須		燃料の管理		
火災・爆発の発生、流出による環境汚染防止、食品安全のために、燃料の保管・給油について、以下に取り組んでいる。
 (1) 火気厳禁とし、警告表示の設置
 (2) 内容物に適した容器の使用
 (3) 初期消火に有効な場所に使用期限内の消火器を設置
 (4) 燃料もれ対策の実施
 (5) 引火防止対策の実施（静電気対策、高温による吹き出し・気化防止）
 (6) 農産物・種苗への汚染防止
 ボウシ ショクヒンアンゼン ホカン キュウユ セッチ コウオン キカ ボウシ ノウサンブツ シュビョウ オセンボウシ

		11.2		重要 ジュウヨウ		必須		省エネルギーの推進 ショウ スイシン		
温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
 (１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
 (２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
 (3） 再生可能エネルギーの採用の検討
 サクゲン ト ク ジッシ サイセイカノウ サイヨウ ケントウ

		11.3		重要 ジュウヨウ		必須		
温室効果ガス（CH4）の
発生抑制
 オンシツ ヨクセイ		
水田におけるメタンガス発生を抑制するために、必要な対策を実施している。
例えば下記の対策をとっている。
 (1) 稲わらは堆肥化後に水田還元している。
 (2) 無代かき栽培をしている。
 (3) 幼穂形成期前の中干処理をしている。
 (4) 幼穂形成期前及び出穂後の間断潅漑をしている。
 (5) 暗渠排水・心土破砕等の処理による透水性の改善をしている。
 (6) 含鉄資材の使用等により土壌の酸化容量を高めている。
 (7) 稲わらの秋すき込みをしている。


		12 廃棄物の管理および資源の有効利用

		12.1		必須		必須		廃棄物の適正処理および資源の有効利用		
廃棄物の適正処理、温室効果ガス削減対策のために、生産工程で発生する廃棄物について、農場から出る廃棄物を把握し、以下を文書化し実施している。
 (1) 環境を汚染しない保管方法
 (2) 法令、行政の指導に則した処理方法
 (3) 削減のための努力
 タイ ブンショカ ジッシ ホウホウ サクゲン ドリョク

		12.2		必須		必須		整理・整頓・清掃の実施 セイリ セイトン セイソウ ジッシ		
農場内が整理・整頓・清掃されており、廃棄物の散乱がない。


		13 周辺環境・生物多様性への配慮 セイブツタヨウセイ

		13.1		必須		必須		周辺環境への配慮 シュウヘン カンキョウ		
周辺環境への配慮のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 周辺住民等に対する騒音、振動、悪臭、虫害、煙・埃・有害物質の飛散・流出等へ
       の把握と対策の実施
 (2) 農業用機械が公道に出る場合の十分な安全確認、公道での泥・土塊の落下防止
 ジュウブン アンゼン

		13.2.1		重要 ジュウヨウ		必須		生物多様性への配慮① ハイリョ		
生物多様性保全のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 農場周辺に生息する鳥獣の把握と、生物多様性に配慮した鳥獣被害防止対策の
       取り組み
 (2) 圃場が自然保護地域にある場合、行政の指導（開発規制等）に従っている


		13.2.2		努力 ドリョク		必須		生物多様性への配慮② ハイリョ		
生物多様性保全のために、固有種（在来種）の動植物の保全、生物多様性を活用した持続可能な農業への展開あるいは地域の生物多様性への取り組みへの参加に取り組んでいる。






穀物項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウ		適合性 テキゴウセイ		コメント

		C 農産専用項目 ノウサンセンヨウコウモク

		C1 土壌の管理

		C1.1		必須		必須		土壌の安全性		土壌（客土・培土・水耕栽培の培地を含む）の安全性を確認するために、以下の場合、行政に相談し、対策を実施し記録している。
 (1) 過去におけるPOPｓ物質の使用可能性がある場合
 (2) 行政による土壌汚染地域通知・指定（カドミウム等）がある場合 カクニン イカ バアイ ジッシ カコ シヨウ カノウセイ バアイ トウ バアイ

		C1.2		重要 ジュウヨウ		必須		土壌流出の防止		風や水による土壌流出を食い止めるために、必要な耕作技術を利用している。 ヒツヨウ

		C1.3		重要 ジュウヨウ		必須		炭素の貯留に配慮した土づくり タンソ チョリュウ ハイリョ ツチ		土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでいる。
 (１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
 (２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

		C1.4		重要 ジュウヨウ		必須		汚染水の流入対策		汚水の圃場への流入による土壌および作物に対する影響を防ぐために、周辺の状況（管理点1.2）を確認した上で以下に取り組んでいる。
 (1) 流入防止対策
 (2) 汚水が流入した場合、作物や土壌に対する食品安全のリスク評価とそれに基づ
       く対策の実施。リスク評価の結果および対策の記録 フセ カクニン ウエ リュウニュウボウシタイサク オスイ リュウニュウ バアイ サクモツ ドジョウ タイ ショクヒン アンゼン ヒョウカ モト タイサク ジッシ ケッカ タイサク キロク

		C2 水の管理 ミズ カンリ

		C2.1		必須		必須		栽培に使用する水の
管理 サイバイ シヨウ カンリ		
栽培に使用する水（かん水や農薬希釈等）による、農産物の汚染を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1） 使用用途ごとの水源および貯水場所の把握
 (2) 栽培に水を使用する際の以下の実施
    (a) 使用時の水の異常（濁りや臭い）の確認
    (b) 使用している水に異常が発生した場合の異常の内容およびその対応の記録
 (3) 重金属について、環境基準を超えている場合、自治体の指示に従う
 シヨウ ミズ スイ ノウヤク キシャク トウ オセン フセ イカ ト ク シヨウ ヨウト スイゲン チョスイバショ ハアク ミズ シヨウ サイ イカ ジッシ カクニン

		C2.2		必須		必須		収穫後に使用する水の
管理 シュウカク ゴ カンリ		
農産物の汚染を防ぐために、農産物取扱い工程で使用する農産物と接触する機械や容器の洗浄に使用する水および作業者の手洗いに使用する水を衛生的に取り扱い、以下に取り組んでいる。
 (1） 水道水等の行政が認めた飲用に適する水の使用
 (2) 上記(1)以外を使用する場合には、水質検査を年１回以上行い、大腸菌不検出
       であることの確認
 シヨウ シヨウ ミズ ト アツカ イカ ギョウセイ ミト タイオウ ジョウキ スイドウスイ トウ インヨウ テキ ミズ シヨウ イガイ シヨウ バアイ

		C2.3		努力 ドリョク		-		水源等の保護		
自分の管理する水源、貯水場所および水路がある場合、故意または偶発的に汚染されることを防ぐために、必要な対策を実施している。
 バアイ

		C2.4		重要 ジュウヨウ		必須		排水・汚水の処理 ハイスイ オスイ ショリ		
水質劣化および環境汚染を防ぐために、農場で発生した排水やそれに含まれる植物残渣、掃除ゴミ等を処理している。
 カンキョウオセン フセ ノウジョウ ハイスイ

		C3 圃場・施設の管理 ホジョウ

		C３.1		重要 ジュウヨウ		-		有害生物等への対応 トウ		
農産物取扱い施設内への有害生物（昆虫、小動物、鳥類、かび等）の侵入・発生および異物・有毒植物等の混入を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1) 侵入・発生・混入を防ぐ対策の実施
 (2) 食品安全に影響がない方法による駆除


		C３.2		必須		必須		穀物の保管 コクモツ		
穀物の保管時における汚染・変質を防ぐために、保管施設は以下に取り組んでいる。
 (1) 農産物に適した温度と湿度の維持
 (2) 結露の付着防止
 (3) 床の乾燥
 (4) 農産物貯蔵以外の目的で使われていた場所の場合、使用前の十分な清掃と
       その記録
 ホカンジ オセン ヘンシツ フセ イカ ト ク ノウサンブツ テキ イジ ケツロ フチャク ボウシ ジュウブン

		C３.3		必須		必須		新規圃場の適性の検討		
新規圃場の使用について、以下の項目について検討し、検討内容と使用判断の結果を記録している。
 (1) 農産物の安全（管理点C1.1、C２.1、C5.5.1）
 (2) 労働安全（管理点9.2）
 (3) 周辺環境への影響（管理点13.1）
 (4) 自然保護地域の開発規制（管理点13.2.1）
 シヨウ ケントウ ケントウ ナイヨウ シヨウハンダン ケッカ

		C３.4		重要 ジュウヨウ		-		新規圃場の問題への
対策		
管理点C３.3の検討の結果、改善を行った場合は、対策の内容とその結果を記録している。
 オコナ

		C4 種苗の管理 シュビョウ

		C4.1		必須		必須		種苗の調達		
食品安全、トレーサビリティ確保のために、種苗について以下に取り組んでいる。
 (1) 指定種苗を購入した場合、品種名、生産地、販売者、使用農薬の成分（種子の
       場合は種子消毒、苗の場合は種子消毒および育苗期間中に使用した農薬すべ
       て）と使用回数が記載された証明書等の保管または記録、それ以外の場合、
       品種名、生産地、販売者が記載された証明書等の保管または記録
 (2) 自家増殖の場合、採取した種苗の圃場の記録
 (3) 行政による検疫対象の種苗の場合、検査に合格していることの確認
 (4) ゲノム編集品種の場合、国の情報公開が行われていることの確認および行政
       の指導に従っていること
 (5) 種苗の購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること
 ショクヒンアンゼン カクホ シュビョウ イカ ト ク シテイ イガイ バアイ ヘンシュウ ヒンシュ バアイ クニ ジョウホウコウカイ オコナ カクニン ギョウセイ シドウ シタガ シュビョウ

		C4.2		重要 ジュウヨウ		-		播種・定植の記録		
トレーサビリティ確保のために、播種・定植について以下の項目について記録している。
 (1) 種苗ロット
 (2) 播種・定植の方法（機械の特定を含む）
 (3) 播種・定植日
 (4) 圃場の名称または圃場番号
 コウモク

		C4.3		必須		必須		遺伝子組換え作物の
栽培・保管・販売
		
遺伝子組換え作物を栽培する場合、環境保全（交雑防止等）、トレーサビリティ確保のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 栽培する国・地域の行政の指導の遵守
 (2) 栽培する国で許可された品種のみの栽培
 (3) 栽培記録において、遺伝子組換えであることの明記
 (4) 遺伝子組換え作物と非遺伝子組換え作物の圃場の明確な区分
 (5) 種苗と農産物は、遺伝子組換え作物と非遺伝子組換え作物を明確に区分した
       保管
 (6) 取引する国の行政の指導に従った販売
 (7) 取引する国の行政が販売を許可した品種のみの販売
 (8) 取引する国の行政による遺伝子組換え農産物に関する表示義務の遵守。法令
       が存在していない場合は、少なくとも作物の名称、原産地、「遺伝子組換え」ま
       たは「遺伝子組換え、不分別」のいずれかの表示
 サイバイ バアイ カンキョウホゼン コウザツボウシトウ ト ク ジュンシュ サイバイ ハンバイ ジュンシュ

		C4.4		必須		必須		
異種・異品種混入の
防止
		
異種（有害植物を含む）・異品種の混入や取り違いを防ぐために、必要な手順を定め実施している。
 ユウガイショクブツ フク フセ ヒツヨウ サダ ジッシ

		C5 農薬の管理

		C5.1 農薬使用計画

		C5.1.1		必須		必須		農薬管理の責任者の
責務		
a. 農薬管理の責任者（管理点2.1）は、農薬の選択・計画・使用・保管の業務を統括
    している。

b. 農薬管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 農薬に関する知識の向上
 (3） 農薬使用基準に関する最新情報の入手・保管
 ホカン

		C5.1.2		必須		必須		IPMの実践		
a. 環境保全および持続的な農業経営のために、農薬管理の責任者は、以下の取り
    組みを行っている。
 (1) 病害虫・雑草が発生しにくい環境の整備
 (２） 病害虫・雑草の発生状況を把握した上での防除要否およびタイミングの判断
 (３） 化学農薬と化学農薬以外の防除手段を組み合わせた多様な手法による防除

b. 化学農薬低減のための取組を文書化し、結果を把握することにより次年度計画に
    活かしている。
 イカ ト ク オコナ カガク カガクノウヤク イガイ ノウヤク ケッカ

		C5.1.3		必須		必須		農薬の選択・計画
		
農薬の適正使用、環境汚染の防止およびIPMの実践のために、農薬管理の責任者は以下を満たした農薬使用計画を文書化している。
 (1) 使用する予定の農薬の商品名、有効成分、適用作物、適用病害虫・雑草、希釈
       倍数、使用量、使用回数、総使用回数、使用時期、使用方法（散布以外）の記載
 (2) 生産国の農薬使用基準の遵守
 (3) 取引先および地域の規制要求がある場合は、その農薬使用基準の遵守
 (4) 水田または水系に近い圃場での使用について、魚毒性の考慮
 (5) RACコード確認による耐性・抵抗性の防止
 (6) 後作での残留農薬基準違反の防止
 (7) 輸出先国で使用禁止されている農薬の不使用。輸出先国の残留農薬基準の
       確認
 ノウヤク テキセイ シヨウ ボウシ カクニン ユシュツサキコク

		C5.2 農薬の準備

		C5.2.1		必須		必須		農薬使用の決定		
農薬の適正使用および環境汚染を防ぐために、農薬管理の責任者は農薬使用の前に以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬使用計画に従った農薬使用の決定
 (2) 計画を変更する場合、変更した農薬使用計画が管理点C5.1.3を満たしている
       か再度確認してから決定
 (3) 収穫予定日から逆算して使用日を決定
 (4) その他、ラベルの指示事項の遵守
 (5) 農薬の購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること
 ノウヤク テキセイシヨウ ノウヤクシヨウ ト ク ジュンシュ

		C5.2.2		必須		必須		農薬使用の準備① ノウヤクシヨウ ジュンビ		
農薬の適正使用のために、農薬使用の準備について以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬管理の責任者の許可・指示による準備
 (2) 最終有効年月を過ぎた農薬の不使用
 (3) 農産物や周辺環境を汚染しない場所・方法での準備
 (4) ラベルに従い、農薬の正確な計量・希釈
 (5) 混用が必要な場合はラベルの指示に従い、剤型による投入の順番を考慮し
       適正な混合の実施
 (6) 散布機器の使用前点検
 ジュンビ フシヨウ

		C5.2.3		必須		必須		農薬使用の準備②		
作業者の健康被害、環境汚染を防ぐために、農薬使用の準備について以下に取り組んでいる。
 (1) こぼれた農薬を処理するための専用の道具の用意
 (2) 農薬保管庫から準備場所への汚染を防ぎ安全な農薬持ち出し
 (3) 防除衣・保護具の着用後の農薬の計量と散布液の調製開始
 (4) 散布後に散布液や散布薬剤（粒・粉）が余らないよう必要な量を計算
 (5) 使用した計量器具等の洗浄を適切に実施（計量カップや農薬の空容器は使用
       後、3回以上すすぎ、すすいだ水は希釈用の水の一部として薬液のタンクへ投
       入）
 ジュンビ オセン フセ ホゴ

		C5.2.4		必須		必須		農薬の流出防止		
農薬による環境汚染を防ぐために、水田からの農薬流出を防止する対策を実施している。
 ノウヤク カンキョウオセン フセ ジッシ

		C5.3 農薬の使用と記録

		C5.3.1		必須		必須		防除衣・保護具の着用		
作業者の健康被害を防ぐために、防除衣、保護具について以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬のラベルの指示に従った農薬専用の防除衣・保護具の着用
 (2) マスクについて、使用回数・期間の指定の遵守
 サギョウシャ ケンコウヒガイ フセ ボウジョ ギヌ ホゴ グ ボウグ イカ ト ク ノウヤクセンヨウ ホゴ ジュンシュ

		C5.3.2		必須		必須		防除衣・保護具の管理 カンリ		
農産物への交差汚染、作業者の健康被害を防ぐために、農薬散布に使用した防除衣・保護具について以下に取り組んでいる。
 (1) 防除衣・保護具を着用したまま農産物への接触防止、農産物のある場所への
       立入禁止
 (2) 再利用する防除衣および保護具の洗浄
 (3) 防除衣は着用後に他の服とは分けた洗浄の実施、手袋は外す前に洗浄
 (4) 長靴は靴底を含め洗浄による泥の除去と除去状況の目視確認
 (5) 破れたり痛んだりした防除衣の交換やマスクの汚れたフィルターの交換
 (6) 洗浄後の乾燥
 (7) 農薬および農産物と接触しないように保管
 サギョウシャ ノウヤクサンプ シヨウ チャクヨウ セッショクボウシ バショ タチイリキンシ ジッシ センジョウ フク センジョウ ドロ ジョキョ ジョキョ ジョウキョウ モクシカクニン コウカン センジョウゴ カンソウ

		C5.3.3		必須		必須		残液の処理と散布機器の洗浄 サンプキキ センジョウ		
農産物への交差汚染、環境汚染防止のために、農薬散布後の片付けについて以下に取り組んでいる。
 (1) 調製した散布液の対象圃場で使い切り
 (2) 散布機器に農薬が残らないような洗浄手順を決め、手順に基づく散布後の速や
       かな洗浄
 (3) 散布機器の洗浄は、自分が管理する特定の場所で、農産物や水源に危害がない
       方法で実施
 (4) 農薬散布後の残液・洗浄水の処理は、行政の指導に基づき実施。行政の指導が
       ない場合には、自分が管理する特定の場所で、農産物や水源に危害がない方法
       で処理
 カンキョウオセン カタヅ ツカ キ キキ テジュン モト キキ ジッシ センジョウスイ

		C5.3.4		必須		必須		農薬使用の記録		トレーサビリティ確保のために、農薬使用について、以下の項目を記録している。農薬使用計画に（4）（5）（7）（8）を記載してある場合、農薬使用の記録には（5）（7）（8）を省略してもよい。
 (1) 対象作物（農薬登録における適用作物名）
 (2) 使用場所 （圃場名等）
 (3) 使用日
 (4) 農薬の商品名
 (5) 有効成分
 (6) 希釈倍数が指定されている場合には希釈倍数と散布液量、使用量が指定され
       ている場合には10a当たりの使用量
 (7) 使用時期（収穫前日数等）
 (8) 使用方法（散布機等の機械の特定を含む）
 (9) 作業者名 カクホ イカ ノウヤクシヨウケイカク キサイ バアイ ノウヤクシヨウ キロク ショウリャク メイトウ ア シュウカクマエ ニッスウ トウ サンプ キ トウ キカイ トクテイ フク

		C5.3.5		必須		必須		農薬の適正使用に
関する検証		
農薬の使用基準違反を防ぐために、農薬管理の責任者は以下を行っている。
 (1) 収穫前に農薬使用の記録（管理点C5.3.4）が農薬の使用基準を満たしている
       ことの確認
 (2) 収穫期が始まる前に農薬在庫の棚卸を実施し、使用量が適切であったかの
       確認。周年作物は定期的な棚卸の実施。棚卸の頻度・タイミングを説明できる。
 (3) 農薬使用に誤りがあった場合、管理点6.3、6.4に従った対応の実施
 ノウヤク シヨウキジュン イハン フセ ノウヤクカンリ セキニンシャ イカ カンリテン ノウヤク シヨウキジュン ミ テイキテキ タナオロシ ジッシ タナオロシ ヒンド セツメイ

		C5.4 農薬の保管

		C5.4.1		必須		必須		農薬保管庫の管理①		
農薬の盗難・交差汚染を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬を農薬保管庫外への放置防止
 (2) 農薬管理の責任者による農薬保管庫の鍵の管理
 (3) 農薬管理の責任者の許可・指示なく農薬に触れることができないよう強固で
       施錠された農薬保管庫の使用
 ノウヤク トウナン コウサオセン フセ ノウヤク ホカン イカ ト ク ボウシ シヨウ

		C5.4.2		重要 ジュウヨウ		必須		農薬保管庫の管理②		
農薬の誤使用、作業者の健康被害を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 毒物・劇物を警告する表示の実施、他の農薬との区分管理
 (2) 立ち入り可能な農薬保管庫の場合、通気性の確保
 (3) ラベルが読める程度の明るさの確保
 (4) 保管温度に関する指示の遵守
 (5) 購入時の容器のままで保管
 (6) 農薬の取り違え防止対策
 (7) 使用禁止農薬、最終有効年月を過ぎた農薬の区分管理
 ノウヤク ゴシヨウ ケンコウヒガイ フセ ノウヤク ホカン イカ ト ク ジッシ クブンカンリ カクホ カクホ ジュンシュ ボウシタイサク カンリ

		C5.4.3		重要 ジュウヨウ		必須		農薬保管庫の管理③		
交差汚染、環境汚染を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 使いかけの農薬は封をしていること
 (2) 農薬の転倒、落下防止対策の実施
 (3) 農薬の流出対策の実施
 (4) 保管庫の棚への農薬の吸収・吸着を防ぐ対策の実施
 (5) こぼれた農薬を処理するための農薬専用の道具の用意
 (6) 農薬が農産物や他の資材に付着しない対策の実施
 コウサオセン カンキョウオセン ジッシ ジッシ フセ ジッシ ヨウイ ジッシ

		C5.4.4		必須		必須		危険物の保管（農薬）		

火災を防ぐために、発火性または引火性の農薬の保管について、農薬の販売店・メーカー等に保管方法を確認し、その指示に従って保管している。また、警告表示をしている。

 カサイ フセ ハッカ セイ インカ セイ ノウヤク ホカン ノウヤク ハンバイ テン トウ ホカン ホウホウ カクニン シジ シタガ ホカン ケイコク ヒョウジ

		C5.4.5		重要 ジュウヨウ		必須		農薬の在庫管理		

農薬の入庫ごと、出庫ごとの記録がつけられている。記録と実在庫の整合性が取れている。

 セイゴウセイ ト

		C5.5 農薬のドリフト

		C5.5.1		必須		必須		ドリフト被害の防止		
農薬のドリフトによる被害を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1) 自分の圃場を含む周辺圃場で栽培されている作物の把握（管理点1.2）、そこ
       からの農薬のドリフトの危険性についての判断（灌漑用水を通じた農薬流入の
       危険性認識を含む）
 (2) 上記（１）に基づくドリフト対策の実施
 ノウヤク ヒガイ フセ イカ ト ク カンリテン ハンダン フク ジョウキ モト ジッシ

		C5.5.2		必須		必須		ドリフト加害の防止		
農薬のドリフトによる加害を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1) 自分の隣接圃場を含む周辺作物・周辺住民への農薬のドリフト防止対策
 (2) 地下水・河川等の水系への農薬流出防止対策
 (3) 土壌くん蒸剤を使用する場合、ラベルに従い被覆等の実施
 ノウヤク カガイ ボウシ ジッシ

		C5.6 残留農薬に関する検証

		C5.6		必須		必須		残留農薬検査		
農薬使用の適切性を確認するために、以下に取り組んでいる。
 （1) 以下の項目を満たす残留農薬検査の計画を文書化している。
    (a) 残留農薬検査の計画は農場内で使用した農薬およびドリフトの可能性がある
          農薬のうち、残留の可能性が高いと思われる品目・農薬成分・収穫時期・場所
          からのサンプル選定
    (b) 上記(a)で特に残留の可能性が高い農薬成分を特定できない場合、多成分
          一斉分析の実施
 （２) 残留農薬検査の計画に基づき、以下に取り組んでいる。
    (a) 年1回以上の残留農薬検査の実施と結果の保管
    (b) 検査の結果、残留農薬基準値を超過した場合、管理点6.3，6.4に従った対応
          の実施
 ノウヤクシヨウ テキセツセイ カクニン イカ ト ク イカ コウモク ミ センテイ ジッシ モト イカ ト ク ジッシ ケッカ ホカン ケンサ ケッカ ザンリュウノウヤク シタガ タイオウ ジッシ

		C6 肥料等の管理 カンリ

		C6.1 肥料等の選択・計画

		C6.1.1		必須		必須		肥料管理の責任者の
責務		
a. 肥料管理の責任者（管理点2.1）は、肥料等の選択・計画・使用・保管の業務を統括
    している。

b. 肥料管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 施肥や土壌の管理に関する知識の向上


		C6.1.2		重要 ジュウヨウ		-		肥料成分の把握		
適切な肥料投入量の計算に必要な肥料等の成分を把握するために、以下に取り組んでいる。
 (1) 購入した肥料等の成分がわかる文書の保管
 (2) 自家製堆肥等、成分表がないものについては、検査機関による分析または書籍
       等による標準的な成分量の把握
 テキセツ ヒリョウ ケイサン ヒツヨウ イカ ト ク トウ

		C6.1.3		必須		必須		適切な施肥設計		適切な施肥管理および温室効果ガス低減対策のために、肥料管理の責任者は以下の取り組みを行っている。
 （1) 施肥設計には、使用する肥料名と含有成分比率、投入量と10a当たりの成分
       量、施肥方法、施肥時期・タイミングが記載されている。施肥時期・タイミング
       は食品安全について配慮している。
 （2) 施肥設計は、以下の情報を元に、品質向上や収量向上と環境保全のバランスを
       考慮していることを説明できる。
    (a) 過去の生産実績（作物の収量、品質）と施肥結果との関係
    (b) 土壌診断の結果
    (c) 行政または農協の標準施肥量・栽培暦の標準施肥量
    (d) 土作り(管理点C1.3）
    (e) その地域および下流域における肥料による水質汚染に関する情報
    (f) 使用する肥料が地球温暖化に及ぼす影響（亜酸化窒素の排出） テキセツ セヒ カンリ ア セヒ ショクヒン ジョウホウ モト シュウリョウコウジョウ カンリテン カリュウイキ

		C6.1.4		必須		必須		肥料等の安全性		
使用する肥料等の安全性の確保、土壌・農産物の汚染防止のために、肥料等について以下に取り組んでいる。
 (1) 肥料等に含まれる放射性物質が国の基準値内であることの確認
 (2) 行政による公定規格に合格した肥料以外の肥料等は、原材料（採取地等の由来
       含む）、製造工程または検査結果の把握による農産物に危害を及ぼす要因がな
       いことの確認
 (3) 堆肥の適切な発酵期間・温度の確保などによる病原微生物対策や雑草種子等
       の殺滅対策の実施
 (4) その他水源や土壌を汚染する可能性のあるものの不使用
 (5) 肥料等の購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること
 (6) その他使用上の注意の遵守
 シヨウ ヒリョウトウ アンゼンセイ カクホ ドジョウ オセンボウシ ヒリョウトウ イカ ト ク ナイ カクニン ノウサンブツ フシヨウ シヨウジョウ チュウイ ジュンシュ

		C6.1.5		必須		必須		家畜ふん堆肥の安全性 カチク タイヒ アンゼンセイ		
家畜ふん堆肥による農産物の病原微生物汚染を防ぐために、付属書C6.1.5に基づいた家畜ふん堆肥の管理を行っている。
 カチク タイヒ ビョウゲン ビセイブツ オセン フセ モト カチク タイヒ カンリ オコナ

		C6.1.6		重要 ジュウヨウ		必須		
濁水流出による
水質汚染の防止
		水田代かき後の濁水流出防止の対策を実施している。

		C6.2 肥料等の使用と記録

		C6.2.1		必須		必須		肥料等の使用記録 ヒリョウトウ シヨウ		
トレーサビリティ確保のために、肥料等の使用について、以下の項目を記録している。
 (1) 施肥した場所（圃場名等）
 (2) 施肥日
 (3) 肥料等の名称
 (4) 施肥量
 (5) 施肥方法（散布機械の特定を含む）
 (6) 作業者名
 ヒリョウトウ

		C6.2.2		努力		-		施肥の検証 セヒ ケンショウ		
作物の適切な生育および環境汚染防止に資する施肥のために、施肥設計・散布実績・生産実績を確認し、結果を次作の計画に役立てている。
 セヒ セッケイ サンプ ジッセキ セイサン ジッセキ カクニン ケッカ ジサク ケイカク ヤクダ

		C6.3 肥料等の保管

		C6.3.1		必須		必須		危険物の保管
（肥料） ホカン		
火災等事故を防ぐために、発熱・発火・爆発の恐れがある肥料を保管している場合は、肥料の販売店・メーカーに保管方法を確認し、その指導に従って保管している。
 カサイ フセ ハツネツ ハッカ バクハツ オソ ヒリョウ ホカン バアイ ヒリョウ ハンバイ テン ホカン ホウホウ カクニン シドウ シタガ ホカン

		C6.3.2		重要 ジュウヨウ		必須		肥料等の保管条件		
肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
       を防いでいること
 (2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
 (3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
 (4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
 (5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
 (6) 農産物・種苗への汚染防止
 ヒリョウトウ ヒンシツレッカ カンキョウオセン ボウシ ロウドウアンゼン ショクヒンアンゼン フクロヅ ヒリョウトウ ホカン イカ ト ク ジョキョ セイソウ ホウホウ

		C6.3.3		必須		必須		堆肥の保管		
環境汚染防止および交差汚染防止のために、製造途中の堆肥および流出液について必要な対策を実施している。
 カンキョウオセンボウシ コウサオセン ボウシ ヒツヨウ ジッシ

		C6.3.4		重要 ジュウヨウ		必須		肥料等の在庫管理 トウ		
肥料等の入庫ごと、出庫ごとの記録がある。記録と実在庫の整合性が取れている。計量が困難な肥料等については、何らかの方法でその在庫を把握する工夫をしている。
 ヒリョウトウ セイゴウセイ ト

		P 精米専用項目 セイマイセンヨウコウモク

		P1.1		必須		必須		精米の異物除去		
a. 金属、石、ガラスを除去できる工程を、商品の包装前に設けている。

b. 異物について、どの工程でどのような異物を除去できる可能性があるかを説明
    できる。
 キンゾク イシ ジョキョ コウテイ ショウヒン ホウソウ マエ モウ イブツ コウテイ イブツ ジョキョ カノウ セイ セツメイ

		P1.2		努力		-		異物混入の調査		
異物混入の再発を防ぐために、管理点P1.1で検出された異物を集め、混入した異物・経路などを調査し、異物混入を防ぐ検討材料としている。
 イブツコンニュウ サイハツ フセ

		P1.3		必須		必須		精米加工記録		
精米の場合、原料玄米との結びつきがわかるように、管理点6.2a.に以下の項目を追加し、記録している。
 (1) 精米の製造に関する識別（精米ロット等）
 (2) 精米年月日
 (3) 精米数量（内容量ごとの包装数）
 (4) 使用した玄米の製造に関する識別（玄米調製ロット等）と玄米数量
 セイマイ ゲンマイ ゲンマイ チョウセイ

		P1.4		必須		必須		精米の出荷記録		
精米の場合、原料玄米との結びつきがわかるように、管理点6.2a.に以下の項目を追加し、記録している（一般消費者への直接販売をのぞく）。
 (1) 出荷先（搬出先）住所
 (2) 産地
 (3) 用途（用途限定米穀であると確定している場合）
 (4) 出荷した精米の製造に関する識別（精米ロット等）
 ゲンリョウゲンマイ ムス ツイカ チョクセツ セイマイ セイマイ

		P1.5		必須		必須		精米への表示		
精米の場合、管理点6.2ｃ.に以下の項目を追加し、表示を行っている。
 (1) 原料玄米
 (2) 精米時期
 (3) 販売業者等の氏名または名称、住所および電話番号
 ツイカ ジキ

		P1.6		必須		必須		精米施設の区分け管理		
精米工程において、とう精から精米の袋詰めをおこなう場所を精米エリアとし、他の作業と区分された場所としている。
精米エリアは他の場所からの異物の流入を防いでいる。






+SA項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		SA1		-		必須		土地の利用権 トチ リヨウケン		土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。 セイトウ ショユウケン シャクチケン

		SA2		-		必須		土地の購入 トチ コウニュウ		土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
 (1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権
       利を示す文書がある。
 (2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土
       地の所有権を認めている。
 (3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
       れている。

		SA3		-		必須		商取引の透明性 ショウトリヒキ トウメイセイ		商取引について、以下の取り組みを実施している。
 (1) すべての商取引に関連する文書を保持している
 (2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを明確
       化している。 ショウトリヒキ イカ カンレン ホジ オコナ

		SA4		-		必須		法令の遵守 ホウレイ ジュンシュ		農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。 ニュウシュ

		SA5		-		必須		販売に関する契約 ハンバイ カン ケイヤク		農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意している協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
 (1) 仕様
 (2) 価格
 (3) 取引量
 (4) 支払条件   ノウサンブツ カン イカ フク ケイヤク ブンショカ シメ シヨウ カカク トリヒキリョウ シハライ ジョウケン

		SA6		-		必須		農薬の使用 ノウヤク シヨウ		a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、
  ブロマシル、チウラム ノウヤク セイサン クニ トウロク テキセツ シヨウ ヤクザイ ゲンタイ イカ フク ノウヤク シヨウ シヨウ バアイ ショウライテキ ツカ ホウシン

		SA7		-		必須		農地の造成 ノウチ ゾウセイ		2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明できる。 ガツ ニチ アラ ゾウセイ バアイ ホジョウ ゲンセイリン シッチ タイ シゼン チイキ チイキ エイキョウ アタ ブンショ ショウメイ

		SA8		-		必須		労働者の雇用・採用 ロウドウシャ コヨウ サイヨウ		a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
    ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
 (1) 国から許可を得ていること
 (2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
 (3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること ロウドウシャ ジッシ カクニン ロウドウカンケイホウレイ

		SA9		-		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
 (1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
 (2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 センヨウコウモク

		SA10		-		必須		水の使用権 ケン		水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って節水に協力している。

		SA11		-		必須		+SAロゴマークの
適切な使用 テキセツ シヨウ		+SAに関する適切な表示をするために、+SAロゴマークを使用している場合、以下に取り組んでいる。
 (1) 関係する基準文書の遵守
 (2) 過去1年以内に発行された使用許諾書の保管

※ 団体の場合は、団体事務局が実施する。 イカ ト ク ジュンシュ カコ ネンイナイ ハッコウ シヨウキョダクショ ホカン





付属書C6.1.5

		(付属書 C6.1.5)家畜ふん堆肥の管理についての検討図（ディシジョンツリー） カチク タイヒ カンリ ケントウズ



		1

		自家製堆肥である。 ジカセイ タイヒ										水分調整や定期的な切り返しを行い、55℃以上が3日以上続いた工程で製造している。
※ ただし、雑草種子死滅には60℃以上が必要 ザッソウ シュシ シメツ イジョウ ヒツヨウ										
3に進む。 スス

										→YES→										→No→



		↓

		No		（購入、譲渡等）

		↓

		※ 都道府県知事の登録をうけたものも含む トドウフケンチジ トウロク フク

																				YES

		2

		製造工程が確認できる。その結果、水分調整や定期的な切り返しを行い、55℃以上が3日以上続いた工程で製造されていることが確認できる。 セイゾウコウテイ カクニン スイブン チョウセイ テイキテキ キ カエ オコナ イジョウ ニチ イジョウ ツヅ コウテイ セイゾウ カクニン										堆肥について、以下のことを確認する。
色は、褐色から黒褐色である。
原料家畜ふんのにおいがほぼない。
手触りがさらさらである。 タイヒ イカ カクニン イロ カッショク クロカッショク ゲンリョウ カチク テザワ										使用可。 シヨウ カ



										→YES→										→YES→





		↓

		No								NO

		↓

		3

		葉物野菜等、収穫部位が土壌に近く、かん水や大雨時に土が収穫部位につく可能性がある農産物である。 ハモノヤサイ トウ シュウカクブイ ドジョウ チカ スイ オオアメジ ツチ シュウカクブイ カノウセイ ノウサンブツ										堆肥の施用は、収穫4か月前までに実施する施肥設計とする。 タイヒ セヨウ シュウカク ゲツ マエ ジッシ セヒセッケイ

										→YES→







		↓

		No

		↓

		4

		使用可。 シヨウ カ







		※ いずれの場合も、使用時は管理点C6.1.2、C6.1.3、C6.1.4に準拠する。 バアイ シヨウジ カンリテン ジュンキョ
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はじめに 

		1．本書の利用方法 ホンショ

		本書は『JGAP農場用管理点と適合基準』および『+SA農場用管理点と適合基準』を組み合わせたチェックリストです。農場での取り組みの利便性を考慮して参考として作成されたものです。各管理点のレベルについて、左側はJGAPの認証で使われるレベル、右側は+SAの評価で使われるレベルとなります。 ホンショ ノウジョウヨウカンリテン テキゴウ キジュン ノウジョウヨウ カンリテン テキゴウキジュン ク ア ノウジョウ サンコウ サクセイ カクカンリテン ヒダリガワ ニンショウ ツカ ミギガワ ツカ



		2．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		3．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、JGAP認証および+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ニンショウ ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン



































































共通項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウキジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		共通項目 キョウツウ コウモク

		1 農場管理の見える化

		1.1		必須		必須		JGAP適用範囲の
明確化 テキヨウハンイ メイカクカ		
JGAP認証の適用範囲を明確にするために、以下の最新情報を文書化している。
 (1) 農場（農場名、所在地、連絡先）
 (2) 認証の対象となる品目（出荷の形態がある場合には出荷の形態を含む）
 (3) 総合規則9.2で定める認証の対象となる生産工程の範囲
 (4) 圃場（圃場名等、面積、栽培品目）
 (5) 農産物取扱い施設（名称、所在地、取扱い品目）
 (6) 倉庫・保管庫（名称、所在地）
 (７) 外部委託先（名称、委託範囲、所在地、連絡先）
 ショザイチ ニンショウ タイショウ ヒンモク ソウゴウキソク サダ ニンショウ タイショウ ハンイ メイショウ ショザイチ

		1.2		必須		必須		地図の整備 セイビ		
リスク評価に活用するために、少なくとも以下の情報を記載した地図を作成している。
 (1) 圃場
 (2) 農産物取扱い施設
 (3) 倉庫・保管庫
 (4) 廃棄物保管場所
 (5) 生産工程で利用する給水場所、貯水場所
 (6) 圃場に隣接する土地の利用状況
 (7) 農薬の残液・洗浄水の処理場所
 スク イカ ジョウホウ キサイ サクセイ トリアツカ シセツ ソウコ ホカンコ ハイキブツ ホカンバショ セイサン コウテイ リヨウ チョスイ バショ ホジョウ リンセツ ノウヤク ザンエキ センジョウスイ ショリバショ

		1.3		必須		必須		生産計画 セイサンケイカク		
a. 以下の項目を含む生産計画を立て文書化している。
 (1) 品目ごとの生産見込量（面積×標準収量）
 (2) 作業内容および実施時期（作業頻度）

b. 生産計画に対して実績を評価し、次年度の計画立案に活用している。
 セイサン ミコミ リョウ メンセキ ヒョウジュンシュウリョウ

		1.４		必須		必須		記録の保管		
農場管理の改善のために、各管理点で求めている記録について、以下に取り組んでいる。
 (1) 過去2年分以上の保管
　　　 初回審査または版の変更により新しく要求された記録の場合は、審査日から
       さかのぼって3か月分以上の記録の保管（当該期間に発生しない作業の記録
　　　 は除く）。初回審査後の継続した記録の保管
 (2) 2年を超える保管期限を法令または顧客に要求されている場合には、その
　　　 要求に従った記録の保管
 (3） 必要な時にすぐに閲覧できる状態の維持
 ジョウ カンリ カクカンリテン モト キロク ホカン カイ

		1.５		必須		必須		苦情・事故・ルール違反
への対応 クジョウ ジコ イハン タイオウ		
適切な農場管理を実践するために、農場への苦情や農場内での事故、ルール違反があった場合、以下の内容を記録している。
 (１) 発生日
 (２) 記録日
 (３) 記録者
 (４） 苦情・事故・ルール違反の内容
 (５) 応急対応
 (６) 発生原因
 (７) 再発防止に向けた是正処置
 (８) 農場責任者による是正処置の確認日
 ノウジョウ クジョウ ノウジョウ ナイ ジコ イハン ナイヨウ クジョウ ジコ イハン ハッセイ

		2 経営者の責任

		2.1		必須		必須		責任者の明確化 セキニンシャ メイカクカ		
JGAPに基づく適切な農場管理を行う組織体制として、経営者は、少なくとも以下の責任者を文書化し、農場内に周知している。
 (1) 経営者
 (2） 農場の責任者　
 (3） 商品管理の責任者
 (4） 肥料管理の責任者
 (5） 農薬管理の責任者
 (6） 労働安全の責任者
 (7） 労務管理の責任者
 オコナ スク イカ ブンショカ

		2.2		必須		必須		農場の責任者の責務 ノウジョウ セキニンシャ セキム		
a. 経営者は、農場の責任者（管理点2.1）に農場管理に関する必要な権限を与えて
    いる。

b. 農場の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1) 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報(改定等)の把握
 (2) JGAPに関する文書の改定についての把握と関係する責任者への周知
 カンリテン ノウジョウ カンリ カン ヒツヨウ ケンゲン アタ イカ

		2.3		重要 ジュウヨウ		-		方針の策定・共有 ホウシン サクテイ キョウユウ		
JGAPに基づく適切な農場管理を組織全体に定着させるために、経営者は、JGAPの取り組みに必要な農場管理の方針を文書化し、農場内に周知している。

※ 団体の場合には、経営者を団体代表者と読み替え団体としての方針とする。
 カンリ

		2.4		必須		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
 (1) JGAPを理解した者による、『JGAP農場用　管理点と適合基準』のすべての
       管理点についての自己点検
 (2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 カイゼン イカ ネン カイイジョウ ジッシ ノウジョウヨウ CPCC

		2.5		重要 ジュウヨウ		必須		経営者による改善 カイゼン		
a. 農場管理の改善のために、経営者は、以下の情報から農場管理の仕組みを年1回
    以上見直し、 必要に応じて該当する責任者へ改善を指示している。
 (１) 自己点検（管理点2.4）結果（団体の場合には内部監査結果）
 (２) 商品の苦情記録（管理点6.4）
 (３） 外部審査の結果
 (４） 苦情・事故・ルール違反記録（管理点1.5）
 (５) JGAP適用範囲の変更点（管理点1.1）

b. 経営者は、上記a.の見直し結果および該当する責任者への改善指示を記録して
    いる。

c. 経営者は、食品安全・労働安全・環境保全・人権の尊重について農場全体での意識
    の醸成を図っている。

※ 団体の場合は、経営者を団体の代表者と置き換えても良い。
 ケッカ

		2.6		必須		必須		JGAPロゴマークの
適切な使用 テキセツ シヨウ		JGAPに関する適切な表示をするために、JGAPロゴマークを使用している場合、以下に取り組んでいる。
 (1) 関係する基準文書の遵守
 (2) 過去1年以内に発行された使用許諾書の保管

※ 団体の場合は、団体事務局が実施する。 イカ ト ク ジュンシュ カコ ネンイナイ ハッコウ シヨウキョダクショ ホカン

		2.7		重要 ジュウヨウ		必須		
経営の維持・継続の
ための対策
 ケイエイ イジ ケイゾク タイサク		農場経営を維持・継続するために、災害等に備えた対策や計画を立てている。 ノウジョウ ケイエイ サイガイ ナド ソナ タイサク サク ケイカク タ

		2.8		必須		必須		知的財産の管理 チテキザイサン カンリ		
知的財産を保護・活用するために、以下に取り組んでいる。
 (1) 登録品種など他人の知的財産を侵害しないこと
 (2) 自分の知的財産である開発した技術・品種、商標等がある場合、それらの活用
       （権利化、秘匿、公開）
 チテキザイサン ホゴ カツヨウ イカ ト ク トウロクヒンシュ ショウヒョウ ケンリカ ヒトク コウカイ

		３ 人権の尊重と労務管理 ソンチョウ

		３.1		重要 ジュウヨウ		-		労務管理の責任者の
責務 ロウムカンリ セキニンシャ セキム		
a. 労務管理の責任者（管理点2.1）は、農場内部の職場環境・福祉・労働条件管理の
    業務を統括している。

b. 労務管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1)　担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2) 人権の尊重および労務管理に関する知識の向上
 イカ ソンチョウ

		３.2		必須		必須		労働力の適切な確保		
労働者の人権に配慮した適切な労務管理のために、以下に取り組んでいる。
 (1) （a)から（i)が記載された労働者名簿の整備
    (a) 氏名
    (b) 生年月日
    (c) 履歴
    (d) 性別
    (e) 住所
    (f) 従事する業務の種類（労働者数常時30人未満の事業所は不要）
    (g) 雇入年月日
    (h) 退職の年月日およびその事由(解雇の場合はその理由)
    (i) 死亡の年月日およびその原因
 (２） 守秘義務を遵守した個人情報の管理
 (３) 外国人労働者を採用する場合、在留許可があり就労可能であることの確認
 (４) 法令に準拠した年少者の雇用
 ロウドウシャ ジンケン ハイリョ テキセツ ロウム カンリ イカ ト ク ジョウジ

		３.3		重要 ジュウヨウ		必須		労働条件の提示		

a. 使用者は、労働者に対して、就労前に以下に示す労働条件を文書で示している。
 (１） 従事する業務内容と就業する場所
 (２） 労働する期間、期間が限定される場合には雇用契約の更新に関する事項
 (３） 労働する時間、休憩時間、休日
 (４） 賃金とその支払方法および支払い時期
 (５） 退職に関する事項（雇用の解除に関する権利、解雇の条件等）

b. 外国人労働者の場合には、労働者が理解できる言語で労働条件を文書で示して
    いる。



		３.4		重要 ジュウヨウ		必須		労働条件の遵守 ジュンシュ		
労働者の人権に配慮した労務条件を確保するために、以下に取り組んでいる。
 (1) 労働者の労働時間、休日、休憩は法令を遵守すること
 (2) 労働者の賃金は、法令で定められた最低賃金を下回らないこと
 (3) 深夜労働・時間外労働・休日労働の割増賃金は法令を遵守すること
 (4) 労働者の賃金は、管理点3.3で定めた労働条件に従った一定期日での支払い
 (5) 賃金から不当または過剰に控除していないこと
 ジョウケン カクホ ジュンシュ シタマワ ホウレイ ジュンシュ チンギン

		３.5		必須		必須		強制労働の禁止		
労働者の人権を確保するために、以下のことが起きないような対策を実施している。
 (1) 人身売買、奴隷労働および囚人労働を利用した労働力の確保
 (2) 労働者に対して、暴行、脅迫、監禁その他精神または身体の自由を不当に拘束
       する手段による労働者の意思に反した労働の強制
 (3) 労働者の移動の自由の制限
 (4) 労働者の身分証明書、入国管理書類、労働許可証、渡航文書などの個人的な
       書類や貴重な所持品の没収あるいは保管
 ロウドウシャ ジンケン カクホ イカ タイサク ジッシ ホカン

		３.6		重要 ジュウヨウ		必須		使用者と労働者の
コミュニケーション		
労働者の労働条件・労働環境の改善を図るために、以下に取り組んでいる。
 (1) 使用者と労働者との間で、年1回以上、労働条件、労働環境、労働安全等につい
       て労働者が意見を伝えやすい環境を整えて意見交換を実施し、実施内容を記録
       すること
 (2) 使用者と労働組合または労働者の代表者との間で自由な団体交渉権が認めら
       れており、締結した協約または協定がある場合にはそれに従っていること
 ロウドウシャ ロウドウジョウケン ハカ イカ ト ク ツタ カンキョウ トトノ

		３.7		必須		必須		差別の禁止		
労働者の公正な扱いのために、雇用や昇進・昇給の決定は、対象となる業務を遂行する能力の有無やレベルだけを判断材料とし、人種、民族、国籍、宗教、性別によって判断していない。


		３.8		重要 ジュウヨウ		-		十分な話し合いに
基づく家族経営 ジュウブン ハナ		
家族の作業者がいる場合、家族全員が働きやすい就業環境を整えるために、家族間の十分な話し合いに基づく家族経営を実施している。
 カゾク サギョウシャ バアイ

		３.9		重要 ジュウヨウ		必須		労働者用住居		
労務管理上の必要から使用者が労働者に住居を提供する場合、その住居は安全で、健康的な生活環境の整備が行われている。
 ケンコウ

		４ 教育訓練・入場者への注意喚起 ニュウジョウシャ チュウイ カンキ

		４.1		必須		必須		作業者への教育訓練		
作業者が農場のルールを把握し、作業に必要な力量を身に着けるために、管理点2.1で定めた各責任者は、それぞれの担当分野の教育訓練について以下に取り組んでいる。
 (1) 年1回以上、農場のルールに則した内容の教育訓練
 (2） 作業者に外国人がいる場合には、その作業者が理解できる言葉や表現（絵等）
       を用いた教育訓練
 (3） 作業者の役割と責任の周知
 (4） 作業者が農場のルールを遵守し力量をもっていることの責任者による日常的
       な確認
 (５) 上記（１）（２）について（a)から(d)の情報を含む教育訓練の記録
    (a) 実施日
    (b) 参加者
    (c) 教育訓練の内容
    (d) 教育訓練に使用した資料
 カク タントウ ブンヤ ノウジョウ ソク サギョウシャ リキリョウ ジョウキ ジッシビ サンカ シャ キョウイク クンレン ナイヨウ キョウイク クンレン シヨウ シリョウ

		４.2		必須		必須		公的な資格の保有
または講習の修了		
法令により、資格の保有または講習等の受講が義務付けられている作業を担当する作業者は、必要な講習等の受講や試験に合格していることを証明できる。
 ホウレイ ギムヅ トウ

		４.3		重要 ジュウヨウ		-		入場者に対する
注意喚起		
a. 以下について入場者が守るべき農場のルールを文書化し、入場者に注意を喚起
    している。
 (1) けが・事故防止
 (2) 食品安全
 (3) 環境への配慮

b. 入場者に外国人がいる場合には、その入場者が理解できる言葉や表現（絵等）で
    ルールを伝えている。
 ブンショカ ジコ

		５ 外部組織の管理 ガイブソシキ

		５.1		重要 ジュウヨウ		-		外部委託先との合意		
外部委託先と以下の内容について合意を得ており、文書化している。
 (１） 合意した日付
 (２） 合意した者の名称（農場および外部委託先双方の名称、代表者氏名、所在地）
 (３） 外部委託する作業の範囲
 (４） 外部委託する作業について、JGAPが求める食品安全・労働安全に関する農場
       が定めたルール
 (5） 上記（4）のルールに従うこと
 (6) 合意内容に違反した場合の対応
 (7) 外部から審査を受ける可能性があること、および不適合がある場合には是正
       処置を求める可能性があること

※ 農場と外部委託先が合意を交わせない場合には、外部委託先が公開・提示している文書（約款等）を農場が確認することで代替することができる。
 ゴウイ ヒヅケ ゴウイ モノ メイショウ ガイブ イタク サギョウ ハンイ サギョウ ジョウキ シタガ ゴウイ

		５.2		必須 ヒッス		必須 ヒッス		外部委託先の点検		
外部委託先に対し、外部委託する作業について、JGAPが求める食品安全・労働安全に関する農場が定めたルールの適合状況を、新規採用時および年1回以上点検し、以下を記録している。
 (1) 外部委託先の名称
 (2) 確認の実施日
 (3) 確認者の名前
 (4) 不適合事項
 (5) 是正処置などの対応

※ 外部委託先がJGAP/ASIAGAP認証または日本GAP協会が認める第三者認証を受けている場合、農場はその認証書の適用範囲や有効期限等を確認することによって外部委託先の点検を省略しても良い。
 ガイブ イタク サギョウ テキゴウ シンキサイヨウジ イカ キロク ウ バアイ ヨ

		５.3		重要 ジュウヨウ		-		検査機関の評価・選定 ケンサキカン ヒョウカ センテイ		
検査結果の信頼性確保のために、管理点で要求している検査を依頼する場合は、依頼する検査の分野で検査機関が以下のいずれかを満たしていることを確認している。
 (1) 生産国が認定した登録検査機関
 (2) ISO17025認定機関
 (3) 日本GAP協会が推奨する機関
 (4) 残留農薬の場合、残留農薬検査を行う検査機関に関するガイドラインを満た
       す機関
 カンリテン ヨウキュウ イライ ケンサ

		６ 商品管理

		６.1		重要 ジュウヨウ		必須		商品管理の責任者の
責務 ショウヒン カンリ セキニンシャ セキム		
a. 商品管理の責任者（管理点2.1）は、以下の業務を統括している。
 (1） 商品の種類・規格の管理（品目・品種・栽培方法等）
 (2） 数量・重量を含む商品仕様
 (3） トレーサビリティの管理
 (４） 商品の安全や品質の確保
 (５） 商品に関する苦情・異常および商品の回収への対応

b. 商品管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 商品管理に関する知識の向上
 イカ ショウヒン シヨウ カンリ ショウヒン タイオウ イカ

		６.1.1		重要 ジュウヨウ		-		乾燥調製貯蔵施設の
管理責任者		
a. 大規模乾燥調製貯蔵施設では、施設の管理者とオペレータの責任分担が明確に
    なっている。

b. 大規模乾燥調製貯蔵施設の管理者は研修の実施等によるオペレータの資質向上
    に努めている。

c. 乾燥調製貯蔵施設では、法令に基づき乾燥設備作業主任者を設置している。


		６.2		必須		必須		トレーサビリティの確保 カクホ		

a. 出荷した農産物から以下の記録を確認できるトレーサビリティの仕組みがある。
 (1) 農場名
 (2) 品目名
 (3） 出荷先
 (4) 出荷日
 (5) 出荷数量
 (6) 収穫日
 (7) 収穫数量または収穫面積
 (8) 収穫圃場の名称または番号
 (９) 収穫から出荷までたどるのに必要なロット番号（収穫ロット、調製ロット等）

b. 上記a.のトレーサビリティの仕組みを年1回以上確認し（トレーステスト）、必要に
    応じて仕組みを見直している。

c. 出荷する農産物、送り状、納品書等に以下の表示を行っている。
 (1) 農場名
 (2) 農産物の名称
 (3） 原産地
 (4） 内容量（密封された容器包装の場合）
 (5） a.の記録と紐付く（特定できる）表示

 イカ シュウカク シュウカク チョウセイ トウ ジョウキ シク シュッカ オク ジョウ ノウヒンショトウ イカ ヒョウジ オコナ ノウサンブツ

		６.3		必須		必須		商品の苦情・異常・回収への対応手順 ショウヒン クジョウ イジョウ カイシュウ		
a. 商品に関する苦情・異常への適切な対応および再発防止のために、以下の項目を
    含む対応手順を文書化している。
 (1) 商品の苦情・異常発生状況の把握
 (2) 商品管理の責任者への連絡・報告（影響を及ぼす範囲の把握、責任者による
       商品回収の必要性の判断を含む）
 (3) 応急対応（影響がある出荷先および関係機関への連絡・相談・公表、商品回収、
       対象品の処置等を含む）　
 (4) 原因追及
 (5) 再発防止に向けた是正処置
 (6) 法令違反があった場合の認証機関への報告

b. 文書化した手順は、年1回以上、見直している。
 テキセツ タイオウ タイショウ ブンショカ

		６.４		必須		必須		商品の苦情・異常・回収への対応記録 ショウヒン クジョウ イジョウ カイシュウ キロク		
a. 商品に関する苦情・異常が発生した場合に、管理点６.3の手順に従って対応した
    ことを記録している。

b. 記録には、苦情・異常の発生日（連絡日）、記録日、記録者、商品管理の責任者に
    よる確認日を記載している。
 クジョウ イジョウ ハッセイビ レンラクビ ショウヒン カンリ セキニン シャ

		６.５		必須		必須		他農場の農産物の
取り扱い タノウジョウ ト アツカ		
a. 他農場の農産物を取り扱っている場合、生産した農場ごとの識別管理と他農場の
    農産物の意図しない混入を防止する対策ができており、記録から確認できる。

b. 他農場の農産物を販売する場合は、生産した農場の情報について、販売先に誤解
    を与えるような表示をしていない。
 タ ノウジョウ イト コンニュウ ボウシ タ ノウジョウ ハンバイ バアイ セイサン ノウジョウ ジョウホウ ハンバイ サキ ゴカイ アタ ヒョウジ

		６.６		必須		必須		異品種および別用途品の混合防止		
a. 品種を分けて販売する場合は、視覚的に見分けのつきにくい別品種の農産物が
    誤って混入しないように対策を講じている。

b. 特定用途（用途限定米穀、食用不適米穀等）の農産物に誤って他の用途の農産物
    が混入しないように対策を講じている。

c. 特定用途（用途限定米穀、食用不適米穀等）の農産物の販売等について、法令に
    よる取り決めがある場合はそれに従っている。
 ノウサンブツ トクテイ トウ ノウサンブツ タ ノウサンブツ ノウサンブツ

		６.７		重要 ジュウヨウ		-		水分含量の管理		
a. 農産物の水分含量が適切になるよう管理している。

b. 水分計を用いて穀粒水分を確認し、適切な水分含量になるよう取扱っている。

c. 水分計は定期的に点検している。
 ノウサンブツ スイブン ガンリョウ テキセツ カンリ スイブン ケイ モチ コクリュウ スイブン カクニン テキセツ スイブン ガンリョウ トリアツカ スイブンケイ テイキ テキ テンケン

		７ 生産工程におけるリスク管理 セイサン

		７.1		必須		必須		農産物の理解 リカイ		
管理点7.3のリスク評価の参考とするために、認証の対象となる農産物について、農産物の使用目的と利用者を想定して食品安全に留意すべき点を説明できる。

※ 複数の農産物を扱っている場合、農産物の特徴や工程が類似するグループごとに説明することも可能である。
 カンリテン ヒョウカ

		７.2		必須		必須		工程の明確化 コウテイ メイカク カ		
a. 農産物ごとまたは類似するグループごとに以下を文書化している。
 (1) 作業工程
 (2) 工程で使用する主要な資源（土、水、種苗、農薬、肥料、包装資材、設備、機械、
       器具等）
 (3) 農産物への交差汚染・異物混入の可能性がある設備・機械・資材等

b. 各工程が、現状と合っているか現場で確認している。
 ブンショカ サギョウ コウテイ シゲン ツチ ミズ シュビョウ ノウヤク ヒリョウ ホウソウ シザイ セツビ キカイ キグ トウ ノウサンブツ コウサオセン カノウセイ セツビ キカイ トウ

		７.3		必須		必須		リスク評価の実施 ヒョウカ		
a. 管理点7.2で明確にした各工程について、以下に取り組んでいる。
 (1) 食品安全に関するリスクを抽出して重要性を評価し、リスクを予防・低減する
       ための対策の文書化
 (2) 現場の状況が反映されていることを確実にするために、責任者と作業者による
       共同での実施

b. リスク評価には、農産物取扱い工程においてアレルゲンの混入を含めている。
 メイカク チュウシュツ ジュウヨウセイ キョウドウ コンニュウ

		７.3.1		必須		必須		穀物特有のリスク コクモツ トクユウ		
該当する場合、管理点7.3のリスク評価には以下を必ず評価の対象としている。
 (1） 落花生のアフラトキシン、小麦のデオキシニバレノール（DON）、ニバレノール
　　　（NIV）を含むカビ毒汚染
 (2） 米のカドミウムを含む重金属による汚染
 (3) 水分調整をする場合、乾燥不足によるカビ毒汚染
 コムギ フク

		７.3.2		必須		必須		放射性物質への対応 ホウシャセイ ブッシツ		
認証の対象となる品目に対して、農場がある地域に関する法令・行政機関からの指示がある場合、放射性物質により汚染された農産物を出荷しないために、指示に基づき対応している。
 バアイ シジ モト タイオウ

		７.4		必須		必須		対策・ルールの周知・
実施・確認 タイサク カクニン		
a. 管理点７.３で明確にしたリスクを予防・低減するための対策について、責任者に
    よる作業者への対策の教育訓練を行い、対策を実施している（新人の配置および
    対策の変更時には必ず実施すること）。

b. 管理点7.3で重要性が高いと評価したリスクについて、対策を強化するために
    以下に取り組んでいる。
 (1) 作業者が理解できる具体的なルールの文書化（図、映像を含む）
 （2） 責任者による作業者へのルールの教育訓練および実施（新人の配置および
       対策の変更時には必ず教育訓練を行うこと）
 (3) 責任者による遵守状況 の定期的な確認とその記録
 オコナ タイサク ジッシ タイサク キョウカ

		７.5		必須		必須		リスク評価等の見直し ヒョウカ トウ		
管理点７.2、7.3、7.４で文書化したリスク評価、対策、ルールについて、以下を実施したことを記録している。
 (1) 年1回以上、および工程の変更や新たなリスクの知見が確認された場合、リスク
       評価の見直し
 (2) リスク評価の見直しに合わせ、必要に応じて対策とルールの見直し
 (3) 有効性を高めるために、責任者と作業者が共同での見直し
 カンリ テン ブンショカ ヒョウカ タイサク イカ ジッシ キロク イジョウ ヒョウカ ヒツヨウ オウ タイサク タカ セキニン シャ キョウドウ

		8 作業者および入場者の衛生管理

		8.1		必須		必須		健康状態の把握と対策 ケンコウジョウタイ ハアク タイサク		
作業者・農産物の衛生管理のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 健康状態に異常（下痢、おう吐、発熱、黄疸等の症状）のある作業者および入場
       者を把握するための手順を定め実施
 (2) 上記（1)の症状のある者には、農産物に触れるエリアへ立入・従事を禁止、また
       は対策をした上で立入・従事の許可
 (3) 上記（1)の症状のある者への健康管理に関する十分な対応
 (４） 健康状態に異常がない他の作業者および入場者への感染予防措置の実施
 サギョウシャ エイセイ カンリ イカ ト ク ケンコウ ジョウタイ イジョウ ゲリ ト ハツネツ オウダン トウ ショウジョウ ハアク テジュン サダ ジッシ ジョウキ ショウジョウ フ ショウジョウ カンリ カン ジュウブン タイオウ タ ケンコウ ジョウタイ イジョウ カンセン ヨボウ ソチ ジッシ

		8.2		重要 ジュウヨウ		必須		衛生管理のルール設定
と周知 エイセイカンリ セッテイ シュウチ		
作業者・農産物の衛生管理のために、以下の項目について衛生管理に関する必要なルールを文書化し、作業者および入場者に周知し、実施させている。
 (1) 作業着、帽子、マスク、靴、手袋等の装着
 (2) 手洗いの手順、消毒、爪の手入れ
 (3) 喫煙、飲食、痰や唾の処理および咳やくしゃみ等の個人の行動
 (4) トイレの利用
 (5) 農産物への接触
 (6) 身の回り品の取扱い
 サギョウシャ エイセイカンリ イカ コウモク エイセイカンリ カン ヒツヨウ サギョウシャ ニュウジョウシャ シュウチ ジッシ ソウチャク

		8.3		重要 ジュウヨウ		必須		手洗い設備の整備 テアラ セツビ セイビ		
作業者が必要時に手洗い設備を利用でき、手洗いによる衛生を確保するために、以下に取り組んでいる。
 (１） トイレおよび作業現場近くに、衛生的な水を使った手洗いが可能な手洗い設備
       の確保
 (2) 手洗い設備の衛生的な管理（清掃・メンテナンス）
 (3) 手洗いに必要な洗浄剤・手拭・消毒等の備品の設置
 ヒツヨウ テアラ セツビ テアラ サギョウ ゲンバ チカ テアラ セツビ カクホ セイソウ セッチ

		8.4		重要 ジュウヨウ		必須		トイレの整備 セイビ		
作業者が必要時にトイレを利用でき、トイレの汚れによる使用者および環境への汚染防止のために、以下に取り組んでいる。
 (１） 作業現場近くに、作業者に対し十分な数のトイレの確保
 (2) トイレの定期的な清掃
 (3) トイレの衛生面に影響する破損の補修
 (4) トイレの汚物・汚水の適切な処理
 ヒツヨウ ヨゴ シヨウシャ カンキョウ オセン ボウシ サギョウ ゲンバ チカ サギョウシャ タイ ジュウブン カズ カクホ

		8.5		重要 ジュウヨウ		-		喫煙・飲食の場所の
制限 キツエン インショク バショ セイゲン		
喫煙・飲食をする場所を特定し、農産物への影響や火災がないように対策を実施している。
 キツエン インショク バショ トクテイ エイキョウ カサイ タイサク ジッシ

		9 労働安全管理および事故発生時の対応

		9.1		重要 ジュウヨウ		必須		労働安全の責任者の
責務 ロウドウ アンゼン セキニンシャ セキム		
a. 労働安全の責任者（管理点2.1）は、作業中のけが、事故の発生を抑制する業務を
    統括している。

b. 労働安全の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 労働安全に関する知識の向上
 (3） 設備・機械の安全な使用方法の情報の入手および理解
 (4） 農場内に応急手当をできる者を配置し、その者が5年以内に応急手当の訓練
　　　 を受けていることが証明できること
 (5) 安全を確保するための適切な服装・保護具の用意および管理
 イカ キカイ ハイチ ネンイナイ

		9.2		必須		必須		事故の防止 ジコ ボウシ		
事故を防ぐために、労働安全の責任者は以下に取り組んでいる。
 (1) 少なくとも以下の（a)から（g)を含む年1回以上の労働安全に関するリスク評価
       および事故やけがを防止する対策の文書化
    (a) 乗用型機械（特に、公道での走行、積み降ろしおよび傾斜地や段差での使用、
          巻き込まれ）
    (b) コンバイン、耕耘機、農用運搬車の使用
    (c) 草刈機（刈払機）（斜面・法面での使用含む）
    (d) 高所作業（脚立等の使用含む）
    (e) 暑熱環境下の作業（熱中症対策）
    (f） 自分の農場および同業者で発生した事故・けが・ヒヤリハットの情報
    (g) 自動運転技術やドローンを用いた機械
 (２) 上記（1)で立てた対策の周知および実施（新人の配置および対策の変更時には
        必ず行うこと）
 (３) 施設および作業内容に変更があった場合、リスク評価とその対策の見直し
 (４） 上記（１）のリスク評価と対策および上記（３）の見直しは、有効性を高めるため
       に作業者と共同での実施
 シュウチ シンジン ハイチ タイサク ヘンコウジ カナラ オコナ キョウドウ

		9.3		重要 ジュウヨウ		必須		危険な作業に従事する要件 キケン サギョウ ジュウジ ヨウケン		
危険を伴う作業を安全に行うために、以下を満たした作業者が担当している。
 (1) 安全のための充分な教育・訓練を受けた者（管理点４.1）
 (2) 法令で要求されている場合には、労働安全に関しての公的な資格または講習
       等を修了している者（管理点４.２）
 (3) 酒気帯び者、作業に支障のある薬剤の服用者、病人、妊婦、年少者以外の者
 (4) 作業内容に応じた心身機能や能力を有した者
 (5) 安全を確保するための適切な服装・保護具を着用した者
 モノ

		9.4		重要 ジュウヨウ		必須		事故発生時の対応 ジコ		
事故・火災に素早く対応し影響を最小限にとどめるために、以下に取り組んでいる。
 (1) 事故・火災の対応手順および連絡網の文書化と作業者への周知
 (2) 清潔な水および救急箱の用意
      （救急箱の中身は管理点9.2でリスク評価した結果、必要と判断したもの）
 スバヤ タイオウ エイキョウ サイショウゲン ジコ カサイ ヨウイ ケッカ ハンダン

		9.5		重要 ジュウヨウ		必須		設備・機械・器具の
安全な使用 キグ		
事故防止のために、設備・機械・器具について以下に取り組んでいる。
 (1) 取扱説明書やメーカーの指導に従った使用
 (2) 安全性を損なう改造の禁止
 (3) 設備・機械の購入時には安全性の評価を行い、より安全に配慮した機種の選択
 (4) シートベルトや安全フレームなど安全装置がある機械は安全装置を有効にした
       使用（着装等）
 (5) 作業機械を装着・牽引したトラクターの灯火器類設置等、法令に従った公道
       走行
 (6) 使用前点検
 ジコボウシ キグ キンシ キシュ

		9.6		必須		必須		労働災害に対する備え
（強制加入） ロウドウサイガイ タイ ソナ キョウセイカニュウ		
労働災害に対する備えのために、法令において労働災害の補償に関する保険が存在し、農場が強制加入の条件に相当する場合には、その保険に加入している。 
 ロウドウサイガイ タイ ソナ ホウレイ

		9.7		努力		必須		労働災害に対する備え
（任意加入等） ロウドウサイガイ タイ ソナ ニンイカニュウ トウ		
労働災害に対する備えのために、以下に取り組んでいる。
 (1) 労働者が労働災害にあった場合の補償対策
 (2) 経営者や家族従事者が労働災害にあった場合の補償対策
 イカ ト ク ロウドウシャ ロウドウ サイガイ バアイ ホショウ タイサク ケイエイシャ カゾク ジュウジシャ

		10 設備・機械・器具等の管理

		10.1.1		必須		必須		施設・設備・機械等の
管理 シセツ セツビ キカイ トウ カンリ		
a. 農産物の汚染や事故を防ぐために、使用している設備・機械および運搬車両に
    ついて以下に取り組んでいる。
 (1) 使用している設備・機械（動力の付いた機械、肥料散布機および農薬散布機）
       および運搬車両のリストの文書化
 (２） リストへの設備・機械および運搬車両に使用する電気、燃料等の記載
 (３) 必要な点検・整備・清掃・洗浄・消毒の適期の実施と記録（保守・点検作業が食品
       安全を損なってはならない）
 (４） 外部の整備サービスを利用している場合は、整備伝票等の保管
 (５) 食品安全、労働安全および盗難防止に配慮した保管

ｂ. 農産物の汚染や事故を防ぐために、農産物取扱い施設の保守管理、点検、清掃を
    実施している。

ｃ. 購入や整備サービスは信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できる。


		10.1.2		必須		必須		収穫や農産物取扱いに
使用する器具・備品や
包装資材の管理 シュウカク ノウサンブツ トリアツカ シヨウ キグ ビヒン ホウソウシザイ カンリ		
農産物の汚染を防ぐために、収穫や農産物取扱いに使用する器具・備品や収穫関連容器・包装資材について、以下に取り組んでいる。
 (1) 劣化・損傷・汚染されていないか定期的な点検
 (2) 点検の結果、不具合を発見した場合、修理・洗浄・交換等の対策の実施
 (3) 衛生的な保管
 (4) 複数の包装資材を使用している場合、包装資材の誤使用・誤表記を防ぐ工夫
 (5) 購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること


		10.2		必須		必須		掃除道具および洗浄
剤・消毒剤・機械油の
管理 キカイアブラ		
農産物への汚染を低減させるために、生産工程で使用する設備・機械、農産物保管容器の掃除道具および洗浄剤や消毒剤、機械油について、以下に取り組んでいる。
 (1) 食品安全に問題がなく、意図した用途に適していること
 (２) 使用後、所定の場所に衛生的に保管すること
 (３） 掃除道具は、その他の掃除道具と分けて使用し、保管すること
 (４) 掃除道具の劣化・損傷等を定期的に点検し、必要に応じて交換すること
 (５） 洗浄剤や消毒剤は、使用期限内または有効期限内であること
 (６） 使用・保管の注意事項の遵守
 キカイ ドウグ センジョウ ザイ ショウドクザイ キカイアブラ ソウジ ドウグ ソウジ ドウグ センジョウザイ ショウドク ザイ シヨウ キゲン ナイ ユウコウ キゲン ナイ ホカン ジコウ

		10.3		重要 ジュウヨウ		-		毒物・劇物の管理 ドクブツ ゲキブツ カンリ		
事故防止や農産物への汚染を防ぐために、農薬以外の毒物・劇物がある場合、以下に取り組んでいる。
 (１） 他のものと区分し、施錠された場所への保管
 (２） 毒物・劇物の表示
 ノウサンブツ オセン フセ ノウヤク イガイ ドクブツ ゲキブツ イカ ト ク ホカ クブン セジョウ バショ ホカン ヒョウジ

		10.4		必須		必須		商品の選別・計量機器の管理 ショウヒン センベツ ケイリョウ キキ カンリ		
正確な選別・計量を行うために、商品の選別・計量に使用する機器の定期的な点検と校正を実施している。 


		11 エネルギー等の管理、地球温暖化防止

		11.1		必須		必須		燃料の管理		
火災・爆発の発生、流出による環境汚染防止、食品安全のために、燃料の保管・給油について、以下に取り組んでいる。
 (1) 火気厳禁とし、警告表示の設置
 (2) 内容物に適した容器の使用
 (3) 初期消火に有効な場所に使用期限内の消火器を設置
 (4) 燃料もれ対策の実施
 (5) 引火防止対策の実施（静電気対策、高温による吹き出し・気化防止）
 (6) 農産物・種苗への汚染防止
 ボウシ ショクヒンアンゼン ホカン キュウユ セッチ コウオン キカ ボウシ ノウサンブツ シュビョウ オセンボウシ

		11.2		重要 ジュウヨウ		必須		省エネルギーの推進 ショウ スイシン		
温室効果ガス削減対策のために、以下に取り組んでいる。
 (１） 電気、ガス、重油、ガソリン、軽油、灯油等のエネルギー使用量の把握
 (２） 施設、機械の省エネルギーのための計画を文書化および実施
 (3） 再生可能エネルギーの採用の検討
 サクゲン ト ク ジッシ サイセイカノウ サイヨウ ケントウ

		11.3		重要 ジュウヨウ		必須		
温室効果ガス（CH4）の
発生抑制
 オンシツ ヨクセイ		
水田におけるメタンガス発生を抑制するために、必要な対策を実施している。
例えば下記の対策をとっている。
 (1) 稲わらは堆肥化後に水田還元している。
 (2) 無代かき栽培をしている。
 (3) 幼穂形成期前の中干処理をしている。
 (4) 幼穂形成期前及び出穂後の間断潅漑をしている。
 (5) 暗渠排水・心土破砕等の処理による透水性の改善をしている。
 (6) 含鉄資材の使用等により土壌の酸化容量を高めている。
 (7) 稲わらの秋すき込みをしている。


		12 廃棄物の管理および資源の有効利用

		12.1		必須		必須		廃棄物の適正処理および資源の有効利用		
廃棄物の適正処理、温室効果ガス削減対策のために、生産工程で発生する廃棄物について、農場から出る廃棄物を把握し、以下を文書化し実施している。
 (1) 環境を汚染しない保管方法
 (2) 法令、行政の指導に則した処理方法
 (3) 削減のための努力
 タイ ブンショカ ジッシ ホウホウ サクゲン ドリョク

		12.2		必須		必須		整理・整頓・清掃の実施 セイリ セイトン セイソウ ジッシ		
農場内が整理・整頓・清掃されており、廃棄物の散乱がない。


		13 周辺環境・生物多様性への配慮 セイブツタヨウセイ

		13.1		必須		必須		周辺環境への配慮 シュウヘン カンキョウ		
周辺環境への配慮のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 周辺住民等に対する騒音、振動、悪臭、虫害、煙・埃・有害物質の飛散・流出等へ
       の把握と対策の実施
 (2) 農業用機械が公道に出る場合の十分な安全確認、公道での泥・土塊の落下防止
 ジュウブン アンゼン

		13.2.1		重要 ジュウヨウ		必須		生物多様性への配慮① ハイリョ		
生物多様性保全のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 農場周辺に生息する鳥獣の把握と、生物多様性に配慮した鳥獣被害防止対策の
       取り組み
 (2) 圃場が自然保護地域にある場合、行政の指導（開発規制等）に従っている


		13.2.2		努力 ドリョク		必須		生物多様性への配慮② ハイリョ		
生物多様性保全のために、固有種（在来種）の動植物の保全、生物多様性を活用した持続可能な農業への展開あるいは地域の生物多様性への取り組みへの参加に取り組んでいる。






穀物項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウ		適合性 テキゴウセイ		コメント

		C 農産専用項目 ノウサンセンヨウコウモク

		C1 土壌の管理

		C1.1		必須		必須		土壌の安全性		土壌（客土・培土・水耕栽培の培地を含む）の安全性を確認するために、以下の場合、行政に相談し、対策を実施し記録している。
 (1) 過去におけるPOPｓ物質の使用可能性がある場合
 (2) 行政による土壌汚染地域通知・指定（カドミウム等）がある場合 カクニン イカ バアイ ジッシ カコ シヨウ カノウセイ バアイ トウ バアイ

		C1.2		重要 ジュウヨウ		必須		土壌流出の防止		風や水による土壌流出を食い止めるために、必要な耕作技術を利用している。 ヒツヨウ

		C1.3		重要 ジュウヨウ		必須		炭素の貯留に配慮した土づくり タンソ チョリュウ ハイリョ ツチ		土づくり、有機物の地域内循環および温室効果ガス低減対策のために、以下に取り組んでいる。
 (１) 炭素貯留に配慮した土づくり計画の文書化
 (２) 地域内で発生する有機物、植物残渣の積極的な活用

		C1.4		重要 ジュウヨウ		必須		汚染水の流入対策		汚水の圃場への流入による土壌および作物に対する影響を防ぐために、周辺の状況（管理点1.2）を確認した上で以下に取り組んでいる。
 (1) 流入防止対策
 (2) 汚水が流入した場合、作物や土壌に対する食品安全のリスク評価とそれに基づ
       く対策の実施。リスク評価の結果および対策の記録 フセ カクニン ウエ リュウニュウボウシタイサク オスイ リュウニュウ バアイ サクモツ ドジョウ タイ ショクヒン アンゼン ヒョウカ モト タイサク ジッシ ケッカ タイサク キロク

		C2 水の管理 ミズ カンリ

		C2.1		必須		必須		栽培に使用する水の
管理 サイバイ シヨウ カンリ		
栽培に使用する水（かん水や農薬希釈等）による、農産物の汚染を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1） 使用用途ごとの水源および貯水場所の把握
 (2) 栽培に水を使用する際の以下の実施
    (a) 使用時の水の異常（濁りや臭い）の確認
    (b) 使用している水に異常が発生した場合の異常の内容およびその対応の記録
 (3) 重金属について、環境基準を超えている場合、自治体の指示に従う
 シヨウ ミズ スイ ノウヤク キシャク トウ オセン フセ イカ ト ク シヨウ ヨウト スイゲン チョスイバショ ハアク ミズ シヨウ サイ イカ ジッシ カクニン

		C2.2		必須		必須		収穫後に使用する水の
管理 シュウカク ゴ カンリ		
農産物の汚染を防ぐために、農産物取扱い工程で使用する農産物と接触する機械や容器の洗浄に使用する水および作業者の手洗いに使用する水を衛生的に取り扱い、以下に取り組んでいる。
 (1） 水道水等の行政が認めた飲用に適する水の使用
 (2) 上記(1)以外を使用する場合には、水質検査を年１回以上行い、大腸菌不検出
       であることの確認
 シヨウ シヨウ ミズ ト アツカ イカ ギョウセイ ミト タイオウ ジョウキ スイドウスイ トウ インヨウ テキ ミズ シヨウ イガイ シヨウ バアイ

		C2.3		努力 ドリョク		-		水源等の保護		
自分の管理する水源、貯水場所および水路がある場合、故意または偶発的に汚染されることを防ぐために、必要な対策を実施している。
 バアイ

		C2.4		重要 ジュウヨウ		必須		排水・汚水の処理 ハイスイ オスイ ショリ		
水質劣化および環境汚染を防ぐために、農場で発生した排水やそれに含まれる植物残渣、掃除ゴミ等を処理している。
 カンキョウオセン フセ ノウジョウ ハイスイ

		C3 圃場・施設の管理 ホジョウ

		C３.1		重要 ジュウヨウ		-		有害生物等への対応 トウ		
農産物取扱い施設内への有害生物（昆虫、小動物、鳥類、かび等）の侵入・発生および異物・有毒植物等の混入を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1) 侵入・発生・混入を防ぐ対策の実施
 (2) 食品安全に影響がない方法による駆除


		C３.2		必須		必須		穀物の保管 コクモツ		
穀物の保管時における汚染・変質を防ぐために、保管施設は以下に取り組んでいる。
 (1) 農産物に適した温度と湿度の維持
 (2) 結露の付着防止
 (3) 床の乾燥
 (4) 農産物貯蔵以外の目的で使われていた場所の場合、使用前の十分な清掃と
       その記録
 ホカンジ オセン ヘンシツ フセ イカ ト ク ノウサンブツ テキ イジ ケツロ フチャク ボウシ ジュウブン

		C３.3		必須		必須		新規圃場の適性の検討		
新規圃場の使用について、以下の項目について検討し、検討内容と使用判断の結果を記録している。
 (1) 農産物の安全（管理点C1.1、C２.1、C5.5.1）
 (2) 労働安全（管理点9.2）
 (3) 周辺環境への影響（管理点13.1）
 (4) 自然保護地域の開発規制（管理点13.2.1）
 シヨウ ケントウ ケントウ ナイヨウ シヨウハンダン ケッカ

		C３.4		重要 ジュウヨウ		-		新規圃場の問題への
対策		
管理点C３.3の検討の結果、改善を行った場合は、対策の内容とその結果を記録している。
 オコナ

		C4 種苗の管理 シュビョウ

		C4.1		必須		必須		種苗の調達		
食品安全、トレーサビリティ確保のために、種苗について以下に取り組んでいる。
 (1) 指定種苗を購入した場合、品種名、生産地、販売者、使用農薬の成分（種子の
       場合は種子消毒、苗の場合は種子消毒および育苗期間中に使用した農薬すべ
       て）と使用回数が記載された証明書等の保管または記録、それ以外の場合、
       品種名、生産地、販売者が記載された証明書等の保管または記録
 (2) 自家増殖の場合、採取した種苗の圃場の記録
 (3) 行政による検疫対象の種苗の場合、検査に合格していることの確認
 (4) ゲノム編集品種の場合、国の情報公開が行われていることの確認および行政
       の指導に従っていること
 (5) 種苗の購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること
 ショクヒンアンゼン カクホ シュビョウ イカ ト ク シテイ イガイ バアイ ヘンシュウ ヒンシュ バアイ クニ ジョウホウコウカイ オコナ カクニン ギョウセイ シドウ シタガ シュビョウ

		C4.2		重要 ジュウヨウ		-		播種・定植の記録		
トレーサビリティ確保のために、播種・定植について以下の項目について記録している。
 (1) 種苗ロット
 (2) 播種・定植の方法（機械の特定を含む）
 (3) 播種・定植日
 (4) 圃場の名称または圃場番号
 コウモク

		C4.3		必須		必須		遺伝子組換え作物の
栽培・保管・販売
		
遺伝子組換え作物を栽培する場合、環境保全（交雑防止等）、トレーサビリティ確保のために、以下に取り組んでいる。
 (1) 栽培する国・地域の行政の指導の遵守
 (2) 栽培する国で許可された品種のみの栽培
 (3) 栽培記録において、遺伝子組換えであることの明記
 (4) 遺伝子組換え作物と非遺伝子組換え作物の圃場の明確な区分
 (5) 種苗と農産物は、遺伝子組換え作物と非遺伝子組換え作物を明確に区分した
       保管
 (6) 取引する国の行政の指導に従った販売
 (7) 取引する国の行政が販売を許可した品種のみの販売
 (8) 取引する国の行政による遺伝子組換え農産物に関する表示義務の遵守。法令
       が存在していない場合は、少なくとも作物の名称、原産地、「遺伝子組換え」ま
       たは「遺伝子組換え、不分別」のいずれかの表示
 サイバイ バアイ カンキョウホゼン コウザツボウシトウ ト ク ジュンシュ サイバイ ハンバイ ジュンシュ

		C4.4		必須		必須		
異種・異品種混入の
防止
		
異種（有害植物を含む）・異品種の混入や取り違いを防ぐために、必要な手順を定め実施している。
 ユウガイショクブツ フク フセ ヒツヨウ サダ ジッシ

		C5 農薬の管理

		C5.1 農薬使用計画

		C5.1.1		必須		必須		農薬管理の責任者の
責務		
a. 農薬管理の責任者（管理点2.1）は、農薬の選択・計画・使用・保管の業務を統括
    している。

b. 農薬管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 農薬に関する知識の向上
 (3） 農薬使用基準に関する最新情報の入手・保管
 ホカン

		C5.1.2		必須		必須		IPMの実践		
a. 環境保全および持続的な農業経営のために、農薬管理の責任者は、以下の取り
    組みを行っている。
 (1) 病害虫・雑草が発生しにくい環境の整備
 (２） 病害虫・雑草の発生状況を把握した上での防除要否およびタイミングの判断
 (３） 化学農薬と化学農薬以外の防除手段を組み合わせた多様な手法による防除

b. 化学農薬低減のための取組を文書化し、結果を把握することにより次年度計画に
    活かしている。
 イカ ト ク オコナ カガク カガクノウヤク イガイ ノウヤク ケッカ

		C5.1.3		必須		必須		農薬の選択・計画
		
農薬の適正使用、環境汚染の防止およびIPMの実践のために、農薬管理の責任者は以下を満たした農薬使用計画を文書化している。
 (1) 使用する予定の農薬の商品名、有効成分、適用作物、適用病害虫・雑草、希釈
       倍数、使用量、使用回数、総使用回数、使用時期、使用方法（散布以外）の記載
 (2) 生産国の農薬使用基準の遵守
 (3) 取引先および地域の規制要求がある場合は、その農薬使用基準の遵守
 (4) 水田または水系に近い圃場での使用について、魚毒性の考慮
 (5) RACコード確認による耐性・抵抗性の防止
 (6) 後作での残留農薬基準違反の防止
 (7) 輸出先国で使用禁止されている農薬の不使用。輸出先国の残留農薬基準の
       確認
 ノウヤク テキセイ シヨウ ボウシ カクニン ユシュツサキコク

		C5.2 農薬の準備

		C5.2.1		必須		必須		農薬使用の決定		
農薬の適正使用および環境汚染を防ぐために、農薬管理の責任者は農薬使用の前に以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬使用計画に従った農薬使用の決定
 (2) 計画を変更する場合、変更した農薬使用計画が管理点C5.1.3を満たしている
       か再度確認してから決定
 (3) 収穫予定日から逆算して使用日を決定
 (4) その他、ラベルの指示事項の遵守
 (5) 農薬の購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること
 ノウヤク テキセイシヨウ ノウヤクシヨウ ト ク ジュンシュ

		C5.2.2		必須		必須		農薬使用の準備① ノウヤクシヨウ ジュンビ		
農薬の適正使用のために、農薬使用の準備について以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬管理の責任者の許可・指示による準備
 (2) 最終有効年月を過ぎた農薬の不使用
 (3) 農産物や周辺環境を汚染しない場所・方法での準備
 (4) ラベルに従い、農薬の正確な計量・希釈
 (5) 混用が必要な場合はラベルの指示に従い、剤型による投入の順番を考慮し
       適正な混合の実施
 (6) 散布機器の使用前点検
 ジュンビ フシヨウ

		C5.2.3		必須		必須		農薬使用の準備②		
作業者の健康被害、環境汚染を防ぐために、農薬使用の準備について以下に取り組んでいる。
 (1) こぼれた農薬を処理するための専用の道具の用意
 (2) 農薬保管庫から準備場所への汚染を防ぎ安全な農薬持ち出し
 (3) 防除衣・保護具の着用後の農薬の計量と散布液の調製開始
 (4) 散布後に散布液や散布薬剤（粒・粉）が余らないよう必要な量を計算
 (5) 使用した計量器具等の洗浄を適切に実施（計量カップや農薬の空容器は使用
       後、3回以上すすぎ、すすいだ水は希釈用の水の一部として薬液のタンクへ投
       入）
 ジュンビ オセン フセ ホゴ

		C5.2.4		必須		必須		農薬の流出防止		
農薬による環境汚染を防ぐために、水田からの農薬流出を防止する対策を実施している。
 ノウヤク カンキョウオセン フセ ジッシ

		C5.3 農薬の使用と記録

		C5.3.1		必須		必須		防除衣・保護具の着用		
作業者の健康被害を防ぐために、防除衣、保護具について以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬のラベルの指示に従った農薬専用の防除衣・保護具の着用
 (2) マスクについて、使用回数・期間の指定の遵守
 サギョウシャ ケンコウヒガイ フセ ボウジョ ギヌ ホゴ グ ボウグ イカ ト ク ノウヤクセンヨウ ホゴ ジュンシュ

		C5.3.2		必須		必須		防除衣・保護具の管理 カンリ		
農産物への交差汚染、作業者の健康被害を防ぐために、農薬散布に使用した防除衣・保護具について以下に取り組んでいる。
 (1) 防除衣・保護具を着用したまま農産物への接触防止、農産物のある場所への
       立入禁止
 (2) 再利用する防除衣および保護具の洗浄
 (3) 防除衣は着用後に他の服とは分けた洗浄の実施、手袋は外す前に洗浄
 (4) 長靴は靴底を含め洗浄による泥の除去と除去状況の目視確認
 (5) 破れたり痛んだりした防除衣の交換やマスクの汚れたフィルターの交換
 (6) 洗浄後の乾燥
 (7) 農薬および農産物と接触しないように保管
 サギョウシャ ノウヤクサンプ シヨウ チャクヨウ セッショクボウシ バショ タチイリキンシ ジッシ センジョウ フク センジョウ ドロ ジョキョ ジョキョ ジョウキョウ モクシカクニン コウカン センジョウゴ カンソウ

		C5.3.3		必須		必須		残液の処理と散布機器の洗浄 サンプキキ センジョウ		
農産物への交差汚染、環境汚染防止のために、農薬散布後の片付けについて以下に取り組んでいる。
 (1) 調製した散布液の対象圃場で使い切り
 (2) 散布機器に農薬が残らないような洗浄手順を決め、手順に基づく散布後の速や
       かな洗浄
 (3) 散布機器の洗浄は、自分が管理する特定の場所で、農産物や水源に危害がない
       方法で実施
 (4) 農薬散布後の残液・洗浄水の処理は、行政の指導に基づき実施。行政の指導が
       ない場合には、自分が管理する特定の場所で、農産物や水源に危害がない方法
       で処理
 カンキョウオセン カタヅ ツカ キ キキ テジュン モト キキ ジッシ センジョウスイ

		C5.3.4		必須		必須		農薬使用の記録		トレーサビリティ確保のために、農薬使用について、以下の項目を記録している。農薬使用計画に（4）（5）（7）（8）を記載してある場合、農薬使用の記録には（5）（7）（8）を省略してもよい。
 (1) 対象作物（農薬登録における適用作物名）
 (2) 使用場所 （圃場名等）
 (3) 使用日
 (4) 農薬の商品名
 (5) 有効成分
 (6) 希釈倍数が指定されている場合には希釈倍数と散布液量、使用量が指定され
       ている場合には10a当たりの使用量
 (7) 使用時期（収穫前日数等）
 (8) 使用方法（散布機等の機械の特定を含む）
 (9) 作業者名 カクホ イカ ノウヤクシヨウケイカク キサイ バアイ ノウヤクシヨウ キロク ショウリャク メイトウ ア シュウカクマエ ニッスウ トウ サンプ キ トウ キカイ トクテイ フク

		C5.3.5		必須		必須		農薬の適正使用に
関する検証		
農薬の使用基準違反を防ぐために、農薬管理の責任者は以下を行っている。
 (1) 収穫前に農薬使用の記録（管理点C5.3.4）が農薬の使用基準を満たしている
       ことの確認
 (2) 収穫期が始まる前に農薬在庫の棚卸を実施し、使用量が適切であったかの
       確認。周年作物は定期的な棚卸の実施。棚卸の頻度・タイミングを説明できる。
 (3) 農薬使用に誤りがあった場合、管理点6.3、6.4に従った対応の実施
 ノウヤク シヨウキジュン イハン フセ ノウヤクカンリ セキニンシャ イカ カンリテン ノウヤク シヨウキジュン ミ テイキテキ タナオロシ ジッシ タナオロシ ヒンド セツメイ

		C5.4 農薬の保管

		C5.4.1		必須		必須		農薬保管庫の管理①		
農薬の盗難・交差汚染を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 農薬を農薬保管庫外への放置防止
 (2) 農薬管理の責任者による農薬保管庫の鍵の管理
 (3) 農薬管理の責任者の許可・指示なく農薬に触れることができないよう強固で
       施錠された農薬保管庫の使用
 ノウヤク トウナン コウサオセン フセ ノウヤク ホカン イカ ト ク ボウシ シヨウ

		C5.4.2		重要 ジュウヨウ		必須		農薬保管庫の管理②		
農薬の誤使用、作業者の健康被害を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 毒物・劇物を警告する表示の実施、他の農薬との区分管理
 (2) 立ち入り可能な農薬保管庫の場合、通気性の確保
 (3) ラベルが読める程度の明るさの確保
 (4) 保管温度に関する指示の遵守
 (5) 購入時の容器のままで保管
 (6) 農薬の取り違え防止対策
 (7) 使用禁止農薬、最終有効年月を過ぎた農薬の区分管理
 ノウヤク ゴシヨウ ケンコウヒガイ フセ ノウヤク ホカン イカ ト ク ジッシ クブンカンリ カクホ カクホ ジュンシュ ボウシタイサク カンリ

		C5.4.3		重要 ジュウヨウ		必須		農薬保管庫の管理③		
交差汚染、環境汚染を防ぐために、農薬の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 使いかけの農薬は封をしていること
 (2) 農薬の転倒、落下防止対策の実施
 (3) 農薬の流出対策の実施
 (4) 保管庫の棚への農薬の吸収・吸着を防ぐ対策の実施
 (5) こぼれた農薬を処理するための農薬専用の道具の用意
 (6) 農薬が農産物や他の資材に付着しない対策の実施
 コウサオセン カンキョウオセン ジッシ ジッシ フセ ジッシ ヨウイ ジッシ

		C5.4.4		必須		必須		危険物の保管（農薬）		

火災を防ぐために、発火性または引火性の農薬の保管について、農薬の販売店・メーカー等に保管方法を確認し、その指示に従って保管している。また、警告表示をしている。

 カサイ フセ ハッカ セイ インカ セイ ノウヤク ホカン ノウヤク ハンバイ テン トウ ホカン ホウホウ カクニン シジ シタガ ホカン ケイコク ヒョウジ

		C5.4.5		重要 ジュウヨウ		必須		農薬の在庫管理		

農薬の入庫ごと、出庫ごとの記録がつけられている。記録と実在庫の整合性が取れている。

 セイゴウセイ ト

		C5.5 農薬のドリフト

		C5.5.1		必須		必須		ドリフト被害の防止		
農薬のドリフトによる被害を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1) 自分の圃場を含む周辺圃場で栽培されている作物の把握（管理点1.2）、そこ
       からの農薬のドリフトの危険性についての判断（灌漑用水を通じた農薬流入の
       危険性認識を含む）
 (2) 上記（１）に基づくドリフト対策の実施
 ノウヤク ヒガイ フセ イカ ト ク カンリテン ハンダン フク ジョウキ モト ジッシ

		C5.5.2		必須		必須		ドリフト加害の防止		
農薬のドリフトによる加害を防ぐために、以下に取り組んでいる。
 (1) 自分の隣接圃場を含む周辺作物・周辺住民への農薬のドリフト防止対策
 (2) 地下水・河川等の水系への農薬流出防止対策
 (3) 土壌くん蒸剤を使用する場合、ラベルに従い被覆等の実施
 ノウヤク カガイ ボウシ ジッシ

		C5.6 残留農薬に関する検証

		C5.6		必須		必須		残留農薬検査		
農薬使用の適切性を確認するために、以下に取り組んでいる。
 （1) 以下の項目を満たす残留農薬検査の計画を文書化している。
    (a) 残留農薬検査の計画は農場内で使用した農薬およびドリフトの可能性がある
          農薬のうち、残留の可能性が高いと思われる品目・農薬成分・収穫時期・場所
          からのサンプル選定
    (b) 上記(a)で特に残留の可能性が高い農薬成分を特定できない場合、多成分
          一斉分析の実施
 （２) 残留農薬検査の計画に基づき、以下に取り組んでいる。
    (a) 年1回以上の残留農薬検査の実施と結果の保管
    (b) 検査の結果、残留農薬基準値を超過した場合、管理点6.3，6.4に従った対応
          の実施
 ノウヤクシヨウ テキセツセイ カクニン イカ ト ク イカ コウモク ミ センテイ ジッシ モト イカ ト ク ジッシ ケッカ ホカン ケンサ ケッカ ザンリュウノウヤク シタガ タイオウ ジッシ

		C6 肥料等の管理 カンリ

		C6.1 肥料等の選択・計画

		C6.1.1		必須		必須		肥料管理の責任者の
責務		
a. 肥料管理の責任者（管理点2.1）は、肥料等の選択・計画・使用・保管の業務を統括
    している。

b. 肥料管理の責任者は、以下に取り組んでいる。
 (1） 担当するJGAP管理点の理解、基準文書に関する最新情報（改定等）の把握
 (2） 施肥や土壌の管理に関する知識の向上


		C6.1.2		重要 ジュウヨウ		-		肥料成分の把握		
適切な肥料投入量の計算に必要な肥料等の成分を把握するために、以下に取り組んでいる。
 (1) 購入した肥料等の成分がわかる文書の保管
 (2) 自家製堆肥等、成分表がないものについては、検査機関による分析または書籍
       等による標準的な成分量の把握
 テキセツ ヒリョウ ケイサン ヒツヨウ イカ ト ク トウ

		C6.1.3		必須		必須		適切な施肥設計		適切な施肥管理および温室効果ガス低減対策のために、肥料管理の責任者は以下の取り組みを行っている。
 （1) 施肥設計には、使用する肥料名と含有成分比率、投入量と10a当たりの成分
       量、施肥方法、施肥時期・タイミングが記載されている。施肥時期・タイミング
       は食品安全について配慮している。
 （2) 施肥設計は、以下の情報を元に、品質向上や収量向上と環境保全のバランスを
       考慮していることを説明できる。
    (a) 過去の生産実績（作物の収量、品質）と施肥結果との関係
    (b) 土壌診断の結果
    (c) 行政または農協の標準施肥量・栽培暦の標準施肥量
    (d) 土作り(管理点C1.3）
    (e) その地域および下流域における肥料による水質汚染に関する情報
    (f) 使用する肥料が地球温暖化に及ぼす影響（亜酸化窒素の排出） テキセツ セヒ カンリ ア セヒ ショクヒン ジョウホウ モト シュウリョウコウジョウ カンリテン カリュウイキ

		C6.1.4		必須		必須		肥料等の安全性		
使用する肥料等の安全性の確保、土壌・農産物の汚染防止のために、肥料等について以下に取り組んでいる。
 (1) 肥料等に含まれる放射性物質が国の基準値内であることの確認
 (2) 行政による公定規格に合格した肥料以外の肥料等は、原材料（採取地等の由来
       含む）、製造工程または検査結果の把握による農産物に危害を及ぼす要因がな
       いことの確認
 (3) 堆肥の適切な発酵期間・温度の確保などによる病原微生物対策や雑草種子等
       の殺滅対策の実施
 (4) その他水源や土壌を汚染する可能性のあるものの不使用
 (5) 肥料等の購入は信頼できる業者を選んでおり、選定理由を説明できること
 (6) その他使用上の注意の遵守
 シヨウ ヒリョウトウ アンゼンセイ カクホ ドジョウ オセンボウシ ヒリョウトウ イカ ト ク ナイ カクニン ノウサンブツ フシヨウ シヨウジョウ チュウイ ジュンシュ

		C6.1.5		必須		必須		家畜ふん堆肥の安全性 カチク タイヒ アンゼンセイ		
家畜ふん堆肥による農産物の病原微生物汚染を防ぐために、付属書C6.1.5に基づいた家畜ふん堆肥の管理を行っている。
 カチク タイヒ ビョウゲン ビセイブツ オセン フセ モト カチク タイヒ カンリ オコナ

		C6.1.6		重要 ジュウヨウ		必須		
濁水流出による
水質汚染の防止
		水田代かき後の濁水流出防止の対策を実施している。

		C6.2 肥料等の使用と記録

		C6.2.1		必須		必須		肥料等の使用記録 ヒリョウトウ シヨウ		
トレーサビリティ確保のために、肥料等の使用について、以下の項目を記録している。
 (1) 施肥した場所（圃場名等）
 (2) 施肥日
 (3) 肥料等の名称
 (4) 施肥量
 (5) 施肥方法（散布機械の特定を含む）
 (6) 作業者名
 ヒリョウトウ

		C6.2.2		努力		-		施肥の検証 セヒ ケンショウ		
作物の適切な生育および環境汚染防止に資する施肥のために、施肥設計・散布実績・生産実績を確認し、結果を次作の計画に役立てている。
 セヒ セッケイ サンプ ジッセキ セイサン ジッセキ カクニン ケッカ ジサク ケイカク ヤクダ

		C6.3 肥料等の保管

		C6.3.1		必須		必須		危険物の保管
（肥料） ホカン		
火災等事故を防ぐために、発熱・発火・爆発の恐れがある肥料を保管している場合は、肥料の販売店・メーカーに保管方法を確認し、その指導に従って保管している。
 カサイ フセ ハツネツ ハッカ バクハツ オソ ヒリョウ ホカン バアイ ヒリョウ ハンバイ テン ホカン ホウホウ カクニン シドウ シタガ ホカン

		C6.3.2		重要 ジュウヨウ		必須		肥料等の保管条件		
肥料等の品質劣化および環境汚染防止、労働安全、食品安全のために、袋詰めの肥料等の保管について以下に取り組んでいる。
 (1) 保管場所に覆いがあり、日光、霜、雨、外部から流入する水による肥料への影響
       を防いでいること
 (2) ごみやこぼれた肥料の除去・清掃
 (3) 肥料等を直接土の上に置いていないこと
 (4) 農薬入り肥料および石灰窒素は、ラベルに記載のある保管方法で保管すること
 (5) 崩落・落下を防ぐ保管方法
 (6) 農産物・種苗への汚染防止
 ヒリョウトウ ヒンシツレッカ カンキョウオセン ボウシ ロウドウアンゼン ショクヒンアンゼン フクロヅ ヒリョウトウ ホカン イカ ト ク ジョキョ セイソウ ホウホウ

		C6.3.3		必須		必須		堆肥の保管		
環境汚染防止および交差汚染防止のために、製造途中の堆肥および流出液について必要な対策を実施している。
 カンキョウオセンボウシ コウサオセン ボウシ ヒツヨウ ジッシ

		C6.3.4		重要 ジュウヨウ		必須		肥料等の在庫管理 トウ		
肥料等の入庫ごと、出庫ごとの記録がある。記録と実在庫の整合性が取れている。計量が困難な肥料等については、何らかの方法でその在庫を把握する工夫をしている。
 ヒリョウトウ セイゴウセイ ト

		P 精米専用項目 セイマイセンヨウコウモク

		P1.1		必須		必須		精米の異物除去		
a. 金属、石、ガラスを除去できる工程を、商品の包装前に設けている。

b. 異物について、どの工程でどのような異物を除去できる可能性があるかを説明
    できる。
 キンゾク イシ ジョキョ コウテイ ショウヒン ホウソウ マエ モウ イブツ コウテイ イブツ ジョキョ カノウ セイ セツメイ

		P1.2		努力		-		異物混入の調査		
異物混入の再発を防ぐために、管理点P1.1で検出された異物を集め、混入した異物・経路などを調査し、異物混入を防ぐ検討材料としている。
 イブツコンニュウ サイハツ フセ

		P1.3		必須		必須		精米加工記録		
精米の場合、原料玄米との結びつきがわかるように、管理点6.2a.に以下の項目を追加し、記録している。
 (1) 精米の製造に関する識別（精米ロット等）
 (2) 精米年月日
 (3) 精米数量（内容量ごとの包装数）
 (4) 使用した玄米の製造に関する識別（玄米調製ロット等）と玄米数量
 セイマイ ゲンマイ ゲンマイ チョウセイ

		P1.4		必須		必須		精米の出荷記録		
精米の場合、原料玄米との結びつきがわかるように、管理点6.2a.に以下の項目を追加し、記録している（一般消費者への直接販売をのぞく）。
 (1) 出荷先（搬出先）住所
 (2) 産地
 (3) 用途（用途限定米穀であると確定している場合）
 (4) 出荷した精米の製造に関する識別（精米ロット等）
 ゲンリョウゲンマイ ムス ツイカ チョクセツ セイマイ セイマイ

		P1.5		必須		必須		精米への表示		
精米の場合、管理点6.2ｃ.に以下の項目を追加し、表示を行っている。
 (1) 原料玄米
 (2) 精米時期
 (3) 販売業者等の氏名または名称、住所および電話番号
 ツイカ ジキ

		P1.6		必須		必須		精米施設の区分け管理		
精米工程において、とう精から精米の袋詰めをおこなう場所を精米エリアとし、他の作業と区分された場所としている。
精米エリアは他の場所からの異物の流入を防いでいる。






+SA項目

		番号		JGAP		+SA		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		SA1		-		必須		土地の利用権 トチ リヨウケン		土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。 セイトウ ショユウケン シャクチケン

		SA2		-		必須		土地の購入 トチ コウニュウ		土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
 (1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権
       利を示す文書がある。
 (2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土
       地の所有権を認めている。
 (3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ
       れている。

		SA3		-		必須		商取引の透明性 ショウトリヒキ トウメイセイ		商取引について、以下の取り組みを実施している。
 (1) すべての商取引に関連する文書を保持している
 (2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを明確
       化している。 ショウトリヒキ イカ カンレン ホジ オコナ

		SA4		-		必須		法令の遵守 ホウレイ ジュンシュ		農業経営に関連する法令の最新情報を入手する手順を文書化している。
また、適用される法律や規制を確実に遵守する手順を文書化している。 ニュウシュ

		SA5		-		必須		販売に関する契約 ハンバイ カン ケイヤク		農産物に関する以下を含む契約について文書化されている。または、作物の購入に同意している協同組合等の団体の会員であることを示すことができる。
 (1) 仕様
 (2) 価格
 (3) 取引量
 (4) 支払条件   ノウサンブツ カン イカ フク ケイヤク ブンショカ シメ シヨウ カカク トリヒキリョウ シハライ ジョウケン

		SA6		-		必須		農薬の使用 ノウヤク シヨウ		a. 農薬は生産国の登録があるもののみを適切に使用している。

ｂ. 薬剤の原体に以下が含まれている農薬を使用していない。使用している場合は、
    将来的に使わない方針としている。
・ベノミル、フルオルイミド、フルバリネート、アラクロール、フルアジホップ、
  ブロマシル、チウラム ノウヤク セイサン クニ トウロク テキセツ シヨウ ヤクザイ ゲンタイ イカ フク ノウヤク シヨウ シヨウ バアイ ショウライテキ ツカ ホウシン

		SA7		-		必須		農地の造成 ノウチ ゾウセイ		2015年12月31日以降に農地以外の土地を新たに造成した場合は圃場が原生林、湿地帯、自然保護地域ではないこと、またそれらの地域に影響を与えていないことを文書により証明できる。 ガツ ニチ アラ ゾウセイ バアイ ホジョウ ゲンセイリン シッチ タイ シゼン チイキ チイキ エイキョウ アタ ブンショ ショウメイ

		SA8		-		必須		労働者の雇用・採用 ロウドウシャ コヨウ サイヨウ		a. 農場は労働者の雇用・採用に関する募集費用を負担しており、労働者に負担させ
    ていない。

ｂ. 人材派遣会社を使っている場合以下を実施していることを確認している。
 (1) 国から許可を得ていること
 (2) 詐欺的または強制的な募集慣行を行っていないこと
 (3) 労働関係法令の労働者関連要件に準拠していること ロウドウシャ ジッシ カクニン ロウドウカンケイホウレイ

		SA9		-		必須		自己点検の実施		
農場管理の改善のために、以下のことを年1回以上実施し、記録している。
 (1) 『+SA専用項目』のすべての管理点についての自己点検
 (2) 自己点検の結果、不適合だった項目の改善

※ 団体認証の場合は、内部監査に置き換えても良い。
 センヨウコウモク

		SA10		-		必須		水の使用権 ケン		水の使用量に関する行政や地域での取り決め、指導・許可制度がある場合は、それに従って節水に協力している。

		SA11		-		必須		+SAロゴマークの
適切な使用 テキセツ シヨウ		+SAに関する適切な表示をするために、+SAロゴマークを使用している場合、以下に取り組んでいる。
 (1) 関係する基準文書の遵守
 (2) 過去1年以内に発行された使用許諾書の保管

※ 団体の場合は、団体事務局が実施する。 イカ ト ク ジュンシュ カコ ネンイナイ ハッコウ シヨウキョダクショ ホカン





付属書C6.1.5

		(付属書 C6.1.5)家畜ふん堆肥の管理についての検討図（ディシジョンツリー） カチク タイヒ カンリ ケントウズ



		1

		自家製堆肥である。 ジカセイ タイヒ										水分調整や定期的な切り返しを行い、55℃以上が3日以上続いた工程で製造している。
※ ただし、雑草種子死滅には60℃以上が必要 ザッソウ シュシ シメツ イジョウ ヒツヨウ										
3に進む。 スス

										→YES→										→No→



		↓

		No		（購入、譲渡等）

		↓

		※ 都道府県知事の登録をうけたものも含む トドウフケンチジ トウロク フク

																				YES

		2

		製造工程が確認できる。その結果、水分調整や定期的な切り返しを行い、55℃以上が3日以上続いた工程で製造されていることが確認できる。 セイゾウコウテイ カクニン スイブン チョウセイ テイキテキ キ カエ オコナ イジョウ ニチ イジョウ ツヅ コウテイ セイゾウ カクニン										堆肥について、以下のことを確認する。
色は、褐色から黒褐色である。
原料家畜ふんのにおいがほぼない。
手触りがさらさらである。 タイヒ イカ カクニン イロ カッショク クロカッショク ゲンリョウ カチク テザワ										使用可。 シヨウ カ



										→YES→										→YES→





		↓

		No								NO

		↓

		3

		葉物野菜等、収穫部位が土壌に近く、かん水や大雨時に土が収穫部位につく可能性がある農産物である。 ハモノヤサイ トウ シュウカクブイ ドジョウ チカ スイ オオアメジ ツチ シュウカクブイ カノウセイ ノウサンブツ										堆肥の施用は、収穫4か月前までに実施する施肥設計とする。 タイヒ セヨウ シュウカク ゲツ マエ ジッシ セヒセッケイ

										→YES→







		↓

		No

		↓

		4

		使用可。 シヨウ カ







		※ いずれの場合も、使用時は管理点C6.1.2、C6.1.3、C6.1.4に準拠する。 バアイ シヨウジ カンリテン ジュンキョ
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団体事務局用 管理点と適合基準

農場用管理点と適合基準と異なり、専用項目を用意するの
ではなく差し替えであることに注意する。

3.1役割分担について+SAの管理点についても事務局と農
場の役割分担を決め、文書化する。例えば、土地の利用権
や購入については各農場が責任を持ち、商取引や法令遵
守については団体共通の方針や法令入手の手順とする、
禁止農薬についても団体共通の農薬リストで対応する、な
ど。

3.2団体マニュアルの条件は3.1の役割分担で決めた通りに
事務局と農場がそれぞれ行うべきルールをマニュアルに組
み込む。+SAの部分だけ新しく+SAのマニュアルを作るの
ではなく、既存のJGAP/ASIAGAPの団体マニュアルに付け
加える形がいいのではないか。

4.2.1内部監査員の要件としては+SAの学習を行うことを
求めている。これは農場向けのオンライン研修を受講すれ
ばよい。審査では受講証明書を見せればよい。
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JGAP用項目
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JGAP用項目

3.1
必
須

団体事務局と
サイトの役割分担

団体事務局とサイトの役割分担を明確にするために、『JGAP・+SA農場用 管理点と適合基
準』の管理点ごとに団体事務局とサイトの役割分担を文書化している。

3.2
必
須

団体管理マニュアルの
条件

以下の条件を満たす団体管理マニュアルを作成している。
(1) 団体事務局が『JGAP・+SA団体事務局用 管理点と適合基準』を実践するため
　　　の方法・手順の確立
(2) 管理点3.1の役割分担に基づき、団体事務局が『JGAP・+SA農場用 管理点と
　　　適合基準』を実践するための方法・手順の確立
(3) 管理点3.1の役割分担に基づき、サイトが『JGAP・+SA農場用 管理点と適合
　　　基準』を実践するための方法・手順の確立

4.2.1
必
須

内部監査員、内部監査
補佐役の要件

a. 内部監査員は以下の要件を満たしている。
(1) JGAP指導員基礎研修の合格および指導員資格の維持
(2) JGAP団体認証研修の合格
(3) 上記（１）（２）を満たせない場合は、同等の力量を持つこと
(4) 協会が指定する+SA教材の学習

b. 内部監査補佐役は以下の要件を満たしている。
(1) JGAP指導員基礎研修の合格および指導員資格の維持
(２) 上記（１）を満たせない場合は、同等の力量を持つこと
(3) 協会が指定する+SA教材の学習
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運用について

		1．運用について ウンヨウ

		本書のみでの運用はできません。必ず『ASIAGAP団体事務局用管理点と適合基準』あるいは『JGAP団体事務局用管理点と適合基準』とセットで取り組む必要があります。同じ項目番号の管理点について『+SA団体事務局用管理点と適合基準』の管理点に差し替えて取り組む必要があります。審査の受付開始日は本書の運用開始日からとなります。 ホンショ ウンヨウ カナラ テキゴウ キジュン カンリテン テキゴウキジュン ヒツヨウ オナ カンリテン サ カ ト ク ヒツヨウ ホンショ ウンヨウカイシビ



		2．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		3．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン













































































+SA項目

		番号		レベル		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		JGAP用項目

		3.1		必須		団体事務局と
サイトの役割分担 ダンタイ ジムキョク ヤクワリ ブンタン		
団体事務局とサイトの役割分担を明確にするために、『JGAP・+SA農場用 管理点と適合基準』の管理点ごとに団体事務局とサイトの役割分担を文書化している。
 ヤクワリ メイカク ノウジョウ ヨウ カンリ テン ダンタイ ジムキョク ヤクワリ ブンタン ブンショ カ

		3.2		必須		団体管理マニュアルの
条件 ジョウケン		
以下の条件を満たす団体管理マニュアルを作成している。
(1) 団体事務局が『JGAP・+SA団体事務局用 管理点と適合基準』を実践するため
　　　の方法・手順の確立
(2) 管理点3.1の役割分担に基づき、団体事務局が『JGAP・+SA農場用 管理点と
　　　適合基準』を実践するための方法・手順の確立
(3) 管理点3.1の役割分担に基づき、サイトが『JGAP・+SA農場用 管理点と適合
　　　基準』を実践するための方法・手順の確立
 イカ ジョウケン ミ サクセイ ダンタイ ジムキョク ダンタイ ジムキョク ヨウ ジッセン テジュン カクリツ ジッセン ホウホウ カクリツ カクリツ

		4.2.1		必須		内部監査員、内部監査
補佐役の要件 ナイブ カンサ ホサヤク ヨウケン		
a. 内部監査員は以下の要件を満たしている。
(1) JGAP指導員基礎研修の合格および指導員資格の維持
(2) JGAP団体認証研修の合格
(3) 上記（１）（２）を満たせない場合は、同等の力量を持つこと
(4) 協会が指定する+SA教材の学習

b. 内部監査補佐役は以下の要件を満たしている。
(1) JGAP指導員基礎研修の合格および指導員資格の維持
(２) 上記（１）を満たせない場合は、同等の力量を持つこと
(3) 協会が指定する+SA教材の学習
 イカ ミ ニンショウ ジョウキ ホサヤク

		ASIAGAP用項目

		3.1		必須		団体事務局と
サイトの責任分担 ダンタイ ジムキョク セキニン ブンタン		「ASIAGAP・+SA農場用 管理点と適合基準」の管理点ごとに団体事務局とサイトの責任分担を文書化している。 ノウジョウ ヨウ カンリ テン ダンタイ ジムキョク セキニン ブンタン ブンショ カ

		3.2		必須		団体・農場管理
マニュアルの条件 ジョウケン		団体を運営する団体・農場管理マニュアルがあり、下記の条件を満たしている。この団体・農場管理マニュアルは団体事務局の管理のもとに単一の食品安全を含むマネジメントシステムを適用している。

(1) 団体事務局が「ASIAGAP・+SA団体事務局用 管理点と適合基準」
　　  を実践する
　　  ための方法・手順が明確になっている。
(2) 管理点3.1の責任分担に基づき、団体事務局が「ASIAGAP・+SA農場用
　　　管理点と適合基準」を実践するための方法・手順が定められている。
(3) 管理点3.1の責任分担に基づき、サイトが「ASIAGAP・+SA農場用 管理
　　　点と適合基準」を実践するための方法・手順が定められている。農場ごとに
      方法・手順が異なる場合には、該当する管理点を記載している。 ダンタイ ウンエイ カキ ジョウケン ミ ダンタイ ノウジョウ カンリ ダンタイ ジムキョク カンリ タンイツ ショクヒンアンゼン フク テキヨウ ダンタイ ジムキョク ダンタイ ジムキョク ヨウ ジッセン テジュン メイカク セキニン ジッセン ホウホウ ホウホウ コト バアイ ガイトウ カンリ テン キサイ

		4.2.1		必須		内部監査員・内部監査補佐役の要件 ヨウケン		内部監査員・内部監査補佐役は、それぞれ次の要件を満たしている。

(1) 内部監査員
　　1)最新の「ASIAGAP総合規則」12.1.2
　　２）協会が指定する+SA教材の学習
　　
(2)内部監査補佐役
　　1)最新の「ASIAGAP総合規則」12.1.3
　　２）協会が指定する+SA教材の学習 ツギ ヨウケン ミ ナイブ カンサ イン サイシン ナイブ カンサ ホサヤク
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運用について

		1．運用について ウンヨウ

		本書のみでの運用はできません。必ず『ASIAGAP団体事務局用管理点と適合基準』あるいは『JGAP団体事務局用管理点と適合基準』とセットで取り組む必要があります。同じ項目番号の管理点について『+SA団体事務局用管理点と適合基準』の管理点に差し替えて取り組む必要があります。審査の受付開始日は本書の運用開始日からとなります。 ホンショ ウンヨウ カナラ テキゴウ キジュン カンリテン テキゴウキジュン ヒツヨウ オナ カンリテン サ カ ト ク ヒツヨウ ホンショ ウンヨウカイシビ



		2．著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		本書は一般財団法人日本GAP協会が作成しました。著作権は、日本GAP協会に帰属します。二次的著作物を作成する場合は、日本GAP協会に事前に許諾を得る必要があります。 ホン イッパン ザイダン ホウジン ニホン ニホン ニホン キョウカイ



		3．免責事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		日本GAP協会および+SAの認証機関は、+SA評価を取得した農場・団体が販売する農産物について、法的な責任を負いません。 ニホン ニンショウ キカン ヒョウカ ノウジョウ ダンタイ ノウ サン













































































+SA項目

		番号		レベル		管理点		適合基準 テキゴウ キジュン		適合性 テキゴウセイ		コメント

		 +SA専用項目 センヨウ コウモク

		JGAP用項目

		3.1		必須		団体事務局と
サイトの役割分担 ダンタイ ジムキョク ヤクワリ ブンタン		
団体事務局とサイトの役割分担を明確にするために、『JGAP・+SA農場用 管理点と適合基準』の管理点ごとに団体事務局とサイトの役割分担を文書化している。
 ヤクワリ メイカク ノウジョウ ヨウ カンリ テン ダンタイ ジムキョク ヤクワリ ブンタン ブンショ カ

		3.2		必須		団体管理マニュアルの
条件 ジョウケン		
以下の条件を満たす団体管理マニュアルを作成している。
(1) 団体事務局が『JGAP・+SA団体事務局用 管理点と適合基準』を実践するため
　　　の方法・手順の確立
(2) 管理点3.1の役割分担に基づき、団体事務局が『JGAP・+SA農場用 管理点と
　　　適合基準』を実践するための方法・手順の確立
(3) 管理点3.1の役割分担に基づき、サイトが『JGAP・+SA農場用 管理点と適合
　　　基準』を実践するための方法・手順の確立
 イカ ジョウケン ミ サクセイ ダンタイ ジムキョク ダンタイ ジムキョク ヨウ ジッセン テジュン カクリツ ジッセン ホウホウ カクリツ カクリツ

		4.2.1		必須		内部監査員、内部監査
補佐役の要件 ナイブ カンサ ホサヤク ヨウケン		
a. 内部監査員は以下の要件を満たしている。
(1) JGAP指導員基礎研修の合格および指導員資格の維持
(2) JGAP団体認証研修の合格
(3) 上記（１）（２）を満たせない場合は、同等の力量を持つこと
(4) 協会が指定する+SA教材の学習

b. 内部監査補佐役は以下の要件を満たしている。
(1) JGAP指導員基礎研修の合格および指導員資格の維持
(２) 上記（１）を満たせない場合は、同等の力量を持つこと
(3) 協会が指定する+SA教材の学習
 イカ ミ ニンショウ ジョウキ ホサヤク

		ASIAGAP用項目

		3.1		必須		団体事務局と
サイトの責任分担 ダンタイ ジムキョク セキニン ブンタン		「ASIAGAP・+SA農場用 管理点と適合基準」の管理点ごとに団体事務局とサイトの責任分担を文書化している。 ノウジョウ ヨウ カンリ テン ダンタイ ジムキョク セキニン ブンタン ブンショ カ

		3.2		必須		団体・農場管理
マニュアルの条件 ジョウケン		団体を運営する団体・農場管理マニュアルがあり、下記の条件を満たしている。この団体・農場管理マニュアルは団体事務局の管理のもとに単一の食品安全を含むマネジメントシステムを適用している。

(1) 団体事務局が「ASIAGAP・+SA団体事務局用 管理点と適合基準」
　　  を実践する
　　  ための方法・手順が明確になっている。
(2) 管理点3.1の責任分担に基づき、団体事務局が「ASIAGAP・+SA農場用
　　　管理点と適合基準」を実践するための方法・手順が定められている。
(3) 管理点3.1の責任分担に基づき、サイトが「ASIAGAP・+SA農場用 管理
　　　点と適合基準」を実践するための方法・手順が定められている。農場ごとに
      方法・手順が異なる場合には、該当する管理点を記載している。 ダンタイ ウンエイ カキ ジョウケン ミ ダンタイ ノウジョウ カンリ ダンタイ ジムキョク カンリ タンイツ ショクヒンアンゼン フク テキヨウ ダンタイ ジムキョク ダンタイ ジムキョク ヨウ ジッセン テジュン メイカク セキニン ジッセン ホウホウ ホウホウ コト バアイ ガイトウ カンリ テン キサイ

		4.2.1		必須		内部監査員・内部監査補佐役の要件 ヨウケン		内部監査員・内部監査補佐役は、それぞれ次の要件を満たしている。

(1) 内部監査員
　　1)最新の「ASIAGAP総合規則」12.1.2
　　２）協会が指定する+SA教材の学習
　　
(2)内部監査補佐役
　　1)最新の「ASIAGAP総合規則」12.1.3
　　２）協会が指定する+SA教材の学習 ツギ ヨウケン ミ ナイブ カンサ イン サイシン ナイブ カンサ ホサヤク
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+SA解説書

番号
レ
ベ
ル

管理点 適合基準 解説

+SA専用項目

SA1 必
須

土地の利用権
土地を使用する権利を確認できる法的記録がある。
または正当な所有権、借地権があることを説明できる。

土地を使用する権利を確認できる法的
記録には、登記事項証明書（登記簿謄
本）や登記済権利証、賃貸借契約書、固
定資産税納税通知書などがあります。
これらの法的記録がない場合は、正当
な所有権、借地権があることを文書ま
たは口頭により説明します。

取組例
・借地権の概要について記載した帳簿
を作成する。

SA2 必
須

土地の購入

土地を購入する場合は以下の条件を満たしている。
(1) 公式・非公式にかかわらず土地所有権を設定していない場合は、耕作を行う権利

を示す文書がある。
(2) 購入する土地の境界が明確でない場合は、近隣住民や地元の市町村がその土地

の所有権を認めている。
(3) 土地の所有権に関し紛争がある場合は、話し合いにより公平かつ適時に処理さ

れている。

これから購入する土地、過去１年に購入
した土地が対象です。

SA3 必
須

商取引の透明性

商取引について、以下の取り組みを実施している。
(1) すべての商取引に関連する文書を保持している
(2) 贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の利益相反、詐欺行為を行わないことを

明確化している。

取組例
(1)領収書、請求書、振込記録などを保
管する。
(2)贈収賄、汚職、恐喝、横領、業務上の
利益相反、詐欺行為を行わないことを
農場管理の方針に盛り込む、あるいは
宣言する書面を作成し押印して保管す
る。
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確認テストと受講証明書の発行について

本研修の視聴だけでは+SAの審査員証明にはな
りません。確認テストの実施が必要となります。

確認テストを完了した方にPDFで受講証明書が送
られます。満点が要件ではないので間違った部分
は確認すれば十分です。

+SAの審査員証明：審査員カード+受講証明書

確認テストはグーグルフォームです。日本GAP協
会ウェブサイトの+SAのページに確認テストへのリ
ンクがあります。
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